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はじめに 
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学長 沖 陽子 
  

2020 年は新型コロナウイルスのパンデミックが世界情勢を一変させてしまいました。

日本においては、2021 年に持ち越された第 3 波が長引き、その後は緊急事態宣言とまん

延防止等重点措置の発出、延長、解除の繰り返し、そしてワクチン接種、変異株への脅威

などが入り乱れながら、かつ若者世代への感染が拡がるなど想定外の事象が、我々のライ

フスタイルをすっかり変貌させました。従って、2021 年度もコロナ禍の大学教育への影

響は計り知れないものとなりました。 
しかしながら、本学におきましては、前半は 2020 年度と同様に対面授業は申請許可制

とし、共通教育科目は一部を除いてオンラインを原則としましたが、コロナ禍の情勢を鑑

みながら、専門教育科目の演習実習科目や定期試験は対面式を実施し、講義科目も対面授

業の導入とハイブリッド型導入を進めながら、学生達への健全な大学生活への配慮に努

めました。そのような状況下でのコロナ禍における教育活動の概要と成果が、総合的に本

年報にまとめられています。また、コロナ禍に対する詳細な対応は別枠で章立てを行って

います。 
一方、大学改革の大きな特徴である「大学教育の質の向上や学修の質保証」が文部科学

省から提言されており、「教学マネジメントに係る指針の策定」や「学修成果の可視化と

情報公開」が求められています。本学も 2020 年 11 月に「教学マネジメント委員会」を

改名した「内部質保証推進会議」の活動と成果を本年報にて記載致すことで、本学の内部

質保証を公表しています。今までの年報は、単に年間の教育に関する行動記録として活用

して参りましたが、昨年からは学修成果の可視化と情報公開のツールとして活用する使

命を持たせて編集しています。エビデンスの意味合いも含めて、詳細なアンケート結果等

も参考資料として掲載しています。内部質保証推進体制については PDCA サイクルを充

実させるように改善しており、本年報が持つ役割はさらに大きくなると予測されます。 
本学は「人間尊重と福祉の増進」という建学の理念の下、教育研究の理念を「人間・社

会・自然の関係性を重視する実学を創造し、地域に貢献する」ことに置き、この理念に基

づく人材育成を目指しています。その具体的なプログラムとして、副専攻「吉備の杜」を

展開しています。文部科学省からの補助期間（COC＋事業）が終了した副専攻「岡山創生

学」を 2020 年に採択された COC+後継事業である「地方創生人材教育プログラム構築事

業（COC+R）」に包含させて、学部から大学院まで一貫した社会連携教育を副専攻として

充実させています。2021 年 4 月より本プログラムが始動致し、2021 年度は学部生 34 名

に「地域創生推進士」、大学院生 3 名に「創造戦略プロデューサー」の称号を授与するこ

とが出来ました。地域に貢献する、地域の産業界で活躍する人材育成も順調に進んでいる

ことを本年報よりご理解頂ければ幸甚です。 
 今後とも、学内外の皆様に本教育年報をご笑覧頂き、本学の教育体制の見直しと今後の

新たな展開に、ご助言とご示唆を賜りたくお願い申し上げます。 
2022 年 6 月 
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第１部 学部及び大学院における教育活動と成果               

 

第１章 学部における教育活動と成果                     
 
1 概要 

 第 1 部は本学の教育、すなわち学部と大学院の教育活動や成果といった本学の実際の

教育活動の状況を示す場所であり、教育年報の中でも最重要の位置づけとするところであ

る。令和 3年度から保健福祉学部は、これまでの保健福祉学科が現代福祉学科と子ども学科

に改組され、デザイン学部はこれまでのデザイン工学科と造形デザイン学科の 2 学科体制

から、ビジュアルデザイン学科、工芸工業デザイン学科、建築学科の 3学科体制に改組され

た。これに伴い、本学すべての学部で三つの方針の大幅な見直しを実施し、令和 2 年 1 月

22 日に公表された教学マネジメント指針に基づいた学修者目線の教育への明確な質転換に

向け、本年度設定したアセスメントポリシーに基づく本格的なチェックとそれに基づく改

善を開始した。高大連携事業では 2020年度末に開始した新事業の成果、本学教育の特色た

る地域連携教育のコアとして本年度に本格始動となった COC+R 事業の「吉備の杜」地域創造

戦略プロジェクトの成果については、今後の改革に繋がる検証が求められる。また、2020年

度にコロナ禍をきっかけに導入したオンライン授業は、今後も改善を重ねながら継続され

ていくものと考えられるが、これについては第 6部にまとめる。 
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2 入学者受入 

2-1 概要 

 大学入学共通テストが導入されて２年目となり、本学においても昨年度大幅なアドミッ

ション・ポリシーの見直しがなされ、学科改編に伴う総合型選抜入試も導入された。令和４

年度入学者選抜は、令和３年度からアドミッション・ポリシーで明記された各選抜日程にお

ける選抜方法及び評価基準に従って選抜が行われ、共通テスト実施直前に文科省から指示

があった新型コロナ感染症等に罹患又は罹患したおそれがある志願者の受験機会を確保す

るための対策にも対応しなら、アドミッション・ポリシーで明確にした基準に従って厳密に

実施された。 
 
2-2 選抜方法 

 令和４年度入学者選抜は以下の通り実施し、志願者数等は付録 A-1 に記載している。 
 
2-3 入学前教育 

2-3-1 保健福祉学部 

2-3-1-1 看護学科 

看護学科では、入学後の学習への動機づけと基礎学力の補強と向上を目指して入学前教

育を行っている。コロナ禍にある社会情勢を鑑み、従来の集合教育ではなく、郵送による通

信での教育形式とした。具体的には、特別入試入学者に対して、看護学・医学・英語の３領

域からそれぞれ基礎的なテーマの課題を提示し、レポートの提出を求めた。入学前の期間を

活用して大学で学ぶことの体験をしてもらうことにより、大学生活への移行がスムーズに

行われることが期待できる。  

担当教員：(看護) 森本美智子教授、佐藤美恵准教授、佐々木新介准教授、高林範子助教           

「闘病記」の書籍 2冊を購読して、患者の闘病体験、心情の変化、それ

に関わる看護師の看護の内容について、感じたことや考えたことを

レポートにする課題を提示した。 

     （医学）高橋徹教授、荻野哲也教授  

             基礎的な解剖生理学の問題に対し、探索して解答するように求めた。  

     （英語）関根紳太郎教授  

     看護学に関連する英文を読解し、それについて論述するように求めた。  

 
2-3-1-2 栄養学科 

管理栄養士に必要な食品学・栄養学・生命科学に関する専門知識を修得するには、化学や

生物などの自然科学の知識が基礎となる。一般入試では入試科目に化学または生物が課さ

れているのに対し、特別入試に課されているのは化学基礎と生物基礎である。従って、一般

入試で入学した学生と比較すると、特別入試で入学した学生は理科の基礎知識が不足して
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いる傾向がある。このような背景から、本学科では特別入試入学者に対して、化学と生物の

基礎知識を補うための入学前教育を実施している。今年は新型コロナウイルス感染症の拡

大を防止するため対面講義は実施せず、化学と生物学に関するレポート課題を与えた。入学

後にレポートを提出させ、教員が内容を確認することで、栄養学科における教育を吸収する

ために必要な基礎学力を養成した。 

 

化学担当教員：伊東秀之教授 

生物学担当教員：田中晃一教授 

 
2-3-1-3 現代福祉学科 

現代福祉学科では、入学後の社会福祉学に関する専門知識習得のモチベーションを高め

ることを目的に、特別入試による入学者への入学前教育を実施している。具体的にはソーシ

ャルワークに関する課題図書を用いたレポート課題を課している。大学キャンパスでの講

義、グループ討議は、学習意欲の向上、コミュニケーション、伝達力の涵養に効果的である

が、移動中の事故防止、新型コロナウイルス対策のために、今年度は講義を実施せず、郵送

による通信での教育形式とした。具体的には、朝比奈ミカ、菊池馨実編『地域を変えるソー

シャルワーカー』（岩波ブックレット,2021 年）を読み、当該図書の記述内容の概要、当該

図書に対する感想、意見を 1,000 字程度でまとめたレポートを作成する事を求めた。特別入

試による入学者に対して、入学後に課題レポートを提出させ、教員がレポート内容を確認し、

入学後の教育をよりスムーズに展開できるよう努めた。 

 

担当教員：坂野純子教授、口村淳准教授、佐藤ゆかり准教授 

 
2-3-1-4 子ども学科 

 子ども学科の入学前教育では、 子どもの課題を理解すること及び造形表現を通じて、

子ども学の学びに対するモチベーションを高めることを目的に、特別入試による入学者を

対象に子どもの課題に関するレポートと造形表現の制作を課した。具体的には、岡本夏木

『幼児期―子どもは世界をどうつかむか―』（岩波新書,2005年）を読んで、①考えたこ

と、含め、感想を 1200字程度でまとめ、②課題図書を読むことで浮かんだ疑問やさらに

知りたいことを 3つあげることを求めた。また、造形表現の制作課題として、「風コマ」、

「吹きぐるま」の提出を求めた。コロナ禍であっため、レポート課題を郵送し、 入学後

に教員がレポートを読み、入学後の子ども学の教育をスムーズに展開できるように努め

た。 
 

担当教員：安久津太一教授、児玉太一助教 
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2-3-2 情報工学部 

情報工学部では、入学者の選抜は、特別入試（学校推薦型選抜および帰国生入試）（11月

下旬）、一般選抜前期日程（2 月下旬）、一般選抜中期日程（3月上旬）の 3回に分けて実施

される。このうち、特別入試による合格者に対しては、12 月上旬の合格発表から 4 月の入

学までの期間、高等学校での学習内容を維持することにより、入学後の授業に無理なく移行

することが可能となるよう、例年、次の 3項目を主眼とした入学前教育を、合格者懇談会と

して 3学科合同で実施している。 

・高校卒業までの 3ヶ月間の時間の使い方へ示唆を与える。 

・大学入学までの心と体の健康維持と教養の深め方を示唆する。 

・身の回りの現象を支配している物理や数学から理工系の勉強に興味を持たせる。 

日程と内容は以下のとおりである。 

【第 1回】 

日時: 令和 3年 12月 24日（金）13:50～ 約 2時間 

場所: 学部共通棟北 8202室 

内容: 学部長による挨拶の後、学科別(情報通信工学科は 8201 室、情報システム

工学科は 8202室、人間情報工学科は 8105 室)に分かれ、各学科長または教務

専門委員の講話及び数学の小テストを実施した。また、全員に英語、数学、

物理の課題を配付し、第 2 回開催時に提出することとした。参加生徒数は、

特別入試合格者 43 名のうち 42 名（情報通信工学科 15 名、情報システム工

学科 14 名、人間情報工学科 13名）であった（欠席者 1名は学校行事よる）。 

【第 2回】 

令和 4年 2月 21 日(月)に開催予定であったが、新型コロナウイルスの感染拡大

のため中止とした。その代替として、入学後の新入生オリエンテーション時に懇談

会を開催することとした。 

日時: 令和 4年 4月 7日 14:20～ 約 2時間 

場所: 学部共通棟北 8202室 

内容: はじめに、第 1回に配布した英語、数学、物理の課題を回収した。次いで、

英語の課題に関する解説と小テスト、数学の課題に関する小テストを実施し

た。参加学生数は、特別入試合格者 43 名のうち 40 名（情報通信工学科 13

名，情報システム工学科 14名、人間情報工学科 13名）であった。 

 

2-3-3 デザイン学部 

デザイン学部では、特別入試での合格者を対象として学修の継続と大学教育への動機づ

けを目的とし、毎年入学前教育を実施しているが、新型コロナウイルス感染拡大継続に伴い、

令和３年度についても、令和２年度同様、３学科ともオンラインで実施した。 
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2-3-3-1 ビジュアルデザイン学科 

ビジュアルデザイン学科では、特別入試合格 12 名（総合型選抜 4 名・学校推薦型選抜 8
名）を対象に、オンライン環境下での課題提示と提出を前提に入学前教育を実施した。課題

は、入学後の学習環境への対応と、英語教育に対する準備を促すことを狙いとし、①オンラ

インツールやメールによって行われる授業のやり取りに備えるものと、②大学での英語学

習について知り、デザイン分野に関わる英語の使い方を学ぶ課題を設定した。①に対しては、

指定されたフォームに回答した後、担当教員とメールでのやりとりを行うもので、１２月中

旬に実施した。②に対しては、最初に本学での英語学習についてのアドバイスを受け、以降

４回のミニ課題を１月中旬〜２月下旬にかけて実施し、対象者からの回答に対して、担当教

員がコメントを行った。 
 
2-3-3-2 工芸工業デザイン学科 

工芸工業デザイン学科では、特別入試合格 11 名（総合型選抜 4 名・学校推薦型選抜 7
名）を対象に、入学前教育としてオンラインで課題を提示し、工芸工業デザインの３つの専

門領域についてレポートを作成し、指定されたフォームに送信する形で提出させた。オンラ

インでの文章・画像送信が問題なくできるようになり、入学後の学習環境へ生かすこと、日

常的にデザインについて考える習慣が身につくための動機付けを目的としている。２月初

旬に課題を提示し、対象者からの回答に対し３月中旬に担当教員からのコメントを入れた

全員分のレポートを参加者へ公開した。お互いのレポートを読むことでそれぞれの考えを

知り、入学後の良好な交友関係に繋がることも期待している。 
 
2-3-3-3 建築学科 

建築学科では、建築設計などのデザインで必要とされる「観る力」を磨くため、岡山の景

観についての分析課題を設定した。馴染みのある岡山の景観の中から自分が魅力的と感じ

る場所について写真を撮影、それらを魅力的にしている要素についてレポートにまとめて

提出させる。この課題を通して景観を注意深く観ることを促し、また自身が何を魅力的と感

じるのかを見つめ直す機会となる。また提出されたレポートは、受講生全員が互いのレポー

トを閲覧できるように学期末にクラウド上で共有した。また提出にあたってはデジタルデ

ータでの提出を前提とすることで、データでのレポート作成や手書きレポートのデータ化

の手法などを学ぶ機会となるよう設定している。 
 
2-4 留学・転学受入等 

2-4-1 外国人留学生の受入状況 

本学では、国際社会に開かれた大学として外国人留学生の受け入れを進めており、主とし

てアジア諸国を中心に留学生の受け入れを行うとともに、国際交流協定を締結している韓

国の又松（ウソン）大学校からは短期の交換留学生の受け入れを行っている。 
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令和３年度は、学部と大学院合わせて 6人の留学生が在籍している。 

 

〔留学生の在籍状況〕                        単位：人 
年度 人数 学部･院別 所 属 学 部 等 別 国籍別人数 

29 9 

(1) 

学部 

 2(1) 

保健福祉学部     1 

デザイン工学部   1(1) 

韓国  1 

中国   1(1) 

大学院 

 7 

保健福祉学研究科  5 

情報系工学研究科  2 

中国  5 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2 

30 16 

 

学部 

 8 

保健福祉学部     4 

情報工学部     2 

デザイン工学部   2 

中国  5 

韓国  2 

台湾   1 

大学院 

 8 

保健福祉学研究科  6 

情報系工学研究科  1 

デザイン学研究科  1 

中国  4 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2 

韓国  1 

ネパール 1 
R1 13 

 

学部 

 6(2) 

保健福祉学部     3 

デザイン工学部   3 

中国  3(1) 

韓国  2(1) 

台湾  1 

大学院 

 7 

保健福祉学研究科  4 

情報系工学研究科  1 

デザイン学研究科  2 

中国  2 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2 

韓国  1 

台湾  1 

ネパール 1 
R2 8 学部 

 1 

情報工学部     1 韓国  1 

大学院 

  7 

 

 

保健福祉学研究科    6 

デザイン学研究科  1 

中国  2 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1 

韓国    2 

台湾  1 

ネパール 1 
R3 6 学部 

  1 

デザイン学部      1   マレーシア 1 

大学院 

 5 

保健福祉学研究科  5 中国  2 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1 

韓国    2 

※（ ）内は留学生のうち研究生の数 

 
2-5 まとめと課題 

 新型コロナ感染症予防対策の対応も施しながら、令和 4 年度入学者選抜はアドミッショ

ン・ポリシーの基準に従って実施した。令和 7 年度から共通テストで新たに導入される教

科である情報の取り扱いなど、大幅な入試改革を控えて、入学者選抜方法の見直し、令和４

年度夏頃には公表する必要があるので、入試改革に向けた検討に加えて、18 歳人口の減少

が進む中、いかに入学者を確保するか、入試 IR、入試広報の更なる強化が必要である。ま
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た、留学生の受入れに関してコロナ禍の影響もあり、新たな留学生受け入れが困難な状況で

はあったが、国際交流協定締結校からの受け入れ体制も整備しつつ、積極的な受け入れを進

めていく必要がある。 
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3 共通教育における学生の学習支援 

3-1 概要 

本学の共通教育は、建学の理念「人間尊重と福祉の増進」と、本学全体の教育目的「人間・

社会・自然の関係性の理解」に基づき、教養教育全般を担う全学対象科目を設置している。

それは次の３科目群に大別される。 

導入科目群 学部初年次教育として知的実践的自律性を培う 

理論科目群 学部教育の知的根幹を担う理論的な知識を学ぶ 

実践科目群 理論的な知識を応用する実践的な力を体得する 

共通教育は 3科目群の教育方針によって、具体的には次のような力の育成を図る。 

・ 現代社会の多様性を理解し、時代の変化に対応することができる豊かな教養を備えた

「人間力」 

・ 地域社会あるいは国際社会との連携等を通して、実社会における課題を自ら発見し解決

する能力を持った「社会力」 

・ 異文化理解あるいはチームワーク活動に不可欠な実践的「コミュニケーション力」、お

よび科学技術の進展に支えられた「情報処理・活用力」 

共通教育の教育課程は、これまでに述べた教育方針の３科目群（縦軸）から編成されると

ともに、学問分野に応じた 7 つの科目カテゴリー（横軸）によっても編成されている（下

表）。 

 

表 共通教育による教育課程の編成 

共通教育 
教育方針の 3科目群 

導入科目群 理論科目群 実践科目群 

学
問
分
野
の
７
カ
テ
ゴ
リ
ー 

修学基礎 ○   
人文・社会科学  ○ ○ 
自然科学  ○ ○ 
健康科学  ○ ○ 
語学国際  ○ ○ 
複合 PBL  〇 〇 
社会連携   ○ 

 

学問分野の 7カテゴリーの具体的な編成内容は以下のとおりである。 

(1) 修学基礎：高校の学びから大学での学びへの転換と準備、そして大学生としての自律を

促す 

(2) 人文・社会科学：人間性を考える普遍的な理論や知識を習得し言葉の力を身につけると

ともに、社会の仕組みや歴史から様々な解決すべき課題を学び、共同体のあり方を問う

力を養う 
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(3) 自然科学：自然現象やそれに関わる発見から普遍的な真理を探究することを通じ、論理

的思考力や問題発見力、批判力などを身につけるとともに、そのために必要な情報処理

などの技能を習得する 

(4) 健康科学：身体とその健康に関する理論や知識を習得し、実生活に応じた思考力を養う

とともに、社会の中で生涯にわたり健全な生活をおくる具体的技能を身につける 

(5) 語学国際：グローバル化する地域社会のみならず一般的に国内外の様々な文化環境に

おいても、そこで活躍するために必要不可欠な語学力を育成するとともに、異文化理解

をも深める 

(6) 複合 PBL：アクティブ・ラーニングを取り入れることで、現代の学際的な課題に主体的

に取り組む力を身につける 

(7) 社会連携：地域で活躍するために必要な地域の理解と、他者との協働性を養成する 

ここで、全学科で必修となる授業科目の多くを 1年次に配当し、高等学校での学習内容か

ら大学教育へスムーズに移行できるようにしている。 

また、人文・社会科学、自然科学、健康科学の 3カテゴリーには、各カテゴリー内の学問

的精髄を集約した「要論」と、各カテゴリーに属す伝統的な学問によって編成された「基幹

科目」がある。同様に、語学国際カテゴリーには、「要論」、「英語」、「英語以外の外国語」、

「国際」がある。これら歴史的価値のある学問的知識を身につけると共に、学生が現代の学

際的な課題に主体的に取り組む力を身につけるために、2021 年度から「複合 PBL（Problem 

Based Learning）」が新たな科目カテゴリーとして拡充・編成された。これは基本的にアク

ティブ・ラーニングの授業形式の下で、学生が「問題」を発見し「解決」に向けてプレゼン

テーションやディスカッションなどを通じて、最後に成果をまとめる授業となる。これら

「要論」や「基幹科目」、そして「複合 PBL」によって、現代的多様性に対応できるリベラル

アーツ教育を実現している。 

この 7つのカテゴリーについて、共通教育部内に教養教育推進室、語学教育推進室、情報

教育推進室、健康・スポーツ教育推進室、社会連携教育推進室の 5つの推進室を設置して教

育を実施している。さらに、「共通教育の充実及び共通教育と専門教育との連携に関する」

業務を実施するために、教育開発センター内に共通教育部門が設置されている。共通教育科

目に対するカリキュラム等の企画・立案などをこの部門が担当し、共通教育部ならびに各推

進室で実施するように役割分担ができている。共通教育科目の実施にあたり、共通教育部を

兼務する教員のみだけではなく、学部専任教員にも協力を仰いでいる。 

共通教育における令和 3年度の主要な成果は、以下に集約される。 

・ 修学基礎カテゴリーの再編・調整を行い、日本語文章作法と日本語表現の 2科目を日本

語表現法に統合し、人文科学基幹科目に移行した。 

・ 複合 PBL を新たな科目カテゴリーとして独立させ、科目カテゴリーを 6から 7に再編し

た。 

・ 複合 PBL カテゴリー内の科目を調整して、少人数教育を基本とする 1単位選択必修科目
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16科目として再編し、アクティブ・ラーニングの積極的導入を推進した。 

・ 高大連携教育の推進を目的として、人文・社会科学カテゴリーと自然科学カテゴリーに

「未来社会論（人文・社会科学）」と「未来社会論（自然科学）」を新設した。 

・ 語学国際カテゴリーに「要論」科目である「語学国際要論」を新設した。 

・ 英語教育においては、学修成果の指標となる TOEICの対策を強化するとともに、英語科

目の English Language Program 6（ELP6）の単位認定要件として、TOEIC で合格最低点

をクリアすることを設定し、運用を開始した。 

・ 英語力の高い学生の能力を更に高めるために、2021 年度入学生のうち TOEIC 成績が上

位の学生を対象として、より高レベルな内容の英語教育を行う Advanced class を開設

した。 

・ 「吉備の杜」創造戦略プロジェクトの始動に伴い、大学院生および学外の社会人が地域

で必要とされるヒューマンスキルを身につけることを目的とする「大学院共通基盤科目

（大学院クロスセクション）」6科目を開講し、運営した。 

 

3-2 共通教育部 

共通教育部では、部内に教養教育推進室、語学教育推進室、情報教育推進室、健康・スポ

ーツ教育推進室、社会連携教育推進室、の 5つの推進室を設置して教育を実施している。特

に、本学の建学理念「人間尊重と福祉の増進」及び教育目的「人間・社会・自然の関係性」

の理解を体現するために、 

(1) 基礎的な知識を体系的に理解する姿勢の形成 

(2) 生涯にわたる知的活動あるいは社会生活において必要とされる論理的思考力・問題発

見力・批判力・汎用的な技能の習得と形成 

(3) 地域連携等を通じた社会人基礎力や課題解決力の習得 

(4) 自己の人間的成長あるいは将来に継続する学習意欲の喚起を、専門分野にとらわれる

ことのない涵養 

の４項目を柱として、知的自律性を培うための教養と技能を涵養する教育を、所属学部に係

わることなく全学生に実施している。また、これらを通して、 

・ 現代社会の多様性を理解し、時代の変化に対応することができる豊かな教養を備えた

「人間力」の育成 

・ 地域社会あるいは国際社会との連携等を通して、実社会における課題を自ら発見し解決

する能力を持った「社会力」の涵養 

・ 異文化理解あるいはチームワーク活動には不可欠な実践的「コミュニケーション力」、

および科学技術の進展に支えられた「情報処理・活用力」の修得 

を軸とした上で、文部科学省が提唱する「学士力」あるいは経済産業省が提唱する「社会人

基礎力」を見据えた教育を目指している。具体的には、教養教育全般を導入科目群、理論科

目群、実践科目群の 3 つで構成し、授業科目を建学の理念に合致する次の 7 つのカテゴリ
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ーで編成している。 

・ 高校教育から大学教育への円滑な移行を促す「修学基礎」 

・ 教養教育としての「人文・社会科学」 

・ 教養教育としての「自然科学」 

・ 建学の理念に基づく「健康科学」 

・ 国際交流と異文化理解を涵養する「語学国際」 

・ 学際的な課題に主体的に取り組む力を培う「複合 PBL」 

・ 地域社会との結びつきを育成し、社会の一員である自覚を喚起する「社会連携」 

 

令和 3年度入学生の共通教育科目の概要をまとめると、下の表のようになる。 

 

令和 3年度入学生（共通教育科目） 

カテゴリー 
授 業 

科目数 
全学的な必修科目の例 

修学基礎 4 大学で学ぶ、フレッシュマンセミナー 

人文・社会科学 17 人文・社会科学要論 

自然科学 13 自然科学要論 

健康科学 6 健康科学要論（一部の学科のみ必修） 

語学国際 20 ELP 1・2・3・4・5・6 

複合 PBL 16 全ての学科で選択必修 

社会連携 6 社会連携要論、地域資源論 

合  計 82  

 
3-3 教養教育推進室 

教養教育推進室は、前節で述べた 7 カテゴリーのうち「修学基礎」、「人文・社会科学」、

および「自然科学」の教育を推進する組織である。「修学基礎」カテゴリーにおいては、専

門教育を修得する上で重要な共通教育科目の履修指導を行うとともに、新入生対象のフレ

ッシュマンセミナーにおいて、各学部・学科に求められる資質や基礎知識を身に付ける教育

を行っている。1年次生必修科目である「大学で学ぶ」は、初年次教育の一環として、学長

をはじめとする学内外の経験豊かな講師が、「生きた素材」をもとに、学問に出会い、今日

に至るまでの道のりや、大学で学習する上で身に付けておくべきスキルの重要性を、新入生

に語る授業として、平成 15年度から開講していた「フレッシュマン特別講義」の後継科目

「大学で学ぶ」（1 年次必修科目）は、初年次教育の一環として、学長をはじめとする学内

外の経験豊かな講師が、「生きた素材」をもとに、学問に出会い、今日に至るまでの道のり

や、大学で学習する上で身に付けておくべきスキルの重要性を新入生に語る授業として、平

成 27年度から開講している。教養を身に付けることの意義、学術情報の収集技法や健康教
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育、語学との関わり方など、高校生としての学びから大学生としての学びへのトランジショ

ン的なテーマも盛り込み、令和 3年度は、次の内容でオンライン実施した。 

 

令和 3年度「大学で学ぶ」実施状況 

回 日程 講師 題目 

1 4/14 沖学長 賢く生きる雑草に学ぶ 

2 4/21 山下附属図書館長、田中司書長 図書館の活用方法 

高戸健康・スポーツ教育推進室長 健康で豊かな大学生活を送るために 

3 4/28 末岡社会連携担当副学長 岡山創生学＋吉備の杜創造戦略プロジ

ェクト 

伊藤グローバルラーニングセンター長 グローバル時代に生きる県大生へ 

4 5/12 片岡総社市長 人間力 

5 5/19 西村客員教授 グローバル人材育成に関する考察 

6 5/26 田中共通教育部長 リベラルアーツ教育の意義 

有本学術研究推進センター長 専門教育と研究～論理的思考力の醸成 

7 6/ 2 石井キャリア形成支援部門長 キャリアについて考える 

伊藤就職支援部門長 社会を意識した大学時代の考え方と就

職 

8 6/ 9 岡山県警察本部生活安全部サイバー犯

罪対策課 

情報倫理とセキュリティ 

また、「人文・社会科学」と「自然科学」カテゴリーにおいては、平成 30年度から設定さ

れた「要論」、「基幹科目」、「複合 PBL（Problem Based Learning）」の内実を充実させ、 平

成 31年度から令和 2年度にかけてより具体的、実践的に学修内容の定着を図った。とりわ

け「複合 PBL」については、カリキュラムカテゴリーとして独立させ、同時開講科目の分野

別の「セミナー科目」の名称の下、1単位選択必修科目として令和 3年度から始めることと

なった。これにより、大学生に求められる教養を身に付けた人材の育成を目指している。 

コア科目である「人文・社会科学要論」および「自然科学要論」は全学必修であり、1年

次生 1Q および 2Q に開講している。いずれの講義も 3 名の専任教員で構成するオムニバス

形式を取っている。「人文・社会科学要論」では人文科学と社会科学の全体像を述べた後、

「人文科学・哲学」、「社会科学・社会学」、「人文科学・文学」の 3分野を、「自然科学要論」

では自然科学の全体像を述べた後、「物理学」、「生物学」、「化学」の 3分野を 5コマずつ講

義し、学生の所属学部に依存することなく、各科学分野の概要を学べるようにしている点に

特長がある。 

教養教育推進室の課題については、共通教育部門において議題として取り上げ、その解決

を図っている。共通教育カリキュラム・ポリシーに基づいて、平成 30年度入学生からの共
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通教育新カリキュラムを令和 3年度も実施している。「人文・社会科学」、「自然科学」、「健

康科学」の 3つのカテゴリーを中心にしつつ、令和 4年度開講計画を示す。  

 

表 令和 4年度 共通教育科目（人文・社会科学、自然科学、健康科学）開講計画 

カテゴリー 令和 4年度 開講科目 授業方法 時間数 単位数 

人
文
・
社
会
科
学 

 人文･社会科学要論 講義 30 2 

人
文
科
学
基
幹
科
目 

哲学 講義 30 2 

倫理学 講義 30 2 

歴史学 講義 30 2 

宗教学 講義 30 2 

心理学 講義 30 2 

文学 講義 30 2 

芸術学 講義 30 2 

日本語表現法 講義 30 2 

社
会
科
学
基
幹
科
目 

経済学 講義 30 2 

経営学 講義 30 2 

人類学 講義 30 2 

法学 講義 30 2 

社会学 講義 30 2 

政治学 講義 30 2 

日本国憲法 講義 30 2 

未来社会論（人文・社会科学） 講義 15 1 

自
然
科
学 

 自然科学要論 講義 30 2 

自
然
科
学 

数学Ａ 講義 30 2 

数学Ｂ 講義 30 2 

数学Ｃ 講義 30 2 

物理学Ａ 講義 30 2 

物理学Ｂ 講義 30 2 

化学 講義 30 2 

生物学 講義 30 2 

統計学Ａ 講義 15 1 

統計学Ｂ 講義 30 2 

コンピュータ演習Ⅰ 演習 30 1 

コンピュータ演習Ⅱ 演習 30 1 

未来社会論（自然科学） 講義 15 1 

健
康
科
学 

 健康科学要論 講義 30 2 

健
康 

科
学 

生命倫理学 講義 15 1 

健康心理学 講義 30 2 

スポーツ科学 講義 15 1 

健康スポーツＡ 講義・実技 30 1 

健康スポーツＢ 講義・実技 30 1 

複
合PB

L 

人
文
・
社

会
科
学 

セ
ミ
ナ
ー 

人文・社会科学セミナーA 講義 15 1 

人文・社会科学セミナーB 講義 15 1 

人文・社会科学セミナーC 講義 15 1 

人文・社会科学セミナーD 講義 15 1 
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自
然
科
学 

セ
ミ
ナ
ー 

自然科学セミナーA 講義 15 1 

自然科学セミナーB 講義 15 1 

自然科学セミナーC 講義 15 1 

自然科学セミナーD 講義 15 1 

健
康
科
学 

セ
ミ
ナ
ー 

健康科学セミナーA 講義 15 1 

健康科学セミナーB 講義 15 1 

健康科学セミナーC 講義 15 1 

健康科学セミナーD 講義 15 1 

語
学
国
際 

セ
ミ
ナ
ー 

語学国際セミナーA 講義 15 1 

語学国際セミナーB 講義 15 1 

語学国際セミナーC 講義 15 1 

語学国際セミナーD 講義 15 1 

 
3-4 語学教育推進室 

本学における語学教育は、「受動的な学習から能動的な学習」を目指すアクティブ・ラー

ニングを実施している。教師による一方的な指導ではなく、授業内での学生によるペア・ワ

ークやグループ・ワークを主体とした学習、授業外でのインターネットを利用した自主学習

を組み合わせた授業形態を採っている。 

また、英語母語話者のみではなく、非英語母語話者とのコミュニケーションを目的とした

「国際共通語としての英語」を学ぶことに主眼を置いている。英語以外にもドイツ語、韓国

語、中国語、フランス語を選択科目として開講している。 

なお、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、今年度の外国語科目は一部を除き原

則としてオンデマンド型のオンライン形式で開講した。 

(1) ELP 科目と ESP科目 

英語科目は平成 28年度から新しいカリキュラム English Language Program（以下 ELP）

を開始した。平成 29年度と 30年度はクォーター制（4学期制）を導入したが、学修成果を

鑑みて、令和元度から従来のセメスター制（2学期制）で ELP科目を開講した。ELP1～6は

必修科目であり、ELP1～4は 1年次生を対象として、スパイラルに英語のコミュニケーショ

ン能力を伸ばすことを目標としている。ELP5、6は 2年次生を対象とし、受容的な能力の強

化と異文化理解などを育成する発展科目としている。 

ELP1、3、5、6 は理解力の涵養に焦点を当て、国際的な基準 CEFR（Common European 

Framework of Reference for Languages）が求める 5つの技能のうち、readingと listening

を併せた技能複合型、ELP2、4 は発信力の涵養に焦点を当て、writing と speaking

（interaction & presentation）を併せた技能複合型にすることで、履修者にも科目の性格

が明確となるように工夫している。選択科目として ELP7～10を、専門科目につなげる英語

科目として ESP(English for Specific Purposes)1～2を設置している。 
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以下は英語カリキュラムを図示したものである。 

図．英語科目 ELP1～10、ESP～2 

 

(2) CALL教室(8120、8122教室)の利用 

CALL 教室は授業での利用の他、授業の空き時間ならびに夏季・春季の長期休暇中には学

生に開放し、自主学習の機会を提供している。 

(3) 多読用書籍利用 

語学教育推進室では、多読用書籍の貸し出し、管理業務も行っている。外国語の習得には

まずインプットが不可欠であり、そのために英語学習者が辞書なしで楽しめるように工夫

された多読用の英語書籍を用意している。これらの書籍は、学生の関心を惹きつけるものを

常備するため計画的に数を増やし、学生のニーズに応えられるよう心がけている。 

語学教育推進室が所有する多読用書籍は、現時点では 2,000冊を超えている。必修の英語

科目を履修しているすべての学生が持つ学習ログ（学習記録）には、学生が読んだ多読本を

記録していくようになっている。 

ただし、今年度はコロナ禍により外国語科目がオンライン形式で開講されたため、学生が

登校して語学教育推進室で多読用図書を直接借り出す機会はほとんどなかった。以下に月

ごとの多読用書籍の貸出状況表を示す。数字は、貸し出し冊数を表す。 

 

表．令和 3年度 多読書籍の貸し出し状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

保健福祉 16 0 8 11 4 4 5 4 4 0 1 0 

情報 19 1 3 9 2 2 51 45 19 19 3 0 

デザイン 9 0 0 3 0 21 25 18 6 6 0 0 

計 44 1 11 23 6 27 81 67 29 25 4 0 

 

(4) 語学教育推進室の TA指導数 

語学教育推進室では、ティーチング・アシスタント（以下、TA）を月曜日から木曜日まで
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週に 4 日間配置している。これらの学習支援事業に関する利用者総数（数値は対応人数）

は、下表に示すとおりである。内訳は、オンライン英会話、オンライン韓国語会話、英語学

習相談、TOEIC 模試、個人指導等である。今年度は対面授業が一度も開講されなかったため、

授業補助業務はなかった。 

 

表．令和 3年度語学教育推進室の TA指導数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

保健福祉 14 13 18 15 15 11 13 12 10 17 14 - 

情報 13 6 21 18 10 13 20 32 41 36 17 - 

デザイン 4 9 4 4 2 8 12 14 17 15 15 - 

韓国語 - - - - - - 12 15 - - - - 

計 31 28 37 37 27 32 57 73 68 68 46 - 

 

表. 令和 3年度語学教育推進室の TAによるオンライン英会話等実績 

実施月 実施延べ人数 予約可能日数 対応 TA数 備考 

4月 12 11 2 対面での試験対策等 

5月 28 11 2 オンラインでの英会話や各種

試験対策 6月 43 17 2 

7月 37 14 2 

8月 27 8 2 

9月 32 12 2 オンラインと対面での英会話

や各種試験対策 10月 43 16 2 

11月 56 16 2 

12月 64 13 2 

1月 64 11 2 

2月 46 10 2 

3月 31 5 - 非常勤特任講師が対応 

 

表. 令和 3年度語学教育推進室 TAによる TOEIC模試とフィードバックカウンセリング数 

TOEIC模試実施実績 フィードバックカウンセリング実施件数 

実施日 人数 

10月 28日 2 

11月 21日 1 

11月 25日 1 

12月 2日 1 

12月 6日 1 

12月 9日 2 

1月 20日 2 

1月 27日 2 
 

実施日 受験者数 

4月 21日 21 

6月 30日 9 

9月 6日 2 

10月 6日 2 

10月 19日 3 

10月 28日 6 

11月 9日 1 

11月 17日 3 

11月 22日 3 

11月 24日 1 

11月 25日 8 

12月 2日 7 

12月 6日 3 

1月 20日 6 

1月 27日 5 
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(5) eラーニング教材の利用状況 

平成 30年度より、TOEIC L&R対策に焦点を当てた eラーニング教材 ALC NEXTを導入して

いる。１年次生には TOEIC L&R 500 点コース、2年次生には TOEIC L&R 600点コースと 730

点コースを割り当て、授業外学習とした。利用者の達成率は以下の表のとおりである。  

1、2 次年生とも、学期が進むにつれて達成率が下がる傾向が見られ、学習開始当初のモ

チベーションの維持が課題である。 

 

表. 令和 3年度 ALC NEXT達成率の平均（％）１年次生 500点コース 

 保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部 

stage 1 2 3 ﾚﾋﾞｭｰ 模試 1 2 3 ﾚﾋﾞｭｰ 模試 1 2 3 ﾚﾋﾞｭｰ 模試 

前期 93.0 88.3 81.0 82.8 1.3 72.0 65.4 56.1 55.4 1.8 86.5 84.0 77.8 77.5 3.0 

夏季 94.8 91.0 85.3 87.9 44.4 77.9 72.6 62.8 61.6 19.7 94.0 91.5 84.5 85.7 33.2 

 

表．令和 3年度 ALC NEXT達成率の平均（％）2年次生 600点コース 

 保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部 

stage  1      2  3 ﾚﾋﾞｭｰ 模試  1  2  3 ﾚﾋﾞｭｰ 模試  1  2  3 ﾚﾋﾞｭｰ 模試 

前期 84.1 78.6 68.4 63.6 1.5 73.5 66.2 48.8 46.9 0.9 77.1 61.0 48.7 44.8 0.7 

夏季 87.7 84.8 73.2 72.5 31.2 77.7 69.6 51.1 50.6 15.7 82.1 63.5 51.0 48.2 4.9 

 

表．令和 3年度 ALC NEXT達成率の平均（％）2年次生 730点コース 

 保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部 

stage 1 2 1 2 1 2 

後期 68.7 56.3 61.0 47.2 32.8 19.6 

 

ELP 2 & 4（1年生必修科目）では本学の英語専任教員が独自に作成したテキスト Express 

Yourself を導入している。これはスピーキングおよびライティングのスキル向上を目指し

たもので、その効果を検証するため、学習者の前期および後期それぞれの始めと終わりにお

ける発話量の差をワード数に基づいて調べた。ELP2と ELP4の両方で、発話量が各学期の始

めと終わりで有意の差で増えた。  

 

表．Express Yourself：前後期始めと終わりの学習者のワード数（平均値と標準偏差） 

学部 ELP2（前期） ELP4（後期） 

保健福祉 
60.12（19.60） 

137.28（32.61） 

105.47 (23.55) 

205.66 (26.25) 

情報 
60.11（20.16） 

134.34（36.62） 

89.83 (18.54) 

213.18 (23.72) 

デザイン 
55.79（11.75） 

135.61（31.13） 

89.14 (12.82) 

205.17 (19.94) 

全学部 
60.09（20.01） 

135.11（35.65） 

94.03 (19.92) 

208.44(23.65) 

注：上段の数値は学期の始め、下段の数値は学期の終わりの数値を表す。 
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ELP 4の履修者に対して、eラーニング教材 English Centralを準備した。 この教材は、

短い英語の動画を視聴し、その中で用いられていた語彙を学んだり発話練習をしたりする

ものである。 下記表は ELP4 履修条件の一つとしていた期間（9月 24日から 2月 10日）の

学部別の利用平均値を示す。  

 

表．令和 3年度 English Central の利用（必須期間の平均） 

学部 動画視聴数 学習単語数 学習活動数 発話数 
保健福祉 n = 132 48.87 150.94 239.80 182.00 

情報 n = 164 15.33 180.73 197.38 119.24 

デザイン n = 100 24.39 104.48 115.80 106.46 

 

（6）TOEIC L&R IP任意テスト受験 

就職活動や進学の関係で受験を希望する学生がいるため、TOEIC L&R IP 任意テストを学

内で 3 回実施した。実施結果は以下のとおりである。なお、6 月 1 日に実施した第 51 回テ

ストはコロナ禍で学生の入構が禁止されていたため、オンラインでの実施となった。 

 

表．令和 3年度 TOEIC L&R IP任意受験者の概要 

通算回数 実施年月日 受験者数 平均点(標準偏差) 最高点 最低点 

51 令和 3年 6月 1日 2 652.50 (3.54) 655 650 

52 令和 3年 7月 6日 30 470.00(84.60) 610 280 

53 令和 3年 11月 5日 17 518.53 (93.40) 720 340 

54 令和 4年 2月 15日 10 479.50 (122.24) 730 345 

 

(7) TOEIC L&R IPの全員受験の実施  

1年次履修の「ELP1」履修者を対象として、令和 3年 7月 10日（7月 13日追試）に TOEIC 

L&R IPを実施した。当初は例年と同じく 5月中旬に実施予定であったが、コロナ禍で学生

の入構が禁止されていたため、延期して 7 月に実施した。受験者 374 名、受験者平均点は

402.51 点、最高得点は 770点、最低点は 190点であった（990点満点）。平成 28年度から現

在のように経年変化を見るため 1、2 年生で全員受験を実施するようになったが、1 年生の

平均点が 400 点を超えたのは今年度が初めてである。最高点、最低点ともに昨年度を上回っ

ている。「ELP1」の履修クラスごとの平均点等は次の表のとおりである。 
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表．令和 3年度入学生「ELP1」履修学科別の結果 

学部 学科 受験者数 平均点 標準偏差 最高点 最低点 

保健福祉 

看護 41 467.56 88.12 635 275 

栄養 40 419.63 86.16 710 270 

現代福祉 37 416.35 84.71 660 225 

子ども 26 403.27 88.23 600 210 

情報工 

通信 A 24 400.00 77.58 605 295 

通信 B 25 375.80 74.40 555 235 

ｼｽﾃﾑ A 25 399.60 77.28 675 305 

ｼｽﾃﾑ B 25 416.00 89.86 605 235 

人間 38 394.87 76.40 585 255 

 

デザイン 

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ 30 356.83 126.40 755 190 

工芸工業ﾃﾞｻﾞｲﾝ 32 361.88 102.96 770 190 

建築 31 387.74 117.88 685 200 

全 学 科 374 402.51 97.25 770 190 

注：情報通信工学科、情報システム工学科は 2クラスに分けて実施。 

 

2年次履修の「ELP6」履修者名を対象として、令和 3年 12月 11日（12月 14日追試）に

TOEIC L&R IP を実施した。受験者 355名、受験者平均点は 426.82点、最高得点は 835点、

最低点は 155 点であった（990 点満点）。平均点が前年度比 49.33 点上昇し、最高点が 100

点上昇した一方、最低点は 20 点下がっている。2020 年度より ELP6 の単位認定資格として

合格基準となる TOEIC 得点を設定しているが、今年度は 12月の試験で合格基準点に達しな

かった履修者に対して、令和 4 年 2 月 15 日に再試験を実施した。ELP6 履修者 377 名のう

ち、再試験でも合格基準点に達しなかった 13名（3.4%）については、ELP6の単位を認定せ

ず再履修とした。 
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表.令和 2入学生の 1年次受験時と翌年 2年次（令和 3年度）での履修クラス別の結果 

上段は令和 3年度実施分、下段は令和 2年度 1年次実施分 

学部 学科 受験者数 平均点 標準偏差 最高点 最低点 

保健福祉 

看護 
41 

(41) 

461.71 

(385.24) 

104.79 

(90.93) 

725 

(605) 

250 

(190) 

栄養 
40 

(40) 

444.63 

(413.25) 

83.59 

(72.54) 

650 

(640) 

250 

(275) 

保福 A 
41 

(41) 

397.56 

(340.61) 

86.55 

(81.17) 

560 

(530) 

155 

(180) 

保福 B 
20 

(20) 

392.75 

(360.75) 

110.50 

(99.06) 

675 

(650) 

180 

(205) 

情報工 

通信 A 
21 

(23) 

494.29 

(421.74) 

121.89 

(93.37) 

780 

(645) 

285 

(285) 

通信 B 
22 

(22) 

410.45 

(347.50) 

94.59 

(82.36) 

555 

(550) 

210 

(175) 

ｼｽﾃﾑ A 
23 

(25) 

461.52 

(392.60) 

107.77 

(117.01) 

765 

(730) 

220 

(185) 

ｼｽﾃﾑ B 
24 

(25) 

432.71 

(384.00) 

90.61 

(92.47) 

660 

(585) 

285 

(200) 

人間 
37 

(39) 

387.97 

(383.21) 

90.57 

(80.59) 

630 

(540) 

225 

(235) 

デザイン 

デ工 
40 

(42) 

447.38 

(389.64) 

117.70 

(109.38) 

760 

(655) 

220 

(200) 

造形 A 
23 

(24) 

379.13 

(318.75) 

80.02 

(77.42) 

535 

(510) 

250 

(185) 

造形 B 
23 

(24) 

403.04 

(372.29) 

138.67 

(118.80) 

835 

(735) 

215 

(260) 

全 学 科 
355 

(366) 

426.82 

(377.49) 

107.49 

(96.91) 

835 

(735) 

155 

(175) 

注：保健福祉学科、情報通信工学科、情報システム工学科、造形デザイン学科は 2クラスに

分けて実施。 

 

ELP6の単位認定基準となる TOEIC得点の設定が ELP6の不合格者数に与えた影響を確認す

る目的で、設定前（2017年度～2019 年度）と設定後（2020年度、2021年度）で、履修者数

に対する不合格者数（1～59 点）の割合を比較した。その結果、設定前の 3 年間の平均は

4.1%、設定後の 2 年間の平均は 4.2%であり、設定前後で変わらなかった。一方、履修登録

者数に対する履修放棄者数（0 点）の割合は、設定前は 2.3%であったのに対し、設定後は

6.4%に増加していた。単位認定基準の設定が必修科目である ELP6の履修放棄を促すとは考

えにくく、それよりむしろ同じタイミングで重なったコロナ禍によるオンライン授業化の

影響であると考えられる。コロナ禍によるオンライン授業化は、同様に不合格者の割合を増

やす方向に影響した可能性がある。以上の結果を考えあわせると、ELP6 の単位認定基準と

なる TOEIC得点の設定は、不合格者数を増やすことはなく、むしろ減少させた可能性がある

ことが示唆された。次に、単位認定基準導入の英語力向上に対する影響を確認する目的で、

入学次から 2 年次にかけての TOEIC 得点の伸び幅について調べた。その結果、ELP6 単位認

定基準設定前の 3 年間の平均伸び幅は-10.23 点であったのに対し、設定後の 2 年間の平均
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伸び幅は 44.61点と、50点以上改善していた（表）。また、複数の英語教員から、単位認定

基準導入前と比べて、ELP6 の授業や TOEIC 受験に対して学生がより真剣に取り組むように

なったことが報告されており、単位認定基準の導入が英語教育において非常にポジティブ

な効果を及ぼしていることが示された。 

 

表．入学時と 2年次後期の TOEIC 平均点の変化 

年度 2017 2018 2019 2020 2021 

入学時平均点 366.43 368.28 386.31 373.72 377.49 

2 年次平均点 366.85 362.01 361.46 413.60 426.82 

伸び幅 0.42 -6.27 -24.85 39.88 49.33 

 

(8) スピーカーズ・コーナー 

スピーカーズ・コーナーは、コンテストという競争形式ではなく、学生の自由な発想のも

とに英語、ドイツ語といった外国語でのスピーチをすることができるイベントである。本年

度は大学祭がオンライン開催となったことを受け、スピーカーズ・コーナーも令和 3 年 11

月 6日（土）14：30～15：15、オンラインで実施した。出場者は 6名で、英語もしくはドイ

ツ語でプレゼンテーションを行った。 

 

(9) 定期発行物 Newsletter WeLL+ 

Newsletter は教員や学生からの投稿記事を基に構成され、編集作業も各学部および大学

院の学生と語学教育推進室のスタッフが協力して行っている。 

例年、4月と 10 月の年 2回発行しており、4月に第 19号を発行した。全学部 1･2年生と

教職員に配布し、内容としては語学学習の方法、資格検定試験実施の案内などを掲載した。

しかし、10月発行分についてはコロナ禍で編集作業ができなかったため発行を見送った。 

 

(10) Advanced class の開設 

令和 3 年度後期から当該年度入学生を対象に、英語力並びに学習意欲が高い学生をさら

に伸ばすための取り組みとして Advanced class を導入した。対象科目は後期開講の必修科

目 ELP3&4で、進級後は 2年次の必修科目 ELP5&6に引き継がれる。 

 

(11) 「語学国際要論」新設 

共通教育においては各カテゴリー内の学問的精髄を集約した「要論」科目があるが、令和

3年度から語学国際カテゴリーでも選択講義科目として「語学国際要論」を新設した。A～D

まで 4クラスあり、英語や韓国語を用いて単に言葉のスキルを身につけるだけでなく、文化

的多様性を柔軟に受容し理解を深める教養教育を目指している。 
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3-5 情報教育推進室 

情報社会の進展に伴い、情報通信機器およびデータの活用があらゆる分野で求められて

いる。そのような中、情報技術に関する知識を学ぶことによって情報社会に適応できる能力

を養うことを目的として情報教育推進室が開設された。構成メンバーは室長、副室長の他、

室員であり、いずれも情報工学部の教員が担当している。今年度入学生の開設授業科目にお

いて情報教育推進室が関係する科目は次の通りである。 

 

・「統計学 A」 

・「統計学 B」 

・「コンピュータ演習 I」 

・「コンピュータ演習 II」 

 

これらの科目の担当教員は本推進室の構成メンバーの他、非常勤講師で構成されている。

「情報・統計」の開講科目は卒業判定に関係する科目が少ないなどの理由により科目数自体

少ないが、多くの学生が情報技術の習得を望んでおり、情報技術教育のさらなる向上を目指

す必要があると考えられる。カリキュラム改革により、「情報・統計」のカテゴリーが廃止

され、担当科目が自然科学基幹科目のカテゴリーに移動した。 

 

（演習室の開放）  

学生の情報活用能力の向上を図り、情報教育演習や自主学習利用の目的のため、情報基盤

活用推進センターにより、インターネットに接続された PCを備えた情報処理演習室を年間   

131 日開放した。各月の延べ利用者数及び開放日数は下表のとおりである。令和 3年度の延

べ人数は 2266名であり、前年度比約 199 %の利用者増であった。また開放日数は前年度比

約 154%増となった。新型コロナウイルスの影響により開放日数の変動及び授業形態の変更

のため、利用実績が大きく変動したと考えられる。 

 

（ア）延べ利用者数 

月 4月 5月 6月 7･8月 9･10月 11月 12月 1月 2月 合計 

H27 1,835 1,368 1,713 2,550 2,264 1,126 1,145 1,144 468 13,613 

H28 1,675 1,137 1,183 1,708 2,045 1,185 1,170 894 380 11,377 

H29 762 1,025 676 768 1,159 1,066 1,028 966 329 7,779 

H30 474 869 625 1,088 1,186 895 721 717 229 6,804 

R1 356 782 725 1211 821 691 598 530 176 5,890 

R2 0 0 0 12 261 337 257 196 76 1,139 

R3 353 16 87 457 448 360 255 235 55 2,266 

  



ウ-16 

（イ）開放日数 

月 4月 5月 6月 7･8月 9･10月 11月 12月 1月 2月 合計 

H27 14 14 22 27 26 17 15 15 8 158 

H28 15 19 22 26 25 19 15 15 8 164 

H29 14 19 22 28 26 19 16 16 7 167 

H30 14 20 21 27 26 19 15 17 7 166 

R1 13 18 20 29 26 19 16 17 6 164 

R2 0 0 0 9 23 19 17 10 7 85 

R3 16 1 8 24 26 18 17 14 7 131 

 
3-6 健康・スポーツ推進室 

健康・スポーツ教育推進室は本学の教養教育における「健康科学」の教育を推進する組織

であり、身体とその健康に関する理論や知識を修得し、実生活に応じた思考力を養うととも

に、社会の中で生涯にわたり健全な生活をおくる具体的技能を養うことがその目的である。

その他にも、学生の課外活動に使用する施設、機器等の維持管理、全学における学生及び教

職員の健康の維持・推進のための施設利用に関する事項、全学のスポーツ施設の地域社会へ

の提供に関する事項、地域における健康・スポーツ教育活動に関する事項など所掌事項は多

岐にわたる。 

構成メンバーは共通教育部兼務教員 3 名である。令和 3年度の健康科学カテゴリー科目

は、理論科目群と実践科目群から構成され、理論科目群にはコア科目の「健康科学要論」に

加えて基幹科目である「生命倫理学」「健康心理学」「スポーツ科学」「健康スポーツ A」「健

康スポーツ B」が配置され、実践科目群には具体的、実践的に学修内容の定着を図るための

科目へと発展することを目指した健康科学カテゴリー関連の複合 PBL（Problem Based 

Learning）科目である「健康科学セミナー A」「健康科学セミナー B」「健康科学セミナー 

C」「健康科学セミナー D」が設置されている。講義科目はいずれも准教授以上の専任教員が

担当している。実技科目については学科別の開講とし、天候に左右されない施設の有効活用

を実現する時間割編成としている。これにより、実技科目の目的の 1つである多様なスポー

ツの実践を通して、基礎的な運動能力はもとより健康の維持及び体力の増進に資する技能

を獲得する環境を整備している。実技科目は、当初対面授業であったが緊急事態宣言により

一部の期間オンライン授業となった。後期も対面授業が実施され、オンライン方式と対面方

式を併用した。対面方式では全履修生を対象に感染防止対策に関する事前学習、スポーツ施

設の使用に関するオリエンテーションを行い、その後 4〜5 種のスポーツ種目を実施した。 

また、健康スポーツ A、Bの TA に協力してもらい、その他の体育・スポーツ施設につい

ても点検、整備を行った。更に課外活動におけるスポーツ施設の有効利用を推進するため、

スポーツ施設に関する適切な施設使用、管理に関する指導、助言を行った。 
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3-7 社会連携教育推進室 

本推進室は（1）副専攻「岡山創生学課程」の修了に必要な授業科目の企画及び開発、（2）
前号の授業科目のうち学部教育科目のカリキュラム案の作成支援及び実施支援、（3）共通教

育科目の社会連携カテゴリーに配置される授業科目のカリキュラム案の作成及び実施、（4）
前号の授業科目に係る予算案の作成並びに施設及び機器等の整備（共通教育部の所掌する

ものを除く）、（5）その他第 1 号及び第 3 号の授業科目に関連する業務（共通教育部及び各

学部の所掌するものを除く）を主な所掌業務としている。 
構成メンバーは共通教育部兼務教員 3 名と学部教員 3 名である。今年度は高年次および大

学院の副専攻に創造戦略プロジェクト「吉備の杜」が加わったことにより、副専攻の名称を

「吉備の杜」とし、これまでの「岡山創生学」を「岡山創生学課程」、高年次の創造戦略プ

ロジェクトを「吉備の杜クリエイター課程」、大学院のそれを「吉備の杜プロデューサー課

程」と呼称し入学から学部卒業、大学院修了までの一貫した社会連携教育の体制が整備され

た。「岡山創生学課程」では共通教育科目を 7 科目開講した。そのうち、「社会連携要論」と

「地域資源論」は全学の 1 年次必修科目であり、いずれも本推進室の構成メンバーが主担

当でオンライン方式により実施した。また、演習科目である「地域創生演習」、「地域インタ

ーンシップ」は、受け入れ先機関とも慎重に協議した上で、感染防止対策に留意しながら対

面での実践教育が実施された。その他の選択科目も、共通教育部の方針に沿って実施した。 

 
3-8 留学性・転学生 

本学では、日本の生活に不慣れな留学生（韓国又松（ウソン）大学校からの転学生、短期

留学生を含む）がいち早く日本の生活・文化に慣れ、学習・研究活動に励むことができるよ

うにするため、本学学生の中から学業や生活の相談相手を選定し、留学生のサポートを行う

チューター制度を設けるなど、学業・生活面の両面において支援を行っている。令和３年度

は留学生に対して、各学科における学習支援のほか、授業料減免制度や奨学金募集等の情報

提供及び活用の支援などを行った。 

なお、令和 3年度の留学生数は、学部生 1人、大学院生 5人の計 6人であり、そのうち学

部生 1 名がチューター制度を利用した。最近 5 年間における留学生数及びチューターを利

用した留学生数は次のとおりである。 

 

年  度 H29 H30 R1 R2 R3 合計 

留学生数（学部生）  2  8  6  1  1 18 

留学生数（大学院生）  7  8  7  7  5 34 

合  計  9  16 13 8  6 52 

（うちチューター利用） （ 3） ( 3) ( 2) ( 0) （ 1） （ 9） 
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3-9 大学コンソーシアム 

県内の 18 大学が参加する大学コンソーシアム岡山では、平成 21 年度に文部科学省「大

学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」事業の選定を受けた「岡山オルガノン

の構築」（代表校：岡山理科大学）の 3年間にわたる事業に対し、平成 23年度に補助金交

付が終了したことを受けて、その事業を平成 24 年度から継承してきた。平成 27 年度に設

置された将来構想委員会において事業運営を検討し、平成 30年度はその方針に従って運営

されている。 

はじめに、令和 3年度に実施された事業（単位互換、吉備創生カレッジ、日ようび子ども

大学、エコナイト、SD 研修会）に対する本学の参加状況を説明し、その後、令和 4 年度以

降に対する対応を述べる。 
 
〔本学の参加状況〕 

（１）単位互換 

（他大学→本学）※R2及び R3の対面については、感染症の影響でオンライン授業となった 

年  度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 合計 

対面 履修学生数 1 0 0 0 1 7 9  

履修科目数 2 0 0 0 1 4  7 

本学提供科目数 4 4 4 3 3 4 22 

双方向

ライブ 

履修学生数 0 0 0 0 0  0 

履修科目数 0 0 0 0 0  0 

本学提供科目数 0 0 0 0 0  0 

合計 履修学生数 1 0 0 0 1 7 9 

履修科目数 2 0 0 0 1 4 7 

本学提供科目数 4 4 4 3 3 4 22 

 

（本学→他大学）※R2及び R3の一部の対面については、感染症の影響でオンライン授業となった  

年  度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 合計 

対面 履修学生数  2  2  0 0 2 35  41 

履修科目数  3  1  0 0 2 10  16 

双方向

ライブ 

履修学生数  0  1  0 0 0   1 

履修科目数  0  1  0 0 0   1 

合計 履修学生数  2  3  0 0 2 35  42 

履修科目数  3  2  0 0 2 10  17 

 

（２）インターンシップ参加（㈱ナジック・アイ・サポート） 

年  度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 合計 

参加学生数 14 9 1 － － － 24 

※「キャンパスウェブ」の利用が見込めないため、R1年度から利用を休止している。 
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（３）吉備創生カレッジ 

No. 年度 開講期 科 目 名 講  師 

1 H22 前期 俳句を楽しむ 柴田奈美（デザイン学部教授） 

2 くらしと微生物 中島伸佳（保健福祉学部准教授） 

3 後期 懐かしの洋食器世界 久保田厚子（デザイン学部教授） 

4 赤毛のアンの姉妹たち 桂宥子（情報工学部教授） 

星野裕子（保健福祉学部教授） 

杉村寛子（保健福祉学部准教授） 

5 H23 前期 景観デザインを考える 熊澤貴之（デザイン学部講師） 

6 後期 英米文学カフェ 杉村寛子（保健福祉学部准教授） 

7 H24 前期 地産地消と食文化 岸本妙子（保健福祉学部教授） 

8 後期 再生エネルギー発電 徳永義孝（情報工学部准教授） 

9 H25 前期 近代期の禁酒運動 二宮一枝（保健福祉学部教授） 

10 日本のデザイン文化 吉原直彦（デザイン学部教授） 

11 高齢者の健康維持と運動 犬飼義秀（情報工学部教授） 

12 後期 人とロボットの眼の不思議 滝本裕則（情報工学部助教） 

13 いま,子どもの育ちを考える 池田隆英（保健福祉学部准教授） 

14 続・日本のデザイン文化 吉原直彦（デザイン学部教授） 

15 H26 前期 広がるワイヤレスの世界 大久保賢祐（情報工学部教授） 

16 日本人の糖尿病 福島光夫（保健福祉学部教授） 

17 後期 韓国の身近な文化を知ろう 朴貞淑（デザイン学部講師） 

18 「嵐が丘」入門 杉村寛子（保健福祉学部教授） 

19 情報とデザイン 尾崎洋（デザイン学部講師） 

20 考えるコンピュータの考え方 但馬康宏（情報工学部准教授） 

21 H27 前期 脳から解る認知症 澤田陽一（保健福祉学部助教） 

22 人間のダイナミクス 迫明仁（情報工学部教授） 

齋藤誠二（情報工学部准教授） 

大山剛史（情報工学部助教） 

23 メソアメリカデザイン 真世土マウ(デザイン学部准教授) 

24 後期 生活習慣病予防のための食事 平松智子（保健福祉学部准教授） 

25 インターネットの仕組み 國島丈生（情報工学部准教授） 

26 映画の表現技法 山下万吉（デザイン学部講師） 

27 H28 前期 小石川療養所の建築 福濱嘉宏（デザイン学部教授） 

28   思春期の性に関する子育て 岡﨑愉加（保健福祉学部准教授） 

29   再生可能エネルギー発電 德永義孝（情報工学部准教授） 

30  後期 高齢社会と地域―日韓比較― 井上祐介（保健福祉学部助教） 

31   日本の工業デザイン史 益岡了（デザイン学部准教授） 

32   人とロボットの類似点相違点 井上貴浩（情報工学部准教授） 

33 H29 前期 美学入門 樋笠勝士（デザイン学部教授） 

34 １９世紀イギリス小説を読む 杉村藍（情報工学部教授） 

35 子どもの食と健康 川上貴代（保健福祉学部教授） 

36 後期 歴史から見る人工知能 但馬康宏（デザイン学部准教授） 

37 医療と自己決定 沖本克子（保健福祉学部教授） 

38 世界のコミック入門講座 中西俊介（デザイン学部准教授） 

39 H30 前期 介護保険と地域づくり 岩満賢次（保健福祉学部准教授） 

40 脳を解剖するとは 柳原衞（情報工学部准教授） 

41 生活の中のデザイン 尾崎洋（デザイン学部講師） 

42 後期 はじめての社会調査入門 都島梨紗（保健福祉学部講師） 
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43 レーザー光が拓く現代社会 徳田安紀（情報工学部教授） 

坂口浩一郎（情報工学部助教） 

44 病気とたたかう子どもの空間 畠和宏（デザイン学部助教） 

45 R1 前期 人生の最終段階で支えあう 名越恵美（保健福祉学部准教授） 

實金栄（保健福祉学部准教授） 

46 身体的コミュニケーション 渡辺富夫（情報工学部教授） 

47 ウェブデザイニング 石王美（デザイン学部助教） 

48 後期 「若草物語」の教育論 山本孝司（保健福祉学部教授） 

49 日常生活に関わるセンシング 穂苅真樹（情報工学部教授） 

50 生活の中のデザイン 尾崎洋（デザイン学部講師） 

51 R2 後期 人工知能最前線 岩橋直人（情報工学部教授） 

52 腸内環境を整えて介護予防 入江康至（保健福祉学部教授） 

53 R3 前期 感染予防（看護）を学ぶ 森本美智子（保健福祉学部教授） 

54 芸術の哲学 河合大介（デザイン学部准教授） 

55 後期 『若草物語』の教育論 山本孝司（保健福祉学部教授） 

56 身体的コミュニケーション 渡辺富夫（情報工学部特任教授） 

57 岡山県総社市の地域づくり 髙橋俊臣（デザイン学部准教授） 

 

（４）日ようび子ども大学 

岡山県生涯学習センターと協力し、「日ようび子ども大学in京山祭」を平成23年より開催

している。県内の18大学、5短期大学、1高専の大学生が集まって子どもが体験できるブース

を設置するなど、親子で楽しんでいただく催しを開催している。令和２年度及び３年度は新

型コロナウイルス感染症対策のため中止した。 

年度 開催日 会  場 参加大学数 参加者数 

H23 6 月 26日 岡山商科大学 8 大学 508名 

H24 6 月 24日 岡山県生涯学習センター 11 大学 1,188 名 

H25 6 月 2 日 岡山県生涯学習センター 13 大学・短大 1,500 名 

H26 6 月 1 日 岡山県生涯学習センター 14 大学・短大 1,854 名 

H27 6 月 7 日 岡山県生涯学習センター 16 大学・短大 2,428 名 

H28 6 月 5 日 岡山県生涯学習センター 16 大学・短大 2,579 名 

H29 6 月 4 日 岡山県生涯学習センター 16 大学・短大 1,587 名 

H30 6 月 3 日 岡山県生涯学習センター 16 大学・短大 1,882 名 

R1 6 月 16日 岡山県生涯学習センター 15 大学・短大 1,643 名 

 

（５）エコナイト 

地域貢献活動の一環として、平成 23年度から大学コンソーシアム岡山の加盟校（県内の

18大学、4短期大学、1高専）が連携し、環境問題への啓発を目的としたエコナイトを実施

している。具体的には、エコパートナーシップおかやま（岡山県）や岡山市等行政団体とリ

ンクして、学生間の交流活動推進と地域との連携強化を図りつつ、学内消灯や自動車通勤の

自粛、エコキャンドルの点灯、一斉ライトダウンを実施するとともに、参加大学毎に独自の



ウ-21 

エコに関する環境教育の実践的活動を実施している。例年統一活動として開催している岡

山奉還町商店街イベントは、本学学生も参加を予定していたが、新型コロナウイルス感染症

感染拡大の影響により中止となった。また、本学独自の活動として開催を予定していた「七

夕フェスティバル」についても中止した。 

 

年度 開催日 会  場 参加大学数 参加者数 

H27 7 月 5 日他 各大学及び岡山市奉還町商店街 16 大学/3短大 約 2,900 名 

H28 7 月 7 日 各大学及び岡山駅東口広場 17大学/5短大/1高専 約 2,900 名 

H29 7 月 8 日他 各大学及び岡山市奉還町商店街 17大学/5短大/1高専 約 2,900 名 

H30 7 月 14日他 各大学及び岡山市奉還町商店街 10 大学/2短大 約 2,400 名 

R1 7 月 13日他 各大学及び岡山市奉還町商店街 17大学/5短大/1高専 約 2,530 名 

R2 各大学の実施日・実施場所による 9 大学 約 448名 

R3 各大学の実施日・実施場所による 5 大学 約 344名 

 

（６）SD研修会 

平成 28年 4月の障害者差別解消法施行を念頭に、障がい学生の就労及び就労に向けた修

学上の支援について理解を深めることを目的とする研修会が開催されている。令和 3 年度

の実施状況は次のとおりである。 

 

・開催日時： 令和 3年 8月 31 日（火） 13:00～15:40 

・会 場： Zoomを用いたオンライン研修 

・研修内容：  講演 1「私立大学における障がい学生支援の実際 1（支援体制や教職員同

士の連携について）」 

講師 木村 真人 氏（大阪国際大学 基幹教育機構 准教授） 

 講演 2「私立大学における障がい学生支援の実際 2（援助要請の工夫につ

いて）」 

講師 木村 真人 氏（大阪国際大学 基幹教育機構 准教授） 

年度 開催日 内  容 会  場 

H27 9月 28 日 障がい学生支援研修会 岡山大学（津島キャンパス） 

H28 8月 23 日 障がい学生支援研修会 岡山大学（津島キャンパス） 

H29 8月 24 日 障がい学生支援研修会 岡山大学（津島キャンパス） 

H30 8月 28 日 障がい学生支援研修会 岡山大学（創立記念館） 

R1 8月 27 日 障がい学生支援研修会 岡山大学（津島キャンパス） 

R2 8月 24 日 障がい学生支援研修会 オンライン研修 

R3 8月 31日 障がい学生支援研修会 オンライン研修 
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〔令和 4年度以降〕 

本学は、令和 2年度から会長校として、単位互換、吉備創生カレッジ、日ようび子ども大

学、エコナイト、SD 研修会、就職説明会などの事業継続を図ってきた。会長校は令和 3 年

度で終了するが、引き続き、地域における活力ある人材育成や地域活性化に向けた大学コン

ソーシアム岡山の活動に対し、積極的な貢献に努めていく。 

 
3-10 まとめと課題 

本学の共通教育は、(1)建学理念「人間尊重と福祉の増進」および教育目的「人間・社会・

自然の関係性の理解」における教養教育全般を担う科目群として、大学に入学した初年次生

対象の導入科目群、大学教育の根幹を担う理論的な知識を学ぶ全学対象の理論科目群、大学

教育の理論的な知識を応用する実践的な力を体得する全学対象の実践科目群の 3 科目群を

設置すること、(2)学問分野に応じて授業科目を「修学基礎」、「人文・社会科学」、「自然科

学」、「健康科学」、「語学国際」、「社会連携」の 6つのカテゴリーで構成することを特徴とし

ている。このような共通教育カリキュラム・ポリシーに基づいて、共通教育の新カリキュラ

ムの開始と定着、および点検と評価を進めている。共通教育科目の学修成果の評価法の確立

については、平成 31年度から令和 2年度にかけて実施した全学的な各種学生アンケートの

結果を元にして検討した。そこから、教育効果の高い少人数教養教育を積極的に導入するこ

とを目的として、アクティブ・ラーニングを主体とする複合 PBL科目を、カテゴリー別コン

テンツを含むセミナー科目として、令和 3年度より開講した。これにより、令和 2年度まで

6であった学問分野のカテゴリー数が、今年度より 1つ増えて 7となった。 

英語教育においては、学修成果につながると判断したセメスター制を令和元年度に導入

した。これに対する学修効果上の評価については令和 4年度中に行う予定である。これを含

めて、教育評価部門におけるアンケート結果に伴い、ELPの教育体制は TOEICの学修成果を

基準とすることとし、2 年次後期必修科目の ELP6 の単位認定資格として合格基準となる

TOEIC得点を設定した。また 1年次生の後期必修科目である ELP3と ELP4において、入学時

に受験した TOEIC で高得点を獲得し、英語能力の向上に強い意欲を有する学生に対して

Advanced class を開講した。来年度からは 2 年次生の必修科目である ELP5 と ELP6 にも

Advanced class を設置する予定である。今後は Advanced classの設置が TOEIC 高得点者の

さらなる英語力向上に寄与しているか、その点検と評価が必要となる。一方、語学文化研修

については、コロナ禍およびウクライナ情勢の先行き不透明性のため、実施再開の時期と内

容について再度十分な検討が求められる。 

社会連携科目においては、COC+の後継事業の創造戦略プロジェクト「吉備の杜」の始動に

伴い、副専攻の名称を「吉備の杜」とし、学部低学年次生を対象とするこれまでの「岡山創

生学」を「岡山創生学課程」に名称変更した。加えて学部高学年次生対象の創造戦略プロジ

ェクトを「吉備の杜クリエイター課程」、大学院生対象のそれを「吉備の杜プロデューサー

課程」と呼称することとした。このことにより、入学から学部卒業、大学院修了までの一貫
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した社会連携教育の体制が整備された。次年度以降は「吉備の杜」の実施内容の点検と検証

評価についても進めていく予定である。 
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4 専門教育における学生の学習支援 

4-1 概要 

本年度は保健福祉学部とデザイン学部の改組が行われ、学科構成が変更された。保健福祉

学部の保健福祉学科は、これまで社会福祉学専攻と子ども学専攻の 2 専攻体制であったも

のを再編し、社会福祉学コースと介護福祉マネジメント学コースから成る現代福祉学科と、

子ども学科の 2 学科とした。これにより、従来の看護学科と栄養学科に加えた 4 学科体制

となった。また、デザイン学部は、これまでのデザイン工学科と造形デザイン学科の 2 学科

構成を再編して、ビジュアルデザイン学科、工芸工業デザイン学科、建築学科の 3 学科体制

とした。これらの 2 学部では、改組後の新カリキュラムと改組前の旧カリキュラムが同時

に運用されているが、本年度の年報は改組後の分類で記載することとしたため、旧保健福祉

学科の 2 専攻の教育成果はそれぞれの学科の中で、また、デザイン学部旧 2 学科について

はそれぞれの領域の教育成果を新学科の中で記載している。この改編に合わせて、３学部と

も３つの方針の全面的な見直しを実施し、カリキュラムマップとカリキュラムツリーによ

り、ディプロマ・ポリシーが達成できる学士教育プログラムとなるようカリキュラム自体の

総点検を行った。一方、本年度も新型コロナウイルス感染対策として多くの授業をオンライ

ンで実施したが、昨年度に引き続き学修の質保証を担保する目的で実施したアンケート結

果に基づいて改善を繰り返した。これについては第 6 部に詳述する。 
保健福祉学部では、国家資格取得のためのカリキュラム実施と併せて、グローバル教育や

地域連携教育を加味した多彩な教育プログラムや授業方法を工夫している。情報工学部で

は、難度の高い理系教育への適応に向け、初年次における補充教育等に注力するとともに、

多数の学生が博士前期課程進学をめざすことから、情報工学の基礎を十分に修得させるほ

か、学士として社会進出する学生に対する実学教育も工夫している。デザイン学部では、学

生のキャリア形成支援を第一義におき、従来の産学連携教育に加えて地域連携教育やグロ

ーバル教育を加味し、演習や卒業研究等の場面を通じて企画提案力とマネジメント力を併

せ持つ学生を育成するため、多様な学習機会を提供するなど教育方法を工夫している。 以
上の実学教育により、 従来の少人数教育によるきめ細かな学習支援をベースに、各専門分

野の知識とスキルを授けるべく工夫改善を継続している。オンライン教育が続く中、アクテ

ィブ・ラーニングの実施率の調査を継続するとともに、授業改善アンケートによりその学修

効果についての調査も実施した。なお、学習支援や生活支援について、相談―アドバイス活

動をきめ細かく行えるよう刷新したアドバイザー制度による面談の実施率は本年度も高か

ったが、退学率は微増したため、今後は支援の実質化に向け制度のさらなる向上を図ってい

く必要がある。 
さらに、「吉備の杜」創造戦略プロジェクト（COC+R）が本年度より始動し、学部 1 年次

生から 3 年次生を対象とする従前の副専攻「岡山創生学課程」（昨年度までの名称は「岡山

創生学」）に加え、学部 3 年次生から 4 年次生を対象とする副専攻「吉備の杜クリエイター」

が新設された。これらの副専攻については第 3 章で詳述する。 
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4-2 保健福祉学部 

4-2-1 概要 

保健福祉学部の学士課程教育は、実学を重視した本学の教育理念及び学部・学科の教育目

的に沿って策定されたカリキュラム・ポリシーに基づいた学部教育を展開している。保健福

祉学部の各学科では、国家資格取得のためのカリキュラムに加えてグローバル教育や地域

連携教育を通して教育プログラムやアクティブラーニングを積極的に取り入れた授業方法

等の工夫改善を継続している。 

 
4-2-2 看護学科 

4-2-2-1 グローバル教育 

例年、香港理工大学看護学院と対面での交流を行っているが、コロナ禍のため、今年度は、

11月 18日に、国際保健看護論・特別公開授業として「香港理工大学看護学院とのオンライ

ン学術交流」を実施した。香港理工大学看護学院・国際化教育の主任コーディネーターであ

る Justina Liu 准教授に「看護学生がグローバルな体験を通して学ぶ意義と教育の実際」

についてビデオ講演をしていただき、看護学科 1年生 41人と看護学科教員 2人とリアルタ

イム配信でディスカッションを行った。このプログラムには、大学間連携事業・アカデミッ

クアウトリーチ瀬戸内プログラムで連携予定の香川県立保健医療大学の看護学科 1 年生 2

人と看護学科教員 4人も参加した。 
 
4-2-2-2 地域連携教育 

「統合実習」では、例年、3年次の看護政策・マネジメント論演習の成果を発展させ、岡

山県備中保健所・笠岡市・ＮＰＯかさおか島づくり海社と協働して、４年次に笠岡諸島の北

木島で宿泊研修を行っている。2021 年度は、笠岡市真鍋島への日帰りフィールドワークを

予定したものの、緊急事態宣言のため、笠岡市保健師からリモートにより地域概況と島しょ

の地域包括ケアシステムについての講義を受けるとともに、真鍋島の担当保健師から、リモ

ートにより地区特性および看護職の役割についてご教示いただいた。学生は、事前学習とし

てコミュニティ・アズ・パートナーズモデルを用いて真鍋島の地区把握を行い、想定できる

健康問題の抽出を行っていたため、真鍋島の担当者へも多くの具体的な質問をすることが

でき、助言もいただきながら島の特徴を踏まえた地域包括ケアシステムのあり方と看護職

が行うマネジメントについて考えることができた。 
今年度から開設された吉備の杜プロジェクトの科目である「フードビジネス学」では、パ

パイヤとステビアの栽培を通じて、専門家による知識の提供、子どもを対象とした食育を考

える機会を提供した。 
教員から地域への連携教育として、看護師を対象とした ELNEC-J（エンドオブライフケア

エデュケーションカリキュラム）研修、エンドオブライフケア研究会の開催、高校教諭を対

象とした思春期の性に関する理解と子どもへの対応の講演、助産師、看護師、養護教諭等を
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対象としたコミュ二ティ家族ケア研究会の開催、医療従事者や学生等を対象とした睡眠と

医療安全に関する研修会を開催した。 
 
4-2-2-3 アクティブラーニング  

看護学科では、「看護学概論」「看護学基礎論Ⅱ」「看護倫理学」「看護基礎論Ⅰ」「看護研

究」「女性のライフサイクルと助産」「フレッシュマンセミナー」「成人看護学Ⅲ・Ⅳ」「健康

教育論」においてアクティブラーニングを取り入れた。 
WEB 講義において「成人看護学Ⅱ」では、チャネルにより小グループを作成し、少人数制

によるバズ法を用いて学びを共有した。「看護アセスメント学」では、感染対策を実施した

上で対面講義とし、クラスを 3 つに分けてシナリオ型シミュレーションモデルを用いて

Project Based Learningを行った。「家族看護学」「助産診断・技術学Ⅱ」では、詳細な事

例を提示し、学生らが看護過程や助産過程を展開してプレゼンテーションを行い共有し、そ

れらの内容のディスカッションを行った。「助産管理」では、厳重な感染予防対策のもと病

院や助産院に出向いて実際の様子を見ながら講義を受け、リフレクションのためのレポー

トを作成した。  
 

4-2-2-4 国家試験対策  

4年次生の自主的な運営による看護師国家試験模擬試験を 6回、助産師国家試験模擬試験

回を 2回実施した。結果は教員間で共有し、卒業論文の作成と並行して国家試験の学習支援

を行った。さらに過去の国家試験出題を WEB上で確認・学習できるツールを活用し、自己学

習を促進する環境を整えた。  

 

4-2-3 栄養学科 

4-2-3-1 グローバル教育 

例年、海外研修や海外協定校からの教員・学生の受け入れ及び講演・講義などの活動が行

われるが、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により実施されなかった。それに代わ

り、共通教育の語学関連科目やグローバルラーニングセンターの企画に参加することによ

って、学生はコミュニケーション能力を高め、グローバルな視点を養った。今年度開講した

PBL 科目の語学国際セミナーAを受講した栄養学科 1年生 3名は、引き続き担当教員と岡山

県産業労働部観光課との協働プロジェクト「岡山アウトリーチプログラム」に参加し、海外

に向けて岡山の魅力を発信した。 

 

4-2-3-2 地域連携教育 

総社市との地域連携事業「県大メディカルフィットネス講座」において地域の健康課題の

解決を見据えた健康測定や食事調査を実施することを通じて、行政栄養士、あるいは病院栄

養士としての資質向上を目指した。 
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本年度から地域保健福祉演習では、食品開発や行政栄養士を希望する 3年生と看護学科、

保健福祉学科の学生が協働で地域産物の活用方法をそれぞれの専門職の視点を交えて提案

する一連の演習を通じて、専門職として多職種連携や職域連携の視点の形成にも努めた。 

 

4-2-3-3 学習支援 

栄養学科では、１～4年次全学生を対象として、対面、リアルタイムオンライン、メール

などによって、前期および後期の初めに計 2 回のアドバイザー教員との面談を行った。ま

た、個別的に支援を要する学生に対しては、必要に応じて学科長・教務担当教員・アドバイ

ザー教員（2名）の 3人態勢で面談を行い、きめ細かな支援に努めた。 

 

4-2-3-4 国家試験対策 

管理栄養士国家試験対策として、4 年次生全員参加の校内・業者模試を 9 月から開始し、

計 3回実施した。また、所属研究室の指導教員と模試の成績情報を共有するとともに、学生

に対してその都度成績の推移を示して自主学習の進捗状況を明確にすることで、学生の学

習意欲を高揚させた。1月及び 2月の模試の成績が一定基準に達しない学生については、個

別指導および勉強会方式による学習支援を行った。また、国家試験の勉強により精力的に取

り組んでもらうため、昨年度の 4年生に国試対策の体験談を伝えてもらう機会を設けた。 

 

4-2-4 現代福祉学科 

4-2-4-1 グローバル教育 

2021年 7月 15日に又松大学の柳漢守准教授による、韓国の児童虐待に対する政策に関す

るオンライン講義を開催した。他大学の学生 1 名を含む 58 名の学生、大学院生が聴講し、

韓国の児童虐待政策の最新の制度改革の状況について学ぶことができた。これにより、グロ

ーバルな感覚を身に付けることができた。 

 

4-2-4-2 地域連携教育 

現代福祉学科では、複数の地域連携教育を通じて、地域の課題を理解し、地域の人々と協

働することの大切さについて学ぶことができた。具体的には、①貧困の状態にある中高生の

ための学習・体験活動プログラムを開催した。また、②地域保健福祉演習において、和薄荷

について地域の研究者に講義をしていただき、食することができる草木、染色、メニュー開

発、健康効果の検証を行うなど、和薄荷を通じた地域連携教育を推進した。 

 

4-2-4-3 アクティブラーニング 

現代福祉学科では、演習・実習科目に加え以下の講義科目においてアクティブラーニング

を取り入れ、学生は主体的な学びをすることができた。現代福祉学入門、医学概論、社会学

と社会システム、人間関係形成とコミュニケーション、精神保健、精神保健Ⅰ、スクールソ
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ーシャルワーク論、高齢者福祉論Ⅱ、公的扶助論、医療的ケアⅢ、介護管理、コミュニケー

ション技術論Ⅰ、コミュニケーション技術論Ⅱ、社会福祉政策論、精神保健福祉制度論Ⅰ、

社会病理学、認知症ケア論、障害科学Ⅰ、介護福祉経営論、福祉国家論、社会福祉調査論、

生活支援と福祉工学、権利擁護・成年後見制度、発達心理学、老年科学、ユニバーサルデザ

インの理論と実践、国際福祉論、教育社会学、認知症論、精神保健ソーシャルワーク各論Ⅱ、

生活維持・活性論、多文化介護論、家族福祉論、社会保障Ⅰ、社会保障論Ⅱ、生活とエルゴ

ノミクス、公衆衛生、エルゴノミクスの基礎 

 

4-2-4-4 国家試験対策 

社会福祉士国家試験対策としては、業者による模擬試験を計 3 回(8 月、10 月、12 月)実

施し、延べ 118 人が受験した。また、10 月に 4 年生全員参加の社会福祉士国家試験対策オ

リエンテーションを開催し、効果的な取り組みや過去の合格者の学習法などを紹介し、国家

試験対策講座への積極的な参加を勧奨した。11月から 12月に教員によるすべての試験科目

についての国家試験対策講座を述べ 19回開講した。 

介護福祉士国家試験対策としては、教員による模擬試験を計 3回、業者による模擬試験を

計１回（7月、10月、11月、12月）実施し、延べ 19人が受験した。また、教員がグループ

学習を支援するとともに、自己学習のための「介護福祉士国家試験対策 e-learning」の機

会を提供した。 

演習室等を空き時間に学生が利用できるよう環境を整備し、教員が学生主導の国家試験

学習チームを支援した。以上より、両国家試験に対する勉学意欲が高まった。 

 

4-2-5 子ども学科 

4-2-5-1 グローバル教育 
Pauline Galardi 氏（アメリカの元幼稚園教諭、アメリカの教職専門職修士）を講師とし

て講演「アメリカ合衆国の幼児教育：理論と実践」を動画事前配信（令和 3 年 10 月 27 日

（水）～11月 10 日（水））し、動画視聴を受けての講師との質疑応答セッションを 11月 10

日（水）（10 時 30 分～11時 30分）に実施した。教員 10名、学生 21名（子ども学専攻 3年

生）が参加し、アメリカの幼児教育の実践的特徴について知るとともに、その背景となる理

論的根拠についても理解することができた。また、アメリカの幼児教育を知ることで、日本

の幼児教育のメリット・デメリットを考えることにもつながった。特に講師から紹介のあっ

た「ハンズオン学習」（hands-on learning）については、幼児の主体的な活動と協働的な学

びの双方を実現できる保育方法として、日本の保育現場の取り組みにとっても大変参考に

なる考え方であった。 

 

4-2-5-2 地域連携教育 

子ども学科では、「県大そうじゃ子育てカレッジ」事業の一環として学内併設子育て達支
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援拠点「チュッピーひろば」との協同授業を行うことで、総社市を中心とした子どもと子育

ての実情を知るとともに、子ども子育て支援の実践的スキルについて学んだ。具体的には、

①「おはなしの会」（「保育内容Ⅰ（言葉）」）②「チュッピー夏まつり」（「子育て支援プロジ

ェクト A」）、③「第 12回親子で楽しむ音楽会」（「保育・教職実践演習」ほか）、④「ミニミ

ニクリスマス会」（「保育内容Ⅰ（人間関係）」）で「チュッピーひろばと」の連携で授業実施

した。また、学外においては、「子育て支援プロジェクト A」の授業内で、地域コミュニテ

ィ・スペース「きよね夢てらす」を訪問し、地域コミュニティの拠点としての役割や現在の

取り組みについて学ぶ等、地域連携教育を推進した。 

 

4-2-5-3 アクティブラーニング 

子ども学科では、演習・実習科目に加え以下の講義科目においてアクティブラーニングを

取り入れ、学生は主体的な学びをすることができた。【子ども学科科目】保健福祉学、教育

基礎論、保育原理、子ども臨床基礎演習Ⅰ、Ⅱ、【子ども学専攻科目】保育教育相談、社会

的養護Ⅰ、Ⅱ、子ども家庭支援論、保育原理Ⅰ、Ⅱ、教育と社会、保育内容Ⅱ（総合表現）、

体育Ⅰ（表現運動）、体育Ⅱ（運動遊び）、子どもの発達と表現、教師論、カリキュラム論、

教育心理学、幼児理解の理論と方法、幼児教育方法論、乳幼児保育Ⅰ 
  

4-2-5-4 公立保育職採用試験対策 

公立保育職採用試験対策としては、業者による模擬試験を計 3回（4月、5月、7月)実施

し、延べ 29 人が受験した。また、前年度採用試験受験者による「採用試験報告書」の作成・

公表し、公立保育職採用試験への支援として、実技試験を中心とする二次試験対策を行った。 
以上より、公立保育職採用試験に対する勉学意欲が高まった。 

 

4-2-6 まとめと課題 

コロナ禍のため、海外との直接的交流が難しいため、オンラインを通じたグローバル専門

教育を積極的に行った。また、コロナ感染症対策を講じながら各学科で専門性を活かした体

験学修等を行い、地域連携教育を推進した。さらに、各学科において、特に演習、実習科目

でアクティブラーニングを積極的に取り入れ学生の主体的な学びを引き出す工夫を行った。

国家試験対策は例年通り、教員による個別指導や対策講義、さらに業者による模擬試験を実

施することにより、国家試験対策の学習支援に努めた。 
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4-3 情報工学学部 

4-3-1 概要 

情報工学部においては、情報技術を活用して、人間を中心に据えた社会の形成に貢献でき

る技術者の育成を目指した教育を展開している。以下、情報工学部の 3 学科が今年度取り

組んだ専門教育における学生の学習支援の具体的な取り組みについて、導入教育、カリキュ

ラム及び授業方法の改善、学生支援の 3 つの観点から報告する。 
 
4-3-2 情報通信工学科 

4-3-2-1 導入教育 

情報通信工学科の導入教育は、4月中旬に一泊二日で実施する学外オリエンテーションお

よび 1年次前期必修科目の「フレッシュマンセミナー」を利用して実施している。学校推薦

型選抜合格者については、情報システム工学科および人間情報工学科と合同で開催する入

学前の懇談会（2-3-2参照）がさらに加わる。 

学外オリエンテーションは、グループディスカッションを行ったり、大学生としてのノー

トの取り方の講習を受けたりしながら、同期生や教員との親睦を深める絶好の機会である

が、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止し、その内容を「フレッシュマンセミナー」

に組み込むことにした。 

「フレッシュマンセミナー」では、7名程度のグループに分かれ、グループ間でディベー

トを行って、ディスカッション能力やプレゼンテーション能力を含むコミュニケーション

能力の向上を図ると共に、数学（微積分と行列）と物理（電気回路と波動）のリメディアル

教育によって今後の専門科目を修得するための基礎学力の強化を図っている。例年、グルー

プワークにより親睦を深める効果もあるディベートを前半、座学が中心となるリメディア

ル教育を後半に配置している。今年度も当初の予定通り、四月には各グループでディベート

の準備を進めていたが、連休明けから六月半ばにかけて入構禁止となったため、この間に座

学のリメディアル教育をリモートで先に済ませ、入構が許されて対面可能となってから、数

学・物理の試験および再試験（試験が六割未満の学生対象）を行った後、ディベートに向け

たグループワークを再開した。結果的にグループワークが分断されたため、ディベートは例

年に比べてやや精彩を欠いたが、全面的にオンラインとなった昨年度に比べると一定の成

果が得られたように思われる。全学で実施している授業評価アンケートとは別に学科で独

自に実施したアンケート結果では、グループワークに積極的に取り組んだ 82.4％、同級生

との親睦に役立った 75.0％であった。来年度以降も継続して実施する予定である。 

 
4-3-2-2 カリキュラム及び授業方法の改善 

 学科内に教務委員会を組織し、学科のカリキュラムおよび学科全教員が担当する科目の

実施・評価方法などについて定期的に検討している。特に、全学年に渡ってプログラミング

や専門科目に関連する実験演習科目を必修として配置している。そこで、これらを専門に扱
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うための実験演習検討委員会を別に組織し、実験演習に関する問題点、反省点、主な改善点

とその効果を実担当者で半期ごと科目横断的に議論している。また、実験演習検討委員会専

用のメーリングリストを開設して、教員間で履修学生の状況などの情報を共有している。 

 理工系の学科にとって実験演習は極めて重要な科目であるが、例年、実験演習の取り組み

方に戸惑う学生が散見されるため、実験演習科目に対する学生のモチベーション向上を目

的として、1年次の最初の演習授業において実験演習科目の目的、概要、履修上の注意を伝

える説明会を実施している。そして、将来的に論文につながるような科学的報告文章を書く

能力を身につけることを念頭に置いて、1年次から、レポート作成、ノートの取り方を指導

している。また、学生が実験演習科目に対する意見・要望を述べる事ができる相談窓口も継

続的に運用している。今年度は、クォーター制導入時に廃止した 3年生 4Qの実験科目を再 

開する準備に取りかかった。2023年度以降入学生用のカリキュラムに組み込む予定である。 

 
4-3-2-3 学生支援 

学生が何でも相談することができるアドバイザー教員は、入学時から 3 年次終了まで同

じ教員が務め、4 年次からは「卒業研究」の配属先研究室の教員に引き継いでいる。また、

各授業に関する質問などに対応するため、週に一回、定例のオフィスアワーを設けているが、

これに限らず空き時間には学生からの質問や相談を受け付けるようにしている。 

各学生の成績を学科教務専門委員が把握し、必要に応じて学科教員間で情報共有してい

る。成績不振者に対しては、当該授業担当教員、教務専門委員、アドバイザー教員が適宜指

導している。しかし、毎年のように何名かの成績不振者が出るのが実情で、今後の課題とな

っている。ちなみに、「卒業研究」を履修するための要件（3年次終了時の修得単位数 106以

上）を充足している学生の割合、すなわち、4年で卒業する学生の割合は、2019 年度入学生

については 91.7％であった。 

就職・進学支援については、例年 3年生を対象とした進路説明会を開催し、就職活動の注

意点に加えて、技術系における大学院進学の意義を説明している。今年度は 2月にオンライ

ンで開催した。また、岡山県立大学協力会による業種説明会、システムエンジニアリング岡

山による合同説明会をそれぞれ 2、3月にオンラインで開催した。一方、例年 3月初頭に開

催している県外企業による合同説明会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止し

た。 

 

4-3-3 情報システム工学科 

4-3-3-1 導入教育 

情報システム工学科の導入教育は、例年、推薦入試合格者に対して情報工学部合同で実施

する入学前教育、及び、全新入生に対して実施する学外オリエンテーションと前期必修科目

のフレッシュマンセミナーから構成されている。しかし、新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、本年度の学外オリエンテーションは中止した。また、入学前教育についても、その
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実施時期の一部を変更した（詳細は 2-3-2 参照）。  
「フレッシュマンセミナー」について、第 1 回授業では、学科の教育目的・目標等の説明

を行った後、オンライン授業への準備として、メールの送信方法（メールの書き方、ファイ

ル添付、アドバイザー教員への送信練習）、Microsoft Teams の使用法について実習した。

第 2 回授業では、4 つのアドバイザーグループに分かれて班別ミーティングを実施した。班

別ミーティングではアドバイザー教員との顔合わせを通じて相談しやすい環境を整え、さ

らにグループディスカッションを通して学生同士の親睦を深めた。第 3 回授業では、Word 
および Excel の使用法など計算機リテラシーの演習、第 4 回授業では、情報倫理やノート

の取り方など学習への取り組みの講義を行った。第 5 回授業では、外部講師を招き、キャリ

アガイダンスの講義を行った。その後、大学教育への導入として数学の基礎を固める課題演

習を実施した。課題演習では、学科全教員が参加し、1 名の教員が 2～4 名の学生の課題演

習の採点と個別指導にあたった。なお、授業形態は対面、オンライン、ハイブリッド式で行

った。これらの導入教育については次年度も具体的な方法や内容は見直しつつ継続する予

定である。 

 
4-3-3-2 カリキュラム及び授業方法の改善 

学科のカリキュラムは教育プログラム検討委員会を組織し、実験・演習科目は実験・演習

検討委員会を組織し、点検と改善を行っている。 
実験科目については平成 2 年度から大きな変更はないが、オンラインを併用するなどし

て感染対策に努めた。また、従来通り、大部分の実験演習科目において、授業の円滑な実施

と学生の理解向上のため大学院生を TA として雇用した。TA を雇用した授業科目は、フレ

ッシュマンセミナー、機械物理学実験 A・B、ソフトウェア演習Ⅰ・Ⅱ、機械デザイン演習、

回路デザイン演習、システム創造プロジェクトⅠ・Ⅱ、技術英語演習の合計 11 科目である。

TA の人選に際しては、授業内容に関連のある分野の研究に携わっていることを重視した。 
 

4-3-3-3 学生支援 

入学時のアドバイザーグループは卒業まで継続され、学生は担当のアドバイザー教員と

年 2 回面談を行うほか、履修や学生生活上の相談を随時受けることができる。また、オフィ

スアワーや空き時間を利用して、全ての学科教員に自由に相談できるようにしている。 
各学生の成績は、学科教務専門委員が管理しておりアドバイザー教員と必要な情報の共

有を図っている。成績不振者に対しては、アドバイザー教員が年 2 回の面談時に成績不振

の理由を聞き取ると共に履修指導を行う他、適宜、学科教務専門委員がサポートを行ってい

る。面談時にメンタルな問題が懸念された学生には、学生相談室への相談を勧めている。ま

た、合理的配慮を希望する学生に対する支援体制も構築している。なお、平成 30 年度入学

生については、在籍者に対する卒業研究有資格者の割合は 87.8%であった。毎年、一定数の

留年者がおり、成績不振者への効果的な対応法についてさらなる検討が必要である。 
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4-3-4 人間情報工学科 

4-3-4-1 導入教育 

人間情報工学科では、例年、学校推薦型選抜の入試合格者を対象とした「入学前懇談会（12
月と 2 月に開催）」、全新入生を対象とした「学外オリエンテーション（例年 4 月に 1 泊 2
日で実施）」、および 1 年次前期に開講する「フレッシュマンセミナー」を導入教育として位

置付けている。しかし、新型コロナウイルス感染予防対策の継続のため、2021 年度も例年

通り実施することはできず、内容の変更や中止を余儀なくされた。 

「入学前懇談会」は、12 月開催の第 1 回については、合格者全員が出席して実施され、

数学の小テストの実施と解説を行うとともに、数学と物理についての課題が配布された。し

かしながら、2 月の第 2 回開催はコロナの感染対策により中止された。それに伴い、配布の

数学、英語、物理に関する課題については、入学式後にそれぞれの課題の解説と小テストを

情報通信工学科および情報システム工学科と合同で実施することとした。これにより、入学

までの学力維持、大学教育へ向けた学びを継続することの重要性を伝えることができたと

思われる。 

「学外オリエンテーション」は、例年の 1 泊 2 日の実施では密集、密接、密閉の 3 密回

避の対策を講ずることができず、中止した。しかし、学外オリエンテーションの中止は、昨

年度の新入生においての学生間の交流の機会の消失につながり問題となっていたため、

2021 年度では、学生間の交流のきっかけを作るために、「フレッシュマンセミナー」の第 1
回講義において、アドバイザーグループ毎にアイスブレイク活動を行い、学生間の交流の機

会とした。 

「フレッシュマンセミナー」は、当初は対面での実施をしていたが、一部の回は感染対策

によりオンデマンド方式による実施とした。前半では、力学に関する導入教育を実施し、後

半では、人間情報工学に関する課題を課した。力学に関する導入教育では、講義の後に 60%
を合格とした達成度評価を実施し、60%に達しなかった学生については、時間外学習として

レポートを課したが、数名が合格のレベルに到達することができなかった。人間情報工学に

関する課題については、学科教員から課題の例を挙げてもらい、工学的な課題とはどのよう

なものかを学ぶところから始め、WEB を利用した情報収集の仕方を学んだ。そして、学生

毎に独自の課題を設定し、その解決策を考え、レポートとして提出させた。レポートの評価

については、複数の教員でチェックを実施し、評価できる点、改善を要する点を指摘するこ

とで、各学生個々のレベルに合わせた指導を対面での個別指導で行った。また、工学倫理に

加え、専門分野や立場の違う人を含む他者と協働することの必要性に観点を絞った学際協

調に関する指導も取り入れている。 

 
4-3-4-2 カリキュラム及び授業方法の改善 

学科のカリキュラムを検討するために教育プログラム検討委員会を設けるとともに、実

験・演習科目に特化した検討を行う実験・演習検討 WG を設けている。 
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教育プログラム検討委員会では、重点科目の設定、補助教員の配置等の効果を評価し、そ

の有効性を確認し、継続している。実験・演習検討 WG では、前期及び後期の終了後、実

験・演習科目に関する問題点を洗い出し、改善策を検討した。次年度に向けては、実験・演

習が対面で実施できるように、3 密の回避、マスクの着用、手指の消毒、アクリル板の設置

等、新型コロナウイルス感染予防策を施すこととした。 

工学系学科の集大成の授業科目として位置付けられる卒業研究について、対面指導や実

験が実施できない時期があったにもかかわらず、Zoom や Teams といったコミュニケーシ

ョンツールや電子メール等の活用、入構措置の一部緩和により、進捗に大きな遅れはなかっ

た。さらに卒業研究の計画的な遂行を促進するために、例年通り、9 月に中間報告会を対面

によるプレゼンテーションとして実施した。学生にとっては、オンラインではなく実際に聴

講者の前で発表する貴重な機会になったと思われる。しかしながら、コロナの感染状況の悪

化により、卒論発表会については残念ながらオンラインでの実施となった。 

 
4-3-4-3 学生支援 

本学科には、学生相談の担当教員が在籍しており、大学生活や私生活での相談について、

積極的に利用することを勧めているとともに、該当教員以外の教員にも気軽に相談できる

体制をとるように教員にも周知している。例年通り、新年度の 4 月と 9 月下旬の 2 回、全

学年を対象とした複数教員によるアドバイザー面談を実施した。面談の内容は、主にコロナ

禍での単位習得状況の確認と私生活面での問題の有無に関するものであった。これにより、

就学状況が不調な学生や進学、就職等で悩みを抱えている学生の早期発見に繋がった。 

重点科目については、本年度も継続して、毎月の定例学科会議で出席状況を報告すること

としており、出席状況が不良の学生の情報を共有し、担当授業科目で見守る体制を整えてい

る。社会情勢を鑑み、今年度は重点科目以外の科目からも出席状況や注意が必要な学生が把

握できるよう個別の報告を促した。また、欠席が目立つ学生については、教務専門委員が電

子メールも含めた面談を実施し、注意・指導を行っている。学生の成績は、学科長と教務専

門委員が連携して管理を行っており、成績不振者に対しては、指導を行っている。また、所

属教員の担当科目の学修状況についても、組織的に管理・支援を行っている。 

卒業研究における研究室配属について、今年度は、卒業研究有資格者を対象とした研究室

紹介や研究室訪問の機会については、全体で統一した期日での実施をせず、12 月に研究室

毎に個別に実施した。また、2 月には、研究室の紹介や活動の動画を配信した。これにより

例年通り、本人の適性や興味・関心などを勘案した配属ができることを期待する。  
就職支援について、例年通り、2 月にオンラインで開催する進学・就職ガイダンスにおい

て、本学科 OB との大学院生各 1 名、株式会社マイナビから講師として招聘し、進学の意義

や就職活動における留意点等に関する講演を実施した。さらに、4 月に、同社からの講師に

よる大学院進学に重きを置いたキャリアガイダンス、新たに同社の適性診断 MATCH plus
の導入による学生のキャリアデザイン支援、本学科の就職担当教員による全学生の面談を
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実施することとし、支援の充実を図ることとした。 
 
4-3-5 学外活動 

令和 3 年度は、令和 2 年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の拡大により、十分

な学外活動を実施することができなかった。しかし、このような状況の中、令和 2 年度末に

事業期間が終了した文部科学省補助事業「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形

成事業（enPiT2）」で構築された教育プログラムである「Basic SecCap コース」および総

務省が開催する「Web × IoT メイカーズチャレンジ PLUS」に情報工学部学生が参加し

た。また、平成 30 年度に発足した主に県内民間企業を会員とする「岡山県立大学協力会」

からの寄附講座の充実を行った。 
情報工学部は、文部科学省「情報技術人材育成のための実践教育ネットワーク形成事業」

に大阪大学を中心として選定された「分野・地域を越えた実践的情報教育協働ネットワーク

（enPiT）」に引き続き、平成 28 年度からスタートした「成長分野を支える情報技術人材の

育成拠点の形成事業（enPiT2）」の 4 分野（ビッグデータ・AI 分野、セキュリティ分野、

組込みシステム分野、ビジネスシステムデザイン分野）に対し、連携校（組込みシステム分

野）あるいは参加校（セキュリティ分野、ビジネスシステムデザイン分野）として参加して

きた。enPiT2 の事業は令和 2 年度で終了したが、セキュリティ分野の教育プログラムは

「Basic SecCap コース」として継続している。本年度は、岡山大学において後期に開催さ

れた enPiT-Security の実践的人材育成コース「Basic SecCap」に、3 年次生及び 4 年次生

計 31 名が延 51 科目を履修し、幅広いセキュリティ分野の最新技術や知識を、体験を通し

て習得した。 
「Web×IoT メイカーズチャレンジ」は、総務省「IoT 機器等の電波利用システムの適正

利用のための ICT 人材育成」事業として、2017 年度より全国で学生や若手エンジニアを対

象に全国各地で開催されており、「ハンズオン形式の講習会」と「ハッカソン」への参加体

験を通して IoT システム開発を実践的に学ぶスキルアップのためのイベントである。今年

度から「Web×IoT メイカーズチャレンジ PLUS」となり、総務省「Beyond 5G 新経営戦略

センター」における取り組みの一環として提供される共通的・基盤的支援を活用し、各開催

地域の発意・負担による自律的なイベントとして実施され、各地で開催される個々のイベン

トは、地域の教育機関や自治体、企業やエンジニアコミュニティ等の有志メンバーが参画す

る地域の運営委員会により主催される形となった。今年度のイベントは信州、鳥取、岡山、

徳島、香川の 5 ヶ所で開催された。岡山開催には本学情報工学部生 3 名を含む合計 26 名が

参加し、4～5 名で構成される 6 つのチームに分かれてそれぞれ興味深い IoT デバイスを開

発・発表した。ハンズオン講習会は、新型コロナウイルス感染症防止対策を万全に講じた上

で 021 年 12 月 11、12 日に岡山大学津島キャンパスで現地開催され、ハッカソンについて

は 2022 年 2 月 27 日にオンラインで開催された。 
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4-3-6 地域産業界との大社連携 

平成 27 年度に採択された文部科学省補助事業「地（知）の拠点大学による地方創生事業

（COC+事業）」をきっかけに、社会人基礎力の養成と地元定着率の向上を目指した取組を

行っている。平成 30 年 3 月に地元企業を中心とする岡山県立大学協力会を設立した。設立

当初は正会員 34 社、賛助会員 7 団体であったが、現在は正会員 55 社、賛助会員 7 団体に

まで拡大・成長している。同会からは、平成 30 年度から開講している長期インターンシッ

プ授業科目「エンジニアリング演習」（3 年次生対象）にテーマを提供いただく他、令和 2
年度から寄附講座として「技術者と社会」（3 年次生対象）に講師を派遣いただいている。 

「エンジニアリング演習」は、開講初年度である平成 30 年度には履修者が 34 名と多か

ったが、翌令和元年度には 16 名に減少した。学生の意見を聴取した結果、情報系を希望す

る学生向きのテーマが少なかったことや、学生へのテーマ提示時期が遅く履修登録までに

時間的余裕がないことがわかった。この結果を受け、学生へのテーマの提示時期を早めると

共に、製造業の企業からも情報技術に関連したテーマを提案いただくなどし、令和 3 年度

から履修者数が増加している。 
「技術者と社会」は、令和 2 年度までは情報システム工学科単独の選択授業科目であっ

たが、授業独自のアンケート結果が好評なことを受け、令和 3 年度から情報通信工学科及

び人間情報工学科でも開講することとした。履修者数の増加は少なかったが、授業独自のア

ンケート結果は好評であり、来年度はさらなる履修者増に務める。 
以上の教育に関する取り組みに加え、岡山県立大学協力会会員企業による業種説明会を

平成 30 年度から、12 月に 1 回、2 月または 3 月に 1 回の年 2 回開催している。令和 2 年

度はコロナ禍により 2 回とも開催できず、本年度も 12 月の開催は見送ったが、その後オン

ライン開催の準備を整え、2 月 14 日～17 日に Zoom によりオンラインで開催した。参加企

業数は 47 社、参加学生数は延べ 176 名であった。 
COC+事業の完成年度である令和元年度以降における県内就職率および上記の各種取り

組み状況を下表にまとめる。授業や業種説明会は、主に 3 年次生対象であり、県内就職率と

対比するために 1 年ずらして記載している。県内就職率は増加傾向にあり、令和元年度と

令和 3 年度では 10.7 ポイント増加している。なお、県内就職率に与える各種取り組みの影

響を定量的に評価するにはもう少し期間が必要と考えている。 
 
卒業年度 R1 R2 R3 R4 

県内就職率（%） 35.5 43.2 46.2 － 

開講・開催年度 H30 R1 R2 R3 

「エンジニアリング演習」履修者数 34 16 19 26 

「技術者と社会」履修者数 － － 17 24 

岡山県立大学協力会業種説

明会（12 月） 

参加企業数 6 39 － － 

参加者数 40 94 － － 
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岡山県立大学協力会業種説

明会（2 月または 3 月） 

参加企業数 36 26 － 47 

参加者数 56 82 － 176 

 
4-3-7 まとめと課題 

情報工学部の 3 学科共、基礎学力の補強を軸に学生支援をきめ細かく実施している。教

育方法については、学部として岡山県工学教育協議会主催の「岡山県工学教育協議会シンポ

ジウム」に教員を派遣し、近隣大学・高専等の最新の教育方法に関する情報を収集すると共

に、本学部の教育の実情に関する発表を行い、他大学教員からの意見を聴取している。本年

度は、「コロナ禍における実践的工学教育・技術者育成の取り組み」をテーマに、本学で開

催した。COC+事業に継続する形で令和 2 年度に採択されたに文部科学省補助事業「大学に

よる地方創生人材教育プログラム構築事業（COC+R 事業）」に関連して、今後も地域や地

域企業、他大学との協働による授業科目の増設を進めている（詳細は第 3 章「副専攻（吉備

の杜）における教育活動と成果」を参照）。これらの授業科目と学内で実施する授業科目と

を上手く連携し、より高い教育効果を上げることを目指している。 
また、前述したように令和 4 年 2 月には「岡山県立大学協力会」を対象としたオンライ

ン業界説明会を、令和 4 年 3 月には「システムエンジニアリング岡山」によるオンライン

業界説明会を開催した。 
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4-4 デザイン学部 

4-4-1 概要 

デザイン学部学士課程での教育は、変化する社会のなかで、豊かな生活と新たな文化の形 
成に必要なデザイン力とマネジメント能力を備え、地域と世界に貢献できる人材の育成を 
目指している。令和 3 年度に取り組んだ 1)導入教育（フレシュマンセミナー）、2) カリキュ 
ラム及び授業方法の改善、3）学生支援（インターンシップ）、4) 国公立デザイン系大学会

議への参加、5）国際交流活動の 5 つの活動について報告する。 
令和 3 年度より学科の再編を行い 2 学科からビジュアルデザイン・工芸工業デザイン・建

築の 3 学科体制としたため、旧学科の内容は新学科での内容として報告する。 
 
4-4-2 ビジュアルデザイン学科 

4-4-2-1 導入教育（フレッシュマンセミナー） 

新入学生のメンタル面への影響を考慮し、対面実施を前提に計画したが、感染状況の悪化

に伴い、本学でも学生の入構禁止措置が講じられたことから、８回実施の内３回をオンデマ

ンド形式に変更して実施した。外部講師による特別講義は内２回を予定し、対面式とオンラ

イン形式で実施している。シラバスで示した授業科目の到達目標に対しては、はっとりんを

通じて提出される、各回授業に対するレポート、及び授業全体のまとめレポートにより、担

当教員が成果を確認している。また、今年度に関しては、アドバイザー教員との交流や仲間

づくりの機会を確保した。 
 

4-4-2-2 カリキュラム及び授業方法の改善  

1) 新型コロナウイルスまん延への対応 ビジュアルデザイン学科（造形デザイン学科ビジュ

アルデザイン領域）では、専門授業の演習科目を中心に、新型コロナウイルス対策を講じた

上で、可能な限り対面授業を実施すると共に、必要な制作環境の提供を行った。演習科目に

おいて、対面で実施出来ない場合は、休講措置を取り、夏期休暇中を含め必要な補講を実施

し、対面での指導をしっかりと行って、各授業における到達目標の達成に取り組ませた。 
2) ルーブリック評価の推進 ビジュアルデザイン学科（造形デザイン学科ビジュアルデザイ

ン領域）では、卒業研究において指導教員がルーブリック評価を成績評点とすることとして

おり、そのルーブリック評価について、一部を修正し、評価の公平性を向上させた。  
3) 地域連携課題の推進 「卒業研究」を中心として、地域と連携した課題や研究テーマに取

り組んだ事例が多くあった。以下が岡山県内問題を課題として取り上げた研究の一例であ

る。 
・地域特産品の通信販売におけるパッケージデザインの活用（総社市） 
・地方ブランディングを背景に位置づけた、地域プロモーションの制作（玉野市） 
・昭和レトロを好む Z 世代に向けた商品広告の研究「そうじゃ⼩学校カレー」（総社市） 
・牛窓サイクリングスポット化企画（瀬戸内市） 
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4-4-3-3 学生支援  

1) ポートフォリオセミナー 
主に 3 年次生の授業課題に対する意欲、さらに就職・進学へのモチベーションを高める

ことを目的したポートフォリオセミナーを 2 回予定し、内１回実施した。デザイン職従事

者（デザイン学研究科修了生）を特別講師に招き、リアルタイム型オンライン形式により学

生制作のポートフォリオの講評、指導を実施していただいた。 
・第１回予定 2022 年 2 月 8 日（火）に実施予定であったが、新型コロナウイルスの影

響を受け、新年度に延期となった。 担当：山下万吉 
・第２回予定 講師：凸版印刷株式会社 宮田森平氏（環境デザイン事業部 クリエイティブ

本部 国内デザイン部／デザイナー） 日時：2022 年 2 月 16 日（水）15:00～18:00 場所：

3414 教室 参加者：造形デザイン学科 3 年生 7 名 担当：島田清徳 
2) インターンシップ 

本年度についても新型コロナウイルスの影響が継続したことから、県内における研修先

（例年 12 社前後）の確保が困難であると判断し、オンラインでの研修が想定される「自由

応募による企業インターンシップ」を主としたプログラムを前年度に引き続き実施した。活

動対象は、現３年生向け企業インターンシップ、就職活動に類する行事（説明会含む、学科

ポートフォリオセミナー 、県大吉備塾）とし、必須要件を参加日数３日（または ３件）以

上に設定した。また、指定様式による参加企業の概要及び活動記録としての日報と、活動終

了後の最終報告を提出物として課した。本年度は造形デザイン学科 3 年生 40 名の履修で

あったが、学科教員 13 名が最大４名の学生の指導を分担し随時の支援を行った。 
 
4-4-3 工芸工業デザイン学科 

4-4-3-1 導入教育（フレシュマンセミナー） 

 工芸工業デザイン学科（デザイン工学科製品・情報デザイン領域、及び造形デザイン学科

造形デザイン領域）では、デザインの専門家となるべく、デザインの基本姿勢となる「社会

に課題を発見し解決に導くプロセス」の大切さや「デザインを通した恊働と創造の意義」を

認識し、学生自身の資質や適性について考え、モチベーションを培う必要がある。この授業

は「大学生活のなかでどうキャリアを意識し自律的に学び、倫理観を持ったデザインの専門

家となるべく自己を育成させていくか」について考え理解を深めることを目的として実施

した。昨年に続きコロナ禍ということを受け OB・OG を外部講師として招くことはせず、

講師は教員のみであった。体制としては、状況に応じて対面とオンラインを使い分け、感染

防止には十分に配慮した。回数は例年通り 8 回とし、アカデミックスキルから各教員の研

究内容や実務など、専門分野の導入として行った。アカデミックスキルとしては、「学生生

活における時間管理や学習習慣を身に付けるためのプログラム」「レポート・論文の書き方

などの文章作法を身に付けるためのプログラム」「ノートの取り方に関するプログラム」「プ

レゼンテーションやディスカッション等の口頭発表の技法を身に付けるためのプログラム」
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など、学生にとって基本となる内容を網羅している。 
 
4-4-3-2 カリキュラム及び授業方法の改善 

 工芸工業デザイン学科（デザイン工学科製品・情報デザイン領域、及び造形デザイン学科

造形デザイン領域）では、 
1) 新型コロナウイルスまん延への対応として専門授業の演習科目を中心に、新型コロナウ

イルス対策を講じた上で、可能な限り対面授業を実施すると共に、必要な制作環境の提

供を行った。演習科目において、対面で実施出来ない場合は、休講措置を取り、夏期休

暇中を含め必要な補講を実施し、対面での指導をしっかりと行って、各授業における到

達目標の達成に取り組ませた。 
2) ルーブリック評価の推進としては、ルーブリック評価の実施を義務づけ、 評価の公平

性と透明化を向上させた。また、コロナ感染症の拡大防止のために、各領域に分けて卒

業研究の発表会をおこなった。 
3) 地域連携課題の推進 
「卒業研究」では、地域と連携した課題や研究テーマに取り組んだ事例が多くあった。以

下が岡山県内の問題を課題として取り上げた研究の一例である。 
・リノベーション施設群の運営・管理を行うウェブサイトの制作（真庭市） 
・地域資源の PR を目的とした製品開発 （真庭市） 
・小学校低学年の児童を対象とした雑巾絞りの研究（総社市） 
 

4-4-3-3 学生支援（インターンシップ） 

 工芸工業デザイン学科（デザイン工学科製品・情報デザイン領域、及び造形デザイン学科

造形デザイン領域）では、専門職ごとの業界慣習に応じ、県内外の夏季インターンシップや

オープンオフィスに参加する他、学内での出張インターンシップイベントも開催された。 
1) スズキ株式会社と連携したスケッチワークショップ 
スズキ株式会社の協力により、10 月に現役デザイナーによるカーデザインのオンライワー

クショッププログラムを実施し、自動車業界に関心のある 6 名の 2 年生が参加した。 
2) インターンシップ 
・製品・情報デザイン領域では、25 名の学生が計 56 社のインターンシップに参加した。企

業の所在地の内訳は県内 17 社、その他はすべて県外企業であった。また 6 社の学内インタ

ーンシップ説明会が開催され、キャリア支援委員を通じ 3 年生への告知が行われた。 
・造形デザイン領域では、オンラインでの研修が想定される「自由応募による企業インター

ンシップ」を主としたプログラムを前年度に引き続き実施した。活動対象は、現 3 年生向け

企業インターンシップ、就職活動に類する行事（説明会含む、学科ポートフォリオセミナー 、
県大吉備塾）とし、必須要件を参加日数 3 日（または 3 件）以上に設定した。また、指定様

式による参加企業の概要及び活動記録としての日報と、活動終了後の最終報告を提出物と
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して課した。 
 
4-4-4 建築学科 

4-4-4-1 導入教育（フレッシュマンセミナー） 

 建築学科では，大学で積極的に行動する姿勢を身につけることを目的とした授業構成と

し，可能な限り対面でおこなうことでコロナ禍によるつながり不足を解消することも目指

した。内容としては，アカデミックスキルの理解，学生間による建築の見方討論，県大 OB
による大学生活やキャリアについての講義，アドバイザー教員と一緒にまち歩き計画，グル

ープごとのまち歩きとその発表を行った。入構禁止となる期間もあり，結果的に対面授業 4
回，リアルタイムオンライン 3 回，オンデマンド 1 回を行った。オンライン手法は，Zoom，

Teams，はっとりん，E メールなど複数の手段を用いることで，今後の学生生活で必要とな

る様々なスキルを身につけさせることとした。 
 

4-4-4-2 カリキュラム及び授業方法の改善  

1) 新型コロナウイルスまん延への対応 建築学科（デザイン工学科建築・都市デザイン領域）

では、専門授業の演習科目を中心に、新型コロナウイルス対策を講じた上で、可能な限り対

面授業を実施すると共に、必要な制作環境の提供を行った。演習科目において、対面で実施

出来ない場合は、できるだけリアルタイムオンライン形式による指導を行うこととした。社

会においてもオンライン打合せ，発表が常態化しており，他大学の学生もそのようなスキル

を向上させていることから，本学科でも積極的にオンラインでの授業を推し進めた。 
2) ルーブリック評価の推進 建築学科（デザイン工学科建築・都市デザイン領域）では、卒

業研究において指導教員がルーブリック評価により，年間を通じた学習態度も含めて採点

をおこなった。ただし最終成績は指導教員の採点だけでなく，指導教員以外による成果物の

採点と按分することにより，学生全体の採点公平性を確保した。なお，卒業研究発表は撮影

した動画によるオンデマンド発表となったが，すべての教員が学生全員にコメントを返す

ことにより，様々な視点からの教育指導を行った。 
3)地域連携課題の推進 「卒業研究」を中心として、地域と連携した課題や研究テーマに取

り組んだ事例が多くあった。以下が岡山県内問題を課題として取り上げた研究の一例であ

る。 
・湛井 12 箇郷用水における景観要素の構成に関する研究（総社市） 
・美咲町大垪和西地区の棚田における歴史的変遷（美咲町） 
・倉敷市下津井地区における都市構造の変遷（倉敷市） 
・菊池家の水車小屋に関する研究―岡山県備中南部における精米用水車の残存状況と利用

形態―（総社市） 
・児童養護施設における共用空間のあり方に関する研究 ―岡山県の 12 の児童養護施設を

対象にして―（岡山県） 
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・商店街活性化を目的とした空間的「空き」の活用に関する研究 ―表町商店街新西大寺町・

西大寺町エリアを事例として―（岡山市） 
・道路交通ノイズマップ推計における計算負荷低減手法の検討（総社市） 
 
4-4-4-3 学生支援 
1) インターンシップ 
 本年度も建築・都市デザイン領域 3 年生向けの選択授業として「インターンシップ」を実

施し、17 名が履修した。新型コロナウイルスの影響で対面でのインターンシップが中止と

なるケースやオンラインによる短期研修のみとなるケースも見受けられたものの、多くの

学生が複数企業のインターンシップに参加するなど、意欲の高さが感じられた。受け入れ先

企業は原則学生の自由応募としているが、JIA（日本建築家協会）によるインターンシップ

受け入れ先の紹介や本学卒業生がいる企業の紹介など、授業担当教員 3 名をはじめ各学科

教員が随時支援を行った。 
2) 就職ガイダンス 
 6 月 30 日にインターンシップの履修者を中心とした 3 年生向けの「就職ガイダンス」を

実施した。就活スケジュールや建築関連業種及び企業の紹介、卒業生の就職・進学先の紹介

などを行った。 
3) 企業による web セミナー 
 7 月 21 日に希望者を対象として「日本住宅」および「類設計室」の web セミナーを実施

した。企業の人事担当者や若手社員（本学 OB）などによる会社説明や就職相談などを行っ

た。 
 
4-4-5 国際交流推進（国際交流活動事業） 

 新型コロナウイルスの感染拡大の傾向を踏まえ、2021年度語学・文化研修：梨花女子大

学(韓国)研修は中止となったが、デザイン学部ではオンラインリアルタイムにて（Zoom）

で以下のように国際交流活動を実施し、その活性化に努めた。 

 

GLC主催 Webinarで以下のデザイン関連企画を実施し、学部生・教員が聴講した。 

• 「小さなグローバルプロジェクト –フィランドでの活動から-」 

講師：児島 宏嘉氏（工業デザイナー、フィンランドSTUDIO KOJIMA代表、岡山県立

大学客員教授）（2021年5月27日） 

• 「大学間のグローバルデザインプロジェクトと学生マネジメント～日本・メキシコ

交流の事例を通して～」 講師：東 俊一郎氏（メキシコ・モンテレイ大学UDEM 

教授）（2021年7月15日） 

 

GLC主催 Lecture Seriesで以下のデザイン関連授業を公開し、授業履修生等が聴講した。 
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• GLC LECTURE SERIE #1  

「Carrying Textile Tradition as Contemporary Expression – Textile works of 

Kasuri (Ikat) Weaving」 講師：難波久美子（本学造形デザイン学科教授）、対

象授業「Method of Weaving」（台南芸術大学視覚デザイン学科テキスタイル系2

年生）（2021年11月25日） 

• GLC LECTURE SERIE #2  

「SDGs X natural fibers; for the betterment of our lives」 講師：陸佳暉

（国立台南芸術大学視覚デザイン学部専任助理教授）、対象授業「造形デザイン

論IIb」（本学造形デザイン学科テキスタイル系３年生）（2021年11月30日） 

• GLC LECTURE SERIE #3 

「Image Memory to Instinct Reading」講師：朱芳毅（国立台南芸術大学視覚デザイ

ン学部専任講師）、対象授業「造形デザイン領域演習Ⅲb」（本学造形デザイン学科

セラミック系３年生）（2022年 2月 17日） 

 

留学に関する以下の学生支援を行った。 

• 留学応援事業「未来へトビタテ！」：ドイツ、ゲーテ・インスティテュートミュン

ヘン校（語学学校）・ミュンヘン工科大学、デザイン工学科４年生 1名 

• 留学：スウェーデン、ヨンショーピング大学、研究科デザイン工学専攻学生 1名 

• MOU協定校交換留学準備：台湾、国立台南芸術大学、デザイン工学科 2年生 2名 

• デザイン英語スキルアップ講座：留学希望生(研究科・学部)、4回実施 

 

その他、以下の国際交流活動を実施した。 

• 国立台南芸術大学視覚デザイン学部マテリアル創作デザイン学科３年生セラミッ

ク専攻学生９名が作品発表を行ない、本学授業（真世土マウ准教授・作元朋子准教

授）「造形デザイン領域演習Ⅱa・造形デザイン領域演習Ⅲb」受講 3年生と質疑応

答した。（2022年 1月 13日） 

• 国立台南芸術大学視覚デザイン学部陸佳暉専任助理教授が本学授業（島田清徳教

授・岡本汐加助教）「造形デザイン領域演習Ⅲb」で課題講評を行い、本学 3年生と

質疑応答した。（2022 年 2月 3日） 

• JG-I4S5-2022 Workshop Marketplace presentations 日独ワークショップ参加：

デザイン学研究科デザイン工学専攻生 1名、デザイン学部デザイン工学科生 1

名、ビジュアルデザイン学科生 1名。（2022 年 2月 17日） 

 

教員による国際間研究を以下実施した。 

• ドイツ・ハノーバー応用科学芸術大学と岡山県立大学との大学間国際学術交流事

業日独シンポジウム（オンライン開催）；Japanese-German Symposium/Workshop 



キ-7 

to learn Industrie4.0 and Society 5.0 にて「Practical Architectural 

Interventions in Historical Townscapes -Conversion of vacant houses in 

the Ashimori district of Okayama City-」を口頭発表した。デザイン工学科

（建築学科）西川博美准教授（2022 年 2月 15日） 

• 台湾国立台南術大学と岡山県立大学との国際間研究；地域資源テキスタイル材料

研究を行った。研究成果は令和 3年度岡山県備中県民局提案型協働事業として

NPO地域資源文化研究所との共同研究として、倉敷いぐさ廃棄材料の草木染めと

その使用プロトタイプを「繊維の力で繋げ。持続可能なモノづくり」で発表し

た。 

工芸工業デザイン学科難波教授・渡邉操准教授（TSUTAYA BOOKSTORE 岡山駅前、2021年 12

月 12日〜19日）今後の社会における工芸の役割をテーマとして、日台で関係者への聞き取

り調査研究を行い、シンポジウム・展覧会の次年度開催について、意見交換を進め企画開始

した。工芸工業デザイン学科難波教授・渡邉操准教授（2021年 6月〜2022年 2月） 
 
4-4-6 国公立デザイン系大学会議への参加 

 国公立デザイン系大学の学部・研究科等が協力・共同し、デザイン教育・研究の改善及び

発展を図ることを目的とした国公立デザイン系大学会議に参加し、情報交換を図った。 
 
4-4-7 まとめと課題 
 新入生対象の導入教育（フレシュマンセミナー）は、新入学生のメンタル面への影響を考

慮し、対面実施を前提に計画したが、感染状況の悪化に伴い、対面とオンラインの併用によ

り実施し、アドバイザー教員を含め、教員との交流、学生間の交流を確保し、不安を感じる

新入学生のメンタル面のサポートに努めた。カリキュラム及び授業方法の改善においてル

ーブリック評価を卒業研究に導入が定着し、改革は順調に進んでいる。また、卒業研究で地

域課題に取り組む事例が年々増加している。学生支援（インターンシップ）では、コロナ禍

の中、教員の支援および企業の協力により、実施することができた。長期インターンシップ

の導入が課題であるが、今後、文科省の補助事業ＣＯＣR 事業を含めたインターンシップ

に期待される。国際交流活動は新型コロナウイルスの拡大に伴い、相互訪問による交流活動

は実施することができなかったが、昨年に引き続きオンラインにより交流を進めた。 
結果として、4名の学生の留学が決定した。 
 卒業制作展がコロナ禍の影響で、一般の観客の入場を中止したため、学生のモチベーショ

ン維持に課題が残った。 
今後卒業制作展の開催方法、在学生への引継ぎおよび教員とのコミュニケーション方法

など検討する必要がある。 
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第２章 大学院における教育活動と成果                   
 
1-1 概要 

本学大学院では、各研究科・専攻で設定するディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポ

リシーに基づき、より高度な専門性を備え、社会進出にあたって指導的な立場に立つことの

できる人材や研究者の育成を目指している。これに加えて、昨年度に採択された「吉備の杜」

創造戦略プロジェクトによる博士前期課程・修士課程を対象とする副専攻「吉備の杜プロデ

ューサー課程」が、本年度から新設され、大学院教育にも研究科共通基盤科目群として研究

科横断型の教養教育科目を導入した（詳細は第 3 章に記載）。これにより全面的に見直しを

行った 3 つの方針について本年度から運用が開始され、次年度に向けたカリキュラムマッ

プ作成ならびにその点検に基づく教育プログラムの見直しを実施した。 
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1-2 保健福祉学研究科 

1-2-1 概要 

本学大学院では、各研究科・専攻で設定するカリキュラム・ポリシー及びディプロマ・ポ

リシーに基づき、高度な専門性を備え、社会進出にあたって指導的な立場に立つことのでき

る人材や研究者の育成を目指している。少子高齢化やグローバル化に対応して、専門分野の

視点から課題解決を図ることのできる人材育成のため、大学院教育プログラムや授業内容

及び研究指導法の工夫改善の取組みを継続している。 

 

1-2-2 博士前期課程 

1-2-2-1 看護学専攻 

(1)グローバル教育 

2021 年 8 月 16 日～18 日に、博士前期課程の大学院生 1 名が、協定校である香港理工大

学が開催するオンラインセミナー「The Hong Kong Polytechnic University School of 

Nursing 3-day Inbound Student Exchange Programme」に参加した。このセミナーでは、香

港理工大学をはじめ、中山大学（中国）、Chang Gung University（台湾）、La Trobe University

（英国）、Charles Darwin University（オーストラリア）、National University of Singapore

（シンガポール）等の講師が講演した。本セミナーでは、300人以上の各国の院生や学生た

ちとともに質疑応答の時間を共有することができた。新型コロナウイルス感染症の禍中に

おいても、国際感覚を身につけ、コミュニケーション力を養うとともに、国際看護に触れる

機会を得ることができた。 

 

(2)地域連携教育 

保健師課程において例年大学内で計画実施をする「認知症カフェ」等が、新型コロナ禍の

ため実施できなかった。しかし、大学院生 5名は、地域包括支援センターと連携し、総社市

内の小学生を対象とした認知症サポーター養成講座に参加したり、地域で開催される「認知

症カフェ」での健康教育を実施させていただき、地域住民と交流する中で地域の実情に合わ

せた活動とする意義や関係機関との連携の重要性について学ぶことができた。また、災害時

にどのような食支援が必要かについて、地域で活動する栄養委員との意見交換の場におい

て実体験を聞かせてもらい、そこから得られる教訓や今後の検討事項を理解し、地域におけ

る連携と協働のあり方について深めることができた。 

本学の新型コロナワクチン職域接種（令和 3年度）2回において、看護学専攻の大学院生

9名が、予診、学部学生、大学院生、教職員・教職員家族、地域の人々（外国人を含む）に

対して、国の推進する大学における新型コロナワクチン職域接種に積極的に関与した。さら

に、総社市の職域接種にも院生 2名が活動に携わった。案内・予診・接種後の観察等の実践

業務に携わることにより、地域の感染防止に貢献することにより、貴重な経験と学びを深め

ることができた。 
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（3）大学院博士前期課程看護学専攻（保健師課程）教育 

保健師助産師看護師学校養成所指定規則の改正に伴い、本学の大学院博士前期課程看護

学専攻（保健師課程）の教育について、2021 年 8 月 23 日に文部科学省に申請を行った。

2022年 4月の新カリキュラムでは、科目内容や保健師課程の単位数を変更した（現行の 28

単位から 31 単位へ）。結果、2021 年 12 月に文部科学省から 本学の保健師教育課程として

承認を得られた。 

 

1-2-2-2 栄養学専攻 

(1)グローバル教育 

ウソン大学の李奎姫教授の Web講義が行われ、大学院博士前期課程の院生の 13名が受講

し、韓国特有の応用微生物の特徴とそれを利用した発酵食品や、韓国食文化について学び、

講義内容について、李奎姫教授との活発な質問とディスカッションが行われた。 

 

(2)地域連携教育 

新型コロナウイルス感染症の蔓延にともない、予定していた事業が中止となった。来年度

以降は、食と健康のスペシャリストとして、岡山県栄養士会との連携事業等積極的な参画を

予定している。 

 

1-2-2-3 保健福祉学専攻 

(1)グローバル教育 

2021年 7月 15日に又松大学の柳漢守准教授を招聘し、韓国の児童虐待に対する政策に関

する講義をオンラインで開講した。6名の院生が聴講し、韓国の児童虐待政策の最新状況に

ついて学ぶことができた。また、韓国の貧困状態にある子どもに対する食事の状況と支援に

関する調査を行った院生もおり、研究成果についてのディスカッションを通して、国際的な

課題に触れることができた。 

 

(2)地域連携教育 

1 名の院生が、2018 年西日本豪雨に見舞われた総社市下原地区の要援護者とその家族か

ら避難時の様子や事前準備等について聞き取り調査を行う研究グループに参加し、身体機

能と認知機能が低い事と水平避難時刻の遅延との関係を明らかにする等、今後の災害対策

について有意義な知見をまとめることができた。また、県内のひとり親を対象とした聞き取

り調査を行ったり、地域在住の成人を対象とした認知機能・運動機能を調査する等、地域と

の関わりの中から課題解決に貢献できる能力を育成することができた。 
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1-2-3 博士後期課程 

1-2-3-1 看護学大講座 

看護学大講座の博士後期課程の１名の大学院生の研究論文が国際誌「Applied Nursing 

Research 」に掲載された。研究の国際化をさらに進めていく必要がある。 
 

1-2-3-2 栄養学大講座 

ウソン大学の李奎姫教授の Web講義が行われ、大学院博士後期課程の院生 1名が受講し、

韓国特有の応用微生物の特徴とそれを利用した発酵食品や、韓国食文化について学び、講義

内容について、李奎姫教授との活発な質問とディスカッションが行われた。 

 

1-2-3-3 保健福祉学大講座 

 1 名の大学院生が、国際交流講演会に出席し、韓国における児童虐待に対する政策に関する

講義をオンラインで聴講した。国際学会での研究発表は無く、研究の国際化をさらに進めてい

く必要がある。 

 

1-2-4 まとめと課題 

大学院のグローバル教育の推進に関連して、オンラインによる講演等を行った。大学院の

グローバル教育の推進に関連しては、海外特別奨学生としてインドネシアのハサヌディン

大学から栄養学大講座の 1名（指導教員：入江康至教授）が博士号を取得した。海外特別入

試を活用した留学生の教育は順調に進んでおり、さらなる共同研究の成果が期待される。地

域連携教育については、看護学専攻と保健福祉学専攻において、感染予防に努めながら専門

知識をもとにした地域と連携した研究を行うことができた。今後グローバル教育と地域と

連携した教育をより一層進めていく必要がある。 
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1-3 情報系工学研究科 

1-3-1 概要 

情報系工学研究科では、急速に発展する環境の変化に対応するために、既存の教育研究分

野にとらわれず幅広い視野を持ち、それぞれの研究内容のみならず融合型研究を深化させ

るための取組を行っている。 

 

1-3-2 博士前期課程 

平成 28 年度入学生から 1 専攻 3 領域（電子情報通信工学領域、機械情報システム工学領

域、人間情報システム工学専攻）に再編し、各領域における教育体制が、情報工学部 3 学科

の学士課程教育との連続性を担保すると同時に、1 専攻の利点を生かしつつ、他領域の学問

分野との交流（授業科目の履修、異なる視点からの研究指導）が活発になるような学生指導

体制を整えている。 
令和3年度の入学者数は53名であり、入学定員52名をわずかに上回った（充足率101.9%）。

在籍者数は 98 名で収容定員 104 名の 94.2%と概ね順調である。 
英語によるコミュニケーション能力の養成を目指した、テクニカル・プレゼンテーション

演習及びアカデミック・プレゼンテーション演習の受講者数は計 29 名であった。 
地域連携教育である「吉備の杜」創造戦略プロジェクトの演習科目として、「創造戦略プ

ロジェクト<ICT>」を開講した。同プロジェクトのカリキュラムや成果等は、第 3 章「副専

攻（吉備の杜）における教育活動と成果」を参照されたい。 
自身の専門分野以外の研究に触れる機会を提供するため、公開研究報告会を奨励してお

り、今年度は各研究室が計 12 回開催した。また岡山県内の公共機関及び企業と連携大学院

協定を締結し、学外の研究者による研究指導を受けることができる体制を整えており、今年

度は岡山県工業技術センターにおいて 3 名、オーエム産業（株）表面処理研究所において 3
名の大学院学生が研究の一部を遂行した。 
今年度は 38 名が修士（工学）の学位を授与された。 

 
1-3-3 博士後期課程 

博士後期課程は、平成 28 年度入学生より、講座制から領域制への転換を図り、電子情報

通信工学領域、機械情報システム領域、人間情報システム工学領域の 3 領域制による学生

指導体制にした。併せて、情報技術を多様な分野に展開できる人材育成を推進するため、従

来の主指導・副指導教員に加えて、主指導教員とは専門分野の異なる教員を指導体制に加え

ることができる研究アドバイザー制度を導入した。平成 30 年度からは、主指導教員、副指

導教員に加え、研究アドバイザー教員を割り当てることができるように制度変更し、より幅

広い視野から教育研究指導を行える体制を整えた。また、社会人が学びやすい環境を整える

ことを目指し、平成 27 年度には早期修了要件を明確に定め、平成 28 年度入学生より修了

要件を 12 単位に引き下げた。さらに、平成 28 年度には留学生及び社会人を対象とした秋
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入学制度を導入した。 
令和 3 年度の入学者は社会人 3 名であった。入学定員 6 名に対する充足率は 50%と低い

が、社会人に学びの場を与えるという観点からは良好と言えよう。在籍者数は 11 名で収容

定員 18 名の 61.1%である。今年度は 2 名が博士（工学）の学位を授与された。 
 
1-3-4 まとめと課題 

博士前期課程は、1 専攻 3 領域の体制により、3 学科の特色を引き継ぎつつ、幅広い視野

で融合型研究を深化させる能力の養成を行っている。本年度からは「吉備の杜」創造戦略プ

ロジェクトの授業科目も充実させ、より視野の広い人材の育成を行っている。 
博士後期課程は、情報技術を多様な分野に展開できる人材育成を推し進めるため、1 専攻

3 領域の体制としている。定員割れが続いており、さらなる入学者確保の取り組みが必要で

ある。 
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1-4 デザイン学研究科 

1-4-1 概要 

デザイン学研究科では、分析と理論の構築により先進デザインを創出するデザイン工学

の分野と、独創的で造形性豊かなデザインを発信する造形デザイン学の 2専攻を開設して

います。 

創造性に富み、多様化したデザイン環境に対応する高度な専門知識・能力・技術と総合

的な視野を備えたデザイナー及び研究者を育成します。 

 

1-4-2  修士課程 

1-4-2-1 デザイン工学専攻 

 デザイン工学専攻では、全学で取り組む副専攻「吉備の杜」の一連の学習として、地元

の企業と連携し環境プロジェクト等に取り組んだ。また、各学会の学術発表会や国際交流

会は、コロナ禍のためオンラインで開催されたが、積極的に参加し発表を行った。また、

建築・都市デザイン学領域では、建築士免許登録における実務の経験の指定科目として、

例年インターンシップを実施し、県内外の建築系の会社で研修を行ってきたが、コロナ禍

による移動制限により、県内の建築事務所等や建築士資格を持った教員の指導の元で関す

る研修を実施し、建築実務を実践的に取り組んだ。 

 
1-4-2-2 造形デザイン学専攻 

 コロナ禍の為、コンテストや作品発表の場が制限される中、数少ない機会に対し積極的に

参加し、作品の発表にも取り組んだ。 

 
1-4-3 まとめと課題 

 大学院における研究活動については、入学者の減少に伴い活性化しているとは言えない。 
社会人の大学生を受け入れたことのより、夜間授業およびオンライン授業で対応した。 
学位規程を修士論文及び修士作品を修士論文または特定の課題に変更することで、学則

も改定した。これにより、幅広い受験生を受入れ入学者の増加に期待する。 
課題として研究活動の活性化が挙げられるが、そのために学会発表や作品発表の義務化

について検討を始めた。 
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2 大学院における研究活動と国際交流 

2-1 概要 

 本学大学院ではディプロマ・ポリシーにある通り、専攻分野における課題を解決できる研

究能力を有し、地域社会の発展に貢献し得るグローバル人材の育成を目指している。各研究

科ではそれぞれの分野における深い学識と高度な専門性を身につけた研究者あるいは高度

専門職業人を育成に向け、教員の基礎研究から最先端研究での親密な指導の下、関連学会で

の研究発表や論文投稿を奨励している。その範囲は国内、国際を問わず多岐にわたっており、

学会における受賞等の実績を積み上げている。また、グローバル人材の育成に向けて、国際

会議での研究発表等のほか、国際交流協定を締結している大学との間で、学生・教員の相互

派遣及び共同研究等による教育研究交流等を推進するとともに、その内容の一層の充実を

図っている。今年度も新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響が続いていたことから、

主にオンラインを活用して研究活動・国際交流を推進した。 

 
2-2 保健福祉学研究科 

2-2-1 看護学専攻 

2-2-1-1 研究活動 

(1) 研究発表 

平成 30年度以降の大学院博士前期課程学生による研究発表実績を表 1に示す。新型コロ

ナウイルス感染症の影響もあり、査読付き学術論文、国際学会発表、全国大会発表および支

部大会発表は例年よりも少ない件数であった。今後は国際・国内学会発表の更なる推進が必

要である。 

表１ 看護学専攻程の研究発表件数 

発表内容 
件数 

令和 3年度 令和 2年度 令和元年度 平成 30年度 
査読付き学術論文 １ 7 9 4 
国際学会発表 0  1 2 0 
全国大会発表 2 5 8 6 
支部大会発表 0 0 1 2 
学術表彰・受賞 0 0 0 0 

査読付き学術論文 

1. 清野花奈，西川萌菜，濱本さいか，山口珠穂、脇谷紀之，森永裕美子（2021）.「高齢

者のソーシャル・キャピタル」の概念分析. 岡山県立大学保健福祉学部紀要.28（1）：

11-20． 
全国大会発表 

1. 小野田結衣，森本美智子（2021）．耳鼻咽喉科外来の患者用診察椅子における環境清拭

用除菌ワイプを用いた環境整備の効果．日本防菌防黴学会第48回年次大会（大阪）． 
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2. 小野田結衣，森本美智子（2021）．耳鼻咽喉科外来における看護師の患者用診察椅子の

環境整備と ATPを用いた汚染度の実態、第41回日本看護科学学会学術集会（愛知）． 
(2) 受賞 

なし 
 
2-2-1-2 国際交流 

2021 年 8 月 16 日～18 日に、博士前期課程の大学院生 1 名が、協定校である香港理工大

学が開催するオンラインセミナー「The Hong Kong Polytechnic University School of 

Nursing 3-day Inbound Student Exchange Programme」に参加した。このセミナーでは、香

港理工大学をはじめ、中山大学（中国）、Chang Gung University（台湾）、La Trobe University

（英国）、Charles Darwin University（オーストラリア）、National University of Singapore

（シンガポール）等の講師が講演した。本セミナーでは、300人以上の各国の院生や学生た

ちとともに質疑応答の時間を共有することができた。新型コロナウイルス感染症の禍中に

おいても、国際感覚を身につけ、コミュニケーション力を養うとともに、国際看護に触れる

機会を得ることができた。 

 
2-2-2 栄養学専攻 

2-2-2-1 研究活動 

(1) 研究発表 

栄養学専攻では、4講座（栄養情報学講座・食デザイン学講座・基礎栄養学講座・食品栄

養学講座）のいずれかに属しながら研究活動を展開している。平成 30年度以降の大学院博

士前期課程学生による研究発表実績を表 2に示す。 
査読付き国際・国内学術論文、国内外の学会発表、ならびに受賞について、昨年度よりも

低い実績であった。新型コロナウイルス感染症蔓延のため、研究活動や学会発表の機会が減

少したことが要因と考えられる。今後、通常の研究活動再開や国際学会への参加が可能とな

れば、発表実績が回復することを期待する。 

表２ 栄養学専攻の研究発表件数 

発表内容 
件数 

令和 3年度 令和 2年度 令和元年度 平成 30年度 

論文発表（国際誌）  2  5  0  0 

論文発表（国内誌）  2  3  0  0 

学会発表（国際学会）  1  1  9  5 

学会発表（国内学会） 15 13 13  7 

受賞  0  3  2  1 

国内学会 

1. 藤田 沙慧、伊加 汐音、永原 敬、田中 晃一（2021）岡山産野生酵母を用いた地域特産
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クラフトビールの開発、おかやまバイオアクティブ研究会 第５8回シンポジウム 学生

プレゼンテーション（オンライン） 
2. 中桐規代、秋山花衣、川上貴代（2021）学校給食残食率に及ぼす調理後経過時間と配送

距離の影響、 第68回栄養改善学会学術総会（オンライン） 
3. 中桐規代、西野稔梨、三上留奈、板野愛梨、秋山花衣、山本沙也加、李順姫、大槻剛巳、

川上貴代（2021）学校給食の残食に関わる要因の検討、日本栄養改善学会第17回中国支

部学術総会（オンライン） 
4. 秋山花衣、山本沙也加、草替悠希、石井裕、平松智子、川上貴代（2021）食事環境が咀

嚼におよぼす影響の検討、日本栄養改善学会 第17回中国支部学術総会（オンライン） 
5. 桑田七帆、西島功貴、丸田ひとみ、花田恭孝、山下広美（2022）瀬戸内海沿岸で養殖さ

れたマガキの季節変動と特徴、日本農芸化学会大会2022年度大会（オンライン） 
(2) 受賞 

なし 

 

2-2-2-2 国際交流 

本年度予定されていたダンヌンツィオ大学医学部（イタリア）の研修と、Mario Romano教

授の Web講義が中止となった。また、定例で実施されている東アジア栄養学会議（岡山県立

大学、ウソン大学（韓国）、四川大学（中華人民共和国）、南昌大学（中華人民共和国））が

中止となり、来年度以降に実施予定である。 
ウソン大学の李奎姫教授の Web講義が行われ、栄養学専攻学生が受講し、韓国特有の応用

微生物の特徴とそれを利用した発酵食品や、韓国食文化について学び、講義内容について、

李奎姫教授との活発な質問とディスカッションが行われた。 

 

2-2-3 保健福祉学専攻 

2-2-3-1 研究活動 

(1) 研究発表 

博士前期課程では、保健福祉学専攻として 4 つの講座のいずれかに属しながら研究活動

を展開している。平成 30年度以降の大学院博士前期課程学生による研究発表実績を表 3に

示す。 

表３ 保健福祉学専攻の研究発表件数 

発表内容 
件数 

令和 3年度 令和 2年度 令和元年度 平成 30年度 

査読付き学術論文 0 1 2 0 

国際学会発表 0 0 0 0 

全国大会発表 0 1 2 4 

支部大会発表 0 0 0 0 
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博士前期課程の研究発表は、査読付き学術論文 0件、学会発表 0件であった。社会科学系

の大学院生の場合、博士後期課程になってから論文発表や学会発表を行う文化があるため、

博士前期課程での研究発表が少ない傾向がある 

 
2-2-3-2 国際交流 

2021年 7月 15日に又松大学の柳漢守准教授を招聘し、韓国の児童虐待に対する政策に関

する講義をオンラインで開講した。6名の院生が聴講し、韓国の児童虐待政策の最新状況に

ついて学ぶことができた。また、韓国の貧困状態にある子どもに対する食事の状況と支援に

関する調査を行った院生もおり、研究成果についてのディスカッションを通して、国際的な

課題に触れることができた。 

 
2-2-4 保健福祉科学専攻 

2-2-4-1 看護学大講座 

(1) 研究発表 

平成 30年度以降の看護学大講座学生による研究発表実績を表 4に示す。看護学大講座の

博士後期課程の１名の院生の研究論文が国際誌「Applied Nursing Research 」に掲載さ

れた。研究の国際化をさらに進めていく必要がある。 
本年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により学会発表はほとんどがオンライン開

催であった。研究活動としては、査読付き学術論文投稿が 9件（うち１件は国際誌）と多く

の成果を残すことができた。一方、学会発表に関しては、全国大会発表 2件、支部発表が 2

件と昨年と比較しやや少なかったが、国際学会発表は 2 件と昨年に比べ増加した。今後更

に、全国のみならず国際学会発表を推進していく必要がある。 

 

表４ 看護学大講座の研究発表件数 

発表内容 
件数 

令和 3年 令和 2年度 令和元年度 平成 30年度 
査読付き学術論文 9 4 4 1 
国際学会発表 2 0 4 0 
全国大会発表 2 7 6 2 
支部大会発表 2 0 0 0 
学術表彰・受賞 0 0 0 0 

査読付き学術論文 

1. Shimamura.,M., Fukutake. M., Namba,M. and Ogino ,T. (2021). The relationship 
among factors of organizational justice, organizational citizenship behavior, 

job satisfaction, and ease of work among Japanese nurses. Appl. Nurs. Res. 

61:151479. 
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2. 荒井葉子,名越恵美,實金栄（2021）.「高齢者の生活を支える看護」の概念分析．岡山

県立大学保健福祉学部紀要.28（1）：1-9． 
3. 安藤亮，名越恵美，實金栄（2022）．終末期維持血液透析患者の医療・ケア方針の検討

に関わる看護師のジレンマ・曖昧さに対する対処．臨床倫理、10：16-26． 
4. 島村美砂子, 荻野哲也 (2021). 看護師の職務満足を高める要因の検討. 岡山県立大

学保健福祉学部紀要、28:47-55． 
5. 中越利佳, 岡﨑愉加,實金栄（2022.3）．20-30歳代の Health Action Process Approach

による子宮頸がん検診の受診行動の検証.日本保健科学学会誌、24（4）：248-262． 
6. 中越利佳,岡﨑愉加,實金栄（2021）.ソーシャルサポートを含めた Health Action 

Process Approach による20-30歳代の子宮頸がん検診の受診行動の検証.母性衛生、62

（2）：333-343. 
7. 吉田雄太,名越恵美（2021）．看護労働環境に関する研究：The Essential of MagnetismⅡ

（職場環境尺度）の構成概念妥当性の確認．日本看護管理学会誌、25（1）：1-11． 
8. 小池康弘，名越恵美，實金栄（2022）．医療専門職の職業的アイデンティティ尺度の測

定項目の選定および内容的・表面的妥当性の検討．岡山県立大学保健福祉学部紀要、28：

137-145． 
9. 河田恵子，實金栄，二宮一枝（2022）．養護教諭の発達障害児支援における保健師との

協働的実践．岡山県立大学保健福祉学部紀要、28：39-46． 
国際学会発表 

1. Takimoto. C.,and Okimoto. K. (2021.4). The Trends of Bonding Study in 

Asia.The24th East Asian Forum of Nursing Scholars. 
2. Nakagoshi.R.,and Okazaki ,Y., and  Mikane,S.（2021.4）Validation of Behavior  

Related to Receiving Cervical Cancer Screening in Japanese Women Using The 

Helath Action Process Appoach. 
全国大会発表 

1. 荒井葉子,名越恵美,實金栄（2021）：高齢者の生活を支える看護の概念分析．第41回本

看護科学学会学術集会． 
2. 安藤亮，名越恵美，實金栄（2021）．終末期維持透析患者の医療・ケア方針の検討に関

わる看護師のジレンマ・曖昧さに対する対処．第41回日本看護科学学会学術集会． 
支部大会発表 

1. 安藤亮,名越恵美，實金栄（2022）．終末期維持血液透析患者の医療・ケア方針の検討に

関わる看護実践尺度の信頼性・妥当性の検証．日本看護研究学会中国・四国地方会学術

集会．  
2. 小薮智子，上野瑞子，松田美鈴，井上かおり，竹田恵子，實金栄．2022．ケアサイクル

にある高齢者のストレングス尺度簡易版の妥当性と信頼性の検討．日本看護研究学会
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中国・四国地方会学術集会．                       
(2) 受賞 
なし   

 

2-2-4-2 栄養学大講座 

(1) 研究発表 

栄養学大講座には、１講座（栄養学大講座）に属して、研究活動を行っている。平成 30

年度以降の栄養学大講座学生による研究発表実績を表 5に示す。 
査読付き国際・国内学術論文、国内外の学会発表、ならびに受賞について、昨年度よりも

低い実績であった。新型コロナウイルス感染症蔓延のため、研究活動や学会発表の機会が減

少したことが要因と考えられる。その中でも、国内での学会発表は積極的に行い、その研究

成果により、1名が受賞に至っている。今後、通常の研究活動再開や国際学会への参加が可

能となれば、さらに発表実績が回復することを期待する。 

表５ 栄養学大講座の研究発表件数 

発表内容 
件数 

令和 3年度 令和 2年度 令和元年度 平成 30年度 

論文発表（国際誌）  1  6  2  2 

論文発表（国内誌）  1  2  0  0 

学会発表（国際学会）  0  0  2  9 

学会発表（国内学会）  8 11  3  5 

受賞  1  1  0  2 

 

(2) 受賞 

1. 孫宝軍 第 8回国際タウリン研究会日本部会学術集会 奨励賞（2022年 3月 7日） 

 

2-2-4-2 国際交流 

定例で実施されている東アジア栄養学会議（岡山県立大学、ウソン大学（韓国）、四川大

学（中華人民共和国）、南昌大学（中華人民共和国））が中止となり、来年度以降に実施予定

である。 

 
2-2-4-3 保健福祉学大講座 

(1) 研究発表 

平成 30年度以降の保健福祉学大講座の研究発表実績を表 6に示す。博士後期課程の研究

発表は、査読付き学術論文 3件、全国大会発表 2件であった。本年度は、1名の学生に博士

（保健福祉学）の学位を授与した。今後、より一層の研究の活性化が必要である。 
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表６ 保健福祉学大講座の研究発表件数 

発表内容 
件数 

令和 3年度 令和 2年度 令和元年度 平成 30年度 

査読付き学術論文  3  4  4  3 

国際学会発表  0  0  0  0 

全国大会発表  2  3  3  0 

支部大会発表  0  0  0  0 

査読付き学術論文 

1. 倉本亜優未・竹本与志人，日本の退院支援における家族評価の情報収集に関する文献的

検討，岡山県立大学保健福祉学部紀要，28 21-30，2022． 

2. 倉本亜優未・杉山 京・竹本与志人，新人医療ソーシャルワーカーを対象とした職場内

のスーパービジョンの認知構造に関する検討，メンタルヘルスの社会学，27 ，3-14，

2021． 

3. 倉本亜優未・杉山 京・竹本与志人，医療ソーシャルワーカーを対象とした退院援助に

おける家族評価の実践に関連する要因の検討，社会医学研究，38（1），日本社会医学

会，27-40，2021． 

4. 大片久, 澤田陽一, 大形篤, 矢嶋裕樹, 坂野純子,ポジティブな精神的健康をとらえ

る日本語版 Mental Health Continuum Short Form（MHC-SF-J）の高齢者における妥当

性と信頼性の検証,老年社会科学，43(3)，262-273,2021 

全国大会発表 

1. 倉本亜優未・杉山 京・竹本与志人，新人医療ソーシャルワーカーの抑うつ状態に関す

る研究，日本社会福祉学会第69回秋季大会（ZOOM），2021. 

2. 倉本亜優未・杉山 京・桐野匡史・神部智司・竹本与志人，認知症の鑑別診断に向けた

地域包括支援センター専門職の受診相談に関する研究，日本老年社会科学会第63回大

会（ZOOM），2021. 

(2) 受賞 

なし 

 

2-2-4-4 国際交流 

1名の大学院生が、国際交流講演会に出席し、韓国における児童虐待に対する政策に関す

る講義をオンラインで聴講した。国際学会での研究発表は無く、研究の国際化をさらに進め

ていく必要がある。 
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2-3 情報工学研究科 

2-3-1 研究活動 

博士前期課程では、システム工学専攻として 3 領域（平成 27 年度以前入学生は 5 領域）

のいずれかに、博士後期課程では、システム工学専攻として 3領域（平成 27年度以前入学

生は 3大講座）のいずれかに属しながら研究活動を展開している。平成 29年度以降の大学

院博士前期課程学生による研究発表実績を表１に示す。 

表１ 博士前期課程の研究発表件数 

発表内容 
件数 

R3年度 R2年度 R1年度 H30年度 H29年度 

査読付き学術論文 15 14  8  9  6 

国際会議録 19 19 13 14 17 

全国大会発表 50 30 66 70 74 

支部大会発表 35 23 49 32 30 

学術表彰・受賞 11  9 20 24 18 

査読付き学術論文の件数と国際会議での発表件数は前年度とほぼ同じであり、活発な活

動を継続している。全国大会発表および支部大会発表の発表件数は、いずれも前年度から増

加した。これは COVID-19の影響下においても、学会が中止とならずオンライン開催された

ためと考えられる。受賞件数は前年度とほほ同じであり、主な受賞内容は、R3 年度論文賞

（日本シミュレーション学会）、電気学会優秀論文賞、電気学会中国支部奨励賞、電子情報

通信学会中国支部奨励賞 4件、第 44 回日本生体医工学会中国四国支部大会若手講演奨励賞、

第 87回日本体力医学会中国・四国地方会若手優秀発表賞、応用物理学会中国四国支部学術

講演会発表奨励賞、計測自動制御学会中国支部奨励賞である。 

博士後期課程については、全員が社会人学生であり、業務多忙等による休学者も多く、必

ずしもその活動は活発ではない。令和 3年度の実績は、査読付き学術論文 5件、国際会議録

2件、全国大会発表 10件、支部大会発表 1件、受賞 1件に留まった。令和 3年度は、2名の

学生に博士（工学）の学位を授与した。今後は、入学者数の増加及び休学者の減少も含め、

研究の活性化が必要である。 

表２ 博士後期課程の研究発表件数 

発表内容 
件数 

R3年度 R2年度 R1年度 H30年度 H29年度 

査読付き学術論文 5 1 5 3 4 

国際会議録 2 1 1 4 5 

全国大会発表 10 1 7 5 3 

支部大会発表 1 0 0 0 0 

学術表彰・受賞 1 2 1 2 1 
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2-3-2 国際交流 

令和 3 年度も COVID-19 の影響により、全ての国際交流活動を実施することができなかった。

従前から交流を継続しているインドネシア・ハサヌディン大学、タイ・カセサート大学、韓

国・又松大学、マレーシア・マラッカ技術大学との交流に活路を見出したい。また、インド

ネシアの西スラウェシ大学（Sulawesi Barat University）工学部の教員と国際共同研究を

開始しており、学生も含めた国際交流に発展させたい。 

 
2-4 デザイン学研究科 

2-4-1 研究活動 

2-4-1-1 デザイン工学専攻 

1） 学会発表 

「町家の下屋空間における屋根形態の架構と空間構成の比較研究」日本建築学会大会

（2021年9月）1年生 橋本拓磨、「昭和初期の観光旅館の建設背景からみた岡山県下津井

における観光活動の実態−旅館「鷲麓園」の建設に着目して−」日本建築学会中国支部研

究発表会（2022年3月）1年生 髙岡まりあ、「町屋の下屋空間における架構形式と空間構

成の比較研究」（2022年3月）1年生 橋本拓磨 

2）入賞 
最低限のシェルター空間国際設計コンペ 最優秀賞（2022 年 1 月）「ふだん木のまち

－日常時から災害時までフレキシブルに活用できる組み木システムの提案－」１年生 小
林弘樹、田中智 

 
2-4-1-2 造形デザイン学専攻 

1）入選 
第 12 回国際陶磁器展美濃入選「CERATEX」、受賞作品は「国際陶磁器フェスティバル

美濃 ’21」にて展示 セラミックパーク MINO（令和 3 年 9 月 30 日〜10 月 17 日）2 年 
2）作品展示（個展）  

「ろじにはいれば あの世の話 いつかの話」Atelier TAC（令和 4 年 2 月 4 日〜2 月 9
日）1 年生 水田美穂 「いっしょにさがぞ」岡山マツダ野田店ショールーム（令和 3 年

10 月 25 日〜令和 4 年 1 月 29 日）1 年生 水田美穂 
 
2-4-2 国際交流 

JG-I4S5-2022 Workshop Marketplace presentations 日独ワークショップ参加（2022
年 2 月 17 日オンライン開催）1 年生 髙岡まりあ 
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2-5 まとめと課題 

2-5-1 保健福祉学研究科  

新型コロナウイルスの影響もあり、博士前期課程において例年ほど実績を上げることが

できなかったが、後期課程の研究活動は、新型コロナウイルス禍の状況においても順調であ

った。特に看護学大講座では、例年よりも高い実績を上げることができた。また、栄養学大

講座の学生が奨励賞を受賞した。さらに、国際交流に関しては、新型コロナウイルス禍のた

め、オンラインによる講演や授業を行い、海外と活発な学術交流ができた。大学院のグロー

バル教育の推進に関しては、海外特別奨学生としてインドネシアのハサヌディン大学から

栄養学大講座の 1名（指導教員：入江康至教授）は、博士課程を修了し、博士号を取得した。

海外特別入試を活用した留学生の教育は順調に進んでおり、さらなる共同研究の成果が期

待される。 

 

2-5-2 情報系工学研究科  

新型コロナウイルス禍を考慮すれば、博士前期課程の研究活動は概ね順調である。一方、

博士後期課程については、社会人学生が多いことが大きな理由ではあるが、本務多忙による

休学者が多く、研究活動は低調なものとなった。 

情報系工学研究科では、大学間協定校のみならず、独自に協定を締結した大学との学術交

流も推進している。これらの活動を足がかりに、大学院生による国際交流のさらなる活性化

を期待したい。 

 
2-5-3 デザイン学研究科  

大学院における研究活動については、近年、入学者数の減少が続き、十分活性化している

とは言えない。先ずは入学生の確保に取り組む必要がある。デザイン工学専攻では建築・都

市領域の受験生が増加し、定員確保の兆しが見えるが、造形デザイン学専攻は減少傾向が続

いている。入学者確保の対策をさらに進める必要がある。 

国際交流について今年度は新型コロナウイルスの影響で何も実施できなかったが、台湾

の国際交流協定締結大学である国立台湾芸術大学への留学を希望する学生が出てきたこと

から活性化のきっかけになることを期待したい。 
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第３章 副専攻（吉備の杜）における教育活動と成果             
 
1-1 概要 

 文部科学省「大学による地方創生人材教育プログラム構築事業(COC+R)」に本学が代表

校となって応募した「「吉備の杜」創造戦略プロジェクト－雑草型人材育成を目指して－」

が令和 2 年度に選定されたことを受け、副専攻「吉備の杜」を開設した。副専攻「吉備の

杜」は、学部低年次生を主対象とした従前の副専攻「岡山創生学」を包含し、3 つの課程で

構成している。すなわち、副専攻「吉備の杜」は学部教育における「岡山創生学課程」と「吉

備の杜クリエイター課程」、大学院の「吉備の杜プロデューサー課程」の 3 つの課程から構

成されており、「入学から学部卒業、大学院修了までの一貫した社会連携教育」という特長

を有している。さらに、「吉備の杜クリエイター課程」と「吉備の杜プロデューサー課程」

では、地域人材育成への貢献や異世代交流による大学と地域の活性化も視野に入れたリカ

レント教育も開始している。 
なお、本 COC+R 事業は、表 1 に示す県内大学、自治体、企業、団体等との協働により、

「高い専門性と幅広い人間力に立脚した地方創生を担う逞しい人材」の輩出を目的として

おり、「県内産業発展に寄与できる人材」を出口と一体になって育成するプログラムを構築

する事業である。 
 

表 1．「大学による地方創生人材教育プログラム構築事業」協働機関 
参 加 大 学 岡山県立大学、ノートルダム清心女子大学、中国学園大学 
参 加 自 治 体 岡山県、笠岡市、総社市、備前市、赤磐市、真庭市、玉野市、津山市 
参加企業、団体等 中国銀行、山陽新聞社、RSK 山陽放送、おかやまコープ、岡山県立大

学協力会、岡山県食品新技術応用研究会、システムエンジニアリング

岡山、岡山県建築士事務所協会、岡山県経済団体連絡協議会、トマト

銀行、岡山県中小企業家同友会、岡山県産業振興財団 
 
1-2 組織体制 

 副専攻「吉備の杜」は地域創造戦略センターの「吉備の杜推進室」と「社会連携教育推進

部門」が連携して運営している。授業の構築においては、「岡山創生学課程」では共通教育

科目内カテゴリー社会連携科目と各学部の学部教育科目とが連携して実施し、「吉備の杜ク

リエイター課程」では各学部の学部教育科目として実施し、「吉備の杜プロデューサー課程」

では研究科共通基盤科目として実施している。 
 副専攻「吉備の杜」の体系図を図 1 に示す。「岡山創生学課程」では、地域連携教育によ

る地域志向人材の養成を目的としており、「吉備の杜クリエイター課程」と「吉備の杜プロ

デューサー課程」では、大学・地域・企業等との合体教育による地方創生を担う即戦力型の

逞しい人材の育成を目指している。 
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図 1．副専攻「吉備の杜」の体系図 

 
1-3 岡山創生学課程 

1-3-1 育成する人材像と修得すべき能力 
副専攻「岡山創生学課程」では、学びの中で地域の魅力に触れ、コミュニケーションや協

働の中で地域課題を認識し、ともにその解決までのプロセスを体験することで地域への愛

着を形成するとともに共感力を高め、それを基盤として専門性を存分に発揮して地域の持

続的発展のために貢献することができ、社会の変化に対して高い適応能力をもつ人材を育

てるものである。このような人材になるために修得すべき能力を次のように設定する。 
(1) 地域「おかやま」の実態を体験的に学び、岡山の魅力を発信する力 
(2) 実践的学習の中からサービスラーニングのプロセスを通じて課題を認識する力 
(3) 地域で人とコミュニケーションを取りながら協働して課題解決に取り組む力 
(4) 学部・学科の専門性を活かし、自律的に課題解決法を考える力 
(5) 持続可能な岡山の未来を展望し、一市民としてまた専門家として社会に参画する力 

 
1-3-2 教育プログラムの内容 
「岡山創生学課程」では、低年次に「地域」の魅力と課題を学ぶ地域志向基礎科目、高年

次に地域志向実践科目を配置して、地域への定着を図っている。  
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(1) 1 年次では、地域を知り、地域と協働するための準備をする授業科目を配置している。

岡山を中心とした地域の現状とグローバル化の中にある岡山の位置付けを知識として

学び、地域に住む様々な人と接するために、現代社会で求められるボランティアなどを

通して、また、大学生と社会の接点の現状やあり方についての学びを通して、地域志向

を涵養する。 
(2) 2 年次では、地域の課題解決に実践的に取り組んでいる各界の方から、事例を基に地域

課題の発見と、解決に向けた取り組みについて学ぶ授業科目を配置している。学部・学

科の専門性にとらわれることなく、地域課題の解決を実践的に学ぶ行政機関等でのイ

ンターンシップ科目も配置している。これらの学修を通して地域社会に対する冷静な

観察眼を習得するだけでなく、入学後に学んだ専門性が、どのように地域課題の解決に

役立てられるかを自律的に考える。 
(3) 3 年次では、より専門的な視点から地域の課題を見つめ直し、自己のキャリア形成を支

援する授業科目を配置している。地方自治や企業活動の仕組み、地域社会における自己

の役割認識を涵養する学びの後、専門教育課程の演習を通して、より実践的な地域協働

を体験することで、専門性による学びの深化を図る。 
(4) 教育課程は共通教育科目と学部教育科目から厳選した授業科目により構成され、また、

講義科目での学びの後に演習科目を配置することで、実学としての地域協働を涵養する。 
  前述した「修得すべき能力」を学修させるために、計 11 科目で教育プログラムを構築

している。各科目の開講計画を表 2 に示す。  
 

表 2．「岡山創生学」授業科目表（令和 3 年度入学生） 

区
分 授業科目名 授業の 

方法 

開講 
時間

数 

開講 
単位数 

開講年次 
必要 

単位数 備考 1 2 3 4 

共 

通 

教 

育 

社会連携要論 講義 15 1 ◎    

５
単
位 

 

地域創生演習 演習 60 2 ○    ★ 

地域資源論 講義 15 1 ◎     

地域創生実践論 講義 15 1  ○   ★ 

社会を生きる力を学ぶ 講義 15 1 ○    

５
単
位 

 

地域インターンシップ 演習 120 4  ○   ◆ 

地方自治論 Q 講義 15 1   ○   

学
部
教
育 

チームガバナビリティ演習 演習 30 1   ○  ◆保健福祉学部 

地域保健福祉演習 演習 30 1   ○  ◆保健福祉学部 

エンジニアリング演習 演習 120 4   ○  ◆情報工学部 

デザインプロジェクト演習 演習 30 1  ○   ◆デザイン学部 

【注】 ◎印で示される授業科目は全学必修科目である。 

★印で示される授業科目は、通常は選択科目であるが、地域創生推進士の認定を受けるためには、必ず修得すること。 

◆印で示される授業科目を 1 科目以上修得すること。 
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※ 保健福祉学部で既に開講されている「統合実習」、「公衆栄養学実習Ⅰ」、「公衆栄養学実習Ⅱ」、「ソーシャルワーク実習」及び「保育実習

ⅠB」の中から 2 単位以上を修得すれば、必要単位数の中から 2 単位を修得したものとする。デザイン学部の学生は学部教育科目の地域と

デザインの単位を修得することで、必要単位数の中から 2 単位を修得したものとする。 
 

1-3-3 「岡山創生学課程」の周知 

入学前の高校生や地域の方向けに「岡山創生学課程」パンフレット「副専攻『岡山創生学』

のススメ〜地域が学びのフィールド〜」を作成し、副専攻の特徴や教育カリキュラム、履修

モデル、地域創生推進士の卒業後についての取材記事等を掲載し、副専攻への理解を促進で

きるよう本学 Web サイトでも発信した。 
 

https://www.oka-pu.ac.jp/guide/guide_detail/index/4106.html 

 
図 2．「岡山創生学課程」パンフレットの一部とバナー 

 
1-3-4 実施状況 

1 年次対象の 3 科目（「社会連携要論（旧：おかやまボランティア論）」、「地域創生演習

（旧：おかやまボランティア演習）」、「地域資源論（旧：おかやまを学ぶ）」）及び 2 年次対

象科目（「地域創生実践論（旧：地域再生実践論）」）に加え、長期インターンシップの 2 科

目（共通教育科目「地域インターンシップ」及び学部教育科目「エンジニアリング演習」）

を開講した。 
 
①「社会連携要論（旧：おかやまボランティア論）」第 2 クォーター・全学 1 年次生・1 単

位（必修） 
 次の 3 項目を授業科目の到達目標とした。なお、本年度は、COVID-19 拡大により、対

面授業がかなわず、オンライン授業に変更して実施した。 
(1) 社会連携の意味と意義を理解する 
(2) 社会連携の様々な活動を理解する 
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(3) 社会連携に必要なサービスラーニングの意味を理解する 
 授業科目と岡山創生学との関連性、ボランティア活動を含めた社会連携活動の意義を、初

回から 4 回目の講義において説明した。5 回目以降の講義では、本学 3 学部の特性も踏ま

え、主に県内の様々な NPO 法人及び社会福祉協議会で活躍している活動者を外部講師とし

て招聘し、各々の活動内容の説明を聞いた後、学生自身の考えをまとめ、周囲の学生と意見

交換するために、インターネット上に回答フォームを用意し、各学生の意見をまとめ、学生

にフィートバックした。 
 
②「地域創生演習（旧：おかやまボランティア演習）」通年・全学 1 年次生・1 単位（選択） 
授業科目の到達目標は、 
(1) ボランティア原理である主体性、自主性、創造性を涵養する 
(2) ボランティア活動の実体験を通して、どのような地域課題があるかを認識する 
(3) ボランティア活動の実体験を通して、他者との協働に求められるコミュニケーション力

を身に付ける 
である。学生は、4 月 12 日(月)をはじめ数回の事前学習（グループの顔合わせ、活動目標の

設定、注意事項など）の後、各種団体において、7 月～3 月の期間内で活動先ごとにボラン

ティア活動を体験した。今年度は、104 名の学生が、ボランティア活動に取り組んだ。そし

て、活動報告を含む事後学習が 11 月 18 日(木)及び 2 月 2 日（水）に開催された。 
 

③「地域資源論（旧おかやまを学ぶ）」第 3 クォーター・全学 1 年次生・1 単位（必修） 
 今年度は、授業科目の到達目標を 
(1) 岡山を理解し、地域の魅力や課題を発見する 

(2) 地域志向を高める 

(3) 主体的に物事を捉え、自分なりの意見が発信できる 

(4) 地域での協働活動のあり方を学ぶ 

とした。岡山の姿、地方創生、歴史、人権、総社市（大学が立地する自治体）といった従来

のテーマに、今年度は女性活躍と交通を加え、様々な視点から見た岡山の現状を学ぶことを

目的に学外講師を招聘した。学生からの質問を受け付ける形で、学外講師との質疑応答を実

施し、アクティブ・ラーニングの要素を取り入れた。  
 
④「地域創生実践論」第 1 クォーター・2 年次生・1 単位（選択） 
 本科目は、地域の協力団体から課題（表 3）を提供して頂き、グループワークを通して解

決策を考える PBL（課題解決型授業）科目である。授業の到達目標は 
(1) 協働作業において円滑にコミュニケーションができる 
(2) 問題を的確に捉え、分析することができる 
(3) 応用力や柔軟性をもって課題解決策が考えることができる 
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(4) 説得力のある提案ができる 
と設定した。 
 履修者は 63 名であった。協力団体ごとにグループに分かれ、フィールドワークや中間発

表を実施した。最終回には、学生が考えた解決策を協力団体にプレゼンテーションした。  
表 3. 協力団体と提供課題 

協力団体名 提供課題 

児島湖流域エコウェブ、岡山県環境管

理課、岡山県備前県民局農地農村計画

課、中国四国農政局岡山南土地改良建

設事業所 

児島湖の魅力を県民に伝えるには？ 

総社市 地域課題に関する行政から若者への効果的なアプローチについて（新型コ

ロナワクチン） 
総社商店街筋の古民家を活用する会 学生が主体となって、地域団体と地域・地域住民を近づけるには？ 
ハーモニーネット未来 ｢コロナ禍の今、おたがいさまで、できること｣（主に子どもの貧困） 

おかやまエネルギーの未来を考える会 タイムリミットまであと 4 年、未来を守れるのは今（若者に聞いてほしい

温暖化の話） 

 
⑤「社会を生きる力を学ぶ」第 4 クォーター・1 年次生・1 単位（選択） 
 本科目は、大学卒業後の生活や人生設計に至ることも見据えた初年次教育科目で、以下

の到達目標をもつ。 
(1) 学生が自らの社会的役割と人生設計について具体的な指標を立てられる。 
(2) 社会人として必要な最大の能力はコミュニケーション能力であることを自覚し、その実

践に向けた意欲をもつ。 
(3) 社会を生きぬくために必要な術にはどのようなものがあるのかについて考察し、これを

獲得する積極的な計画を立てられる。 
91 名の学生が履修し、前半は、コミュニケーションに関する講義が中心にあった。後半

は、社会の第一線で活躍されている３名の外部講師から経験談を踏まえ、講義いただいた。 
 
⑥「起業の条件」前期集中・3 年次生・1 単位（選択） 
 講義内容については、起業のために必要な知識（ベンチャー立上げとその持続及び知的財

産）の修得を目的としており、その目的に沿った内容とした。授業アンケートを通した評価

は高く、有意義な講義を実施していると判断される。授業担当者として、実務経験者 2 名を

非常勤講師とした。これは本授業の目的から、実務経験者が最適であり、今後も実務経験者

雇用の継続が望ましいと考える。履修学生は、デザイン学部と情報工学部の学生である。将

来、起業を考えている学生は、極めて熱心に受講した。 
 
⑦「地方自治論 Q」第 2 クォーター・3 年次生・2 単位（選択） 
 地方自治の仕組みや制度、地方自治体の活動や住民との関係性について理解を深め、地方

自治の現状と課題、特に、地方自治体にとって喫緊の課題である地方創生について、岡山県

の状況を中心に考察する内容とした。それと合わせて、行政サービスを提供する側、受ける
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側の観点から、それぞれの責任と役割を考える契機とした。 
 
⑧「地域インターンシップ」通年（主に夏季休業中）・2・3 年次生・4 単位（選択） 

共通教育科目として、夏季休業期間を活用した長期インターンシップ科目である。自治

体などでの業務体験を通じて、組織や仕事の流れを理解し、社会人としての必要なスキルや

行動規範を身につけることを目的としたプログラムである。 
2、3 年次生 35 名（保健福祉学部 25 名、情報工学部 8 名、デザイン学部 2 名）が履修

し、総社市、岡山県、岡山市、備前市、ESD インターンシップ（岡山 ESD 推進協議会）に

おいて、実習を行った。 
受け入れ先の決定は、①地域インターンシップ説明会、②マッチング相談、③エントリ

ーシートの提出、④個別面談・学内選考、⑤自治体への受け入れ依頼、⑥受入先の内定通知

（学生向け）、⑦学生カード・誓約書の提出、⑧受入依頼文書の発出（自治体など）といっ

た手順で進めた。自治体などでの実習に先立ち、コロナ感染症対策の周知や指導を行った。

また、事前学習として、自治体などの組織概要や業務内容を調べる課題を出すとともに、マ

ナー講座や Excel 講座を開講するなどの取り組みを行った。 
コロナ感染症の拡大による緊急事態宣言の発出により、予定の変更を余儀なくされた。

総社市のインターン生は、学内（オンライン）での実習に切り替えた。総社市職員から提供

された課題に対し、学生がグループに分かれて協議し、解決策を提示する PBL（課題解決

型）演習を実施した。また、日程を 10 月以降に変更して実習を実施した自治体もあった。 
 インターンシップ終了後、11 月 18 日、12 月 9 日、10 日、14 日にわけ、学内報告会を実

施した。学内の授業では得ることのできない貴重な体験を積んだことが報告された。なお、

複数の部署にわたる業務機会は、今後の進路を考える上で有益になると思われる。 
 
⑨「エンジニアリング演習」通年（主に夏季休業中）・3 年次生・4 単位（選択） 
 情報工学部の学部教育科目として、平成 30 年度から開講している企業における長期イン

ターンシップ科目である。主に夏季休業期間の約 4 週間を活用し、アルバイトとは違う「働

く（就業体験）」を通して、職場の雰囲気、社会の基本的なルールやマナーに触れ、自分自

身の将来の職業に関する意識を形成することを目的としている。専門分野に関連する業務

活動を企業や団体で体験することで、技術者としての自覚、授業で修得した知識・技術の応

用力、進路選択への心構え等を育成することが期待される。今年度は、情報工学部 3 年次生

26 名が 15 社で職場体験活動を行った。 
 実際に企業に出向くまでの事前学習は、「地域インターンシップ」と合同で、先に述べた

スケジュールで実施した。インターンシップ終了後、12 月 2 日(木)に受入先担当者を招い

て報告会を学内で開催した。16 社 34 名にご参加いただき、通常の授業では得ることのでき

ない貴重な体験を積んだことが報告された。 
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1-4 吉備の杜クリエイター課程 

学部 3～4 年次生を対象とした“地域の未来を展望できる人材”の育成を目的した課程で

あり、「食と栄養と健康を温め羅ねる杜＜食＞」、「地域の ICT 技術を温め羅ねる杜＜ICT＞」

と「森と建築と匠を温め羅ねる杜＜森と木＞」のサテライトプログラムで構成されており、

“現場で即戦力となる雑草型リーダー”の育成を目指している。3 年次生の専門基礎科目（プ

ロジェクト導入への意義付け）と 4 年次生の未来型プロジェクト（実践型 PBL 演習）が配

当されているが、他学部のプロジェクトにも参加可能としており、広い分野との融合による

新たな価値の創造も図っている。 
 なお、3 つのサテライトプログラムのいずれかにおいてすべての単位を修得し、且つ、地

域創造戦略センターが認定する公開イベントにおいて、ポスター発表あるいは口頭発表を

行った履修者（学生）には、「地域創生クリエイター」の称号を授与する。 
 

(1)．食と栄養と健康を温め羅ねる杜＜食＞の概要 
岡山の食資源を活用し、食を通して広く健康社会の発展に貢献できる研究者や高度専門

職業人の育成を目指す。令和 3 年度の開講実績は表 4 のとおりである。 
①H1:フードビジネス学 

岡山県の特産品の食資源開発力に基づく食品の生産、加工、流通、消費について、大

学における共同研究、商品開発、食品業界の品質管理や経営の現場の観点に立ち、食品

の川上から川下までのシステムについて具体例を挙げて講述する。広い視野から食の

安心・安全、食品の研究開発や食品の生産、流通、消費の流れについて、理解を深める

ことを目的とする。 
②H2：チームガバナビリティ演習 

保健・医療・福祉分野における多専門職の連携・協働は interprofessional working
（IPW）と称され、その教育は interprofessional education（IPE）と呼ばれる。IPE 
とは、「2 つ以上の専門職の学生が、効果的な協働を可能にして医療効果を改善するた

めに、ともに学び、ともに学びあいながら、お互いのことを学ぶこと」と定義される。

保健福祉学部では平成 18 年度に、文部科学省の現代的教育ニーズ取組支援プログラ

ムとして「実践的チームガバナビリティ育成教育」が採択されたのを契機に、IPE を
実施している。本授業では、看護・栄養・保健福祉の 3 学科の学生と教員が一堂に会し

て、クライエントに最大限に貢献するための多専門職の連携について、実践的に学ぶ。 
③H3：地域保健福祉演習 

保健･医療・福祉の専門的な視点から、多様な背景をもつ住民の生活ニーズを把握し

て、地域の課題を明らかにし、解決に向けて地域関係者と協働する体験を通して、地域

創生に資する学修を行う。本年度の演習は、総社薄荷（はっか）を通じて、自然と「衣」

「食」「住」および地域づくりについて学ぶ演習を一般市民の参加も可能なワークショ

ップ形式で実施する。 
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④H4：未来型プロジェクト<食> 
   令和 4 年度より、学部 4 年生向けに開講される 4 単位の PBL 演習であり、本プロジ

ェクトの最終目標は「持続可能なおかやまの未来を展望できる人材の育成」としている。

20 日間の内 10 日間は企業で社員と協働して学修し、残りの 10 日間は学内で担当教員

から課題解決に必要な知識についての教育を受け、「おかやまの未来」を展望できる人

材を育成する。 
表 4．食と栄養と健康を温め羅ねる杜＜食＞の開講実績 

No. 科 目 日 程 
受講 
形態 

履修 
年次 

単 
位 

学部生 
履修 

社会人 
履修 

H1 フードビジネス学 
前期(8/9～9/22) 
後期(12/20～2/2) 

講義 3 2 25 6 

H2 チームガバナビリティ演習 前期 講義 3 1 36  

H3 地域保健福祉演習 通年 演習 3 1 17  

H4 未来型プロジェクト<食> 令和 4 年度開始 演習 4 4   

    計⇒ 8 78 人 6 人 

 
(2)．地域の ICT 技術を温め羅ねる杜＜ICT＞の概要 

岡山のものづくり産業と協働して、持続可能な地域の産業拡大に、安全・安心な知能化

をもって寄与できる技術者の育成を目指す。令和3年度の開講実績は表5のとおりである。 
①J1：組込みシステム 
 組込みシステムとは、特定の機能を実現するために家電製品や機械等に組込まれる

コンピュータシステムのことであり、今日、スマートフォンに代表される携帯機器、自

動車、事務機器、家電、産業向け機器等、あらゆる場面で組込みシステムが使われてい

る。本講義では、組込みシステムの要素技術が、ハードウエアの側面からソフトウエア

の側面までの幅広い領域から構成されることから、その理解を深めるために、組込みシ

ステム技術を体系化して講述する。また、現状の組込みシステムの実例を多数紹介する。 
②J2：セキュリティ総論 

データ秘匿化やユーザ認証のための暗号技術の仕組みを学ぶ。また、安全にインター

ネット上でのデータの送受信をするためのコンピュータおよびネットワークのセキュ

リティ技術の仕組みを学ぶ。 
③J3：知的制御システム 

この講義では、知能の概念を理解し、脳で行われている知能的な情報処理を実現する

ための基本的なモデル（誤差逆伝搬法、連想記憶モデル）と知的制御を実現するための

様々な方法（ファジイ制御、遺伝的アルゴリズム、ディープラーニング、強化学習、フ

ィードバック誤差学習）の理論とその特徴について理解する。 
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④J4：技術者と社会 
本講義は、情報系や製造系分野の第一線で活躍している企業人による講義とそれに関

連する現実的な課題をテーマとして、グループワークの形態で実施する。そして、これ

らを通して、技術者としてのより高度な倫理観や、自ら課題を見つけるための問題意

識、それを解決するための判断力と行動力、新しい価値を想像し創造する力などの養成

を目的にする。society5.0 は、国連で掲げられた SDGs の達成にも大いに貢献するも

のでもあることから、これらの関係性を理解することも目的とする。 
⑤J5：未来型プロジェクト<ICT> 

令和 4 年度より学部 4 年生向けに開講される 4 単位の PBL 演習であり、最終目標は

「持続可能なおかやまの未来を展望できる人材の育成」としている。20 日間の内 10 日

間は企業で社員と協働して学修し、残りの 10 日間は学内で担当教員から課題解決に必

要な知識についての教育を受け、「おかやまの未来」を展望できる人材を育成する。 
表 5．地域の ICT 技術を温め羅ねる杜＜ICT＞の開講実績 

No. 科 目 日 程 受講 
形態 

履修
年次 

単 
位 

学部生 
履修 

社会人 
履修 

J1 組込みシステム 前期 講義 3 2 115  

J2 セキュリティ総論 後期(9/24～2/9) 講義 3 2 102 2 

J3 知的制御システム 後期(9/24～2/9) 講義 3 2  76 2 

J4 技術者と社会 後期(9/24～2/9) 演習 3 1 24  

J5 未来型プロジェクト
<ICT> 令和 4 年度開始 演習 4 4   

    計⇒ 11 317 人 4 人 
 
(3)．森と建築と匠を温め羅ねる杜＜森と木＞の概要 

日本でも有数の木材産地・岡山の風土を活かして、心地良い住環境を生み出す能力を持

つ設計者の育成を目指す。令和 3 年度の開講実績は表 6 のとおりである。 
①D1：森林生態学・地盤工学 

建築をつくることは、人間と自然との関係を再構築する行為といえる。気候変動によ

る多くの災害やパンデミックに直面している現代社会において、環境の正しい理解な

しに建築を考えることは不可能である。そのためには、森林や地盤構造に対する正しい

理解が必須である。また、戦後の建設資材としての製材増産のための自然林から人工林

への転換、および経済合理性優先の宅地開発等による地盤の軟弱化が、現在の気候変動

による災害の甚大さをもたらす大きな要因のひとつになっている。本科目は森林や地

盤についての基本的な知識を修得し、環境から導かれるこれからの建築デザインにつ

いて考える素地を滋養することを目的とする。 
②D2：森林・木材学演習 

木造建築をつくるためには、木材という素材についての多くの知見が要求される。川
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上の森林から川下の消費者にいたる過程の一端を肌で感じ取り、真の木の知識として

定着させることを目的とする。森林に足を踏み入れ、森がもつ自然の力を感じ、森を形

成する樹木の役割について学び、製材されて製品に形を変えてゆく過程を体験する。ま

た、森林資源のエネルギー利用のバイオマス発電の見学も加えて、これからの時代の建

築をトータルに捉えられる感性を滋養することを目的とする。 
③D3：木構造学・木構造デザイン 

建築構造の中の、木構造についての基本的な考え方に習熟すると同時に、構造的観点

からのデザインについて、実例を通じて学び、木造で建築を考える感覚を滋養する。 
④D4：環境デザイン演習 

   令和 4 年度より学部 4 年生向けに開講される 2 単位の演習である。GIS による地理

情報構築の基礎演習を集中的に行い、周辺環境から生まれる建築を構想する基礎技術

を修得し、卒業研究・修士研究と連動したスキルを修得する。 
⑤D5：未来型プロジェクト<森と木> 

令和 4 年度より学部 4 年生向けに開講される 4 単位の PBL 演習であり、最終目標は

「持続可能なおかやまの未来を展望できる人材の育成」としている。20 日間の内 10 日

間は企業で社員と協働して学修し、残りの 10 日間は学内で担当教員から課題解決に必

要な知識についての教育を受け、「おかやまの未来」を展望できる人材を育成する。 
表 6．森と建築と匠を温め羅ねる杜＜森と木＞の開講実績 

No. 科 目 日 程 受講 
形態 

履修
年次 

単 
位 

学部生 
履修 

社会人 
履修 

D1 森林生態学・地盤工学 8/23～25 講義 3 2 21 1 

D2 森林・木材学演習 10/16、10/29、
11/5 講義 3 2 22 1 

D3 木構造学・木構造デザイン 11/6･20、
12/4、1/22 講義 3 2 19 6 

D4 環境デザイン演習 令和 4 年度開始 演習 4 2   

D5 未来型プロジェクト 
<森と木> 令和 4 年度開始 演習 4 4   

    計⇒ 12 62 人 8 人 

 
(4)．「地域創生クリエイター」称号の授与 
  「環境デザイン演習」と「未来型プロジェクト」は令和 4 年度から開講されるため、令

和 3 年度にはすべての単位修得者はなく、称号の授与はなかった。 
 
1-5 吉備の杜プロデューサー課程 

予測不可能で急速な変化が生じる未来社会において、多種多様な環境圧をバネにする

未来型思考と地域力を有した『雑草型リーダー』を育成することにより「高い専門性と幅

広い人間力に立脚した地方創生を担うたくましい人材」を輩出する。他研究科のプロジェ
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クトにも参加可能とし、広い分野との融合による新たな価値の創造を図る。大学院生を対

象に、「県内産業発展に寄与できる人材」を出口（就職先企業）と一体となって育成する

プログラムで以下の 3 つのプログラムで構成されている。 
・創造戦略プロジェクト（PBL 演習） 
・研究科共通基盤科目（大学院クロスセクション） 
・リカレント教育 
なお、創造戦略プロジェクト以外の 6 科目（6 単位）と創造戦略プロジェクトのいずれ

か 1 科目（4 単位）の計 10 単位を修得し、且つ、地域創造戦略センターが認定する公

開イベントにおいて、ポスター発表あるいは口頭発表を行った履修者（学生）に、「創造

戦略プロデューサー」の称号を授与する。 
 
(1)．研究科共通基盤科目（大学院クロスセクション） 

地域社会に出てから最も必要な資質の 1 つとしてヒューマンスキルが挙げられる。本科

目では、専門の枠にとらわれず、本質を見極め、自ら考え、自ら行動できる、地域で必要と

されるヒューマンスキルの獲得を目指す。令和 3 年度の開講実績は表 7 のとおりである。 
①C1：時事と歴史を読む 

現代社会における諸問題は様々な要素が複雑に絡み合っており、歴史的背景をふま

えて論点を整理しないと課題解決に向けた思考には結びつかない。本講義では、いく

つかの時事問題を取り上げ、世界史や日本史における体系的な歴史学習を通して現代

の諸課題を探究する。 
②C2：データサイエンス 

情報通信技術の進展を背景に、様々なビックデータが有効活用されている。このよう

な時代には、どのような職業に就いても、ある程度のデータ分析力やデータに基づいた

プレゼンテーション能力が求められている。本講義では、データの処理・分析・可視化

の方法を学び、抵抗なくデータを利活用できる素養を身につけることを目標とする。 
③C3：知の理論 

単に具体的な知識について学ぶのではなく、知識は多種多様であることを認識し、

「知識の本質」について批判的に思考して、「知識を獲得するプロセス」を探究するこ

とを目指す。 
④C4：地域資源学 

授業概要：岡山が直面しているグローバル化や過疎高齢化、中心市街地衰退等の課題

解決や、地域創生による持続的活性化にむけて、岡山が有する様々な地域資源（農業・

自然・エネルギー・文化等）の価値を理解するとともに、新たな価値を創出・発信する

ための具体的な活用事例などについて論じる。 
⑤C5：地域社会とビジネス 

大企業や行政への一方的依存を脱して、地域の歴史や資源に密着してビジネスを促
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進させることが地域経済の持続や再生につながる。地域の歴史や地域の特徴のある産

業を整理し、その中で KSF(Key Success Factor)を見出し、今後の地域活性化のため

の新しいビジネスモデルの提案を目指す。 
 

⑥C6：アカデミック・プレゼンテーション演習 
この授業では研究成果を効果的に発表するための英語によるコミュニケーション能

力の習得を目的としている。特に口頭発表をターゲットとして発音、速度、イントネー

ション、間の取り方などを中心に実践的に学習する他、原稿をそのまま読み上げるので

なく強調すべきポイントが明確なプレゼンテーションを目標とする。ペアワークやグ

ループワークを多く取り入れ、対象となる聞き手を想定した演習を行なう。 
表 7．研究科共通基盤科目（大学院クロスセクション）開講実績 

No. 科 目 日 程 受講形態 履修 
年次 

単 
位 

学部生 
履修 

社会人 
履修 

C1 時事と歴史を読む 9/29～11/24 講義 M1、
M2 1 40 28 

C2 データサイエンス 9/28～1/18 講義 M1、
M2 1 44 8 

C3 知の理論 10/8～12/10 講義 M1、
M2 1 18 2 

C4 地域資源学 9/30～11/25 講義 M1、
M2 1 32 7 

C5 地域社会とビジネス 9/30～11/24 講義 M1、
M2 1 22 5 

C6 アカデミック・プレ
ゼンテーション演習 前期 演習 M1、

M2 1 32  

    計⇒ 6 188 人 50 人 

 
(2)．創造戦略プロジェクト（PBL 演習） 

企業が直面する「現実の課題」について、若手社員と協働で解決策を提案する PBL 型の

演習である。原則として 20 日間すべて企業に赴き、大学院生が企業現場で主体的に取り組

み、企業現場で即戦力となるスキルを身に付ける。令和 3 年度の開講実績は表 8 のとおり

である。 
表 8．創造戦略プロジェクト（PBL 演習）開講実績 

区分 単位 
協働へ応募いただいた企業 大学院生とマッチング 

企業数 テーマ数 受入可能人数 企業数 履修者／修了者 

＜食＞ 4 7 10 29 5 16/16 

＜ＩＣＴ＞ 4 28 49 86 12 17/15 

＜森と木＞ 4 12 19 35 4 5/5 

 計⇒ 47 社 78 件 150 人 21 社 38 人/36 人 
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①演習先 
＜食＞：16 名／5 社 
生活協働組合おかやまコープ（岡山市） 2 名 総社市役所（総社市） 5 名 
カバヤ食品株式会社（岡山市） 4 名 株式会社林原（岡山市） 3 名 
キミセ醤油株式会社（岡山市） 2 名   
＜ICT＞：15 名／10 社 
株式会社英田エンジニアリング 
（美作市） 

1 名 株式会社タグチ工業 
（岡山市） 

3 名 

オージー技研株式会社（岡山市） 1 名 タツモ株式会社（岡山市） 1 名 
関西プラスチック株式会社（倉敷市） 2 名 株式会社ナテック（倉敷市） 2 名 
山陽電研株式会社（岡山市） 1 名 株式会社ビザビ（岡山市） 2 名 
株式会社システムタイズ（岡山市） 1 名 みのる産業株式会社 

（赤磐市） 
1 名 

＜森と木＞：5 名／4 社 
株式会社荒木組（岡山市） 2 名 株式会社ヒトトゴハン 

（津山市） 
1 名 

有限会社西設計事務所（岡山市） 1 名 株式会社まつもとコーポレー

ション（岡山市） 
1 名 

②PBL 演習の報告会開催 
＜食＞ ＜ICT＞ ＜森と木＞ 
1/18(火)Web 開催 
・企業 …… 3 
・団体 …… 1 
・自治体 … 1 

12/17(金)対面と Web 開催 
・現地参加：89 名程度 
・Web 参加：常時 20 名程度 

・11/22(月)Web 開催 
・ 1/24(月)対面開催 
・ 2/ 4(金)Web 開催 
・ 2/16(水)Web 開催 

 

(3)．リカレント教育 

メンバーシップおよびメンバーシップ傘下会員の従業員を対象としており、社会人の学

び直しの機会を提供することを目指している。令和 3 年度はオンデマンド配信システムを

開発し、社会人が時間を問わずに視聴可能とすることで、16 社 48 名（延べ 69 名）の学外

履修者の参加が得られた。 
 
(4)．「創造戦略プロデューサー」称号授与 
計画では令和 4 年度に第 1 期生の授与予定であったが、令和 3 年度に 3 名の大学院生に

対して称号を授与できた。 
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1-6 準正課、正課外での活動 

1-6-1 「令和 3年度高校生と大学生の地域における探究学習の成果報告会」 

毎年、開学記念日の前後に開催されている「OPU フォーラム」における学生発表部門と

して開催している。地域での探究学習に関する内容について応募があった高校生と、前年度

「地域協働演習」を履修した大学生が成果を発表する報告会である。地域との連携・協働に

関する学びの成果を発表、議論することにより、地域における課題を認識し、その解決に向

けたより良い提案を形成していく力を引き出すことを目的としたものである。 
COVID-19 感染拡大の状況に鑑み「OPU フォーラム 2021」の現地開催が中止なったこ

とに伴い、学生発表部門である「令和 3 年度高校生と大学生の地域における探究学習の成

果報告会」も現地開催を中止し、オンラインで実施した。当日の概要は以下の通りである。 

(1) 日時 令和 3 年 5 月 28 日(水)10 時〜16 時 

(2) Zoom によるオンライン開催 

(3) 参加高校一覧（8 校、15 演題） 

高等学校名 
（プログラム順） 

発表タイトル 
発表 
者数 

玉島 知ってる？足の裏から健康になれるかも!? 4 名 
子供にとっての理想の絵本 4 名 
ビタミン C の保存 ～避難所へ届けるには～ 4 名 
吸水素材の水の吸い上げ 2 名 

清心女子 You も空き家に住んでみない？ 3 名 
林野 これからも湯ノ郷 ～湯郷の復興を目指して空き家再生～ 2 名 

人との関わりを増やす町づくり ～動かないかい？(会)～ 4 名 
湯郷フォトロゲプロジェクト ～地域に高校生を～  4 名 

矢掛 地域に根付いた商品開発とデータ分析 6 名 
矢掛ジョブ図鑑 4 名 

総社 総社から巻き起こす地域活性化 ～「特産セロリ復活編」～ 2 名 
倉敷中央 私たちが今できること ～Challenge・Connect・Chuo 3C

で地域の未来に貢献～ 
2 名 

岡山後楽館 ユニスポで地域を元気に！ ～目指すは「心のバリアフリ

ー」～ 
3 名 

瀬戸 ヘアースタイルどねーしょー・ヘアドネーション 2 名 
避難所の感染症対策について 2 名 

(4) 参加学生 
令和 2 年度「地域協働演習」などの受講者、栄養学科、保健福祉学科、情報通信工学

科、情報システム工学科、人間情報工学科、デザイン工学科から 48 名が参加した。 
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1-6-2 全国公立大学学生大会「LINKtopos」 

 全国公立大学学生大会 LINK Topos2021 in Iwate が 9 月 15 日(水)～16 日(木)に開催され

た。「LINKtopos」は、2011 年の東日本大震災を契機に、2013 年に発足した公立大学学生

ネットワーク（通称：LINKtopos）が中心となって毎年開催されている。今回は COVID-19
拡大により、オンライン開催となった。全国の公立大学から 150 名以上の学生・教職員が

参加した。本学からは、学生運営委員として 1 名、地域連携活動を実践している学生団体の

学生食堂 TAMAGO、おまつり×社交俱楽部から代表学生 5 名、教職員 5 名が参加した。 
 
1−6−3 準正課活動 

 本学では、単位が付与される正課活動に対して単位が付与されない教育実践を正課外と

位置づけてきたが、その中には大学や大学教職員が関与する活動と関与しない活動が混在

していた。前者は、教職員が関わりながら地域課題を解決する活動に参加するもの等が該当

し、後者はサークル活動やボランティア活動などである。今年度から、前者の中でも特に学

生が主体的に行う活動を「準正課活動」と定義し、以下のような活動に対して大学が支援す

ることとした。 
① 教職員の指図や干渉によらずに，自分の意思に基づいて行う活動が該当する。 

② 岡山創生学課程の演習でお世話になった団体等へ交渉し，演習終了後も継続して自

主的に活動することも該当する。 

③ ②以外の既存の団体に属して自主的・主体的に活動することも該当する。 

④ 自治体が主催・募集する学生活動，地域の課題解決に取り組む民間企業での業務

（インターンシップを含む）に自ら参加する活動も該当する。 

⑤ 学生自身が活動グループを立ち上げて，主体的に活動することも該当する。ただ

し、少なくとも 2名以上の学生あるいは地域の方との実践を求めるため，一人で地

域清掃をすることなどは該当しない。 

教職員の関わりは、準正課活動が行える団体等の情報提供、活動開始前の相談に対する助

言、活動中の進捗確認や中間報告、最終報告のアドバイス等であり、当面は地域創造戦略セ

ンター社会連携教育推進部門の教職員が対応している。 
今年度は 11 件の活動申請があり、活動の承認を受けた 26 名の学生が準正課活動に参加

している。12 月 11 日（土）には中間報告会を実施し、それぞれの活動の進捗状況、課題や

今後の予定などを報告した。本報告会は地域創生推進士の認定審査会も兼ねており、発表し

た学生は副学長（社会連携・国際担当）、地域創造戦略センター長、社会連携教育推進部門

の教職員からの質疑に応答し、今後の活動へ向けてのアドバイス等を受けた。 
今年度中に終了する活動については、来年度に開催される高校生と大学生の地域におけ

る探究学習の成果報告会や全国公立大学学生大会LINKtopos 等で成果を報告する予定であ

り、それらの最終報告も地域創生推進士の認定審査対象となる。 
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1-6-4 地域創生推進士認定 

 「岡山創生学課程」は、地域「おかやま」を知り、地域「おかやま」を学ぶだけでなく、

地域「おかやま」に飛び出して、学生の社会人力を地域とともに育てることを目的としてい

る。令和 3 年度は岡山創生学課程の所定の単位を修得し、以下に示す認定要件を満たした

3・4 年生 34 名を認定し、3 月 15 日（火）に『地域創生推進士』認定証の授与式を開催し、

学長より授与した。 
 【地域創生推進士の認定要件】 

次の（1）及び（2）を満たす学生に「地域創生推進士」の称号を授与する。 

(1) 表 2 の中から、次に示す必要単位を取得すること。 

(ア)「社会連携要論」、「地域創生演習」、「地域資源論」、「地域創生実践論」の計 5 単

位。なお、★印で示される授業科目は、通常は選択科目であるが、地域創生推進士

の認定を受けるためには、必ず修得すること。 

(イ)「社会を生きる力を学ぶ」、「地方自治論 Q」、「地域インターンシップ」、「チームガ

バナビリティ演習」、「地域保健福祉演習」、「エンジニアリング演習」、「デザインプ

ロジェクト演習」の中から 5 単位。ただし、保健福祉学部学生は「統合実習」、「公

衆栄養学実習 I」、「公衆栄養学実習 II」、「ソーシャルワーク実習」、「保育実習 IB」

の中から 2 単位以上を修得すれば、必要単位数の中から 2 単位を修得したものと

する。なお、◆印で示される授業科目を 1 科目以上含むこと。 

(2) 次に示す公開イベントのいずれかにおいてポスター発表あるいは口頭発表を行うこと。 

(ア)おかやま COC+シンポジウム 

(イ)OPU フォーラム 

(ウ)公立大学協会 LINKtopos 学生大会 

(エ)地域創造戦略センターが認定する公開イベント（関連する学会、研修会など） 

ただし、今後変更することがある。 

 

1-7 まとめと課題 

今年度は、令和 2 年度に選定された COC+R 事業「「吉備の杜」創造戦略プロジェクト－

雑草型人材育成を目指して－」に基づき、従前の副専攻「岡山創生学」を包含することで、

「入学から学部卒業、大学院修了までの一貫した社会連携教育」を扱う副専攻「吉備の杜」

を設置した。 
「岡山創生学課程」では、主に学部 1～3 年次生を対象に、「地域で活躍できる人材」の育

成を目的として、1-3 節で詳述した地域志向基礎科目、地域思考実践科目を配置し、予定通

り開講した。 
「吉備の杜クリエイター課程」では、学部 3～4 年次生を対象に、「地域の未来を展望で

きる人材」の育成を目的として、「食と栄養と健康を温め羅ねる杜＜食＞」、「地域の ICT 技

術を温め羅ねる杜＜ICT＞」と「森と建築と匠を温め羅ねる杜＜森と木＞」の 3 つのサテラ
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イトプログラムを開設し、1-4 節で詳述した科目を予定通り開講した。令和 4 年度にはすべ

ての科目を開講できる見通しであり、「地域創生クリエイター」の称号を授与することが期

待される。 
「吉備の杜プロデューサー課程」では、大学院生を対象に、「県内産業発展に寄与できる

人材」を出口と一体となって育成することを目的として、「吉備の杜クリエイター課程」と

同じく「食と栄養と健康を温め羅ねる杜＜食＞」、「地域の ICT 技術を温め羅ねる杜＜ICT
＞」と「森と建築と匠を温め羅ねる杜＜森と木＞」の 3 つのサテライトプログラムを開設

し、1-5 節で詳述した科目を予定通り開講した。また、メンバーシップおよびメンバーシッ

プ傘下会員の従業員を対象とした、オンデマンド配信システムを用いたリカレント教育も

開始した。計画では令和 4 年度に第 1 期生の授与予定であったが、令和 3 年度に 3 名の大

学院生に対して称号を授与できた。 

 副専攻全体を通じた今後の課題として、以下のものが挙げられる。 
(1) オンライン授業の充実、とくにオンライン授業における効果的なアクティブ・ラーニ

ングの導入 
(2) 学生および教職員へ対する副専攻の周知、とくにオリエンテーション、広報誌、SNS

等を活用した周知の充実 
また、各課程における課題として、以下のものが挙げられる。 
・岡山創生学課程 

吉備の杜クリエイター課程と相互に密に連携しながら、副専攻科目の実施と検証を

行い、社会連携教育の充実を図る。また、地域創生推進士の認定要件として制度化した

準正課活動の広報、支援体制の拡充が必要である。 
・吉備の杜クリエイター課程 

令和 4 年度から開講する 4 年次生向け PBL 科目「未来型プロジェクト」について、

履修学生の就職活動・進学・卒業研究と両立を勘案した授業設計が必要である。 
・吉備の杜プロデューサー課程 

大学院向け PBL 演習テーマとして、研究指導教員がより深く関われるよう、修士論

文研究テーマと両立し易い設計を考慮する必要がある。また、大学院クロスセクション

のカリキュラムの検討が不十分であることから、地方公立大学としてふさわしい高年

次教養教育に関する研究が必要である。 
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第２部 全学センターにおける教育活動と成果                

 
1 概要 

 平成 26 年度 10 月に大学教育開発センター、国際交流センターの 2 センターが発足、平

成 27 年 10 月からはさらに学術研究推進センターがスタートし、この間、平成 27 年度にお

ける「教育研究開発機構」への 3 センターの合流・再編があった。平成 31（令和元）年度

は第 3 期中期計画の初年度として本機構を廃止し、大学教育開発センター内にあった学生

支援部会とキャリア形成支援部会を事実上独立させ、正課外・ボランティア支援活動ならび

に就職支援活動を合わせて学生支援全体を担うキャリア・学生生活支援センターとして新

設した。大学教育開発センターは教育開発センターと名称変更し、アドミッション、共通教

育、教育評価ならびに FD・SD を担う部署としての機能を強化した。令和 2 年度には、教

育開発センターからアドミッション・高大連携センターを独立させ、入試広報部門、高大連

携部門、入学者選抜制度開発部門の 3 部門体制で発足させた。さらに地域共同研究機構を

廃止して、地域創造戦略センターとして独立させ、ここにキャリア・学生生活支援センター

からボランティア活動支援を担う部署をボランティア部門として移動し、正課外活動の支

援は同センターの学生支援部門が担うこととした。この結果、地域創造戦略センターは産学

官連携部門、地域連携部門、社会連携教育推進部門、ボランティア部門の 4 部門体制とな

り、キャリア・学生生活支援センターは、キャリア形成支援部門、就職支援部門、学生生活

支援部門の 3 部門体制となった。また、国際交流センターは広くグローバル教育を担うセ

ンターとして体制を整備し、名称もグローバルラーニングセンターと改称した。 
第 2 部は次のように構成されている。第 1 章は教育開発センターの 3 部門の活動と成果

を記述した。第 2 章はキャリア・学生生活支援センターの 3 部門の活動と成果について記

述し、センターと連携関係にある学生相談室と保健室の活動についても第 2 章で記載した。

第 3 章はグローバルラーニングセンターにおける国際交流締結（MOU）校を主対象とする

教育研究交流活動の支援を中心に、また、第 4 章は学術研究推進センターにおける研究倫

理に関する啓蒙活動や研究支援に関する実績を柱にまとめて記述した。さらに、第 5 章は

アドミッション・高大連携センター3 部門の活動と成果を記載した。センター活動の中で、

地域創造戦略センターの活動は主に社会貢献年報に記載するが、副専攻における教育活動

と成果は第 1 部の第 3 章に記載した。 
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第１章 教育開発センターにおける教育活動と成果              

 
1 概要 

大学教育開発センターは、平成 26 年 4
月から半年の準備室の期間を経て、同年 10
月に発足し活動を開始した。平成 27 年度

にはメンバー（センター員及び幹事）を充

実して 2 年間の任期で活動を開始した。平

成 30 年度末までには「アドミッション部

会」、「共通教育部会」、「FD 部会」、「教育

評価部会」、「キャリア形成支援部会」、「学

生支援部会」の機能的 6 部会制をとってい

たが、平成 31 年度より組織改革し、「キャ

リア形成支援部会」と「学生支援部会」の

機能を一つに集約して「キャリア・学生生

活支援センター」を設置したことに伴っ

て、「大学教育開発センター」の名称を「教

育開発センター」に改め、部会も「アドミ

ッション部門」、「共通教育部門」、「FD 部

門」、「教育評価部門」の 4 部門とした。更

に、大学の将来像を考慮して令和 2 年度か

らアドミッションの機能強化のために、

「アドミッション・高大連携推進センタ

ー」が設置され、教育開発センターは、「共

通教育部門」、「FD 部門」、「教育評価部門」

の 3 部門制をとることとなった。これらの経緯から、教育開発センターは「教育の質」を中

心に、その調査、評価、改善、教員の教育力向上を検討するセンターとして活動することと

なった。 
また、今年度は、令和 5 年度の機関別認証評価受審に向け、内部質保証推進会議と連携

し、教育情報の公表強化に向けた作業を行った。さらに、教職協働により、教務システム「は

っとりん」の改修に向けた教員、学生からの意見集約を行った。 
 
2 各部門における教育活動と成果 

2-1 概要 

現在、教育開発センターは、「共通教育部門」、「FD 部門」、「教育評価部門」で構成されて

いる。教育開発センターのメンバーのうち、部門長は、各部門の教育開発上の目的を達成す

H26.04 大学教育開発センター準備室設置 
H26.10 大学教育開発センター設置 

（6 部会制） 
・アドミッション部会 
・共通教育部会 
・FD 部会 
・教育評価部会 
・キャリア形成支援部会 
・学生生活部会 

H31.04 教育開発センターに名称変更 
（4 部門制） 
・アドミッション部門 
・共通教育部門 
・FD 部門 
・教育評価部門 
（キャリア形成支援部会、学生生

活部会は「キャリア・学生生活支

援センター」として独立） 
R02.04 アドミッション部門が「アドミッ

ション・高大連携推進センター」

として独立し、現在の 3 部門制へ 
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る任務を担っている。この任務に応じて、各学部各学科の事情に合わせて、その任に相応し

い教員が運営委員として配置されている。事務局職員からは教務班が配置され、教学上の課

題を教職員相互で協力的な仕方で協議している。この協議の態勢に基づいて、教育開発セン

ターは教育改革に係る調査や企画、提案を行う機関となっている。以下、「共通教育部門」、

「FD 部門」、「教育評価部門」の 3 部門の活動と成果について説明する。 
 
2-2 共通教育部門 

共通教育部門は、教育開発センター規程第 2 条第 1 項第 7 号に示される「共通教育の充

実及び共通教育と専門教育との連携に関する」業務を実施するために設置された部門であ

る。共通教育科目に対するカリキュラムの企画・立案を行うとともに、教養教育の体系化、

教養教育に対する評価基準の作成と実施、共通教育におけるアクティブ・ラーニング授業の

企画と実施などが具体的な業務である。令和３年度の取組みの概要は以下の通りである。 

・英語教育に関する第3期中期計画の目標達成に向けて、学修成果の指標となるTOEICの

対策を強化するとともに、英語科目のEnglish Language Program 6（ELP6）の単位

認定要件として、TOEICで合格最低点をクリアすることを設定し、運用を開始した。 

・英語力の高い学生の能力を更に高めるため、1年次生のTOEIC高得点者を対象として、

一般の学生に対するものよりも高レベルの内容の授業をおこなうAdvanced classを導

入し、29名（１年次生の約8%）が受講した。 

・複合PBL科目の科目再編及び調整を実施して、少人数でのアクティブ・ラーニングを基

本とする1単位必修科目「セミナー科目」を開講した。 

・例年通り、共通教育科目の学修成果の評価法について以下の検討を行った。(1)成績や

履修人数の経年変化等の調査、(2)共通教育科目の達成度等に関する学生アンケート実

施の可能性、(3)各教員の評価法の調査と意見の収集、である。これらを教育開発セン

ターおよび内部質保証推進会議にて検討している各種学生アンケートと連携して課題

を検討することとした。 

・「吉備の杜」創造戦略プロジェクトの始動に伴い、大学院生および学外の社会人が地域

で必要とされるヒューマンスキルを身につけることを目的とする「大学院共通基盤科

目（大学院クロスセクション）」6科目を開講し、運営した。 

最後に共通教育部門の今後の課題について、スケジュールも含めて述べる。 

1. 共通教育全般について、目標を達成すべく内容を継続して検討、評価し、評価結果に応

じて改善する。関連して教育に関する外部評価体制を念頭において、共通教育部内に教

育上のデータをとりまとめる評価室を設置する。 
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2. 平成 30 年度から導入した教養新カリキュラム（人文・社会科学、自然科学、健康科学）

の定着を図り、その中で新たなカテゴリーとして設定された「セミナー科目」を中心に、

実施内容に応じて評価し、評価結果に応じて改善する。 

3. 語学国際では、(1)第 3 期中期計画の目標を達成できるように、全学的な課題として、

ELP の学修成果指標となる TOEIC の合格最低点の設定を評価し改善を図る。また、今

年度から新たに導入した 1 年生を対象とする Advanced class の実施状況を調査・評価

し、来年度に導入する 2 年生を対象とする Advanced class の運用に活かすことで、英

語教育のさらなる充実を図る。また、(2) 国際交流センターと協働で、コロナ禍におけ

る語学文化研修、海外研修として効果的な方法や研修内容を検討する。 

4. 社会連携では、平成 31 年度で終了した COC+事業に引き続く事業として、令和 3 年度

から「吉備の杜」創造戦略プロジェクト（COC+R）が開始した。これに伴って、本学の

学部教養教育の特性としての副専攻を拡充する等の社会連携教育の実施状況について

調査・評価する。 

5. 「吉備の杜」創造戦略プロジェクトに伴って、令和 3 年度に実施した「大学院共通基盤

科目（大学院クロスセクション）」の授業の実施状況を調査・評価して、評価結果に応じ

て改善する。 

年度 
項目 

第 3 期中期計画 

H31 R2 R3 R4 R5 R6 
1.共通教育の検討、

評価と改善 
検討、評価、改善 

2.教養新カリの実

施、評価と改善 
実施と評価 改善 

3.(1).ELPの実施、

評価と改善 
実施と評価 改善 

3.(2).国際交流 
研修先の検討 研修方法と内

容の再検討 実施と評価 
 

4.社会連携 
ポスト COC+

検討 検討 「吉備の杜」創造戦略プロジェクト 
実施と評価 

5.大学院共通基盤科

目 
起案 検討 「吉備の杜」創造戦略プロジェクト 

実施と評価 

 
2-3 FD部門 

2-3-1 概要 

FD 部門では、「教育の質の改善」を目的に、主として、1) FD・SD 研修会、2) 相互授業
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参観、3) 授業改善意見交換会、4) アクティブ・ラーニングの推進について取り組んだ。FD・
SD 研修会は、「シラバス（到達目標）の書き方」及び「ルーブリックの活用」に関する内容

で開催した。また、相互授業参観結果を授業の実践に活かすための授業改善意見交換会を企

画すると共に、教員への支援に関する取組を行った。以下、各取組についての詳細を報告す

る。 
 
2-3-2 FD・SD研修会 

令和 3 年度は、シラバスの到達目標に関する研修会（第 1 回）、およびルーブリックの活

用に関する研修会（第 2 回）を実施した。COVID-19 対策のため、第 1 回は、対面参加と

オンライン参加のハイブリッド形式、第 2 回は、オンライン参加のみでの開催となった。両

研修会とも、講師の許可の下、当日のビデオを WaWaOffice にアップロードし、諸事情によ

り参加できなかった教員も閲覧可能な状態としている。 
 
2-3-2-1 「シラバス（到達目標）の書き方」 

【日 時】令和 3 年 7 月 29 日（木） 13 時～16 時 
【会 場】学部共通棟（東） 8901 講義室およびオンライン（ハイブリッド形式） 
【講 師】滋賀県立大学 学生支援センター 特任教授 倉茂 好匡 先生 
【参加者】70 名（対面参加 20 名、オンライン参加 50 名） 

（所属内訳： 保健福祉学部 25 名、情報工学部 22 名、デザイン学部 23 名） 
【概 要】研修会は、参加者各自の担当科目の「到達目標」を点検し、改善できるようにな

ることを目標とし、講演第 1 部（約 1 時間）、グループワークおよび発表（約 1 時間半）、

講演第 2 部及び質疑応答（約 30 分）の 3 部構成で実施された。講演第 1 部では、授業科目

の「到達目標」は、DP 同様、合格者（60 点以上）全員が達成している能力等を記載するこ

とが重要であり、学生は何をできるようになっているか、学生はどの程度のことができるよ

うになっているかを Can-Do 表現することが重要であると力説された。グループワークで

は、参加者は 3 名～6 名のグループに分かれ、事前に準備した担当科目の到達目標を点検

し、改善案を議論した。その後、対面参加の 5 グループが、議論結果を発表した。講演第 2
部では、「到達目標」に付随する「評価方法」にも触れられ、(1) 個々の到達目標に配分点を

設定し、「可となる基準」を配分点の 6 割となるように設定すること、(2) 「一発勝負」（例

えば、定期試験のみの評価）にするのではなく、複数回の評価機会を設定する工夫が必要で

あること、などが示された。 
【受講後アンケート結果】（回答数 67（回答率 95.7%）） 
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8．今後の研修会について、希望するテーマがあれば、具体的にご記入ください。 
保健福祉学部（11 件） 

ルーブリック（7 件）、オンライン授業（2 件）、インストラクショナル・デザイン（1
件）、異分野融合（1 件） 

情報工学部（4 件） 
ルーブリック（3 件）、インストラクショナル・デザイン（1 件） 

デザイン学部（5 件） 
デザイン・美術分野の評価方法（3 件）、会議の効率化（1 件）、事例紹介（1 件） 

 
9．研修会（講演、グループ討議、発表、実施方法等）への感想、意見をご記入ください。 
保健福祉学部（16 件） 
（1） どのように修正・改善すればよいか講義と御助言をとおして具体的に理解できたよう

に思います。現状の到達目標がとても曖昧なものだったと再認識しました。現在新設

科目のルーブリック評価表を作成しているところでしたので、到達目標、可の最低基

準の設定など大変参考になりました。機会があればルーブリックの研修も希望します。 
（2） グループ討議は楽しかったのですが、2 回目のグループ討議中に話が途中で切れてし

まったのが残念でした。 
（3） 研修会を企画運営してくださった先生方、講師の先生、ありがとうございました。こ

れからシラバスを作成するにあたり有意義な時間であったと思います。３時間の研修

でしたが、途中で休憩時間をとっていただければ良かったと思います。また、講師の

先生は個別に目標を修正するという感じの説明をされ、直後にグループ討議との指示

があり、グループメンバーは困惑し、そのことを話しているうちに時間を消費してし

まいました。グループに分かれる前にもう少し詳細にご指示いただければ助かると思

います。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

１．研修会のテーマ・内容は適切だった。

２．講師の説明は適切だった。

３．講師の用意した資料は適切だった。

４．研修会の長さは適切だった。

５．必要な情報、知識等を得ることができた。

６．研修会は全体を通して有用だった。

７．今回得た知識や方法を活用したい。

あてはまる どちらかというとあてはまる

どちらともいえない どちらかというとあてはまらない

あてはまらない
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（4） オンライン参加の人たちもグループワークができるように環境設定をしてくださっ

て良かったのですが、相手が見えない分、個々のワークをグループ内で共有し、意見

をまとめるのは難しかったです。対面で参加されていた方のご負担が大きかったよう

にも感じました。到達目標として「何を」「どの程度」「判定可能なもの」「可で合格さ

せる最低基準を定める」といった視点を基に、今現在の到達目標を見直した時に、見

直した方が良い内容が明確になったので、とても有意義な研修であったと思います。

ただ、最低基準を定めることの難しさも感じました。 
（5） オンラインでグループ討議をしましたが、到達目標をブラッシュアップしたいと各々

が思っていることもあり、有意義な楽しい時間でした。 
（6） わかりやすい説明でした。グループ討議も同じ学科なので、お互いに理解しやすかっ

たです。 
（7） すでに知っている内容であったが、改めて考える機会となり、有意義な研修会であっ

たと思います。ルーブリック等の授業評価についても、継続して聴講を希望いたしま

す。 
（8） 当日、対面授業や学科会議と重なり、十分に参加できませんでした。よって、アンケ

ートにも内容を反映できておりません。申し訳ございません。しかしながら、いただ

きました資料を参考に、今後にいかして行きたいと思います。 
（9） シラバスの内容を見直すのは難し過ぎました。持ち帰って再検討しなければいけない

レベルでした。結局講義そのものを見直さないといけないのですが、オンラインにな

っており、従来の授業スタイルが使えないので、色々なところが崩れており、ゼロベ

ースで授業の内容そのものを考えないといけないと思いました。 
（10） 研修会の時間は、学生向けの授業が 90 分であるように、90 分が限度だと感じました。

90 分以降は集中力が続かず、効果的でないように思いました。 
（11） 到達目標の書き方や押さえておくべきポイントがよくわかりました。ありがとうござ

いました。 
（12） ブレイクアウトルームのチャット機能で投影資料を配付いただいたのですが、ダウン

ロードが上手くできませんでした。可能であれば、WaWaOffice のネットフォルダ等

で共有していただけますと幸いです。 
（13） 実践的ですぐに活用できる内容でした。大変勉強になりました。ありがとうございま

した。 
（14） 本日は、ご講演大変ありがとうございました。自分のシラバスを点検する良い機会に

なりました。次年度本格的にカリキュラムツリー・カリキュラムマップに沿ってシラ

バスを書き直す作業になると思いますが、本日の学びを生かしていきたいと思います。 
（15） ご準備ありがとうございました。貴重な研修機会で大変勉強になりました。ただ、前

期の授業のまとめの時期にあたり、実技発表会などの準備で一番忙しい時期でした。

９月など夏季休暇中に開催できるとよいかと思います。 
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（16） 大学設置基準や課程申請基準などの縛りがあるので、「自由に変更する」ことが難しい

のですが、教職課程をもつ教員は、普段から、「構成要素ごとに評価項目を設けること」

には、恐らく慣れていると思います。（なお、「発達段階やレディネス」や「障害の種

別や程度など」を考慮することも、授業の目標・実施・評価には必要かと思います。） 
情報工学部（12 件） 
（17） 一度に一つの資料しか共有できないなど、オンラインでのグループ討論は難しいと感

じました。 
（18） 到達目標について、たくさんの良い例・悪い例を詳しく説明いただき、今後の参考に

なりました。 
（19） オンラインで参加しました。当方が慣れていないだけかもしれませんが、ブレイクア

ウトルームでのグループ討論にやりにくさを感じました。 
（20） 講師の先生の説明が具体的でシラバスの書き方がよくわかりました。それから、参加

者にスライド(PDF)を事前配布したほうが良いと思いました。 
（21） 研修開始前の待機中の画面に、Zoom の基本的な使い方の連絡を書いておくと事故を

防止できるのではないかと思う。また、基本的に参加者はミュートにしておくと、誤

ってマイクやカメラがオンになって参加することがないので、事故を防止できるのは

ないかと思う。 
（22） 個別のルームで画面がフリーズしてしまった。 
（23） グループ討議をなくしてでも、事例紹介とその分析・改良などへ深めた講演をもっと

聞きたかったです。 
（24） シラバスの作成・修正作業を通して、学生への指導や成績のつけ方に関する理解が深

まった。 
（25） 内容としては非常にためになるものでしたが、事例紹介が若干長めに感じました。 
（26） 目標や評価の見直しが必要と考えていて、検討する際に有益な内容でした。 
（27） ありがとうございました。オンライン参加でしたがグループ討議で何をするのか分か

りにくかったです。 
（28） シラバスに記載する到達目標を設定する際に、参考とする情報を得ることができまし

た。ありがとうございました。 
デザイン学部（9 件） 
（29） デザイン学部の演習においての評価方法が、事例や例題から理解しにくかった。 
（30） 倉茂先生のご講演はわかりやすく、自身の作成した「到達目標」の修正の必要性も、

作成時の注意点も理解できたと思っております。有意義な研修会をありがとうござい

ました。大切な内容ですので難しいかもしれませんが、もう少し短い時間で開催いた

だけると有り難いと思いました。 
（31） パソコン操作が苦手でしたが、手助けをしていただけたので、大変助かりました。心

強かったです。ありがとうございました。講演と作業の両方の時間があったので良か
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ったです。 
（32） 実践的で役立つ内容でした。まことにありがとうございました。 
（33） 大変有益な内容でしたが、やや長かったように思います。GW はもう少し縮約できそ

うです。 
（34） ワークショップでの発表が全員一律であったので、時間が長くなってしまった感があ

ります。3 時間を 2 時間以内にしていただければよかったと思います。ただ、講師の

先生は話し上手ですので、人選はよかったと思います。 
（35） メールでの資料配布はありがたいが 1 週間前のほうがよかった。グループ討議はトー

タルで 2 回あることがわからなかったので、少し不安になった。講演・グループ討議・

発表などを各回にして、別立て開催すると、時間短縮および継続性がうまれるので

は？ 
（36） デザイン・美術、特にテキスタイルデザインの分野は、自然科学分野のように正解が

ない分野なので、評価基準が難しい。講師の先生から、そういった分野への言及があ

れば尚良かった。 
（37） 何をどの程度という部分の表現方法についてとても参考になりました。 

   
 
2-3-2-2 「シラバス(到達目標)と関連したルーブリックの活用法」 

【日 時】令和 3 年 12 月 23 日（木） 13 時～15 時 
【会 場】Zoom を使用したオンライン形式 
【講 師】愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 副室長・講師 仲道 雅輝 先生 
【参加者】61 名（教員 59 名、職員 2 名） 

（所属内訳： 保健福祉学部 23 名、情報工学部 16 名、デザイン学部 20 名） 
【概 要】本研修会は、「到達目標別の達成度判断（成績評価）」を行うためのツール「評価

基準表（ルーブリック）」の作成方法を、教員自らも説明できるために必要な事項を習得す

ることを目標として実施された。講演では、(i)「大学における評価の特徴」から始めて、(ii)
「学習評価の目的」、(iii)「学習成果に合った評価方法の選択」を経て、(iv)「ルーブリック

評価表の作成方法」を説明できるために必要な事項という 4 項目について、順に丁寧な解

説がされた。グループワークは、講師が参加者を 2、3 名からなる 20 組ほどのグループに

分け、上記 4 項目の解説途中に適宜、延べにして 30 分ほど行われた。内容としては、先ず

配付資料に基づいた「目標の明確化」に関してのグループ討論、次にルーブリックの試案作
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成およびグループ内での討論と知識の共有化を行った。講師は、各グループワークを巡回し、

チャットなどでの質問や疑問に丁寧な説明あるいは回答を行っていた。事前にアンケート

で募った参加者からの質問（15 件）に対しては、それらの回答を本研修会資料の一部とし

て準備され、解説時間を取った。「評価」に関する概説から始めて、「ルーブリック」を活用

した評価法の実際に至るまでを簡潔に理解しやすく解説された研修会であり、使用された

資料は非常に豊富な内容を持っている。 
【受講後アンケート結果】（回答数 58（回答率 95.1%）） 

 
8．今後の研修会について、希望するテーマがあれば、具体的にご記入ください。 
保健福祉学部（5 件） 
(1) ユーチューブに講義をアップする方法や工夫または、「はっとりん」のオンデマンド授

業の工夫。（「はっとりん」でのオンデマンド講義の学生に示す情報量が少なすぎるため） 
(2) ハラスメントに関する研修の開催をお願いします。 
(3) オンラインリアルタイム授業の効果的な方法（自分なりに工夫して実施していますが、

うまくいったと思う時と難しいなと思う時があります。またシステムを効果的に使い

こなす方法も知りたいと思います。） 
(4) 授業における学外の団体とのお付き合いの仕方について（外部講師を入れることの有

用性、頻度、実習・演習ではどのように向き合えば良いか）、関心があります。 
(5) 少しミクロな視点で、評価と授業の局面指導の関連づけについて教わることができた

らありがたいです。 
情報工学部（1 件） 
(6) オンライン授業の効果的な方法についてなど 
デザイン学部（3 件） 
(7) 発達障害の学生への具体的な対応策（2 件） 
(8) Pear to Pear （P2P）教育 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．研修会のテーマ・内容は適切だった。

２．講師の説明は適切だった。

３．講師の用意した資料は適切だった。

４．研修会の長さは適切だった。

５．必要な情報、知識等を得ることがで…

６．研修会は全体を通して有用だった。

７．今回得た知識や方法を活用したい。

あてはまる
どちらかというとあてはまる
どちともいえない
どちらかというとあてはまらない
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9．研修会（講演、グループ討議、発表、実施方法等）への感想、意見をご記入ください。 
保健福祉学部（16 件） 
(1) 途中、急用の電話が入り、グループ討議に参加できずご迷惑をおかけしました。 
(2) 時間が足りなかったのですが、有意義でした。 
(3) 4～5 人で討議できればいろんな意見を聞けたのではないかと思います（2 人だったた

め）。 
(4) 現状ではシラバスやルーブリックを作成することはないが、今後作成するような立場

になったときには活用していきたい。 
(5) スライドの作成、授業展開の工夫がとても参考になりました。 
(6) ワークの共有や先生のコメントがあるとさらに良かったと思います。１月からの実習

評価に活用したいと考えております。ありがとうございました。 
(7) 講義も資料もとても分かりやすく、大変勉強になりました。ありがとうございました。 
(8) タイムリーな内容で参考になりました。 
(9) オンラインでのグループ討議は難しかったです。学生の気持ちがよくわかりました。

オンラインであればブレークアウトルームでの討議も同じ学科の先生である方が話し

やすいので、対面であればほかの学科の先生とも交流しやすいのですが、なかなか発

言しづらかったです。（途中急用で学生が訪ねてきたため退出してしまいました。） 
(10) グループワークは、なかなかできなく、結局ひとりであった。 
(11) グループ討議の時間がもう少し長い方が良かった。 
(12) 今回の研修を通じて、改めてルーブリックを作成しようかと思いました。オンライン

授業の場合、個々人へフィートバックが出来ない（一人一人にメールを送るのは誤送

信の恐れなどが高く危険）ことが課題だと思います。 
(13) 進行方法も工夫されていて、オンラインでの授業や研修会の展開方法としても参考に

なった。 
(14) 参加前では、2 時間は長いように思えていましたが、実際にルーブリックを作成して、

グループワークで意見交換までしっかりとできましたので、長くは感じませんでした。

ルーブリックへの理解が深まり大変参考になりました。 
(15) 評価に際し普段意識化できなかった観点が明確になりました。自他に対して評価の観

点の説明ができるようになり、今後のシラバス作成、授業案作成にとって大変ために

なりました。ありがとうございました。 
(16) 作業の際には、先生に直接質問したり、御意見をうかがったりしたいので、対面の講

習会を希望する。また、作業後に皆さんが作成したルーブリックを幾つか見せていた

だいたり、学びを共有したりしたかった。 
情報工学部（6 件） 
(17) ルーブリックの添削例を紹介して欲しいです。 
(18) ルーブリックの作成方法の具体的で詳しい解説を期待していたのですが、一般論が多
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かったように感じました。 
(19) 今回、途中までの参加となり、失礼しました。 
(20) ルーブリックの作成だけでなく授業到達目標や評価まで、多数の有益な情報を得るこ

とができた。 
(21) よい議論ができました。 
(22) 全体を通して有意義な内容だったとは思いますが、昨年（一昨年？）実施されたもの

かほかの機会で得た知識と同様または類似の部分があったため、若干、新たに気づか

された知見がひかえめになったかもしれません。 
デザイン学部（7 件） 
(23) チャットやグループ活動もでき、とても良かった。 
(24) すぐに活用できる内容で、有意義であった。 
(25) 非常にわかりやすい説明でした。スライド資料は、一枚のスライドに文字が多く、読

みにくい部分もあったかと思います。 
(26) 程よい内容だと思います。 
(27) 事前配布資料を確認しシラバス記載がほぼ準備できていたので、受講しやすかった。

つまり、二度配布資料説明を聞いたことになり、要点だけを再度リマインドでも良か

ったのでは。よって時間の使い方としては少し残念だった。他業務もあるのでトータ

ル 90 分でお願いしたいです。 
(28) 非常に良いタイミングに実施いただい

た研修会でした。 
(29) オンラインということで他の参加者の

表情がわかり、研修内容のどういうと

ころに反応しているかがわかってよか

った。 
 
2-3-3 相互授業参観 

[A] 令和 3年度相互授業参観の方針 

平成 17 年度の講演会、平成 18 年度のモデル授業参観の実績を踏まえ、平成 19 年度より

授業の工夫や改善のための研鑽機会を設けるという目的のもと、全専任教員を対象とした

相互授業参観を継続実施してきた。本年度においては、対面授業のほかオンライン授業も対

象とし、第 3 クォーター及び第 4 クォーターに実施した。  
 

[B] 令和 3年度相互授業参観の実施内容 

【目的】 
具体的な授業の進め方や指導技術について学び、自己の授業環境で活かすことのできる

指導方法を模索することにより、よりよい授業づくりを推進する。 
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【実施方法】 
①公開する授業の開示 

すべての専任教員（助手及び科目を担当しない助教を除く）は、後期（第 3Q または第

4Q）より、公開する授業科目 1 コマ（授業形態は問わない）を選び、授業概要、月日、

時限、教室名・アクセス方法などを知らせる。共通教育を兼務する教員は当該科目の公開

を行なうものとする。ただし、実施期間に該当するものがない場合は学部教育科目でもよ

い。2 コマ以上の連続授業については、原則そのうちの 1 コマを公開する。 
②参観授業の選択 

すべての専任教員は、公開授業一覧から参観希望授業を選択する（他学部教員の公開授

業を参観してもよい）。 
③実施期間 

後期・第 3Q 10 月 18 日（月）〜10 月 29 日（金）（2 週間） 
後期・第 4Q 12 月 1 日（水）〜12 月 21 日（火）（3 週間） 

【授業参観レポート】 
授業参観終了後、参観教員は下記項目についてレポートを作成し、公開教員に提出する。 

①観点別 6 項目の意見・助言（意見・助言の記述及び、特に参考になった項目へのチェッ

ク） 
項目 1 授業の準備・導入 
（例）環境づくり、出欠確認の仕方、前回授業内容のふりかえり、学習目標の確認 等 
項目 2 授業の構成 
（例）形式・構成、時間配分、アクティブ・ラーニングの活用 等 
項目 3 授業の展開技術 
（例）重要ポイントの強調、話し方、板書の仕方 等 
項目 4 教材の内容・活用 
（例）（適切な）内容・形態、視聴覚機材等の適切な選択と使い方、教材提示のタイミン

グ 等 
項目 5 学生への関わり 
（例）学生とのコミュニケーションの仕方、学生の意欲や理解を高める関わり方、理解力

の異なる学生への配慮 等 
項目 6 授業のまとめ 
（例）授業内容のふりかえり、予復習など自己学習の促進 等 

②その他、授業全体を通して参考となった点・工夫が見られた点・助言等（自由記述形式） 
③今後、自身の授業改善において具体的に採り入れたい点（自由記述形式） 

公開教員はコメント欄にコメント記入し、レポートを参観教員と各学科授業参観担当

委員の双方に提出する。 
 



ソ-13 

【授業改善意見交換会】 
相互授業参観活動を基に、具体的な授業の進め方や指導技術について意見交換・情報共有

し今後の授業改善に役立てることを目的に、令和 4 年 3 月 4 日に授業改善意見交換会をオ

ンラインにて開催した（詳細は後述）。 
 

[C] 実施の結果 

相互授業参観後に提出された授業参観レポート 65件を分析した結果は次に示す内容であ

った。 
(1) 参観報告者と授業公開者の集計表 

   授業を公開した教員の所属 
合計    保健福祉 情報工 デザイン 

   看 栄 現 子 通 シ 人 ビ 芸 建 

参
観
し
た
教
員
の
所
属 

保
健
福
祉 

看    2 1      3 

17 
栄 1 3 1        5 
現 1  2      2  5 
子    3    1   4 

情
報
工 

通     7  1    8 
26 シ      3 2  1 1 7 

人     1 3 7    11 

デ
ザ
イ
ン 

ビ        4 2 1 7 
22 芸      1  2 3 2 8 

建         2 5 7 

合計 
2 3 3 5 9 7 10 7 10 9 

65 
13 26 26 

 
(2) 授業を参観した教員数（率[%]）の変遷 

学科 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 
保健福祉学部 21（32） 19（28） 12（17） 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止 

21（32） 
看護学科  4（19）  2（10）  5（23）  3（20） 
栄養学科  4（22）  8（42）  3（16）  5（28） 
保健福祉学科 13（48）  9（32）  4（14） － 
現代福祉学科 － － －  5（28） 
子ども学科 － － －  4（40） 

情報工学部 28（49） 16（31） 12（25） 26（51） 
情報通信工学科 11（52）  6（30）  5（25）  8（42） 
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情報システム工学科 10（50）  3（17）  3（17）  7（39） 
人間情報工学科  7（44）  7（54）  4（40） 11（79） 

デザイン学部 19（68） 10（24）  9（23） 22（59） 
デザイン工学科  6（32）  3（16）  6（33） － 
造形デザイン学科 13（59）  7（32）  3（14） － 
ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 － － －  7（64） 
工芸工業学科 － － －  8（50） 
建築学科 － － －  7（70） 

全学 68（42） 45（27） 33（21） － 65（42） 

 
昨年度はコロナ禍の影響で相互授業参観を実施することはできなかった。コロナ禍前は、

参観した教員数が年々減少していたが、今年度は、平成 29年度レベルに戻すことができた。

コロナ禍以前は、ややマンネリ化の傾向が見られたが、今年度、オンライン授業も参観対象

としたことにより、新しい知見を得ようとする教員が増えたためと考えられる。 
 
(3) ６つの観点別の意見・助言の結果 
授業の準備・導入では、「前回授業の内容説明、復習のための Google Form を用いたミニ

テストと解説など学生の理解を高める工夫がされている」や、「授業の最初に目的を提示す

るととともに、そのことを学ぶ必要性についても説明している」など、肯定的な意見があっ

た。また「Google Form で出欠と座席を回答させている」など、効率的な出席の確認方法が

指摘された。  
授業の構成では、「レクチャー、オーディオファイル、グループワークなどを活用しなが

ら、授業がテンポよく流れていた」などアクティブ・ラーニングを効果的に活用していた意

見や、「時間配分もプリントと口頭で周知していた」など効率的な時間の使い方に関する意

見があった。また、「対面式では難しい、チャットやリアクションを使用したコミュニケー

ションをリアルタイムで有効に活用していた」といったオンラインならではの効率的な機

材の活用に関する意見があった。  
授業の展開技術では、「内容に結びつく、具体的な事例を次々に紹介し、興味を持たせる

よう工夫されていた」など、授業の展開に関しての肯定的な意見、「オンラインでの授業だ

が、先生から学生への一方向の講義ではなく、多くの学生に発言の機会を与えており、双方

向の授業になるよう工夫されている」など、話し方・態度・技術に関しても肯定的な意見が

あった。 
教材の内容・活用では教材を使用する時間、機会に対して、「様々な道具や作品が準備さ

れていて、実際に触ってみることができた」や、「オンデマンドの教材を作成し、繰り返し

学習できる環境が整っている」という指摘があった。「講義動画は、巻き戻して再生できる

ため、学生の学習意欲があれば、対面授業より理解度が高まる」など、理解度を深める工夫
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に関しての意見があった。また教材の選定とバランスに関しては、「テキストの他、座席表、

レポート課題に関する資料、プレゼン発表会に関する資料、USB メモリを配布している」

という指摘があった。  
学生への関わりでは、「学生の発表中、頷きや「そうだね」といった肯定的なリアクショ

ンが多く、発表者に安心感や自信を与えていた」など、学生個々への対応ができているとい

った意見や、「学生が自主的に動けるよう声かけが常になされていた」など、学生の参加を

促す工夫が取り上げられていた。また「授業中の適切なタイミングで演習課題が出されてお

り、学生を飽きさせない工夫がなされていた」といった学生の集中力持続への工夫が取り上

げられていた。  
授業のまとめでは、「授業ごとにレポート課題を設ける、前回のレポート課題の解説を行

う」など、予習・復習を促す工夫について指摘されていた。また「当日授業資料・次回授業

資料のアップなど、事前学習と振り返りがフォーマット化されている」など、自己学習を促

す工夫に関しての意見があった。また、まとめ方に関しては、「授業の最後にふりかえりの

問題を出題し、得た知識の刷り込みを行っていた」等の工夫があったことが取り上げられて

いた。 
授業全体を通して参考となった点や工夫が見られた点では、「学生の授業に対する意欲や

関心を高める方法として新聞記事の発表、映像教材の使用、アンケートの活用等がなされて

いた」など、学生を興味深く聞き入れさせることや、学生の理解度を高めるための工夫があ

ったこと、また、「多くの学生に発言の機会を与えることやグループワークを取り入れるこ

とで、オンライン授業でもアクティブ・ラーニングを効果的に活用できる」など、オンライ

ン授業での工夫が指摘されていた。さらに、「より効果的な指導の為には教員側と学生の双

方による準備や仕掛けも重要だと再認識した」などの意見もあった。 
今後、自身の授業改善において具体的に採り入れたい点では、「事前課題の提示およびグ

ループワークなどの進め方」、「学生に学んでいることのイメージが湧きやすい様に、具体的

な例をあげる」、「必要に応じて動画など、動きのある教材を取り入れる」、「学生が発表して

いる時の「頷き」や評価語」といった、今後採り入れたい内容についての意見があった。 
授業公開教員コメントでは、参観者の意見や助言に対し今後参考にしたいといったコメ

ントがあった。また、参観者の肯定的な意見や参考にしたい内容に対して公開教員から丁寧

に補足説明がされているコメントもあった。 
 
2-3-4 授業改善意見交換会 

[A] 実施概要 

コロナ禍における授業に関する様々な工夫や取り組みについて、相互授業参観を元に意

見交換と情報共有により、授業改善を目的として、授業改善意見交換会を２年ぶりに開催し

た。当初、対面開催の準備をしていたが、社会情勢を鑑み、初めてオンライン形式にて下記

の通り開催した。 
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日時：令和 4 年 3 月 4 日（金）10:30～11:50 
場所：オンライン（Zoom ミーティング） 
参加者：教員 43 名、職員 1 名 

1. 開会のあいさつ（榊原センター長） 
2. 相互授業参観の実施結果報告（大下 FD 部門員） 
3. グループディスカッション、発表、質疑と総括 

テーマ① 相互授業参観実施結果報告の感想・授業参観の方法に関する要望など 
テーマ② コロナ禍における授業について（経験と今後） 

４ 閉会のあいさつ（河合 FD 部門長） 
本学の教育体制は令和 3 年の一部学科改編に伴い専門分野が強化されており、今年度は

ディスカションを活発化するために学科別グループとし、グループディスカションを行っ

た。なお、本会の成果資料である相互授業参観の実施結果報告資料とグループディスカショ

ンの記録資料については、参加・不参加に関わらず全教員が共有できるよう、本会終了後の

約１ヵ月間「WaWaOffice 掲示板」に掲示した。 
 
[B] グループディスカッション 

10 グループ（学科別グループとし各 3 名～6 名、計 42 名）で上記の 2 テーマについて、

約 20 分間のグループディスカションを行った。その後、各グループ代表者がディスカショ

ン結果を発表した。各グループのディスカション結果を以下に抜粋して紹介する。 
テーマ① 相互授業参観について 
【実施結果報告の感想】 
・ 専門が異なる他の授業を参観できることが有り難い。 
・ 学科内の教員同士の授業参観では、比較的研究領域が近かったので、授業方法のみなら

ず、内容面でも授業改善にとって有益なコミュニケーションがとれた。 
・ オンデマンド（動画配信）が中心なので、相互授業参観への参加が難しい。 
・ オンライン特にリアルタイム授業で、色々と工夫がなされていることが分かり触発され

た。それらについて具体的に知りたいと思った。 
【授業参観の方法に関する要望】 
・ 公開授業に関する書式（エクセル表）が分かりにくい、もっとシンブルにできないか。 
・ 授業提供者と参観者について、他学部の授業を参観するように促してみてはどうか。 
・ レポートの項目やボリュームを減らして、多くの授業を気軽に参観したい。 
テーマ② コロナ禍における授業について 
【経験】 
・ オンデマンド形式のみと対面・リアルタイム併用の経験からは表情の見える（雰囲気の

分かる）対面の方が進行中の修正が行いやすい。 
・ オンラインにおける双方向性の担保について。Google フォームの活用＝集計画面の共
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有などで、回答数や回答割合を提示するなど。 
・ 受講者数 10 人くらいであればグループワークも簡単。 
・ オンラインと対面とで学生に向き・不向きがある。 
・ 密にならない・接触しない授業内容を工夫した。 
【今後】 
・ オンラインと対面のハイフレックス型授業を考えていくのが良いのではないか。 
・ 対面授業とオンライン動画を同時並行で行う、録画したものを後で見られるようにする。 
・ 教員と学生間のコミュニケーションは工夫次第で生まれそうだが、コロナ禍では学生間

の横の繋がりが稀薄である。例えば、グループワークを複数作り、都度メンバーを変え、

他者とワークする機会を必須で何度も作ってゆくなどの方策が効果的かもしれない。 
・ 新一年生は入学後に対面授業ができないのではと危惧している。オンラインでも対面で

も十分学修ができて楽しい実のある授業を受けることができるのを、伝える必要はある。 
・ オンラインの方が質問しやすいという面があるようで、その長所は利用していきたい。 
 
[C] 事後アンケート結果 

Google Formでアンケートに協力して頂いた。対象者数 42名、回答数 41件（回答率 97.6%）。 
実施方法について 

 
自由記述数 29 件。オンライン実施に関する 23 件の肯定的意見を頂いた。一部を紹介する。 
オ ン ラ

イ ン 実

施に関

する意

見 

賛同 感染対策を心配せずに参加でき、グループでの話し合いも可能だったため。 

オンラインで参加しやすい。 

グループディスカッションでは、周囲（他のグループ）の音声を気にすることなくお

話ができる点でかえってよかったと思います。 

スケジュール時間内に進み、オンラインで参加できたため。 

声も聞き取りやすく、資料も自分の画面で拝見できるので見やすいという点で良か

ったです。 

反対 基本的に対面が望ましい（オンラインは苦手です） 

コロナ禍のためオンライン開催は仕方がないが、やはり対面がベストと思います。 

進行に

関する

意見 

賛同 段取りが大変よく工夫されていました。 

オンラインでしたがスムーズな進行だったため。 

同じ学科でのグループワークであったので、意見が出しやすかった。 

要望 グループでの意見交換はもう少し時間があるとよかったと思います。 

グループは他学科教員と混ぜてもよかった（多様な意見が聞けたと思う）。 

23 15 2 1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても満足
やや満足
どちらとも
やや不満
とても不満
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テーマ内容について 

 
自由記述数 24 件。肯定、要望、否定的な意見に分類して一部を紹介する。 
肯定 テーマ設定がタイムリーで、ディスカッションが盛り上がった。他学科の取組みを聞けたのも

良かった。 

授業の方法に関する他の先生方のご意見や工夫などが紹介され、自身の授業改善につな

げることができる内容だと思います。 

似た環境の学科内でグループワークができたこと。 

授業方法に関するノウハウを共有できたから。 

グループワークの時間を多めにとっていただけたから。 

要望 次回は他学科の先生との意見交換もできれば良いと思います。 

ディスカッションのテーマは適切だと思いますが、時間的にはどちらかに絞ってもよかったよ

うに思います。 

コロナ禍に絞ってもよかったように思います。ディスカッションの時間が短かったので。 

ディスカッションの時間がもう少し長いと良かったと思う。 

否定 ①については、ディスカッションでは本音を出しにくいです。改善を本当にお考えなら、所

属・職位も伏せた完全な無記名アンケートの方がデータになると思われます。 

与えられた時間に対して内容が漠然として、ディスカッションというものは無いように思える。 

 
実施時間について 

 
自由記述数 20 件。分類して一部を紹介する。 
やや短い 教員間の状況と意見を取りまとめる場として 30 分程度必要だったように思います。 

グループディスカッションはもう少し長くてもよかった。 

質疑応答の時間がもう少しあればよかったと思います。 

少々駆け足な進行だったように思う。 

ちょうどよい コンパクトなタイムスケジュールの中で、意義のある意見交換が出来た。 

各パーツの時間配分も適切。 

90 分での仕事に慣れており、集中力が維持できた。 

18 19 2 2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても満足
やや満足
どちらとも
やや不満
とても不満

10 28 2 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても短い
やや短い
ちょうどよい
やや長い
とても長い
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時間があまりないという切迫感から、濃密な話し合いの時間になったから。 

やや長い 

・とても長い 

全体としては長いと感じる一方で、ディスカッションの時間がもう少し欲しかったです。 

4 人のグループでしたので、グループディスカッションでも十分意見交換ができました。

（最後に少し時間が足りなかったですが、そのくらいがちょうど良いと思います） 

 
必要な知識・方法を学べましたか 

 
自由記述数 30 件。分類して一部を紹介する。 
かなりできた 

・できた 

方法について、応用しようと感じたものがあった。 

通常担当している科目が実験・演習なので、講義のほうで課題となっていることをより

多く知れた。 

授業の構成の工夫の仕方はもちろんのこと、オンラインと対面の成績分布についても

非常に興味深い結果を知ることが出来ました。 

オンラインでも実施可能な身近な材料を使用した授業実践について。 

オンライン授業の具体的な方法や、問題意識を学べました。 

どちらとも 

・ほとんどで

きていない 

オンライン授業について、意見交換からは具体的な活用方法はわかりづらかったた

め。 

現在、実習系の授業を担当していることから活用できる場面は少ないように感じまし

た。 

意見をまとめるのに精一杯で、あまり記憶に残っていません。 

 
得られた知識を活用しますか 

 
自由記述数 29 件。分類して一部を紹介する。 
ぜひ 

・できれば 

オンライン授業でのフィードバック法。 

コロナ禍の授業における双方向性確保の方法。 

Google Form の活用や、リアルタイムでのテスト方法など。 

オンラインでのグループディスカッションなど。 

身近な材料を使用した授業実践は対面授業でも取り入れたいと思いました。 

対面、リアルタイムのいずれの場合も録画配信を行い、学生の復習に活用させること。

3 28 9 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

かなりできた
できた
どちらとも
あまりできていない
ほとんどできていない

9 23 8 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ぜひ活用したい
できれば
どちらとも
あまりその気はない
全くその気はない
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学生からの質問と回答について、すべての履修学生と共有すること、など。 

どちらとも 

・あまりその

気はない 

それほど目新しいこともなかったように思います。 

現時点ではイメージできていないが、授業がオンライン実施になった際に取り入れられ

るところがあるか検討してみたい。 

 
授業改善意見交換会に対する感想、意見、希望等 
記述数 26 件。一部を紹介する。 
・貴重な機会をいただきありがとうございました。次年度の開催もお願いいたします。 
・授業参観を開始する時に、意見交換会の日程までわかるとよいかもしれない。 
・様々なご意見を伺うことができたことは有意義でした。10 人程度であれば、アクティブ・

ラーニングもでき、効果も対面式以上ではないかと思うくらいです。人数が増えた場合の

オンライン授業で先生方が利用されている方法について、具体的に伺うことができれば

良かったと思います。 
・以前より参加しやすく感じました。各種方法の事例共有は有益に感じるものの、ともすれ

ば全ての授業にあれもこれも取り入れないといけない、といった流れにならないように

留意していただきたく考えます。過労や長時間労働を回避する観点から、できるだけ手間

がかからないで効果が見込める方法を目指すなど、各教員がもっと研究や授業内容自体

を調査する時間を確保できることに視点を向けてくださると助かります。 
・悩み工夫して授業を改善している様子がよく分かり、来年度の授業もがんばりたいと思

った。 
・学生評価の高いオンライン授業の聴講あるいは実例紹介（ぜひお願いします）。 
 
2-3-5 教員の FD参加率 

今年度に実施した 2 回の FD・SD 研修会（7 月 29 日(木)および 12 月 23 日(木)）、相互授

業参観（10 月 18 日(月)〜10 月 29 日(金)および 12 月 1 日(水)〜12 月 21 日(火)）、授業改善

意見交換会（3 月 4 日(金)）の計 4 回に及ぶ FD 活動への教員参加者数を表に示す。 
 

学部 参加率 教員数 
FD 活動への参加回数（人） 

1 回 2 回 3 回 4 回 

保健福祉学部 62.1% 66 19 11 4 7 
情報工学部 70.6% 51 15 6 9 6 
デザイン学部 78.4% 37 4 8 12 5 

計 68.8% 154 38 25 25 18 
 

FD 活動が後期に集中していることもあり、卒業研究指導、資格試験指導、作品制作指導

などと重なったためか、全く参加しなかった（できなかった）教員もおり、4 回の FD 活動
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に 1 回以上参加した教員の割合は、全学で 68.8%に留まった。次年度は、FD 活動時期の分

散化、開催案内の周知徹底などにより、参加率の向上を目指す。 
 

2-3-6 アクティブ・ラーニングの推進 

本学では、アクティブ・ラーニング（以下、AL）の導入を推進する取組をおこなってい

る。以下に本年度の実施状況についての調査結果を報告する。 

【調査内容】 
令和 4 年 1 月 14 日〜28 日にかけてア AL の実施状況調査を FD 部門が主体となってお

こなった。調査対象者は本学専任教員、調査対象科目は令和 3 年度履修案内の開講計画に

ある講義科目のうち、今年度に実施された科目（350 科目）とした。調査方法は、全科目を

対象とした授業実施形態調査とあわせて、そのうちの講義科目に対して所定の項目（AL(A)、
AL(B)1、その他、実施なし）への回答を集計した。調査対象科目に対する回答率は 83.7%
で、未回答の科目は AL なしとみなした。なお、今年度から新設された新学科においては、

２年次生以上を対象とした新設科目が未開講であるため、対象科目数が少なくなっている。 

【調査結果】 

学部・学科 講義科目数 回答科目数 AL 実施数 AL 実施率 

保健福祉学部 133 87 74  55.6% 
看護学科 36 19 16  44.4% 
栄養学科 46 26 19  41.3% 
現代福祉学科 35 30 27  77.1% 
子ども学科 16 12 12  75.0% 

情報工学部 128 124 124  96.9% 
情報通信工学科 42 40 40  95.2% 
情報システム工学科 45 45 45 100.0% 
人間情報工学科 41 39 39  95.1% 

デザイン学部 40 40 40 100.0% 
ビジュアルデザイン学科 9 9 9 100.0% 
工芸工業デザイン学科 9 9 9 100.0% 
建築学科 22 22 22 100.0% 

共通教育 49 42 41  83.7% 
合計 350 293 279  79.7% 

 

                                                   
1 （A）は、少人数クラスでの運営に適した手法を指し、（B）は、大人数クラスにおいて

も比較的容易に運用可能な手法を示す。 
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対象科目350件のうち、何らかのALを実施しているとの回答があったのは293件（79.7％）

であった。昨年の 71.7%から大幅に上昇する結果となった。新型コロナウィルス感染症の影

響下におけるオンライン授業が依然として多い中であるものの、教育開発センターで作成

したオンライン授業マニュアルなどを通して、Google Form や Microsoft Forms 等を利用

した課題や小テストなどによる理解度確認の手法が浸透し、この種の AL の導入率は昨年度

の 64.1%から大きく増加して 74.0%となっている。他方で、グループワークやディスカッ

ションなどの AL は、対面授業での感染症対策の必要性や、リアルタイムでのオンライン授

業における制約などが依然として残っていることから、導入が難しい状況が続いているも

のの、昨年度の 19.6%から微増の 20.3%となっている。 
グループワークやディスカッションといった従来の AL は、感染力の高い新型コロナウィ

ルスの変異株の影響などが続いていることから、実施が困難な状況にある。他方で、オンラ

イン授業の特性を活かした AL の手法が浸透しており、これまでとは異なる方法で学習効果

を向上させる試みについて引き続き取り組んでいくことが重要であろう。 
 
【岡山県立大学版アクティブ・ラーニングの定義】 
本学におけるアクティブラーニング（以下、AL）とは、授業設計において、旧来の講義

形式のように教員による一方向的な知識伝達をおこなうだけではなく、受講者の能動的な

思考や行動を促すことによって学修効果を向上させるために授業に組み込まれるあらゆる

手法を意味する。 

AL の具体例 
代表的な AL の手法として、本学ですでに実施されているものを含めて、以下のような例

が挙げられる。これらは互いに重複したり、組み合わされて利用されたりする場合がある。

また、ここに含まれない教員独自の手法もありうる。いずれの場合も、上記の定義に当ては

まる限り、AL と認められる。 
グループワーク／ペアワーク（A） 
複数の受講者がグループ／ペアで協力して作業をおこない、相互に影響し合うことで学

修効果を促進させるための手法。グループ／ペアで課題に取り組むことが一般的であるが、

ジグソー法、Think、 Pair & Share、バズセッションといった手法もある。リアルタイム

のオンライン授業の場合は、Teams や Zoom のブレイクアウトルーム機能を利用して実施

することができる。 
ディスカッション／ディベート（A） 
グループまたはクラス全体で議論をする手法。ディスカッションは自由に意見を述べて

最終的な結論を導き出す。ディベートは立場に分かれてそれぞれの正当性を議論する。リア

ルタイムのオンライン授業で実施できる。グループでおこなう場合は、Teams や Zoom の

ブレイクアウトルーム機能を利用する。 
プレゼンテーション（A） 
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受講者が個人またはグループで学修成果を様々な方法によってクラス全体に対して発表

する手法。複数の発表を同時におこなうポスターセッションなどもある。オンライン授業で

は、画面共有を利用しての発表や、PowerPoint 等で作成した動画を提出・視聴する方法な

どがある。 
振り返り（B） 
授業時間内に、小テスト、ミニッツペーパー、シャトルカードなどを利用して、学習内容

を記述・解答させる手法。オンライン授業では、Google Form や Microsoft Forms などが

利用できる。オンデマンドのオンライン授業では理解度確認のために採用することが推奨

される。 
宿題（B） 
授業時間外に取り組むための課題を出し、その成果を提出させることで、授業時間外での

学修を促す手法。オンライン授業では、Google Form や Microsoft Forms などが利用でき

る。オンデマンドのオンライン授業では理解度確認のために採用することが推奨される。 
発問（B） 
受講者に質問を投げかけ、口頭、または挙手・クリッカーなどによって、理解度を確認し

たり、思考を促したりする手法。オンライン授業では、反応ボタン等を利用する。 
その他 
・反転授業（A）： 授業内と授業外の学修内容を入れ替える手法。 
・Project Based Learning（A）： 課題となるプロジェクトを設定し、その実現プロセスを

通じて学ぶ手法。 
・Problem Based Learning（A）： 問題を設定し、その解決プロセスを通じて学ぶ手法。 
・E-Learning（B）：主 にインターネットを通じた学習コンテンツを使用する手法。 
・体験学習（A）： 教室内あるいは現地での実際の体験を通じて学ぶ手法。フィールドワー

クなども含む。 
・ロールプレイング（A）： ある役割を演じることで、問題や解決策について考え、学ばせ

る手法。 

AL を含まない授業とは 
受動的とされる旧来の講義形式とは、教員が一方的に知識を伝達するだけのものを指し

ます。オンライン授業でも同様で、AL を含んでいない授業とは、リアルタイムで教員が説

明するだけ、あるいはオンデマンドで動画や配布資料などによって一方的に知識を伝達す

るだけで、上記のような AL の手法によって受講生の能動的な思考や行動を促すことのない

授業のことです。 
 
2-4 教育評価部門 

教育評価部門における令和 3 年度の主な活動は、令和 4 年 2 月に実施された文部科学省
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「全国学生調査」2の第 2 回試行への参加であった。本試行調査は、学部 2 年次および 4 年

次を対象とするものであり、学生の学びの実態を把握し、大学教育を改善していくことを目

的としている。調査結果は、令和 4 年度に集計し、分析することとしている。 
本学では、令和元（平成 31）年度に学部 3 年次を対象とした教育満足度予備調査を実施

している。今回の試行調査の結果を精査し、本学での教育改善や大学教育に対する社会の理

解促進のための基礎資料として今後活用する予定である。 
 
2-5 教務システム「はっとりん」改修 

令和 3 年度は、平成 29 年度に導入した教務システム「はっとりん」の契約を更新する年

に該当する。このため、これを機に、以前より教職員及び学生から声の上がっていた機能改

修を、教職協働（教育開発センター、総合情報推進センター、キャリア・学生生活支援セン

ター、事務局教学課教務班）で取り組むこととなった。改修に際しては、「はっとりん」を、

それぞれの立場で利用する教員、学生、事務職員からの意見を収集し、その後、システムあ

るいは予算上の制約などを勘案して、改修項目を決定した。 
教員から意見・要望については、令和 3 年 5 月 26 日(水)～6 月 1 日(火)に Google Form 

を利用して収集し、74 件が得られた。事務職員の意見は、事務局内で 35 件に集約された。

学生の要望については、昨年度にキャリア・学生生活支援センターが実施したオンライン授

業アンケート（令和 2 年 6 月 3 日(水)～10 日(水)実施）及び学生生活アンケート（令和 3 年

1 月 18 日(月)～2 月 9 日(火)実施）に寄せられた記述式回答より計 98 件を抽出した。これ

ら計 207 件の要望のうち、最終的に 59 件について、令和 4 年度から利用・反映できるよう

に改修した。以下は改修項目の例である。 
• 各種掲示板における検索機能、掲示期間の明示機能を追加し、利用者の利便性を高めた。 
• 授業掲示板、レポート機能における添付ファイルの個数及び容量の緩和し、オンライン授

業での利用を考慮した。 
• 教職員に割り当てられる権限グループを細分化し、学生指導への即応性を改善した。 
• レポート未提出学生へのリマインド機能の追加し、学生の「うっかりミス」軽減を図った。 
 
2-6 まとめと課題 

各部門にて教育に集中した事業や活動が実施された。 
共通教育部門では、平成 30 年度に始まった新たなカリキュラムの定着を図るために、各

種アンケートを利用し、授業評価も参照しつつ、再検討を続けた。中でも評価に値するのは、

①セメスター制を導入した英語教育において合格最低点を設定すると共に、Advanced class 
を今年度から開講したこと、②アクティブ・ラーニングを基本とする複合 PBL 科目群をセ

ミナー科目群に移行させ、全学生 1 単位を必修として開講したこと、③令和 2 年度に採択

された「吉備の杜」創造戦略プロジェクトに伴って、共通教育部が大学院研究科共通基盤科

                                                   
2 https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/chousa/1421136.htm 



ソ-25 

目のうち、クロスセクション 6 科目を開講し、新たに大学院における教養教育の推進を図

る協議を重ねたことである。 
FD 部門では、コロナ禍において、①FD・SD 研修会を 2 回実施し、それぞれ、シラバス

（到達目標）の書き方に関する研修会を対面とオンラインのハイブリッド形式、ルーブリッ

クの活用に関する研修会をオンライン形式で開催できたこと、②昨年度はコロナ禍のため

実施を見送ることとした相互授業参観を、オンライン授業も含めて実施できたこと、③相互

授業参観における参観教員からのレポートを活用した授業改善意見交換会をオン来形式で

はあるが開催できたこと、により、コロナ禍前とほぼ同等の FD 活動を実施することができ

た。 
教育評価部門では、令和元年度に文部科学省が実施した 3 年次生対象「全国学生調査（試

行実施）」に続き今年度に実施した 2 年次生及び 4 年次生対象の「全国学生調査（第 2 回試

行実施）」への学生参加促進に取り組んだ。当初、文部科学省は秋に実施する予定であった

が、2 月実施にずれ込み、後期試験週間、卒業研究などと重複することになった。令和 4 年

度に集計結果は得られるものと思われ、本学の教育改善に活用することとしている。 
教育開発センターは、今後も「教育の質」を向上させる事業や取り組みなど、教育の質の

保証に特化した活動を今後も積極的に推進させていく。 
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第２章 キャリア・学生生活支援センターにおける教育活動と成果       
 
1 概要 

キャリア・学生生活支援センターは、「キャリア形成支援部門」、「就職支援部門」、「学生

生活支援部門」からなる。各部門は基本的に全学科の教員（各部門 1 名）と教学課長、教学

課学生支援班職員、就職支援コーディネーターを構成員としている。 
各部門における主な活動は以下の通りであるが、各種アンケート結果や各種統計データ

（就職率、休退学率など）を参考に学生にとって必要と思われる支援活動を実施している。

また、個別性の高い事案については部門や教職員が連携して対応にあたっている。 
キャリア形成支援部門は、県大吉備塾やキャリアカルテ、キャリア相談などキャリア教育

に関する業務と卒業生・修了生アンケートなどキャリア形成支援のための調査を行ってい

る。就職支援部門は、求人情報やインターンシップ情報の発信、就職相談窓口の開口、各種

セミナーの開催など学生向けの対応と企業からの求人受付など学外向けの業務を行ってい

る。学生生活支援部門は、障がいのある学生の支援、主体的な学習活動のための支援、厚生

補導、学習環境の整備、学生 FD 活動の支援、正課外活動の支援などを行っている。なお、

本センターは「学生相談室」と「保健室」とも連携して業務を行っているため、両室の活動

についても本章に掲載する。 
 
2 各部門における教育活動と成果 

2-1 キャリア形成支援部門 

2-1-1 概要 

キャリア形成支援部門は、学部学科を横断する全学的取組みとして以下の調査・企画立案

業務を掲げ、本学学生のキャリア形成を支援することを目的としている。まず、本学の卒業

生を講師として招聘し在学生へキャリア形成に関する知見を提供する『県大吉備塾』の企

画・実施、学生のキャリア形成支援において重要なツールとなる『キャリアカルテ』の整備

と運用など、大学生のキャリア形成意識の向上を目指している。その他、本学卒業生との連

携に必要な課題を抽出し、同窓生と本学のネットワーク構築のあり方についても検討して

いる。加えて、本学におけるキャリア支援のための活動の充実に向けた基礎資料を得ること

を目的とした『卒業生および修了生アンケート』を実施している。以下に本年度の活動概要

を記す。 
 
2-1-2 県大吉備塾の開催 

県大吉備塾は平成 27 年度より取り組んでいる事業で、本学の卒業生を特別講師として招

聘し、講演会やワークショップ・ディスカッション等を開催し、学科学部を超えた教職協働

の視点から在学生へのキャリア形成支援を目的として展開・構築しようとするものである。 
令和 3 年度も新型コロナ感染症の感染拡大の影響を大きく受け、対面での講話やディス
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カッションが中止となり、オンライン形式での実施を余儀なくされたものもあったが、資料

閲覧などのオンデマンド型、テレビ会議システムを利用したリアルタイム型、録画した映像

を配信するなど、各企画で工夫して実施された。 
以下に令和 3 年度の第 41 回から第 49 回までの県大吉備塾の開催概要を記す。いずれの

回においても参加した学生および教員によるアンケート結果は、吉備塾の内容が意義のあ

るものであったとの回答が多かった。 
 

第 41 回県大吉備塾（子ども学科） 
○講師 

小田 愛莉 （倉敷市立第二福田幼稚園 / 2019 年 3 月卒業） 
原田 蓉子 （岡山市立大野幼稚園 / 2019 年 3 月卒業） 

○テーマ：「大学卒業後の私―仕事の魅力―」 
○実施日時：2021 年 7 月 27 日（火）16 時 00 分〜17 時 00 分 
○実施方法：対面（学部共通棟（東）8903 講義室） 
○企画運営教員：京林由季子、柏まり、樟本千里 

 
第 42 回県大吉備塾（子ども学科） 
○講師 

岩山 祐貴 （発達支援ネットワークつむぎ・つむぎ落合管理者 / 2011 年 3 月卒業） 
○テーマ：「大学卒業後の私―仕事の魅力―」 
○実施日時：2021 年 10 月 1 日（金）12 時 10 分〜13 時 50 分 
○実施方法：対面（学部共通棟（北）8102 講義室） 
○企画運営教員：京林由季子、柏まり、樟本千里 

 
第 43 回県大吉備塾（造形デザイン学科） 
○講師 

三宅 梨沙 （内山工業株式会社 / 2018 年 3 月卒業） 
遠藤 美奈子（内山工業株式会社 / 2018 年 3 月卒業） 
宗 尚志  （合同会社 PRODUCTION LAZURITE / 2013 年 3 月卒業） 
細谷 光里 （株式会社シナップス ・ジャパン / 2017 年 3 月卒業） 

○テーマ：「プロのデザイナーになるために努力してきたこと」 
○実施日時：2021 年 11 月 1 日〜10 日 
○実施方法：オンライン（Web オンデマンド） 
○企画運営教員：石王美、風早由佳、関崎哲 
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第 44 回県大吉備塾（デザイン工学科） 
○講師 

渡辺 桜帆  （株式会社浦辺設計 設計担当 / 2018 年 3 月卒業） 
原田 安祐美 （ダイヤ工業株式会社 新市場部門開発担当 / 2017 年 3 月卒業） 

○テーマ：「建築技術者・プロダクトデザイナーになるために努力してきたこと」 
○実施日時：2021 年 11 月 18 日 
○実施方法：オンライン（ZOOM によるリアルタイム） 
○企画運営教員：向山徹、舩山俊克、関崎哲 

 
第 45 回県大吉備塾（現代福祉学科） 
○講師 

蔦原 葵  （岡山県倉敷児童相談所 / 2021 年 3 月卒業） 
藤本 桃夏 （重井医学研究所付属病院 / 2020 年 3 月卒業） 
島村 皐  （総社市社会福祉協議会 / 2018 年 3 月卒業） 

○テーマ：「今の仕事と大学での学び、学生時代の過ごし方」 
○実施日時：2021 年 12 月 23 日（木） 12 時 40 分〜14 時 10 分 
○実施方法：オンライン（Microsoft Teams によるリアルタイム） 
○企画運営教員：桐野匡史 

 
第 46 回県大吉備塾（看護学科） 
○講師 

大江 理紗 （淳風会健康管理センター 保健指導課 / 2011 年 3 月卒業） 
小野田 結衣（岡山県立大学大学院 保健福祉学研究科博士前期課程看護学専攻 / 
2021 年 3 月卒業）  

○テーマ：「大学での学びは、実践や進学にどのように活かされているか」 
○実施日時：2021 年 12 月 13 日〜24 日 
○実施方法：オンライン（Microsoft Teams によるオンデマンド） 
○企画運営教員：名越恵美 

 
第 47 回県大吉備塾（人間情報工学科） 
○講師 

山根 雅宏（オムロン株式会社 エレクトロニック＆メカニカルコンポーネンツビジ

ネスカンパニー（EMC）生産統轄本部生産技術センタ生産システム設計部 / 2017
年 3 月卒業） 

中原 海佑（タカラベルモント株式会社 技術部メディカル機器グループ機械設計開

発 / 2021 年 3 月卒業） 
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水子 祐希（萩原工業株式会社 エンジニアリング事業部門設計部電気設計課 CMP
チーム / 2021 年 3 月卒業） 

○テーマ：「人間情報工学科（スポーツシステム工学科）で学んだことと現在の仕事」 
○実施日時：2022 年 1 月 19 日（水） 10 時 00 分〜12 時 00 分 
○実施方法：オンライン（ZOOM によるリアルタイム） 
○企画運営教員：齋藤誠二 

 
第 48 回県大吉備塾（栄養学科） 
○講師 

目賀 拓斗 （社会医療法人光生病院 管理栄養士 / 2016 年 3 月修了） 
望月 智子 （心臓病センター榊原病院 管理栄養士 / 2018 年 3 月卒業） 
応地 芽生 （くらしき作陽大学 実習助手 / 2018 年 3 月卒業） 
早川 稜  （医療法人 K デンタルクリニック 管理栄養士 / 2020 年 3 月卒業） 

○テーマ：「大学での学びは業務のこんなところで生かされている」 
○実施日時：2022 年 2 月 17 日（木） 13 時 00 分〜16 時 00 分 
○実施方法：オンライン（Microsoft Teams によるリアルタイム） 
○企画運営教員：都島梨紗、戸田圭祐 

 
第 49 回県大吉備塾（情報システム工学科） 
○講師 

逸見 誠  （株式会社オーディオストック / 2009 年 3 月修了） 
大和 義英 （株式会社安川電機 / 2009 年 3 月修了） 

○テーマ：「新たな価値を創造する事業で貢献する人材になろう」 
○実施日時：2022 年 2 月 23 日（水） 14 時 00 分〜15 時 30 分 
○実施方法：オンライン（Zoom によるリアルタイムおよび録画オンデマンド配信） 
○企画運営教員：石井 裕 

 
2-1-3 キャリアカルテの運用 

本学キャリアカルテは 2018 年度以降入学生を対象に「はっとりん」において運用してい

る。「入学前の自分について」「現在の自分について」「将来の自分について」と 3 つのカテ

ゴリで構成し、学生自身による入力を促すことで、自己分析やその後の行動計画を支援する

質問項目を整備している。2021 年度は、新入生に対して共通教育科目「大学で学ぶ」にて

キャリアカルテの意義や有効な活用方法について説明するとともに、教員への周知を促す

ために、「はっとりん」のメニューに表示されるよう変更し、普及促進のためのチラシの配

布を行った。 
 



タ-5 

2-1-4 各学科におけるキャリア形成支援活動の集約と広報活動 

キャリア形成支援部門は、学部学科の横断的な全学的取組みを調査し広く周知する役割

も担っており、学生支援班と協働して本学学生のキャリア形成を支援することを目的とし

ていることから、各学部・学科が実施した本年度（2021 年度）の「キャリア形成支援に関

する活動」を調査・集約した。さらに大学の公式サイトにその全容を掲載し学内外へ向けて

情報を提供した。集約した活動一覧は、2-1 キャリア形成支援部門の最後に掲載している。 
 
2-1-5 卒業生および修了生アンケートの実施 

本学におけるキャリア支援のための活動の充実に向けた基礎資料を得ることを目的とし

た『卒業生および修了生アンケート』を実施した。実施期間は 2021 年 7 月 17 日～8 月 31
日、対象者は平成 28 年度(2016 年度)[平成 29 年(2017 年)3 月卒]から平成 30 年度(2018 年

度)[平成 31 年(2019 年)3 月卒]の 3 年間における卒業生・修了生である。アンケートの回収

方法としては、GoogleForm を使用したオンラインでの実施で、回答者数は 186 名（保健福

祉学部：86 名、情報工学部：40 名、デザイン学部：36 名、大学院：24 名 ※重複入力削

除後）であった。集計結果を付録 F に掲載する。 
 
2-1-6 まとめと課題 

キャリア形成支援部門は、本学学生のキャリア形成を支援することを目的とした部門で

ある。卒業生の活躍を在学生のキャリア形成支援に結びつける目的で実施した県大吉備塾

においては、参加者アンケートの結果より、本取り組みに対する満足度や期待度の高さが確

認できた。今後はオンライン開催をさらに有効に活用するなど、様々な企画を継続して検討

する必要がある。また今年度実施した卒業生および修了生アンケートをキャリア支援に活

用する方法についての検討を進める。 
 
表 2-1-1 2021 年度 本学におけるキャリア支援に関する活動 

学科名 開催月 対象学生 イベント名 概要 

看護学科 

4 月 3 年生 

オンライン就職セミナー 就

職説明会 

就活マナー講座 全国就職説明会（web)ナース専科  「就活ゼミ

（基礎編）」～就活の流れを理解しよう～ ナース専科（WEB） 

6月～7月 3 年生 オンライン就職セミナー 

「就活ゼミ 応用編」～自分に合った就職先の選び方は？～ ナー

ス専科（WEB） 

7 月 3 年生 オンライン就職説明会 「合同就職説明会」ナース専科（WEB） 

8 月 3 年生 オンライン就職説明会 

「合同就職説明会」 ナース専科（WEB）  「就活ゼミ エリア版」

～自分の就職したいエリアの特徴は？～ ナース専科（WEB） 

8月～9月 3 年生 オンライン就職セミナー 

看護学生向けセミナー〈2023・24 卒限定〉マナー講座（実習・面

接編）ナース専科（WEB） 
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10 月 3 年生 オンライン就職説明会 

就活ゼミ『男子学生必見!!ナースマンが語る「実習の乗り方と自

分にあった病院選び」』10/16(土) ナース専科（WEB） 

11 月 4 年生 

オンライン就職セミナー 合

同説明会 

マナー講座（実習・面接編）11/12(金) ナース専科（WEB） 

オンライン合同就職説明会 中国・四国エリア ナース専科（WEB） 

12 月 3 年生 就職ガイダンス（対面） 

就職・進学ガイダンス：12 月 15 日（水）14:20～16:30 （本学）

卒業生講演会とグループ懇談会 

12 月 2 年生 オンライン就活セミナー 

合同就職説明会：「THE LEADING NURSE」〈2023 年卒限定〉 ナー

ス専科（WEB） 

1 月 3 年生 岡山県看護協会出前講座 

岡山県看護協会出前講座「自分に合った病院の選び方と求人票の

見方」（オンライン）2022 年 1月 11 日 

2 月 3 年生 オンライン合同説明会 オンライン合同就職説明会 中国四国エリア ナース専科（WEB） 

12 月 2、 3 年生 県大吉備塾 WEB（第 46 回） 卒業生による進学に関する説明（オンデマンド） 

保健福祉学科 

社会福祉学専攻 

5 月 3 年生 公務員（福祉職）説明会 滋賀県職員（福祉職）によるオンライン説明会（卒業生含む） 

12 月 3 年生 就職活動体験報告会 就職内定者による講演会および意見交換 

12 月 3 年生 県大吉備塾（第 45 回） 卒業生による講演会・意見交換（オンラインライブ） 

2 月 2、 3 年生 公務員（福祉職）説明会 神戸市職員（福祉職）によるオンライン説明会（卒業生含む） 

保健福祉学科 

子ども学専攻 

4 月 2、 3、 4 年生 学科就職・進学ガイダンス 進路（就職・進学）についてのガイダンスと質疑応答 

5 月 4 年生 学科就職・進学調査 進路についてのアンケート調査及び希望者面談 

7 月 2、 3 年生 県大吉備塾（第 41 回） 卒業生による講演会・意見交換（ハイブリッド） 

10 月 2、 3、 4 年生 県大吉備塾（第 42 回） 卒業生による講演会・意見交換（ハイブリッド） 

1 月 2、 3、 4 年生 就職懇話会 

進路の決定した４年生と下級生との意見交換。就活体験・採用試

験情報 

2月～3月 2、 3 年生 学科進路ガイダンス 

保育士養成施設連携強化事業（岡山県事業）による職場説明会実

施 

栄養学科 

4 月 2、 3、 4 年生 学科就職・進学ガイダンス 進路（就職・進学）についてのガイダンスと質疑応答 

5 月 3 年生 

第 1 回就職セミナー(オンライ

ン) 

リクルートキャリアから講師を招き、自己分析について講話 

1 月 3 年生、 M1 

第 2 回就職セミナー(オンライ

ン) 

本学就職支援相談員による就活準備セミナー・4 年生による就職

活動報告会 

2 月 全学年 県大吉備塾 WEB (第 48 回) 卒業生による講演会・意見交換（オンライン） 

情報通信工学科 

1 月 3 年生、M1 OB 訪問 JFE スチール株式会社 西日本製鉄所へ就職した OB の経験談 

2 月 3 年生、M1 学科進路ガイダンス 進路（就職、進学）についてのガイダンスとアンケート実施 

情報システム工

学科 

1 月 3 年生、M1 就職・進学ガイダンス１ 

進路（就職、進学）についての説明会１： 基本的な考え方の説明

（オンデマンド） 
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2 月 3 年生、M1 就職・進学ガイダンス２ 

進路（就職、進学）についての説明会２：データ分析等を踏まえ

ての説明（オンラインライブ：2/14） 

2 月 在学生 県大吉備塾 WEB（第 49 回） 卒業生による講演会・意見交換（オンライン） 

人間情報工学科 

4 月 1、 2、 3 年生 学科大学生活ガイダンス１ 進学・就職に向けた学生生活に関する説明会(対面） 

4 月 4 年生 学科進路ガイダンス 1 進学・就職に向けた具体的な活動に関する説明会(対面） 

4 月 1、 2、 3 年生 学科大学生活ガイダンス２ 

マイナビから講師を招き、進学・就職に向けた学生生活に関する

講演および MatchPlus による社会人基礎力の測定（対面） 

7 月 3 年生 学科進路ガイダンス２ 

インターンシップの意義、参加の場合の注意事項について説明す

るビデオを配信（オンライン） 

10 月 1、 2 年生 学科大学生活ガイダンス３ 

進学・就職に向けた学生生活に関するマイナビ作成のビデオの配

信（オンライン） 

10 月 3 年生 学科進路ガイダンス３ 

進学・就職に向けた学生生活に関するマイナビ作成のビデオの配

信（オンライン） 

1 月 在学生 県大吉備塾 WEB（第 47 回） 卒業生による講演会・意見交換（オンライン） 

2 月 3 年生、M1 学科進路ガイダンス４ 就職、進学についてのガイダンス（対面） 

情報通信工学

科、情報システ

ム工学科、人間

情報工学科 

8 月～12

月 

3 年生 

長期インターンシップ（エンジ

ニアリング演習）および報告会 

26 名の学生による県内企業 15 社（参加企業 27 社）での 17 日間

のインターンシップ、受入れ企業も参加した報告会 

造形デザイン学

科 

2 月 3 年生 県大吉備塾 WEB（第 43 回）   卒業生による講演会・意見交換（オンライン） 

2 月 3 年生 ポートフォリオセミナー 

講師が携わったお仕事を紹介してもらいつつ、「作品の見せ方」「デ

ザイナーのセルフブランディング（自身の見せ方）」「良いポート

フォリオとは何か？」等について伺った。 

デザイン工学科 

6 月 3 年生 就職ガイダンス 

インターンシップの説明、就活のスケジュールや建築関連業種及

び企業の紹介、卒業生の就職・進学先の紹介など 

7 月 3 年生 会社説明会 株式会社東海理化 学内説明会（対面） 

7 月 3 年生 会社説明会 林テレンプ株式会社 学内説明会（オンライン） 

7 月 希望者 会社説明会 「日本住宅 WEB セミナー」 （オンライン） 

7 月 希望者 会社説明会（本学 OB） 「類設計室 WEB セミナー」 （オンライン） 

10 月 3 年生 

スズキ株式会社 ワークショ

ップ 

第 1 回～第 3 回スケッチワークショップ（オンライン） 

11 月 1、 2、 3 年生 県大吉備塾 WEB（第 44 回） 

リアルタイムオンライン形式にて設計事務所勤務 OG デザイン

会社勤務 OG による講演会・意見交換会 

11 月 3 年生 会社説明会 エレコム株式会社 学内説明会（オンライン） 

11 月 3 年生 会社説明会 コニカミノルタ株式会社 学内説明会（オンライン） 

12 月 3 年生 会社説明会 林テレンプ株式会社 学内説明会（オンライン） 
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2 月 3 年生 会社説明会 ダイヤ工業株式会社 学内説明会（対面） 

2 月 3 年生 会社説明会 工機ホールディングス株式会社 学内説明会（オンライン） 

 
2-2 就職支援部門 

2-2-1 概要 

就職支援部門は、各学科の就職担当教員及び本学の就職支援コーディネーター、事務局職

員で構成されており、求人企業の受付対応、企業情報の収集、就職ガイダンスや就職セミナ

ー、インターンシップ情報の提供、学生相談などを行っている。さらに本年度は就職して社

会に出た卒業生・修了生の社会人としての基礎力等に関する評価を行っていただくために、

就職先アンケートを行った。 
 
2-2-2 就職支援活動とインターンシップ 

2-2-2-1 就職支援活動と実績 

全学部を対象として、5 月より就職ガイダンスを実施した（例年は 6 月開始）（表 2-2-1）。
全てのガイダンスはオンラインによる Live 配信とし、その内の 5 講座については大学ホー

ムページで録画配信も行った。また、就職支援コーディネーターによる学生への個別指導

（720 件）（表 2-2-3）や就職活動情報等を掲載した「就職相談室ニュースレター」を発刊し

た（Vol.1～5）。昨年同様、個別指導を含む就職支援活動はコロナ禍である事を勘案し、対

面のみでは無くオンライン面談、メール面談、web 面接会場の用意等、多岐に亘った。求人

NAVI 掲載数は 918 社にのぼり、コロナ禍にも拘わらず来学求人企業対応（オンライン含）

は 181 社となり、企業と学生とのマッチング促進が図られた（表 2-2-4）。 
各学科においても、就職担当教員が中心となり、学科の特性に応じた就職指導やセミナー、

企業説明会等を開催し、学生を細やかに支援した（表 2-1-1）。 
 
表 2-2-1 就職ガイダンスの実施状況 

実施日 ガイダンスの内容 実施機関等 
参加 
学生数 

5 月 20 日 
第１回就活ガイダンス 
コロナ禍での就職環境とスケジュール等 

（株）リクルート 
（株）ビザビ 

165 

6 月 10 日 自己分析講座 （株）リクルート 100 

6 月 17 日 公務員試験ガイダンス 
（株）東京リーガル

マインド 
35 

6 月 24 日 仕事研究講座 （株）リクルート 40 
7 月 1 日 マナー講座 （株）リクルート 130 
7 月 8 日 インターンシップの活用方法 （株）ビザビ 30 

7 月 15 日 
現役雑誌編集者が教える 
「読まれるエントリーシート」書き方講座 

（株）ビザビ 30 
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7 月 29 日 筆記試験対策 （株）リクルート 25 

10 月 25･27 日 
自己分析講座～迷ったときはもう 1 回！ 
キホンのキホン、自己分析～ 

（株）ビザビ 10 

11 月 8･1 日 
インターンシップ活用講座 
～『就活の軸』の探し方を学ぶ～ 

（株）マイナビ 20 

11 月 15･17 日 
自己分析活用講座 
～自己理解を深めて企業探しに活かそう～ 

（株）リクルート 5 

11 月 29 日 
12 月 1 日 

就活スケジュール作成＆企業研究講座 （株）ビザビ 10 

12 月 6･8 日 エントリーシート・履歴書作成講座 （株）ビザビ 22 
12 月 13･15 日 マナー＆面接対策講座 （株）ビザビ 40 
12 月 20･22 日 筆記試験・適性検査準備講座 （株）リクルート 22 
1 月 17･19 日 就活総まとめ講座① （株）マイナビ 72 
1 月 24･26 日 就活総まとめ講座② （株）マイナビ 55 
1月31日 
2 月 2 日 

就活総まとめ講座③ （株）マイナビ 45 

 
表 2-2-2 就職活動バス（合同企業説明会へのバス）の運行（中止） 

運行日 合同企業説明会参加場所 主 催 者 参加学生数 

3月1･2日 大阪（インテックス大阪） （株）マイナビ ― 

※新型コロナウイルスの影響を考慮し運行中止を決定した。 
 
表 2-2-3 就職相談員による就職相談 

相談日 相談時間 内             容             等 

週4日 

月･火･木･金 
10:00～16:00 

 就職相談員による各種相談を実施 

  ◇相談内容等 

・就職活動の進め方に関する相談 

  ・履歴書・エントリーシート等書類に関する相談 

  ・面接対策       など 

 

◇R3年度相談件数 

  ・761件 

4月…82、5月…55、6月…59、7月…72、8月…62、9月…73 

10月…63、11月…54、12月…37、1月…43、2月…67、3月…94 

 
 
 



タ-10 

表 2-2-4 企業からの求人数（2022年 3月卒業生向け） 

年月 
2021年 2022年 

合計 
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

求人NAVI 
掲載数 57 97 137 71 98 110 102 72 61 49 27 21 8 7 0 917 

来学 
企業数 

（オンライン含） 
4 11 16 9 1 7 27 11 9 21 19 26 7 6 19 193 

 
2-2-2-2 インターンシップ 

本学では、学生自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行うため、総社市、病

院、民間企業等との連携を図り、インターンシップ参加希望学生への支援や情報提供などを

行っている。それとは別に、情報工学部とデザイン学部においては授業科目として取り組ん

でいるほか、保健福祉学部においては、特定の資格取得を目的に各種実習として取り組んで

いる。 
総社市のインターンシップは、本学と総社市の連携協力に関する協定の一環として平成

21 年度から実施しているもので、令和 3 年度は 35 名が参加した。また、インターンシップ

で体験した結果をもとに、学生が市に政策提言を行い、市はその提言の中から独創性や実現

可能性などを評価して、2 名の学生を選び表彰した。平成 22 年度から令和 3 年度までの総

社市におけるインターンシップの実施状況は次のとおりである（表 2-2-5）。 
表 2-2-5 総社市インターンシップ参加者 

年 度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 累計 

人 数 19 23 21 15 12 19 19 30 17 11 23 35 244 

 
2-2-3 就職先アンケート 

本年度は就職して社会に出た卒業生・修了生の社会人としての基礎力等に関する評価を

行っていただくために、就職先アンケートを行った。以下に概要を記す。 
■送付先の概要・条件 
・過去３年間に卒業・修了した学生の就職先すべてに送付 
（R1.3 卒～R3.3 卒の学生の就職先：686 カ所） 
・原則として本社の人事担当者あてに送付 
■スケジュール 
2021 年 12 月： 質問項目と送付先決定 
～2022 年 2 月： 送付先宛名リスト作成 

2022 年 2 月 7 日： アンケート送付（回答期限 2 月 28 日） 
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2-2-4 まとめと課題 

本学においては、学部・学科の専門性が多岐に亘っているため各学部・学科の特性に応じ

たきめ細かな就職支援が必要とされるところであり、引き続き、関係教員及び就職支援コー

ディネーターなど関係者の連携を強化する必要がある。 
 
2-3 学生生活支援部門 

2-3-1 概要  

 学生生活支援部門は、13 名の教職員から構成されており、障がいのある学生の支援、主

体的な学修活動のための支援、厚生補導、学習環境の整備、学生 FD 活動の支援などを行っ

ている。また、学生相談室と保健室と連携しながらこれらの活動を行っている。 
 
2-3-2 障がい学生支援  

2-3-2-1 対応事例  

 2021 年度に提出された支援要請 23 件に対して学生生活支援部門を中心として検討会議

を重ね、合意形成がなされた項目について以下の要請・支援ならびに関連事項への対応を随

時行った（継続要請・支援も含む）：所属学科の教員に学修面および学修面以外の配慮の要

請、科目担当教員に学修面の配慮の要請、健康診断での配慮の実施、合理的配慮を希望する

新入生への入学前面談の実施、合理的配慮を希望する在学生への面談の実施、学生相談室や

保健室との連携による個別対応、聴覚障がいのある学生向けの機器対応講義室の追加、多目

的トイレ内への荷物用棚の設置。 
また、授業における配慮要請を教科担当の教員へ確実に伝える方法について検討した。そ

の結果、来年度から、「はっとりん」上の履修者名簿に該当配慮学生の授業における配慮要

請書等の PDF を掲載することの目処がたった。 
 
2-3-2-2 研修会・関連委員会参加  

1）UE-Net 
・第 15 回運営会議・第 32 回研究会：令和 3 年 6 月 11 日（金）、オンライン 

  参加者：福田部門員 
・第 16 回運営会議・第 33 回研究会：令和 3 年 10 月 8 日（金）、オンライン 

  参加者：武田部門員 
・第 17 回運営会議・第 34 回研究会：令和 3 年 12 月 24 日（金）、オンライン 

  参加者：齋藤部門員 
2）大学コンソーシアム岡山 障がい学生支援委員会 
・第 20 回障がい学生支援委員会：令和 3 年 5 月 18 日（火）、オンライン 
 参加者：齋藤部門員 
・第 21 回障がい学生支援委員会：令和 3 年 2 月 8 日（火）、オンライン 
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 参加者：齋藤部門員 
3）令和 3 年度 大学コンソーシアム岡山「障がい学生支援研修会」：令和 3 年 8 月 31 日

（火）、オンライン 
  参加者：教職員 8 名 
 4）日本学生支援機構 令和 3 年度障害学生支援理解・啓発セミナー 事例紹介 

https://www.jasso.go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/event/rikai/2021/index.html 
  報告者：齋藤部門員 
 
2-3-3 学生表彰制度  

令和 2 年度より「学業や各種活動において優秀な成績を収めた学生、他の学生の模範と

なる学生の功績を表彰し、今後の学業・各種活動の励みとする。」ことを目的とした学生表

彰の運用を開始した。 
令和 3 年度に表彰した学生は以下のとおりである。 

 
1）岡山県立大学学長賞 

  表彰式：令和 4年 3月 24日（木） 

学部・:研究科・学科・専攻・団体名 学 年 氏 名 

学生グループ ＴＡＭＡＧＯ 

保健福祉学部 保健福祉学科 4年 高畑 月乃 

保健福祉学研究科 保健福祉科学専攻 博士後期課程 2年 長﨑 佑樹  

保健福祉学研究科 保健福祉科学専攻 博士後期課程 3年 倉本 亜優未 

 

2）学業成績最優秀賞 

   表彰式：令和 4年 3月 24日（木） 

学 部 ・ 学 科 学年 氏 名 

保健福祉学部 看護学科 4年 上岡 志帆 

保健福祉学部 栄養学科 4年 神社 友美  

保健福祉学部 保健福祉学科 社会福祉学専攻 4年 中山 貴愛羅 

保健福祉学部 保健福祉学科 子ども学専攻 4年 岡田 萌南 

情報工学部  情報通信工学科 4年 大森 卓 

情報工学部  情報システム工学科 4年 鈴木 暁 

情報工学部  人間情報工学科 4年 前田 直哉 

デザイン学部 デザイン工学科 4年 新間 敬秀 

デザイン学部 造形デザイン学科 4年 秦野 紗英 
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3）学業成績優秀賞 

   表彰式：令和 4年 4月（学科毎） 

学 部 ・ 学 科 学年 氏 名 

保健福祉学部 看護学科 3年 山本 茜 

保健福祉学部 栄養学科 3年 永井 優実  

保健福祉学部 保健福祉学科 社会福祉学専攻 3年 小松 歩未 

保健福祉学部 保健福祉学科 子ども学専攻 3年 時松 凪紗 

情報工学部 情報通信工学科 3年 金子 奈未 

情報工学部 情報システム工学科 3年 大取 敬司 

情報工学部 人間情報工学科 3年 伊藤 愛菜 

デザイン学部 デザイン工学科 3年 谷口 絵理子 

デザイン学部 造形デザイン学科 3年 秋吉 美歩 

 
2-3-4 アドバイザー面談   

アドバイザー面談は前期中に 1 回、後期中に 1 回実施した。また、特に 1 年生は前期が

オンライン授業中心で、横のつながりが形成しにくい状況であったため、新たにグループで

のミーティングを実施する「アドバイザーグループミーティング」を企画して教員に実施を

呼びかけた。さらに、面談に来ない、連絡が取れない学生に対しては、確実に連絡を取るよ

うに教員に呼びかけた。前期と後期のアドバイザー面談の実施率はそれぞれ 95.5％と

94.1％であった。 
 
2-3-5 交通指導   

学生の通学マナーの向上のため、例年、前期と後期開始に合わせ、学生生活支援部門の教

職員が、総社市役所及び総社警察署の方と協働で早朝（8:10～8:40）に交通安全の現地指導

を実施している。実施の際は、国道 429 号のツタヤ北交差点及び国道 180 号バイパス南溝

手交差点に分かれ、主に自転車通学の学生に交通安全のチラシを渡し、スマートフォンやイ

ヤホンで音楽を聴きながらの運転の禁止などを重点的に指導しているが、令和 3 年度は、

令和 2 年度に引き続き新型コロナ感染症の影響によるオンライン授業の実施により、現地

指導を見送った。 
 
2-3-6 スチューデント・アシスタント制度の検討   

 スチューデント・アシスタント制度（SA 制度）は、学生相談および支援体制の充実を図

ることを目的として検討を進めている。今年度は、SA 制度の足掛かりとして、学生自治組

織である PZL と協働でオンライン相談室を実施した。今後は、この活動を SA 制度として

移行していく方法について検討を進めていく。 
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2-3-7 学友会支援  

 今年度、学友会が企画・実施した以下の活動について支援をした。 
・オンライン相談（PZL） 
・秋じゃけん（事業委員会） 
 
2-3-8 授業料免除制度の周知   

令和 2 年 4 月から実施された文部科学省の「高等教育の修学支援新制度」により、意欲

と能力のある若者が経済的理由で進学及び修学の継続を断念することが無いよう、原則と

して返還義務のない奨学金の受給及び授業料の免除・減免を申請できることとなった。この

新制度により、従来の授業料免除制度では免除対象とならなかった多くの学生が支援を受

けられることになる。学生に広く周知を図った結果、令和 3 年度は合計 188 名が制度を利

用し、合計 80,107,300 円の授業料及び入学金が免除された。 
 
2-3-9 奨学金受給率 

 本学の奨学金受給率は次のとおりとなっている。 
1）大学生                             （単位：％） 

区 分 第一種 第二種 給 付 合 計 

令和３年度 23.9（379） 14.1（223） 11.9（189） 49.9（791） 

令和２年度 25.8（418） 14.5（235） 11.4（184） 51.6（837） 

令和元年度 25.9（428） 15.2（251） 1.6 （27） 42.7（706） 

平成 30 年度 25.3（413） 15.8（258） 1.0 （16） 42.0（687） 

平成 29 年度 24.1（394） 17.3（283） ― 41.5（677） 

平成 28 年度 21.6（353） 19.1（311） ― 40.7（664） 

※（ ）は奨学生数 
 

2）博士前期・後期・修士課程             （単位：％） 
区 分 第一種 第二種 合 計 

令和３年度 24.6（51） 2.4 （5） 27.1（56） 

令和２年度 29.8（57） 2.1 （4） 31.9（61） 

令和元年度 34.9（65） 3.8 （7） 38.7（72） 

平成 30 年度 31.6（56） 3.4 （6） 35.0（62） 

平成 29 年度 27.0（54） 3.5 （7） 30.5（61） 

平成 28 年度 26.9（59） 7.3（16） 34.2（75） 

  ※（ ）は奨学生数 
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2-3-10 カルト等の注意喚起 

 新型コロナ感染症により通常の学生生活を送ることができない学生を狙った詐欺や悪質

な勧誘が全国的に問題となった。本学においてもカルト団体による勧誘被害の報告があっ

たため、注意喚起のためのチラシを 4 月のオリエンテーションで全学生に配布し、ポスタ

ーを掲示して注意を呼び掛けた。 
 
2-3-11 まとめと課題  

 新型コロナ感染症の長期化により支援や活動が制限された中で模索する 1 年であった。

今後もこの感染症の影響は続くことが予想されるなかで、新たな学生生活様式において、学

生たちが充実した学生生活が送れるように支援していく必要がある。充実した学生生活の

ために改善が必要なことについては、部門内のみならず関係各所にはたらきかけを行い、整

備につなげていく必要がある。また、年々増え続けている障がいのある学生に対する合理的

配慮の提供をしっかりと実施できるソフト面、ハード面の整備を引き続き実施して行く必

要がある。 
 
2-4 まとめと課題 

キャリア・学生生活支援センターでは、上述のとおり学生を支援するための様々な活動を

している。一方で、これらの活動は学生に知ってもらい、参加してもらい、活用してもらっ

てこそ有意義なものとなる。しかし、一昨年度と昨年度に実施した学生生活アンケート結果

やキャリアカルテ、求人 NAVI といったツールの利用率、就職ガイダンスなどのイベント

の参加者数などから、多くの学生に「知られていない」現状が見て取れた。そこで本年度は、

学生生活や就職活動についての相談内容と相談窓口が一目で分かるように「学生生活支援・

相談窓口 MAP、就職支援 MAP」としてまとめた。そして大学ホームページに掲載すると

ともにチラシとして学生に配布した。 
 学生生活支援については、本学では、2017 年度にアドバイザー制度の見直しを図り、2018
年度からアドバイザー面談を実施してきた。実施率は年々増加して 2021 年度は全体で約

95%の実施率であった。つまり、各先生方が学生一人一人をしっかりと見ていただいている

ことを示している。一方で、先生方からは「難しい問題を抱えている学生にどのような指導

をしたらよいのか、どこに、どのようにつないでやればいいのか分からない」といった声が

あがってきた。また、新型コロナ感染症の拡大により、これまでのような学生生活を送るこ

とができない学生において、精神的な問題を抱える学生が増えてきた。そこで、学生相談室

と保健室と連携して、高知大学学生総合支援センターの協力も受けながら同センターが作

成したマニュアルをベースにして「教職員のための学生対応マニュアル」を作成した。今後、

各教員には冊子として配布し、運用しながら本学の実情に合わせて改定を進めていく予定

にしている。 
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2-5 学生相談室 

（１）相談体制 
学生相談室は平成 6 年 5 月に開設され、令和 2 年より本部棟１階へ移動している。 
相談室の相談業務は、学内カウンセラー（臨床心理士、心理学専門）3 名と学外嘱託カウン

セラー（臨床心理士）3 名の計 6 名体制で行っており、月～金曜日まで毎日開室している

（ただし、休業期間中を除く）。令和 3 年度の開室時間は週 23～25.5 時間であり、コロナ

禍での対応として対面での相談に加え、電話相談、オンライン相談も実施している。 
 
〔令和 3 年度 開室時間〕 

曜日 時間 氏名 備考 

月 
14:30～16:30＊1 

周防 美智子 保健福祉学部准教授 
17:00～18:30＊2 

火 
10:00～14:00 津川 美智子 学外カウンセラー 

16:00～17:30 井上 幸子 保健福祉学部准教授 

水 
9:30～13:30 斉藤 弘美 学外カウンセラー 

14:00～18:30 疋田 基道 学外カウンセラー 

木 8:45～12:15 疋田 基道 学外カウンセラー 

金 
12:00～16:00 津川 美智子 学外カウンセラー 

16:30～18:30＊3 京林 由季子 保健福祉学部准教授 

＊1 第 1、第 2、第 4 クォーターのみ 
＊2 第 3 クォーターのみ 
＊3 第 1 週、第 2 週のみ、第 2 クォーター閉室 

 
相談室スタッフは学生相談室顧問（副学長）、学校医（精神科医）を含め、計 9 名で構成

大学生活，キャリア，就職 SUPPORT GUIDE 教職員のための 

学生対応マニュアル 
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され、保健室及び学生支援班と連携と図りながら運営している。学校医として令和元年度か

らは岡山県精神科医療センターより佐藤康治郎医師を委嘱している。 
また、各学部教員から要請があった場合やカウンセラーが重要ケースと判断した場合、相

談室長や複数のカウンセラー、関係する学部長や教員で対応について協議することとし、必

要に応じて岡山県精神科医療センターと連携を図ることとしている。 
 
（２）相談室の取組 

学生相談室（愛称：ほっとルーム）でのカウンセリング以外の取り組みとしては、下記の

ものがある。 
 
・こころの健康チェック（UPI）  

平成 23 年度から、全学生を対象とした「こころの健康チェック（UPI：University 
Personality Inventory）」を実施している。結果の返却はカウンセラーが行い、必要に応

じて学生相談室(ほっとルーム)を勧めるなど、学生の心的問題への早期対応を行っている。 
・チラッとほっとルームキャンペーン 

4 月前半に相談室を開放し、面談中を除き、予約なしでほっとルームを見学できるように

しており、初めての場所や人への抵抗感を和らげる取組を行っている。 
・広報活動 

新入生へのパンフレットの配布、入学オリエンテーションでの PR、健康診断でのほっと

ルームカードの配布、「はっとりん」や学内の掲示板を用いて広報活動を行っている。 
・研修会 等 

年 3 回の相談室会議に加え、学校医（精神科医）による教職員向けのメンタルヘルス研修

会をオンラインで実施した。 
 ＜メンタルヘルス研修会実施内容＞ 
  ・鬱・気分障害・適応障害等の疾患の理解と声かけ 
  ・発達障害の特性とその対応 
  ・発達障害、精神疾患を有する学生の学習支援について 
  
（３）学生相談内容及び相談件数 
学生相談室は来談者との秘密保持の遵守が必要である。相談の内容は、①大学環境・学生

生活に関するもの②特定の精神症状・気分変調に関するもの③友人・知人との人間関係に関

するもの④進路に関するもの等である。件数は少ないが保護者からの相談もある。相談内容

は多岐にわたり、中には病理水準域の学生も来室する。 
学生相談室では、学生に個別に会い、ゆったりと時間をとり、学生が語る内容を聴き、心理

臨床の専門家として必要な支援を行っている。学生が自己を語り、自己を理解し、自己をま

とめていく過程を大切にして、個々の学生の発達や成長という視点から心理教育的に関わ
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り、危機介入が必要な場面を除いては学生本人が自ら解決できるように支援をしていきた

いと考えている。 
来談者の令和 2 年度及び令和 3 年度の月別人数は、下表のとおりである。 
 
〔月別延来談者数〕                        （R4.3.31 現在） （人） 

 

4 
月 

5 
月 

6 
月 

7 
月 

8 
月 

9 
月 

10 
月 

11 
月 

12 
月 

1 
月 

2 
月 

3 
月 

計 
うち学生 
来場者数 

 うち 
実数 

延数 実数 

R3年度 27 8 20 26 13 10 26 21 23 17 15 7 213 66 209 62 
R2年度 12 12 10 23 9 12 15 18 20 8 19 13 171 54 170 53 

 
2-6保健室 

（１）保健室業務 
保健室は、開学時より本部棟 1 階にある。主に学生の健康診断、健康相談、健康診断証明

書等の発行、けがや急病の手当等、学生の心身の健康に関わる業務を行っている。 
保健室のスタッフは養護教諭１名のみであるが、平成 27 年度より保健室長(学生部長)、

保健室主任(学内医師免許保有教員 2 名)の体制となった。令和 3 年度からは保健室顧問（副

学長教育担当）、保健室長(学内医師免許保有教員)、保健室主任(学内医師免許保有教員)の体

制へ変更となっている。 
また、現在は岡山県健康づくり財団の岸本壽男医師に学校医を委嘱しており、学生の健康

や感染症予防対策、その他保健活動に関する相談をしている。 
 
（２）令和 3 年度保健室利用状況                 （R4.3.31 現在） （人） 

 内科 外科 その他疾病 検査 相談等 入試救護等 出席停止 

R3 年度 32 26 4 26 386 0 151 

R2 年度 11  9 1 24 129 2  74 
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第３章 グローバルラーニングセンターにおける教育活動と成果        
 
1 概要 

グローバルラーニングセンターは、英語をコミュニケーションツールとして駆使できる

グローバル人材の育成に重点を置く新しい組織として令和 2 年 4 月に開設されたセンター

である。  

本センターではグローバル教育支援、グローバル研究支援、そしてグローバル活動管理の

3本の柱により、英語をコミュニケーションツールとして駆使できる能力を育成することを

図りながら、本学の学生および教職員に対するグローバル化活動を支援している。なお、語

学教育に関しては、語学教育推進室とグローバルラーニングセンターによる連携会議を定

期開催し、緊密な協力体制を構築して連携強化を図っている。以下、各支援活動について報

告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グローバルラーニングセンターの活動体制】 

 

2 グローバル教育支援 

2-1 学生によるグローバル活動支援：SIPS 

 2021年文部科学省・官民協働留学創出プロジェクト「トビタテ！留学 JAPAN」では、大学

間の相互交流や情報交換を通じて留学促進を行うことを目的に全国の各大学に学生主体の

SIPSチームを組織することを決定した。Staff & Student Initiative for Promoting Study 

Abroad を意味する SIPSは、学生が主体となって留学を促進する取組みである。岡山県立大

学では 5人の学部生を中心としたメンバーで SIPSを組織し、2021年度からその活動を開始

している。 

 

2-2 英語によるオンラインディスカッション：GLC Lunch-Talk（毎週ｵﾝﾗｲﾝ実施） 

 GLC では昼休みを利用して行うオンライン英語スピーチとディスカッションプログラム
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を新たに企画し、海外連携校であるマレーシアマラッカ技術大学（UTeM）との検討・協議を

行い、オンラインにより実施する GLC Lunch-Talkを令和 3年 5月から開始した。SIPSメン

バーが中心となってプログラムに取り組んでいる。本プログラムは、2分間スピーチとそれ

に続くディスカッションを MC役の学生がリードする実践英語セッションであり、和やかな

雰囲気で実践的な英語力を身につけるきっかけとなる場を提供している。令和 4年度は SIPS

以外の参加者を増やす工夫について、SIPS のメンバーと知恵を縛って取り組んでゆく予定

である。 

 

 

【GLC Lunch-Talkのプログラム概要と活動実績】 

 

2-3 ネイティブスピーカーとの英会話練習：英語カフェ（English Café）（ｵﾝﾗｲﾝ実施） 

 英語を母国語とする Native Speaker との英会話を気軽に楽しみながら、リラックスした

雰囲気で英語を習うことができる「英語カフェ（English Café）」を企画・実施した。 

 

 

2-4 グローバルに活躍する専門家によるバーチャル講演会：GLC Tech-Talk WEBINAR Series 

 グローバルに活躍する専門家を講師に招き、グローバルな視点からの話題提供と議論を

全学学生と教職員へ提供する場となる「GLC Tech-Talk WEBINAR Series 特別講演会」を GLC

で企画・実施した。学内協力者の支援の元で講師を募り、今年度は計 9件の講演会を開催し

た。 
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2-5 グローバルな専門家による英語講義：GLC LECTURE SERIES （ｵﾝﾗｲﾝ実施） 

 英語で実施される講義をオンラインで学内に公開し、本学のグローバル教育に新しい刺

激となる「GLC LECTURE SERIES 特別講義」を企画・開催した。 

 

 

2-6 学部で取り組むグローバル教育活動支援 

(1)海外インターンシッププログラム（情報工学部） 

- TMAC Design Workshop 2022（R4年 2月ｵﾝﾗｲﾝ実施）- 

 情報工学部では 2021年 8月に海外インターンシップを予定していたが、コロナ禍の影響

で実施を断念した。海外連携校であるマレーシアマラッカ技術大学（UTeM）とその対応を検

討し、毎年 2月に実施している学生ワークショップ TMAC Design Workshopをオンライン開

催とし、本学学生 6名を参加させることができた。令和 3年度はマレーシアから 2大学、イ

ンドネシアから 4大学、日本から 2大学が参画し、合計 60名の学生が異文化チームに分か

れてグループワークを行い、新しい製品設計のアイデアを議論・提案し、プレゼン能力を高

めるプログラムとして実施した。 

 

【海外インターンシッププログラムの様子】 
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(2)国際ワークショップ（情報工学部） 

- 日独学生ワークショップ：JG-I4S5-2022 Workshop（R4年 2月ｵﾝﾗｲﾝ実施）- 

 情報工学部とドイツ・ハノーバー応用科学芸術大学との連携企画 JG-I4S5-2022が 2021年

度さくらサイエンスプログラムに採択となったことから、日独学生ワークショップを令和 4

年 2 月に実施した。当初の予定ではドイツから学生を招聘し本学での開催を予定していた

が、コロナ禍の影響を鑑みて、オンライン開催に切り替えて実施した。ドイツから 10 名、

本学から 10 名の学生が参加し、日独混成チームに分かれてグループディスカッションを行

い、スマート社会に向けた新しい製品企画のアイデアをポスターセッション形式で提案・議

論を行った。両大学ともに学生の積極的な参加が認められ、短期間ではあったが非常に有意

義な成果を得ることができた。以下に、提案されたアイデアを示す発表ポスターの一部を示

す。 

  【日独学生ワークショップの様子と発表ポスターの例】 

 

3 グローバル研究支援 

3-1 国際共同研究に関する令和 3年度の活動状況 

本学が取り組んでいる国際共同研究について紹介する。マレーシアのマレーシアマラッ

カ技術大学とは、人間情報工学科で研究・教育交流を継続している。この交流の結果により、

国際会議のオンライン開催、帰国外国人留学生短期研究制度申請、本学学生のバーチャルイ

ンターンシップ参加などの活動を行うことができた。インドネシアのハサヌディン大学と

は、保健福祉学研究科（栄養学大講座）の留学生の指導を介して、共同研究が継続されてい

る。タイのカセサート大学とは、栄養学科及び情報システム工学科で研究交流が継続されて

いる。令和 3年度の新たな活動として、情報工学部を中心にドイツ・ハノーバー応用科学芸

術大学との研究・教育交流が開始された。また、デザイン学部を中心としてスウェーデン・

ヨンショーピング大学との交流が始まり、令和 4年度留学予定学生が準備を進めている。 
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3-2 情報工学部とハノーバー応用科学芸術大学 

との学術連携活動： 

情報工学部とドイツ・ハノーバー応用科学芸術

大学との連携企画 JG-I4S5-2022が 2021年度さく

らサイエンスプログラムに採択となったことか

ら、日独シンポジウムを令和 4 年 2 月 15 日、16

日に実施した。ドイツから 8名、本学から 8名の

教員・研究者が登壇し、インダストリー4.0 およ

びソサイエティ 5.0に関連した講演報告と質疑応

答を行い、研究者間の交流の場とすることができ

た。また、このプログラムの一環として学生ワー

クショップも開催された。右に、本シンポジウム

および学生ワークショップのプログラムを示す。 

 

 

 

 

 

【JG-I4S5-2022の議題となったインダストリー4.0とソサイエティ 5.0】 

 

4 グローバル活動管理 

4-1 基盤整備のための外部資金獲得 

本学の財政状況が極めて厳しい中で、国際交流事業に関する外部資金を獲得し活用する

ことに積極的に取り組んでいる。令和 3年度申請と採用の状況は以下の通りである。 

（A） 日本学生支援機構：海外留学支援制度（協定派遣） 

令和 4 年度に実施するマレーシアマラッカ技術大学での短期留学プログラム（情

報工学部）が継続採用された。コロナ禍の状況を見ながら、実施プログラムを準

備する。 

（B） トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム（全国コース） 

2021 年 4 月に候補学生 2 名(栄養学科およびデザイン工学科)の申請支援を行い、

採択となった。1 名は留学先のカナダに渡航し留学を開始した。また、もう 1 名

も留学先のドイツに本年度中に渡航予定であり、留学に向けた準備を進めている。 

 

【JG-I4S5-2022プログラム】 
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（C） さくらサイエンスプログラム：JST 

ドイツ・ハノーバー応用科学芸術大学の短期研修プログラム（情報工学部）が令

和 3 年度採択となった。招聘予定の計画であったが、新型コロナウイルス感染症

の状況を鑑み、オンライン開催に切り替えて実施した。詳細は先に述べた通りで

ある。また令和 2 年度に採択された香港理工大学の短期研修プログラム（保健福

祉学部）もオンラインで実施した。 

4-2 国際交流協定校および客員教授 

令和 3 年度における大学間交流協定校一覧を右

記に記す。 

また、海外における取組の充実を図るため、昨年

から引き続き令和 3年度においても、香港（2名）、

台湾（1名）、アメリカ（1名）、フィンランド（1名）

の合計 5名の海外在住客員教授を配置した。うち 1

名には GLC Tech-Talk WEBINAR講師を依頼し、第 3

回講演会での講演で登壇した。 

4-3 留学希望学生支援 

留学に興味を示す学生の情報収集に努め、該当学生に対しては GLC センター長と国際担

当副学長による初期面談を行うこととし、留学希望学生の早期発掘と、きめ細かい支援体制

を構築した。一例をあげると、台湾の台南芸術大学に令和 4年度留学準備を進めている学生

が 1 名申請することにつなげることができた。今後もこうした留学希望学生への支援体制

を継続する。 

5 まとめと今後の課題 

新型コロナウイルス感染症の影響により、学生の海外派遣や受入ができない状況が令和 3

年度も続いている。グローバルラーニングセンターでは、オンラインを活用した講演会、シ

ンポジウム、ワークショップ、セミナーなどを新たに企画・実施し、本学のグローバル活動

の流れを絶やさないようにすることができた。 

今年度の活動では、多くの教職員のご理解とご協力を頂くことで、また活動に参加する学

生を発掘することができたことで、研究・交流の実績につなげることができた。協定ありき

ではなく、グローバルな学術交流の実績を出発点として活動を継続し、連携できる大学との

学術交流を進めて行く予定である。また「大学で学ぶ」でのレポート解析から、本学では北

欧への留学希望学生が比較的多いことがわかっている。さらに、スウェーデンとの連携に積

極的な教員の声を聞いていることから、北欧の大学との連携に向けた実績作りも次年度は

取り組んでゆく予定である。 

「with コロナ」の状況が続くことは今後も予想されるが、オンラインでのグローバル活

動を続けながら学生の留学機運を高める取り組みを行い、海外との往来が可能となった時

に備えて学生の危機管理体制の強化についても気を緩めることなく取り組んで行く。 

 
【令和 3年度大学間交流協定校一覧】 
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第４章 学術研究推進センターにおける教育活動と成果            

 

1 概要 

本章では、平成 27 年 10 月に発足した学術研究推進センターについて、令和 3 年度にお

ける次の活動内容について報告する。 

１ コンプライアンス・研究倫理教育に関する研修会の実施 

２ 科研費計画書作成研修会および科研費計画書の提出前検討会の実施 

３ 学内の競争的研究資金の戦略的交付の実施 

４ 外部競争的資金獲得推進支援の実施 

５ 本学の研究シーズの発信 

 

2 学術研究推進における教育活動と成果 

2-1 コンプライアンス・研究倫理教育に関する研修会の実施 

科研費研究計画書の研修会は、本年度が３年に１回の全体研修として全教員の受講義務

化したものに該当する。今回はコロナ禍を鑑み、学内専用 HPにアップロード済みの令和元

年度の研修会動画の視聴する形態で実施し、全教員が受講した。 

 

2-2 科研費計画書作成研修会および科研費計画書の提出前検討会の実施 

科研費研究計画書の研修会は、コロナ禍のため開催せず、学内専用 HPにアップロード済

みの令和元年度の研修会動画の視聴を案内した。 

前年度に引き続き、科研費計画書添削を実施し、今年度は外部業者による添削支援枠拡大

し、先着 15 名募集を募り、7名の研究計画書のブラッシュアップを行った。 

外部競争的資金の公募情報の一覧を本学 HPに掲載するとともに、定期的に全教員にメー

ル配信周知した。 

 

2-3 学内の競争的研究資金の戦略的交付の実施 

学内競争的資金の交付に関しては、特別研究費については原則として、近年、外部資金申

請・作品出展をしていることを条件として交付した。 

重点領域研究（7件）は、学部学科の枠を越えた教員が協力して進める課題に限定して採

択した（代表教員とは異なる学部学科（学外を含む）の研究者が、課題 1件あたり平均４名

参加）。それぞれの課題ごとに研究期間終了後に獲得を目指す研究助成金を定め、大型外部

資金の獲得に繋げる方向性を明確にした。 

 

2-4 外部競争的資金獲得推進支援の実施 

外部競争的資金の公募情報の一覧を本学 HPに掲載するとともに、定期的に全教員にメー

ル配信周知した。 
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2-5 本学の研究シーズの発信 

県との連携強化を目的とするスタディーミーティングは、コロナ禍により上半期は中断

したが、今後の発表テーマについて県からの要望を聞きながら本学の方向性との整合を取

って推進していく。年度末に上記の主旨に沿って実施した。 

 

2-6 まとめと課題 

学術研究推進センターが掲げた本年度の取り組みは十分達成された。従前から継続して

きた科研費獲得に向けた各種取り組みにより、今年度の新規採択率は 23.5％、採択数は昨

年度と同数の 16 件、獲得額は 88,270 千円。申請数増加に対しての採択率の向上を目指し

ていく。今後も、科研費をはじめとする外部研究資金獲得、および学内の競争的研究資金の

戦略的交付の実施等の支援を積極的に推進するともに、健全な研究活動推進のためのコン

プライアンス教育ならびに研究倫理教育を実施していく。 
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第５章 アドミッション・高大連携センターにおける教育活動と成果 
 
1 概要 

センター発足 2 年目となる 2021 年は、前年に引き続きアドミッションポリシーおよび入

学者選抜方法の見直し・改善に取り組んだ。本センターの 3 部門「入試広報部門」、「高大連

携部門」および「入学者選抜制度開発部門」間の連携および情報共有を円滑にするためにセ

ンター会議を月例開催とした。しかし、センター専任事務職員が 7 月に退職し、年度末まで

人員補充されなかったためマンパワー不足に悩む一年であった。 
一方、入試を取り巻く環境の変化は大きく、1990 年に始まり 30 年続いた大学入試セン

ター試験は 2020 年度をもって終了し、新たに大学入学共通テストが開始された。また、高

校では 2022 年度に入学する生徒から新教育課程が課され、2025 年度の入試は新課程入試

でとなる。文科省はこれまで 5 教科７科目を基礎学力の標準としていたが、新教育課程で

重視される情報教育を促進するため新教科「情報 I」を加えた６教科８科目で入学者選抜を

実施することを要請している。さらに、この時期に合わせて各大学にすべての選抜（特別入

試、学校推薦型選抜一般選抜）において「学力の 3 要素」重視した入試改革を行うよう求め

ている状況がある。すなわち、2021 年はこの入試改革に対応するためのスタートラインに

となる年である。 
 
2 各部門における教育活動と成果 

2-1 概要 

入試広報部門では進学ガイダンスへの参加、高校訪問実施に加えていくつかの新規な取

り組みを行った。「岡山県立大学の教育と入試説明会」の開催、学生広報委員会の設置、LINE
公式 HP の立ち上げ等である。高大連携部門においては、OPU フォーラムの高校生への開

放、さらに近隣伝統校である総社高校との高大連携協定の締結等の成果を残した。入学者選

抜制度開発部門は 2 年前予告期限が迫る 2025（令和 7）年度新課程入試における入試改革

に関する情報収集を行い各学部の入試担当者に情報提供し、2021 年入試の結果解析を行い

本学入試改革の方向を探った。 
 
2-2 入試広報部門 

2-2-1 令和 3年度広報活動の概要 

前年の保健福祉学部およびデザイン学部での学科再編の結果、入試の募集単位は保健福

祉学部 4 学科、情報工学部 3 学科、デザイン学部 3 学科となり 10 募集単位となった。ま

た、総合型選抜も新規に実施されることになり、入試制度が大きく変わった。これらの制度

変更について前年に引き続き、この大きな変更の意図を各高等学校、高校生に広報、周知す

る必要がある。そのため、積極的な高校訪問実施および本学が主催する受験生・保護者を対

象とした「岡山県立大学の教育と入試説明会」を学生広報委員の協力を得て新規に開催した。 
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2-2-2 高校訪問 

依然としてコロナ禍の状況が続いた令和 3 年（2021 年）であった。とりわけ、9 月 30 日

まで緊急事態宣言が発出され、多くの入試広報に関する対面活動が中止・延期され、通常年

のような活動とはならなかった。そのような状況下、高校教員の生の声を聞く目的の高校訪

問も大きく制約を受けた。緊急事態宣言中は、原則として高校訪問は実施することができな

かった。本センターでは緊急事態宣言明けの 10 月を待って高校訪問を徐々に開始した。訪

問先は本学への志願者数上位 20 校＋α校の県内高等等学校と絞った。 
次にセンターが実施した高校訪問の概要を記す。志願数上位 20 校の順位、高校名を示し

た。カッコ内数字は志願数である。ちなみに、上位 20 校の志願者数は 820 名であり県内志

願者数（1034 名）の 79％を占める。訪問校には志願数に応じた大学案内、入学者選抜要項

等の資料を持参し、出願希望者への配布を依頼した。さらに志願数上位校には前年度入試問

題セットを提供したところ大変喜ばれた。 
 

志願数上位 20 校 
1 岡山一宮 （68）  11 倉敷天城 （40） 

 2 岡山芳泉 （55）  12 笠岡 （37） 
 3 倉敷古城池 （54）  13 瀬戸 （35） 
 4 倉敷青陵 （53）  13 玉野光南 （35） 
 4 総社南 （53）   15 就実 （34） 
 6 岡山操山 （48）  16 明誠学院 （29） 
 6 倉敷南 （48）   17 西大寺 （28） 
 6 岡山城東 （48）  18 岡山学芸館 （24） 
 9 県立玉島 （46）  19 岡山大安寺中高 （22） 
 9 総社 （46）   20 岡山朝日 （17） 
＋α校 
 21 岡山工業 （17）  36 岡山関西 （5） 
 23 井原 （14）   52 山陽学園 （１） 
 27 玉野 （10）   ― 岡山商大附属 （0） 
 36 矢掛 （5）   ― 倉敷鷲羽 （0） 
 36 水島工業 （5） 
 
各校を訪問して、高校教員に本学に関することを自由に語ってもらった。類似した内容の

発言や耳の痛い発言も見られるが、敢えて編集を加えることなく紹介する。高校の教育現場

における様々な声を受け止め、今後の入試改革や入試広報活動を行う必要がある。 
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【高校教員の声】 
・通学範囲内の大学として進学を希望する生徒は多いが、学力が伴わず諦める者もおおい。 
・本校ではデザインコースを設置しているためデザイン学部への志願者が多いが、普通科か

らデザイン学部受験はできていない。 
・デザイン学部への志願者は多いが、本校では実技への受験指導は困難だ。 
・情報１の入試科目への採用は見送ってほしい。県内では情報担当教員の配備が充分ではな

い。 
・多くの志願者を出しているが、デザイン学部の志願が皆無である。高校では受験指導が難

しい実技の配点が高いためである。デッサンは怪しい問題と認識している。 
・「くくり入試」は賛成できない。いろいろなレベルの生徒がチャレンジできる入試が望ま

しい。 
・高大連携のテーマとして「吉備の杜プロジェクト」に興味があるが、高校から声をかけに

くい状況である。県大の先生方の研究テーマに関する情報が容易に見られない状況だ。 
・芸術系の常勤教員がいるため、放課後等にデッサン指導ができている。芸術系の教員が非

常勤である高校との格差が大きいと推測する。 
・総合型および学校推薦などにおいては受験希望者個々に担当教員を決めて対応している。 
・本校では「共通テスト」を利用する入試を勧めている。特別入試はそれほど重視していな

いが、生徒の希望があれば対応している。 
・建築学科の希望が多いが実技が課されているので諦める生徒がいる。 
・栄養学科は多くの大学では文系受験できるが県立大では理系扱いなので敬遠されること

がある。 
・志望理由書は先ず生徒に自由に書かせて提出させ、複数回の添削指導を行っている。 
・過去問は PDF ダウンロードして A4 プリントで対応していたが、生徒に実物の入試問題

を見せることが出来るのは大変意義あることだ。（今回の過去問セットを提供したことに対

して）そうです！これが欲しかったんです。 
・小論文を中止したことにより、合格者の国語基礎学力の担保が十分かと危惧する。入学後

の学生の Performance への影響を調査してほしい。 
・小論文中止となれば短時間の面接と書類だけの合否判定となるが、それで選抜が可能なの

か。高校で認識していた生徒の学力・資質と合否判定結果が想定外であるケースが見られる。

なにを評価しているのでしょうか。 
・栄養学科を希望する生徒は多い。文系枠、理系枠の分割募集があれば良い。文系で栄養学

を希望する者は、やむを得ず志願先を変更している。 
・小論文は公表されないので対応に苦慮していたが、このたび過去問セットの提供を受けて

大変助かる。 
・早期に合格者が決まる特別入試は高校スケジュールを乱すものであり歓迎しない。 
・JR 駅から近い大学であるにもかかわらず列車ダイヤと 1 限の開始時刻があっていないと
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いう不満が本校 OB から届いている。 
・小論文において何を問いたいのかよくわからない出題が見られる。採点についても疑問で

あり、何を評価したい出題なのかわかりにくい。受験者に聞いても手応え有りなのか無しな

のか判然としない場合が多い。他大学の小論文問題等参考にして学んでほしい。 
・デザイン学部は出題科目および配点から「芸術系」と判断し受験指導を行っている。即ち、

芸術系受験者を受験させないと合格できない現状だ。学科が望む人材とマッチングしてい

ないのではないか。 
・過去問セットはたいへんありがたい。特に小論文については赤本その他で公表されず、過

去問として提供されることを待ちわびていた。 
・入試情報の情報公開は迅速かつ充分に行ってほしい。 
・デザイン学部のデッサン対応には苦労している。常勤美術教員が居ないため、生徒は市中

の画塾に通っており、その費用負担も軽くはない。裕福な生徒に有利になっている。 
・女子生徒が多くなり、理系選択者が減少している。情報工学部の個別試験では数学又は物

理の選択があればより志願しやすい。 
・口頭試問の英語について、英語科教員は気にしており、何を評価するのかもう少し明確・

具体的な情報が欲しい。 
・デザイン学部の実技については、美術教員が非常勤で他校と兼務であるため、時間をかけ

た指導が得にくい。常勤の美術教員が勤務する高校との格差は大きい。 
・建築学科で実技が課されるため、出願しにくい。他大学に流れている。 
・栄養学科は文系生徒の中にも希望が多く、受験科目の関係で清心女子に志願変更するケー

スが多い。個別試験で、化学基礎、生物基礎を選択できる出題としてほしい。 
・デザイン学部で課される実技のために受験し難い状況がみられる。建築学科を希望する生

徒も実技を理由に志願を他大学に変更する生徒が見られる。 
・口述試問で公民の出題が設定されるなど、他大学には見られない予告内容なので、もっと

情報が欲しいと感じている。 
・県大デザイン学部は実技重視の芸術系学部と理解しているが、それでいいのですか？ 
・本校でのデッサン指導は難しいため、どうしても受験したい生徒は費用のかかる画塾に通

う必要があるため出願し辛い。 
・建築は希望者が多いが、共通テストで勝負できる他大学に流れる傾向がある。 
・探究活動の指導依頼を考える際、教員の研究テーマについての情報を得にくい状況があ

る。大学案内で一覧できればありがたい。 
・絵が描ける生徒の中には学力が伴わない者もいる。学力的には申し訳ないと言うしかない

生徒を合格させていただいた。入学後、生徒が一般教育等困っていないか心配している。 
 

2-2-3 入試広報および業者主催ガイダンス 

（１）高校内開催進学説明会 
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講師として高校を訪問し、大学の概要および入試制度の説明を希望する場合には本セン

ターで対応した。また、学部を指定して研究内容等の説明を希望する場合は該当学部に担当

を依頼した。外部からの講師派遣要望は本センターが一括して受け付け要望に対処した。 
高校内開催の説明会は教室内でプロジェクターを用いたパワーポイントデータを映写し

ながら 30－45 分間の講義形式であることが多い。本年はオンラインでの説明会も多かった

が、同様の形式で実施した。 
 
（２）業者主催進学ガイダンス 

進学情報業者が全国各地で頻繁に進学ガイダンスを開催している。本学では主に岡山県

内会場で開催されるものについて参加した。県内では岡山市内（コンベンションセンター、

コンベックス岡山、およびジップアリーナ）、玉野（産業振興会館）、倉敷（アイビースクエ

ア）等で開催される進学ガイダンスに参加した。会場に設置された相談ブースで受験生の個

別相談に応じる。コロナ禍にあってはオンラインガイダンスもあったが、対面の方が意図を

伝えやすいと感じた。感染症の心配がなければ志願者が多い兵庫県、広島県東部、大阪府、

愛媛県、香川県等での進学ガイダンスに参加し、それぞれの地元の高校生に本学を認識して

もらう必要がある。本センターが参加した業者主催進学相談会（高校内開催を含む）を列挙

する。 
4 月 16 日（金） マイナビ進学セミナー（オンライン） 
  19 日（月） 山陽新聞主催進学相談会（コンベンションセンター） 
  27 日（火） 日本ドリコム 進学説明会（コンベンションセンター） 
  28 日（水） 井原高校 大学と入試概要説明 
5 月 12 日（水） 山陽学園 大学と入試概要説明 
 13 日（木） さんぽう 進学説明会（コンベンションセンター） 

6 月 1 日（火） 水島工業高校 大学と入試概要説明 
  9 日（水） 山陽学園 大学と入試概要説明 
 14 日（月） 岡山一宮高校（オンライン） 
 16 日（水） 福山盈進高校（オンライン） 

7 月 6 日（火） 栄美通信 進学説明会（オンライン） 
   9 日（金） 就実高校 大学と入試概要説明 （オンライン） 
   9 日（金） 栄美通信 進学説明会 コンベンションセンター （オンライン） 
  12 日（月） 西大寺高校 大学と入試概要説明（オンライン） 
  14 日（水） 加古川北高校 大学と入試概要説明（オンライン） 
  19 日（月） 西宮 進学説明会（オンライン） 
  20 日（火） 広島工業大学附属高校 大学と入試概要説明（オンライン） 
9 月 15 日（水） 倉敷鷲羽高校 大学と入試概要説明 
  21 日（火） 栄美通信 進学説明会（オンライン） 
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10 月 5 日（火） 山陽新聞主催進学相談会（コンベンションセンター） 
   7 日（木） 日本ドリコム 進学説明会（コンベンションセンター） 
11 月 2 日（火） 岡山学芸館高校 大学と入試概要説明 
  10 日（水） 日本ドリコム 進学説明会（コンベンションセンター） 
  25 日（木） 栄美通信 進学説明会（コンベンションセンター） 
12 月 1 日（水） 岡山商科大学附属高校（Zip アリーナ） 

22 日（水） さんぽう 進学説明会（Zip アリーナ） 
3 月 3 日（木） さんぽう玉野高校（オンライン）午前 

     3 日（木） K’ｓコーポレーション（オンライン）午後 
   8 日（木） さんぽう 倉敷会場進学相談会（アイビースクェア） 
   14 日（月） 興譲館高校 
 
（３）高校等教員対象入試説明会 
高校教員、予備校、塾講師等、入試に係る生徒指導を行う人を対象とした入試説明会を実

施した。参加者の校務や業務の都合を考慮して、同じ内容の説明会を 6 月 23 日（水）、24
日（木）に 2 回開催した。昨年までは 1 回開催であったが、授業の関係で参加が難しかった

教員が、二日間の設定になったために都合が付けられたと感謝する声があった。 
 
（４）保護者対象進学説明会 
１ 日時 

令和３年７月１７日（土） 全体説明会  １４：００～１５：１０ 
               学科別相談会 １５：１５～１６：００ 
２ 場所 

本部棟２階 大会議室 
※新型コロナウイルス感染拡大を受け、WEB 会議サービス Zoom を利用してオンライ

ン形式で実施。 
 
３ 参加者数 
  ５６人 
  ※事前申し込み数６８件 
 
４ 説明会の内容 

１）学長挨拶 
２）岡山県立大学の概要について 

   ※本学の概要について、アドミッション・高大連携センター副センター長が説明。 
３）本学の重要な取り組みについて 
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   ※副専攻について、副学長（社会連携・国際担当）が説明。 
４）入学者選抜の概要 

   ※事務局教学課入試班長が説明。 
５）学生生活、奨学金、就職状況等について 

   ※事務局教学課学生支援班長が説明。 
６）学部別相談会 

   ※Zoom の機能（ブレイクアウトルーム）を利用して実施。各学科のルーム計１

０部屋を作成し、事前に申し込みをした者を対象に、ホストが手動で割り当て

る設定で行った。 
 
（５）岡山県立大学の教育と入試説明会 
昨年までは実施していなかった新規な入試広報である。当初の予定では第 1 回目は参加

者に來学してもらい、第２回は県北の会場（津山）で、第 3 回は岡山駅周辺（コンベンショ

ンセンター）と 3 回程度対面での開催を計画したが感染症の影響で 6 月 26 日（土）、7 月

25 日（土）に Zoom を利用したオンライン開催となった。対象者は本学に進学を希望する

高校生や保護者の方とした。オンライン開催であったため県外からの参加者も多く、コロナ

禍収束後もオンラインで開催する必要があると思われる。 
いずれの日程も同一内容で 
14：00 大学の概要および令和 3 年度入試について 
14：20 学生による合格体験談、学生生活の紹介 
15：00 保健福祉学部、情報工学部、デザイン学部別説明会 
15：30 学部別個別相談会 
16：00 終了 
第 1 回参加者 227 名 （県外 52 名） 
第 2 回参加者 202 名 （県外 35 名） 

参加者からは学生の登場が好評であった。学生広報委員会（（９）に記載）の多くの委員が

対応し、自らの経験を現役県大生の視線から高校生に語りかけたことが好評の要因であっ

た。学部別個別相談会でも Zoom のチャット機能を使って高校生からの個別相談に手際よ

く対応する姿が見えた。 
 
（６）大学概要説明のパワーポイントデータ作成 
高校内進学説明会等で大学概要、学部概要、入試制度等を説明する際に用いた映写資料の

2021 年版を作成した。 
Contents 
 ・大学の概要 
 ・教育の徳亮 
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 ・大学での学び 
 ・設置 3 学部の紹介 
 ・キャンパスライフ 
 ・入試制度の説明 
以上の内容で約 30－40 分の説明時間を想定し、37 枚のスライドを準備した。 
 

（７）YouTube 版入試説明動画の作成 
本学の大学概要説明用のパワーポイントデータから入試制度関連の部分を切り出し、

2022 年度入試の説明動画を作成した。保健福祉学部山本教授がナレーションを担当し、約

18 分の動画として YouTube に公開した。2021 年 6 月 25 日に公開し、2021 年末までに約

2500 回視聴された。現状の動画は製作費をかけていないこともあり BGM が入っていない

が、今後の検討課題となっている。 
 
（８）LINE 公式ホームページの開設 
「最近の高校生の情報入手の方法は冊子媒体、大学の公式 HP に加えて SNS 利用が重要」

という情報を得たので LINE に「岡山県立大学入試」と題した公式ホームページを開設し

た。入試に限らす本学の高校生向けの各種イベントの情報発信を行った。2021 年末時点で

の友達登録数は約 600 名であった。 
 
（９）学生広報委員会の設置 
在学生の視点から受験生に語りかけてもらうことを目的として、学生広報委員会を組織

し、委員会のホームページを作成し公開した。次に委員会のメッセージを紹介する。 
『岡山県立大学の魅力について、「私たち学生だから感じることができる県大の良いところ

を是非みんなに知ってほしい」「県大を好きになってほしい」「県大に来てほしい！」など、

私たちならではの目線で伝えていきます。』 
委員は全学科をカバーできるように参集してもらい、保健福祉学部 12 名、情報工学部 4

名、デザイン学部 4 名の総勢 20 名で活動を開始した。 
 
【学生広報委員会活動実績】 
令和 3 年 6 月 3 日（木） 

学生広報委員を開催し、今後の活動方針について話し合いました。 
令和 3 年 6 月 26 日（土） 

高校生と保護者の方を対象とした「第１回岡山県立大学の教育と入試説明会」がオンライ

ンで実施されましたが、学生生活と合格体験談を発表し、参加者からのチャットによる質問

に答えました。 
令和 3 年 7 月 17 日（土） 
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RSK 山陽放送ラジオ番組（国司と武田の土曜番長）に出演し、WEB オープンキャンパス

と高校生のための大学授業開放について広報しました。 
令和 3 年 9 月 25 日（土） 

高校生と保護者の方を対象とした「第２回岡山県立大学の教育と入試説明会」がオンライ

ンで実施されましたが、学生生活と合格体験談を発表し、参加者からのチャットによる質問

に答えました。 
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2-2-4 オープンキャンパス 2021 

 

 

 

 

 

 

参加者数

令和３年度
動画再生回数

（2021.7.16～9.30）

令和２年度
動画再生回数
（2020.8.31）

令和元年度 平成３０年度 平成２９年度

保健福祉学部合計 1,305 973 1,780 1,580 1,850

保健福祉学部 423 303 ― ― ―

看護学科 336 162 630 550 710

栄養学科 201 184 480 400 560

現代福祉学科 167 162

子ども学科 178 162

585 466 380 420 490

情報工学部 191 147 ― ― ―

情報通信工学科 162 104 ― ― ―

情報システム工学科 135 100 ― ― ―

人間情報工学科 97 115 ― ― ―

806 688 520 500 580

デザイン学部 261 233 ― ― ―

ビジュアルデザイン学科 241 185 ― ― ―

工芸工業デザイン学科 130 113 ― ― ―

建築学科 174 157 ― ― ―

2,696 2,127 2,680 2,500 2,920

1 令和２年度、令和３年度はWEBでの実施のため、再生回数＝参加者数としている。

2

計

令和元年度以前は説明会参加者数で算出しており、保健福祉学部は学科ごと、情報工学部及びデザイン学部は
学部単位で説明会を実施していたため、情報工学部とデザイン学部の学科の内訳はなし。

１　開催日・実施学部

学部・学科

（参考）直近３年の来場型OC参加者数

情報工学部合計

デザイン学部合計

670 630 580

　　令和３年７月１６日（金）～９月３０日（木）・全学部で実施
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２　事前登録者数　1319人（前年度694人）
　 　

（１）男女比と学年構成比

男

（310人）

23%

女

（997人）

76%

選択しない

（12人）

1%

1年

（171人）

13%

2年

（529人）

40%

3年

（587人）

45%

その他（※）

（32人）

2%

（男女比） （学年構成比）

（２）事前登録者の出身県
順位 都道府県名 人数 順位 都道府県 人数

1 岡山県 690 14 高知県 11
2 広島県 146 15 愛知県 10
3 兵庫県 131 16 京都府、熊本県 9
4 香川県 52 18 岐阜県 8
5 愛媛県 35 19 佐賀県 7
6 鳥取県 25 20 宮崎県、三重県、長崎県 6
7 山口県 23 23 滋賀県、鹿児島県 5
8 徳島県 22 25 和歌山県 4
9 大阪府、福岡県 20 26 茨城県、群馬県、東京都、福井県 3
11 島根県 16 30 沖縄県、佐賀県、神奈川県、北海道 2
12 大分県 14
13 静岡県 13

34
岩手県、山形県、新潟県、千葉県、奈良県、
富山県

1

３　動画視聴回数内訳（7/16～9/30）　総再生回数：7164回

423

191
261

336

201 167 178 162 135 97

241
130 174

541
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340
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■リモート個別相談会
１　開催日
　（１）２０２１年８月１２日（木）：保健福祉学部・情報工学部
　（２）２０２１年８月１３日（金）：デザイン学部

２　学科内訳

　      （１）保健福祉学部
　　     事前登録者数３７人（内訳：看護２０人、栄養４人、現代７人、子ども６人）

看護, 20, 54%

栄養, 4, 11%

現代福祉, 7, 19%

子ども, 6, 16%

３　男女比と学年構成比

（１）保健福祉学部

男, 2, 
5%

女, 35, 
95%

選択し

ない, 0, 
0%

（男女比） （学年構成比）

1年, 3, 
8%

2年, 3, 
8%

3年, 31, 
84%

その他, 
0, 0%

（２）デザイン学部

（男女比） （学年構成比）

男, 7, 
39%

女, 11, 
61%

選択し

ない, 0, 
0% 1年, 2, 

11%

2年, 5, 
28%

3年, 11, 
61%

その他, 
0, 0%

（２）情報工学部
 事前登録者数４人（内訳：情報通信２人、情報システム０人、人間情報２人）

通信, 2, 50%

システム, 0, 0%

人間, 2, 50%

（３）デザイン学部
事前登録者数１８人（内訳：ビジュアル７人、工芸工業４人、建築７人）

ビジュアル, 7, 
39%

工芸, 4, 22%

建築, 7, 39%

（２）情報工学部

（男女比） （学年構成比）

男, 4, 
100%

女, 0, 
0%選択し

ない, 0, 
0%

1年, 0, 
0%

2年, 1, 
25%

3年, 3, 
75%

その他, 
0, 0%
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回答数　１７９人

・アンケート回答者データ

　１　どの学科のオープンキャンパスに参加しましたか（複数回答可）

　２　説明会・体験講義などの内容はどうでしたか？

　３　知りたい情報は、得られましたか？

　４　もっと説明が必要な情報は何ですか？（複数回答可）

オープンキャンパス２０２１アンケート結果（全体）

57.0%
41.3%

1.1%
0.0%
0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

とても分かりやすい

分かりやすい

少し難しい

とても難しい

その他

31.3%

68.2%

0.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

十分得られた

ある程度得られた

あまり得られなかった

ほとんど得られなかった

11.5%

11.8%

23.7%

5.9%

23.4%

23.7%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

特色、他大学との違い

教育内容

入試方法

学費

学生生活

卒業後の進路

その他

岡山県

内
56.4%

県外

43.6%

【出身地】

男

19.0%

女

79.3%

その他

1.7%
【男女比】

３年生

61.5%

２年生

31.3%

１年生

6.1%

その他

（保護

者・教

員）

1.1%

【学年】

看護

23.8%

栄養

10.5%

現代福祉

13.3%
子ども

9.5%

情報通信工

6.7%

情報システム工

7.1%

人間情報工

4.3%

ビジュアルデザイン

9.5%

工芸工業デザイン

5.7%

建築

9.5%
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　５　本学に興味を持った理由は何ですか？（複数回答可）

　６　志望大学選びで主に参考とするものは何ですか？（複数回答可）

　７　オープンキャンパスに参加して入学したいと思いましたか？

　８　オープンキャンパスの情報を何で知りましたか？（複数回答可）

3.4%
6.7%

13.2%
3.4%

20.1%
16.6%

13.2%
3.4%

0.0%
6.7%

9.9%
3.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

地元の大学

学費負担少ない

就職率、国家試験合格率

入試方法、難易度

各種資格

大学で学べること

将来就ける仕事のイメージ

オープンキャンパス等を通じて得た印象

高校教員等からの口コミ

大学のグローバル化が進んでいる

地域と連携した活動を行っている

その他（出身地である）

27.6%
10.4%

24.1%
31.0%

6.9%
0.0%
0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

大学パンフレット

先生の指導や親の意見

ホームページ

オープンキャンパス

進学ガイダンス

受験情報誌

その他

69.8%

30.2%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

強く思った

少し思った

そう思わなかった

わからない

14.6%

7.5%

74.6%

1.3%

0.8%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

大学パンフレット

先生の指導や親の意見

ホームページ

進学ガイダンス

受験情報誌

その他（LINE、友人）
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９ その他 WEB オープンキャンパスの内容・開催時期・PR 方法などについてご意見がありましたら記入してください。 

（自由記述） 

もう少し大学の設備や施設を見たいです。 

すごく行きたいと思いました。ありがとうございました。 

全部活動(運動系)の紹介をしてほしい。 

とてもわかりやすく、更に行きたい気持ちが高まりました。 

学生の方々が学科の説明をしておられたので、とても分かりやすかったです。 

とてもわかり易く説明があって岡山県立大学のことについて知ることができたと思います。

これからこの状況が収まってオープンキャンパスに行けるようになったらもっと知るために

も行こうと思いました。 

サークルの紹介も入学への大きな役割をになっていると思うので、存在する全てのサークル

を紹介して欲しいです。 

学科の概要についてはある程度分かったが、模擬授業などを通してどのようなことを日々行

っているかを知りたいと思った。また、録画形式だけでなく、リアルタイム形式のコンテン

ツもあればよいなと思った。 

4 年で助産師と看護師の２つの免許を取得することは可能ですか？ 

直接学校に行かなくても大学の設備を見渡すことができたり、実際に通っている方々の声が

聞けてとても参考になりました。 

岡山県立大学の特色を詳しく知ることができました。また、他学部、他学科の人と交流をす

ることができる機会が多いことがわかりました。オープンキャンパスに参加したことで多く

の知識を得ることができました。 

学校推薦型選抜を受ける予定ですので、その時はよろしくお願いします。 

1：寮の状況や条件費用について知りたいです。2：助産学科を選択したいが、学内選考など

の詳細を知りたいです。 

丁寧に説明されていて分かりやすかった。見たい部分を選択して見る事ができるのも良かっ

た。来場型のイベントを申し込んでいたがコロナの関係で中止になりすごく残念だったが、

せめてウェブ形式で学校の様子を知る事ができ、ますます入学したいと思った。ありがとう

ございました。 

一定期間動画を視聴できたのがとても良かったです。ありがとうございました。 

コロナ禍で OCが難しい中 web での開催をありがとうございます。隣県なので移動が難しく

大学周辺に住もうと思っているので、大学のことをよく知れて大変助かりました。 

部活の雰囲気など、パンフレットやホームページだけでは分からないことまで分かって良か

ったです。専門的なことを学べるだけでなく、学年も学部も違う人と学ぶことができて楽し

そうでした！岡山県立大学に入学したらしてみたいことがさらに増えて、ワクワクしていま

す！ 



テ-16 

実際に大学でのオープンキャンパスに参加できなくて残念でしたが、進路選択の参考になり

ました。ありがとうございました。 

体験授業があったらいいとおもいました。web オープンキャンパスを夏だけでなく春もして

ほしい 

各学部学科について説明がされていたり、副専攻のことなど詳しく知れて良かった。 

感染対策もあって生で体験することなできませんでしたが来年は実際に見たり体験をしたい

と思いました 

実際に大学へ足を運べない今、このように WEBオープンキャンパスで大学の様子を知れるの

はとてもありがたいです。自分の興味のある学科でどのようなことが学べるのか知ることが

できました。実際に大学でオープンキャンパスが開かれたら、行ってみたいと思いました。 

貴学について、以前より興味がありホームページなどで情報収集を行っていましたが、この

オープンキャンパスに参加し、先輩たちの実体験などを聞くことができ、とても参考になり

ました。貴学に進学したい気持ちがさらに強くなりました。 

ダンス部の紹介が楽しかったです！興味を持って見れました！ 

ウェブオーブンキャンパスの動画自体が 1 年前のものと同じだったので、最新の物も見てみ

たかった 

動画の文字をもう少し大きくしていただきたいです 

WEBオープンキャンパスの期間を延ばして下さったことで、じっくりと見ることができまし

た。 

webオープンキャンパスを開催してくださって、ありがとうございました。新型コロナウイ

ルスの影響で直接大学に訪れて、学内の雰囲気や授業内容を知ることができる機会が少ない

中、とてもわかりやすく、大学のイメージを掴むことができました。 

この度は、オープンキャンパスに参加させていただきありがとうございました。 期間を延

長してくださった事で、もう一度見ることができました。とても有意義な時間でした。 あ

りがとうございました。 

内容がとてもわかりやすく、大学生活を想像しやすかったです。 

日にちを延期して下さったおかげでゆっくり、じっくりと見ることが出来ました。ありがと

うございました。 

実際にキャンパスに行けると、もう少し雰囲気が得られると思いました。 

遠方ということもあり、Web オープンキャンパスは参考になりますが、もう少し学科ごとの

情報があればと思いました。実際対面でのオープンキャンパスでしたらやはり夏休みがいい

ですね。Web オープンキャンパスでも体験授業を受けたりできるといいなと思いました。 

大学内だけでなく生徒個人の生活についても知りたかった 
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回答数　１１人

・アンケート回答者データ

　１　どの学科のリモート個別相談会に参加しましたか（複数回答可）

　２　リモート個別相談会の内容はどうでしたか？

　３　知りたい情報は、得られましたか？

　４　もっと説明が必要な情報は何ですか？（複数回答可）

リモート個別相談会２０２１アンケート結果（全体）

81.8%
18.2%

0.0%
0.0%
0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

とても分かりやすい

分かりやすい

少し難しい

とても難しい

その他

63.6%

27.3%

9.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

十分得られた

ある程度得られた

あまり得られなかった

ほとんど得られなかった

21.4%

35.7%

7.1%

7.1%

14.3%

7.1%

7.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

特色、他大学との違い

教育内容

入試方法

学費

学生生活

卒業後の進路

その他（全部聞くことができました）

岡山県

内
45.5%県外

54.5%

【出身地】

男

36.4%

女

63.6%

その他

0.0%
【男女比】

３年生, 
81.8%

２年生, 
18.2%

１年生, 
0.0%

その他

（保護

者・教

員）, 
0.0%

【学年】

看護

36.4%

現代福祉

18.2%

情報通信工

9.1%

ビジュアルデザイン

18.2%

工芸工業デザイン

9.1%

建築

9.1%
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　５　本学に興味を持った理由は何ですか？（複数回答可）

　６　志望大学選びで主に参考とするものは何ですか？（複数回答可）

　７　リモート個別相談会に参加して入学したいと思いましたか？

　８　リモート個別相談会の情報を何で知りましたか？（複数回答可）

10.9%
10.9%

6.5%
2.2%

4.3%
19.6%

10.9%
13.0%

4.3%
4.3%

10.9%
2.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

地元の大学

学費負担少ない

就職率、国家試験合格率

入試方法、難易度

各種資格

大学で学べること

将来就ける仕事のイメージ

オープンキャンパス等を通じて得た印象

高校教員等からの口コミ

大学のグローバル化が進んでいる

地域と連携した活動を行っている

その他（岡山県内に進学したかった）

27.5%
12.5%

20.0%
22.5%

5.0%
10.0%

2.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

大学パンフレット

先生の指導や親の意見

ホームページ

オープンキャンパス

進学ガイダンス

受験情報誌

その他（入試内容）

90.9%

9.1%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

強く思った

少し思った

そう思わなかった

わからない

18.8%

6.3%

62.5%

6.3%

6.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

大学パンフレット

先生の指導や親の意見

ホームページ

進学ガイダンス

受験情報誌

その他

９ その他リモート個別相談会の内容・開催時期・PR 方法などについてご意見が 

ありましたら記入してください。（自由記述） 

急遽電話が出来なくなってしまった場合でも親切に丁寧な対応をして頂

き、本当にありがたかったです。 

コロナ禍のためオープンキャンパスを開催できない中、このような大学の

先生とお話する機会を作っていただき、ありがとうございました。コロナ

禍が落ち着いたら大学内を見学してみたいです。 

村社教授に分かりやすく丁寧に教えていただきました。本当にありがとう

ございました。 
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2-3 高大連携部門 

2-3-1 県内高等学校等進路指導担当教員との意見交換会 

（1）日時 

①令和３年６月２３日（水） 全体説明会  １４：００～１５：１０ 
                学科別相談会 １５：１５～１６：００ 

②令和３年６月２４日（木） 全体説明会  １４：００～１５：０５ 
                学科別相談会 １５：１０～１６：００ 
（2）場所 

本部棟２階 大会議室 
※新型コロナウイルス感染拡大を受け、昨年度に引き続き、WEB 会議サービス Zoom を

利用してオンライン形式で実施。 

 
（3）高校側の出席状況 

  ３５校４３人（延べ人数） 
  ※①２０校２５人、②１５校１８人 
  ※県外高校１校含む 

 
（4）説明会の内容 

（i）アドミッション・高大連携センター長挨拶 

（ii）大学の概要、教育、入試概要について 

   ※立地、副専攻、入試等についてアドミッション・高大連携センター副センター長

が説明。 

（iii）学部別相談会 

   ※Zoom の機能（ブレイクアウトルーム）を利用して実施。各学部のルーム及びア

ドミッション・高大連携センターのルーム計４部屋を作成し、参加者によるルーム

選択を許可する設定で行った。 

 

（5）令和３年度高校等教員対象 岡山県立大学進学説明会アンケート（集計結果） 
 ※昨年度に引き続き、「Zoom」を活用したオンライン形式で実施した。  
 実施日：(１)令和３年６月２３日(水)      
         (２)令和３年６月２４日(木)     
 回答数：２３名（４３名出席）       
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１ 高校生に進学先の大学を進路指導される際に重視していることを教えてください。 

（５つまで複数回答可）        

 

 

 

 

選択数

17

14

16

16

8

5

4

12

5

0

0

0

0

就職状況、国家試験合格状況

学費の負担が少ないこと

国家資格（受験資格を含む）が取得できること

高校の先輩等からの口コミ情報

オープンキャンパス等を通じて得た大学の印象

地元の大学であること

大学のグローバル化が進んでいること

情報誌等で公表される大学ランキング

教員免許が取得できること

その他

将来就ける仕事が具体的にイメージできること

選択肢

入学試験の内容や難易度

公開された情報により大学で学べることがよくわかること

その他の記述内容

・学習環境が落ち着いていること

・生徒の志望把握（自己客観理解に基づき将来を見据えた選択ができているかどうか）に基づき
行くべき大学を指導する。質問と上記で出ている項目とはかみ合っていないと思います。
「大学を評価する際の基準」としてチェックを入れております。
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２　高校生が進学先の大学を決める際に重視していると感じる事項を教えてください。（５つまで複数回答可）

選択数

20

16

15

15

14

9

9

8

7

1

1

0

2

その他の記述内容

・学生を含めた環境（落ち着いているかどうかなど）

・進路指導として反省しているが、「近いところ」「学力から見て相応のところ」、

　「資格が取れるところ」で選んでいく生徒が多い。

その他

教員免許が取得できること

入学試験の内容や難易度

学費の負担が少ないこと

地元の大学であること

オープンキャンパス等を通じて得た大学の印象

将来就ける仕事が具体的にイメージできること

就職状況、国家試験合格状況

高校の先輩等からの口コミ情報

公開された情報により大学で学べることがよくわかること

国家資格（受験資格を含む）が取得できること

情報誌等で公表される大学ランキング

大学のグローバル化が進んでいること

選択肢



テ-22 

 

 
 

 

３　本学の情報のうち、発信内容を充実してほしいものをお聞かせください。（複数回答可）

選択数

18 21

17 26

9 25

4 17

2 7

具体的内容

・県立大学で行われている研究内容が分かる動画（高校生に分かる程度にかみ砕いたもの）など。

「こういった研究に携わりたい！！」と目を輝かす生徒が多く出るような内容を希望します。

・具体的な研究内容　生徒は自分のやりたいことが書いてある大学を選びます。

他校でも書いてないけどやっていると話しても、あまり聞いてくれない。

・入試問題の意図、解説

・面接試験で何を重視して得点化しているのか公表してほしい。論理的思考を面接でどう判断しているのかなど。

・入試内容（面接・口頭試問・分野）について、詳しく知りたい。特に英語の口頭試問を課す場合の形式や難易度。

　また、実際に学生の意見も聞いてみたい。

・入試日程をより詳細に教えていただけると有り難いです。新しいもののイメージがなかなかできずにおります。

就職状況、就職支援

学生生活の支援内容

グローバル化への取組内容

選択肢 前年度結果（48人）

教育方針、教育内容、研究内容

入試方法

18（75％）

17（70.8％）

9（37.5％）

4（16.7％）

2（8.3％）

0 5 10 15 20

教育方針、教育内容、研究内容

入試方法

就職状況、就職支援

学生生活の支援内容

グローバル化への取組内容

問３．本学の情報のうち発信内容を充実してほしいもの

４　次年度以降の意見交換会の実施時期について、ご意見をお聞かせください。

選択数

18

5

0

1

その他の記述内容

・要項ができてからがよい

具体的内容

・総合型選抜を受験する生徒数が増加していくと考えられるなか、検討・準備を早期から開始したいため。

・６月中旬ごろ

早い方がよい

遅い方がよい

その他

選択肢

今年度くらいでよい
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2-3-2 岡山県立大学高大連携推進作業部会 

（1）日 時 令和 3 年 7 月 26 日（月） 13 時 30 分～15 時 
（2）会 場 岡山県立大学 本部棟 2 階大会議室 
（3）出席者 

岡山県立大学 伊東副学長兼アドミッション・高大連携センター長、高橋副学長、末

岡副学長、尾﨑情報工学部長、嘉数デザイン学部長、佐竹アドミッシ

ョン・高大連携センター副センター長、横田入試班長 

岡山県高等学校長協会 山本校長（西大寺）、甲本校長（玉島）、豊田校長（総社）、山﨑校長

（笠岡） 
（欠席）岡山県立大学 近藤保健福祉学部長、鈴木教学課長 

岡山県高等学校長協会 森校長（水島工業）、安東校長（林野） 

５　次年度以降の意見交換会の実施方法について、ご意見をお聞かせください。

選択数

13

10

1

その他の記述内容

・どちらも利点があり、ありがたいです。

その他

選択肢

ビデオ会議システムでの実施がよい

対面での実施がよい

６　自由意見 (一部抜粋)

・ 今回、リモートでの実施時間ですが、本校ではちょうど、昼休み時間と被っていました。

そのため、急な対応を迫られ、遅れての参加となってしまいました。申し訳ありません。 　

・ ビデオ会議システムは学校の取り組みでも実施しており、手段としてだいぶ普及したように思います。

時間的拘束が少なくて済むため有効な手段だと思います。

手前勝手なことを言えば放課後の時間帯（１６：００～１７：００）に実施していただくと視聴参加しやすくなります。

・ 音声が小さく聞きづらいところがありました。

・ 説明が少し早口であったように思います。

・ 直前に資料が配布されて、それを読み上げるだけだった上に、質問に対しても、

この会に参加した人にだけ伝えるわけにはいかないとのことだったので、説明会の趣旨がよくわからなくなった。

・ 口頭試問の内容を「ここでだけ言うわけにいかない」とおっしゃっていましたが、

意見交換会に臨んだ高校の多くはそういうことこそ期待していたのではないでしょうか。

・ 会の中で、他校との公平性を保つために発言を控える場面がありました。

入試問題に関わることだったので、今回は致し方なかったと思います。

ただ、反対に参加したからこそ得られる情報が何かあれば、より満足感が高かったと思います。

・ 個別試験において新しく追加された英語等の口頭試問の内容が具体的にわからなかったのが残念です。

情報がわからないと生徒も不安ですし、教員サイドとしても受験先として勧めにくくなります。 

・ 個別相談が一つの学科しか参加できなかったので、複数参加できるようにしていただきたいです。

・ ビデオ会議システムのため参加しやすく良かったと思います。

・ Ｚｏｏｍを活用しての説明も非常にわかりやすく、全体会後に個別に質問対応をしてくださったのも助かりました。

・ 新しいスタイルで準備が大変だったと思われますが、十分な情報が得られました。

・ 新たな入試に向けて、生徒を一生懸命頑張らせたいと思います。
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（4）議題等 

今年度の高大連携事業、入学者選抜、令和 3 年度岡山県立大学への質問・要望等の確

認、新学習指導要領への対応、英語 4技能評価に係る外部試験の活用、教員免許状、課題

研究に対する助言、地域での活動における連携などについて議論を行い、今後の入試改革

や高大連携事業の進め方の参考とした。 
 
2-3-3 高大連携事業 

令和 3 年 8 月 7 日と 8 月 21 日に実施予定であった「高校生のための大学授業開放」はコ

ロナ禍の影響で実施できなかった。高大連携協定に基づく高等学校への講師派遣及び生徒

の受入に関するデータは付録 I、高大連携協定以外の高等学校への講師派遣及び生徒の受入

に関するデータは付録 J にまとめている。 
 

（１）岡山県教育庁高校教育課 WWL コンソーシアム構築支援事業へ、情報工学部の末岡

教授、保健福祉学部の周防准教授が参加し、高校生の学びに対して助言を行った。 
（２）岡山県立総社高等学校と岡山県立大学との高大連携協定締結 

令和 3 年度に岡山県立総社高等学校と岡山県立大学との間で高大連携協定を締結し、そ

のスタートして、以下のキックオフミーティングに、伊東アドミッション・高大連携センタ

ー長、佐藤地域連携推進センター長、尾崎情報工学部長が参加した。 
 
「地域学校協働活動推進協議会」キックオフミーティング 
令和４年３月２３日（水） 14:00～15:30 

 
2-4 入学者選抜制度開発部門 

2-4-1 入試環境 

大学全入時代を迎えると言われて久しい。18 歳人口が漸減傾向の中、高学歴を目指す堅

調な風潮もあり、大学志願者数が増加傾向にあったため「全入」とはならなかったが、2021
年より少子化による志願者数の減少が顕著になり、大学入学定員と大学志願者数がほぼ等

しくなるため、真の「大学全入時代」を迎えた。今後、さらに志願者が減り続け、大学間で

の「志願者争奪時代」を迎える。それに備えて、各大学は積極的な入試改革に取り組んでい

る。 

2-4-2 令和 3年度入試の志願状況の概要 

一般選抜の志願倍率は前期 3.1（昨年 2.5）倍、中期 26.2（29.6）倍、後期 14.6（7.5）倍

であった。結果は前期微増、中期減、後期倍増であった。一般選抜の志願数は 2397 であり、

昨年の 2438 から約 40 名減となった。中期志願数が 200 減であったが、前期・後期が昨年

より上回ったことで中期日程の志願減を補う結果となった。特別入試の志願数を合わせた



テ-25 

令和 3 年度総志願総数は 2794（昨年 2697）となり 97 名増加（3.6％増）であった。 
中四国の国公立大学において一般選抜前期で志願倍率が 3 倍超であったのは新見公立

（4.9）、岡山県立（3.1）、徳島（3.4）、山口（3.0）に限られ、中四国各大学は志願者確保に

苦慮している様子が窺えた。 
 

2-4-3 令和 3年度入試結果の分析 

新しく総合型選抜が現代福祉学科およびデザイン学部 3 学科で導入された。高校側から

も特別入試の充実は歓迎であるとの評価を得た。したがって、2021 年度より総合型選抜、

学校推薦型選抜、一般選抜（前期・中期・後期）の入試区分での入学者選抜となった。それ

ぞれの選抜区分ごとの試験結果分析を行った。受験者得点の得点分布および共通テストと

個別試験の相関散布図等は本稿での公表は控える。 
（１）特別入試 
【総合型選抜】 

出願状況 

本学においては 2021 年度に新設された選抜である。全学定員 15 名に対して 130 名の出

願があり、出願倍率は 8.7倍であった。県外出願は 50件であり全体に占める割合は 38％で

ある。一方合格者 18 名中、県外出身者は 10 名であり合格者の県外率は 56％であった。募

集単位毎の志願者数の集計を表 1に示した。 

表２は受験者、合格者および不合格者平均点等をまとめたものである。 
 

 

 

 

 

 

【学校推薦型選抜】 

表 1 2021年度総合型選抜の出願状況 

出願数 倍率 合格数 実質倍率 県外／県内 県外率（％） 

現代福祉(3)   36    12.0 6      6.0 13/23      36 

ビジュアルデザイン(4) 39     9.8 4      9.8 14/25      36 

工芸工業デザイン(4) 30     7.5 4      7.5 15/15      50 

建築(4)   25     6.3 4      6.3  8/17      32 

  計                 130     8.7     18      7.2      50/80      38 
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出願状況 

全学での募集人数 106 名に対して 267 名（2.52 倍）の出願があった。情報工学部、デザ

イン学部では、出願要件（1）、（2）の設定があり、両学部の出願総数 131 名のうち（2）の

要件の出願者は 59 名であった。情報工学部では 75 名中 31 名、デザイン学部では 56 名中

28 名で、出願者の約半数が（2）の要件による出願であった。表 3 に出願状況に加えて選抜

の実施結果も併せて示した。 

注：面接、小論 or 実技欄の数値は得点率を示す。A:受験者平均点、B：合格者平均点、C:不合格者平均点 

 

選抜結果 

学校推薦型選抜の定員 106 名に対して 110 名の合格であった。合格者数の定員過剰は看

護学科 2 名、栄養学科 1 名、情報システム工学科 1 名の合計 4 名であった。また専門学科

系および総合学科卒業生の合格は 13 名であり表 3 の合格数欄に内数（カッコ内数字）で示

した。デザイン学部では合格者 24 名中９名（37.5％）と専門学科系の合格者数が多かった。 
 
（２）一般選抜 
本学の一般選選抜では前期、中期、後期日程の全募集単位で共通テストを課している。共

通テストで高得点を取る生徒の特長として 

・基礎学力がある 

表 3 2021 年度学校推薦型選抜の出願状況と実施結果 

                           面・書類       小論 or 実技 

         定員 出願 合格（専門） 倍率   A   B   C     A   B   C 

看護       12   49  14(1)    4.1    81  86  79    74  83  71 

栄養       12    25   13(0)     2.1      61  68  52    81  83  80 

現代福祉     11    39   11(0)     3.5      74  90  69    78  82  77 

子ども       8    23    8(1)     2.9      83  86  81    69  77  64 

情報通信         13    29   14(0)     2.2      71  80  62 

情報システム      13    27   14(2)     2.1     69  77  61 

人間情報          13    19   13(0)     1.5     74  78  63 

ビジュアルデ       8    26    8(2)     3.3     77  77  77    55  85  41 

工芸工業デ         8    15    8(4)     1.9      76  80  72    63  78  45 

建築学科           8    15    8(3)     1.9       74  85  62    65  73  55 

    計           106   267  111(13)   2.5 
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・授業をまじめに受ける 

・仕事を効率よく行う時間管理能力がある 

等である。これらは高等教育を受けるための基本的な資質であると考えられる。また、一般

の受験生は「高校での学び」を通して共通テストで高得点獲得を目指しており、これらの「高

校での学び」が評価され、かつ高校生活における努力や頑張りに応える入試が受験生や高校

教員の信頼につながると考えて良い。 

令和 3 年度一般選抜成績を募集単位毎にまとめた。試験区分は一般前期（10 募集単位）、

一般後期（4募集単位）、一般中期（3募集単位）である。合否判定の基準である総合点と共

通テストおよび個別試験の散布図を用いて分析した。総点に占める共通テスト比率が大き

い選抜では相関係数は大きくなり、そうでない場合は弱い相関が推定される。また必要に応

じて共通テストと個別試験の相関も吟味した（相関散布図は非公表）。 

 
【前期日程】 
各募集単位において共通テスト配点比率は次のとおりである。 

保健福祉学部 

看護学科（86％）、栄養学科（82％）、現代福祉学科（83%）、子ども学科（86％） 

情報工学部 

全学科（67％） 

デザイン学部 

ビジュアルデザイン学科（63％）、工芸工業デザイン学科（50％）、建築学科（78％） 

保健福祉学部全学科、デザイン学部建築は共通テスト重視型、一方、情報工、デザイン学部

２学科は個別試験比率（40～50％）がより大きい選抜を行っている。 

次に共通テストと個別試験が合否判定においてどのような影響を与えたかを見る指標と

して、共通テストの得点のみで合格範囲に入った受験者が個別試験の結果を加味したため

に不合格と判定された人数の比率（％）を示す。「入れ替り率」と称されている。この入れ

替り率が０ということは共通テストの結果のみで合否判定されており、個別試験は判定に

寄与していないことを意味する。共通テストの得点が伸びなかった受験生は、個別で「逆転

だ！」と意気込んで入試に臨むのであるが、この数値が小さい場合逆転合格のチャンスは小

さい。 
保健福祉学部 

看護学科（0％）、栄養学科（3.6％）、現代福祉学科（15%）、子ども学科（0.7％） 

情報工学部 

 情報通信工学科（11％）、情報システム工学科（24％）、人間情報工学科（29％） 

デザイン学部 

ビジュアルデザイン学科（28％）、工芸工業デザイン学科（52％）、建築学科（25％） 

 



テ-28 

【中期日程】 
情報工学部のみで行っており、志願者数に大きく寄与している選抜である。配点は全学科共

通で共通テスト（450）、個別および書類（300）で共通テストの配点比率は 64％である。 

３学科共通して総点と共通テストに一次相関、さらに総点と個別にも一次相関が認められ

る（散布図は非公表）。受験生の高校での学習努力が報われる入試と思われる。次に各学科

における入れ替り率を示した。 

情報通信工学科（22％）、情報システム工学科（29％）、人間情報工学科（26％）で個別の

筆記試験の得点が合否判定に大きく寄与していた。 

 
【後期日程】 
保健福祉学部のみでの実施である。募集単位において共通テスト配点比率と合否判定にお

ける入れ替え率は次のとおりである。合格者数が少ない選抜であるため入れ替り率に大き

な意味は無いが参考までに示した。 

共通テスト      入れ替り率 

配点比率（％）     （％） 

看護学科     86        14 

栄養学科     99        0  

現代福祉学科      83        25 

子ども学科        86                0 

 
2-4-4 入学時アンケート 
入学時アンケートの結果は、表として付録 B にまとめている。 

1. 基本情報 
・ 実施日：2021 年 4 月 6 日～5 月 1 日 
・ 実施方法：Web アンケートサイト（Questant）で実施 
・ 総数 381 名中、回答 358 名（回答率 93.96％） 
 
2. 結果 

2.1 本学志望順位 
本学を第一志望とする学生が多いのは工芸工業デザイン学科（96.88％）ビジュアルデザ

イン学科(96.67％)、現代福祉学科(92.68％)、栄養学科(89.74％)、建築学科(89.66％)、子

ども学科(85.71％)、看護学科(82.50％) がいずれも 8割超である。一方で、情報工学部は

昨年のアンケート結果では 5割程度だが、今年度は人間情報工学科(68.29％)、情報通信工

学科(54.00％)が増加したが、情報システム工学科(47.62％)が減少した。 

 

2.2 併願校 
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 学科ごとの併願校を表 4に示す。看護学科の併願校(川崎医療福祉大学、岡山大学、香川

大学等)は、ほとんどが大学看護学科または看護専門学校であり、看護職を強く希望してい

る傾向が見られる。栄養学科の併願校(ノートルダム清心女子大学等)では、栄養、食品、健

康に関する専門分野に志願している。現代福祉学科の併願校(ノートルダム清心女子大学、

関西福祉大学、川崎医療福祉大学等)では、主に社会福祉、経済など、社会福祉分野が多い。

子ども学科の併願校(ノートルダム清心女子大学、武庫川女子大学等)では、児童、初等教育、

保育、子ども医療福祉などが多かった。 

情報工学部では、県外国公立大学を併願する者の傾向があったが近年私立大学も増えて

きている傾向が見受けられる。情報通信工学科の併願校(岡山理科大学、近畿大学、広島市

立大学等)は、関東、関西、中国、四国が多く、情報システム工学科の併願校(岡山大学、鳥

取大学等)は、関西、中国、四国を中心に、北海道の遠隔地も見られた。人間情報工学科の

併願校(岡山大学、岡山理科大学等)は、関西、中国、四国、東海、九州が多かった。 

ビジュアルデザイン学科の併願校(松山大学、就実大学、名古屋市立大学等)は、デザイン、

芸術、環境などの学科が多く、工芸工業デザイン学科の併願校(就実大学、岡山情報ビジネ

ス学院等)では、造形デザイン、工芸デザイン、美術、芸術などの学科や専門学校が多かっ

た。建築学科の併願校（岡山理科大学、近畿大学）では、近県の私立大学や専門学校等幅広

く、地域も広く分布していた。 

 

2.3 本学を志望した動機 

 本学を志望した動機の１位は、看護学科、栄養学科、現代福祉学科、子ども学科で「希望

する資格が得られる」が最も多く、情報通信学科、情報システム工学科、ビジュアルデザイ

ン学科、工芸工業デザイン学科、建築学科では「教育内容が希望に近い」が最も多かった（表

5）。人間情報工学科では昨年の「教育内容が希望に近い」から「研究内容に興味がある」が

最も多くなり、昨年と傾向が変わった。 

 

2.4 アドミッションポリシーの理解 

 アドミッションポリシーの理解状況を表 6に示す。「よく理解できた」と答えた学生が保

健福祉学部４学科と工芸工業デザイン学科と建築学科では 60％以上であった。情報工学部

3 学科では 50％前後に留まり、情報システム工学科でﾊ昨年よりも 10 ポイントの減少が見

られた。 

 

2.5 受験科目 

 受験科目に関する質問では、昨年度は理科が最も受験しやすかった科目であったが、今年

度は数学になった。受験しにくかった科目について昨年度は実技が挙げられていたが、今年

度も実技が最も受験しにくかった科目になった（表 7）。実技についてのコメントでは、「描

いたことのないモチーフだったから」、「前年までの試験内容（モチーフ）と比較して、やや
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難化したと感じたから」などがあがった。 

 

2.6 個別科目 

個別試験にあったら受験しなかった科目は「プレゼンテーション」が最大で 42.46％、次

いで「TOEICや英語検定」の 41.06％であり昨年と同じ順番だった（表 8）。昨年度と比較し

てみると最多の「プレゼンテーション」の割合が減少してきており、抵抗感がなくなってき

ている状況がうかがえる。一方で「学力試験(理科)」「学力試験(数学)」などは昨年よりも

若干増加している。 

 

2.7 出願時の参考にしたもの 

 出願時の参考にしたものを表 9 に示す。本学受験に１番参考にしたものとして、看護学

科、現代福祉学科、子ども学科、情報システム工学科、デザイン学部３学科では「大学のホ

ームページ」、栄養学科、情報通信工学科では「学科のホームページ」が挙げられ、コロナ

禍で実際に現地開催できずオンライン開催であったため、昨年まで多かった「本学のオープ

ンキャンパスで得た情報」は若干少なくなったが、大学から発信する情報を挙げる学生が最

も多かった。情報工学部 3 学科では「高校からの情報やアドバイス」も多い傾向がみられ

た。保健福祉学部とデザイン学部ではオープンキャンパスやホームページが多く、情報工学

部では高校からの情報やホームページを参考にしている学生が多かった。 

 

2.8 入学前に知りたかった情報 

 入学前に知りたかった情報を表 10 に示す。看護学科、現代福祉学科、情報通信工学科、

情報システム工学科、デザイン学部３学科では「カリキュラムや授業内容」が最も多く、そ

の他の学科でも多い傾向があった。昨年度と同様に全学部で多い結果となった。その他の多

かったものとしては、栄養学科、子ども学科で「学生生活」、人間情報工学科で「就職先と

就職率」が多かった。 

 

2.9 今の気持ち 

本学で学び始めるにあたっての今の気持ちを聞いた質問（表 12）では「真剣に学んで、

多くの知識や技術を身につけたい」を選んだ学生が子ども学科を除いて全ての学科で最も

多かった。子ども学科は「課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみた

い」が最も多かった。 

 

2.10 本学に対する期待 

 本学に対する期待では、すべての学科で「専門教育」が最も多かった。（表 13）。社会福

祉学専攻では「国家試験対策」が最も多く、「専門教育」は 2番目であった。「国家試験対策」

は保健福祉学部で高い結果となった。その他では、地域活動・ボランティア活動の機会、一
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般教養教育、図書館、学内教育設備などに回答が分散している。 

 

2.11 本学で身につけたい能力 

 身につけたい能力(表 14)は、保健福祉学部の４学科、情報システム工学科、デザイン学

部の３学科でコミュニケーションスキルの「日本語」が最も多く、情報通信工学科では「情

報の収集・分析・発信力（ICT を利用する力）」人間情報工学科ではコミュニケーションス

キルの「外国語」が最も多かった。情報工学部 3学科では、「ICTを利用する力」、保健福祉

学部では「チームワーク」が多かった。また、同じく身につけたい能力（PROGテストに合わ

せた質問）では、看護学科、現代福祉学科、子ども学科、情報通信工学科、情報システム工

学科、建築学科で「主体性」をあげた学生が最も多く、栄養学科、人間情報工学科、ビジュ

アルデザイン学科では「発信力」、工芸工業デザイン学科では「実行力」が多い結果となっ

た。 

 

2.12 卒業後希望進路 

 卒業後希望進路の結果を表 15 に示す。県内就職希望者は栄養学科を除く保健福祉学部で

多く、看護学科(42.50％)、現代福祉学科(43.90％)、子ども学科(57.14％)であったのに対

し、県外就職希望者は工芸工業デザイン学科（50.00％）で最も多かった。一方、大学院進

学希望者は情報通信工学科で 16.0％、情報システム工学科で 21.43％、人間情報工学科では

19.51％で、栄養学科が 43.59％と最も多く、いずれの学科も他大学の大学院進学希望者が

本学の大学院進学希望者を上回っていた。まだ分からないという回答は情報工学部、デザイ

ン学部に多く 40～60％に達しているが、栄養学科では昨年度の 43.24％と比べて今年度は

一人もいなかった。 

 

2.13 岡山創生学 

 岡山創生学の受講について、現代福祉学科では「受講するつもりである」が最も多く、

68.29％で、その他のすべての学科は「まだ決めていない」が最も多かった。 

 

2.14 今現在において身についていると思う資質や知識、能力（図１） 

 「法や道徳を守り、社会を改善する意欲」、「未来に向けて新たな行動をする意欲」、「生涯

にわたって学び続ける意欲」については、すべての学科において、「十分身につけている」

および「ある程度身についている」が大部分を占めていたが、「幅広い教養」については、

すべての学科で「ある程度身についている」および「どちらともいえない」の回答が大部分

を占めていた。「専門的な知識や技能」では、全ての学科において「どちともいえない」お

よび「あまり身についていない」が大半を占めていた。「世代や言語や文化の相違をのりこ

えて幅広くコミュニケーションを図ることができる」については、いずれの学科も「ある程

度できる」「どちらともいえない」「あまりできない」の回答が約 20～40％の割合で占めて
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いた。「世代や言語や文化の相違をのりこえて他者と積極的に協力して行動することができ

る」および「自分の生活の中で課題を見つけて解決することができる」については、いずれ

の学科も「ある程度できる」「どちらともいえない」が大半を占め、「自ら進んで論理的に考

え、判断し、実行することができる」については「ある程度できる」の回答がすべての学科

において多い傾向がみられた。 

 

2-4-5 入試日程別成績追跡調査 

入試日程別に入学後の累積 GPA について相関分析を行った。2018 年度入学生から 2020
年度入学生までは推薦入試、一般選抜（前期、中期、後期）、2021 年度入学生では、新学改

編および入試改革に伴って、保健福祉学部（現代福祉学科）とデザイン学部（ビジュアルデ

ザイン学科、工芸工業デザイン学科、建築学科）で新に実施した総合型選抜を加えて、学校

推薦型、一般選抜（前期、中期、後期）に分けて分析を行った。グループ間で平均値の差の

可否については有意水準 5％で t 検定を行った。各学科の入試区分別に入学年度の累積 GPA
の平均値を以下の表に示す。 

 

  

看護学科 

栄養学科 
入試区分 2018 2019 2020 2021 

推薦入試 2.6 ± 0.6 2.7 ± 0.3 2.9 ± 0.4 3.1 ± 0.4 
一般選抜（前期） 2.8 ± 0.4 2.9 ± 0.6 2.9 ± 0.5 3.1 ± 0.7 
一般選抜（後期） 2.4 ± 0.5 - 2.7 ± 0.4 - 
保健福祉学科（社会福祉学専攻） 

入試区分 2018 2019 2020 
推薦入試 2.9 ± 0.4 3.0 ± 0.3 3.1 ± 0.8 
一般選抜（前期） 2.9 ± 0.3 2.9 ± 0.5 3.1 ± 0.5 
一般選抜（後期） 2.7 ± 0.7 3.2 ± 0.3 3.3 ± 0.3 
保健福祉学科（子ども学専攻） 

入試区分 2018 2019 2020 
推薦入試 3.0 ± 0.1 3.1 ± 0.2 2.9 ± 0.5 
一般選抜（前期） 3.0 ± 0.3 3.0 ± 0.5 3.1 ± 0.3 
一般選抜（後期） 3.1 ± 0.2 2.8 ± 0.4 3.0 ± 0.5 

 

入試区分 2018 2019 2020 2021 
推薦入試 2.9 ± 0.3 2.9 ± 0.3 3.1 ± 0.4 3.2 ± 0.2 
一般選抜（前期） 2.8 ± 0.3 3.1 ± 0.3 3.0 ± 0.4 3.2 ± 0.5 
一般選抜（後期） 2.7 ± 0.4 3.1 ± 0.3 3.1 ± 0.3 3.0 ± 0.4 
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現代福祉学科 
入試区分 2021 

総合型選抜 3.4 ± 0.2 
推薦入試 3.1 ± 0.7 
一般選抜（前期） 3.0 ± 0.7 
一般選抜（後期） 2.7 ± 1.0 
子ども学科 

入試区分 2021 
推薦入試 3.1 ± 0.3 
一般選抜（前期） 3.1 ± 0.4 
一般選抜（後期） 2.4 ± 0.6 

 
情報通信工学科 

入試区分 2018 2019 2020 2021 
推薦入試 2.0 ± 0.7 2.6 ± 0.6 1.7 ± 1.0 2.8 ± 0.8 
一般選抜（前期） 2.4 ± 0.7 2.5 ± 0.7 2.1 ± 0.9 3.0 ± 0.4 
一般選抜（中期） 2.6 ± 0.7 2.8 ± 0.5 2.2 ± 1.1 2.7 ± 0.8 
情報システム科 

入試区分 2018 2019 2020 2021 
推薦入試 2.2 ± 0.5 2.4 ± 0.5 2.4 ± 0.6 2.7 ± 0.5 
一般選抜（前期） 2.4 ± 0.6 2.4 ± 0.8 2.5 ± 0.6 3.0 ± 0.5 
一般選抜（中期） 2.3 ± 0.7 2.3 ± 0.8 2.8 ± 0.8 2.4 ± 1.1 
人間情報工学科 

入試区分 2018 2019 2020 2021 
推薦入試 2.5 ± 0.3 2.5 ± 0.5 2.6 ± 0.7 2.9 ± 0.4 
一般選抜（前期） 2.4 ± 0.3 2.7 ± 0.5 2.3 ± 1.0 2.3 ± 1.1 
一般選抜（中期） 2.6 ± 0.6 2.7 ± 0.5 2.4 ± 0.8 2.7 ± 1.1 

 
デザイン工学科 

入試区分 2018 2019 2020 
推薦入試 2.5 ± 0.6 2.5 ± 0.6 2.6 ± 0.8 
一般選抜（前期） 2.4 ± 0.5 2.5 ± 0.4 2.6 ± 0.5 
造形デザイン工学科 

入試区分 2018 2019 2020 
推薦入試 2.4 ± 0.3 2.3 ± 0.6 2.6 ± 0.5 
一般選抜（前期） 2.4 ± 0.6 2.4 ± 0.5 2.4 ± 0.8 
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子ども学科の 2021 年度入学生の学校推薦型と一般選抜（後期）入試の間、一般選抜

（前期）と一般選抜（後期）前期日程の間、情報通信工学科の 2018 年度入学生の推薦入

試と一般選抜（中期）の間、人間情報工学科の推薦入試と一般選抜（前期）の間におい

て、それぞれ累積 GPA に有意な差が認められたが、それら以外には有意な差が見られな

かった。さらに入試科目の成績と累積 GPA との相関など詳細な分析が必要である。 
 
2-5 まとめと課題 

 令和 3 年度もコロナ禍の社会情勢の影響で、高校生のための大学授業開放は中止し、そ

の他対面での高大連携事業や広報活動が実施困難であった。しかし、今年度から新たに入試

広報の LINE を開設し、600 人の登録者を集め、新事業としては高校生および保護者を対

象とした「岡山県立大学の教育と入試説明会」を 6 月と 9 月に２回実施した。その他、新た

な取組として学生広報委員を募り 20 名集まり、「岡山県立大学の教育と入試説明会」にお

いて合格体験談や高校生からの質問にチャットで回答し、その他ラジオ出演などの広報活

動を積極的に実施した。さらに岡山県立総社高等学校と本学との間で高大連携協定を締結

し、近隣高校との高大連携を進め、今後 18 歳人口が減少する中、さらに高大連携及び入試

広報活動を進め、積極的な入学者の確保に努める必要がある。 

 
    

          
          

 
    

          
          

ビジュアルデザイン学科 
入試区分 2021 

総合型選抜 3.1 ± 0.4 
推薦入試 2.5 ± 1.0 
一般選抜（前期） 2.9 ± 0.6 
工芸工業デザイン学科 

入試区分 2021 
総合型選抜 2.8 ± 0.8 
推薦入試 2.6 ± 0.6 
一般選抜（前期） 2.4 ± 0.8 
建築学科 

入試区分 2021 
総合型選抜 3.1 ± 0.1 
推薦入試 2.9 ± 0.3 
一般選抜（前期） 2.8 ± 0.3 
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第３部 附属図書館における教育活動と成果                

 
1 概要 

本学図書館は、大学設置基準第 38 条に示す大学附属図書館として、学部の種類、規模等

に応じ、専門書、学術雑誌、視聴覚資料等の教育研究上必要な専門的資料を系統的に備える

べく努力をしてきた。また、グローバル化の中で学生に必要とされる広い視野と教養を涵養

すべく、一般教養図書、語学学習推進図書についても各学部および共通教育部教員の視点で

選書を行い、充実を図っている。さらに学術情報の電子化や検索システムの整備を行い、学

生、教員、地域に向けたサービスの充実・向上を目指し、積極的な取組を進めている。 
 
1-1 図書館活用の推進 

1-1-1 図書館の利用状況 

令和 3 年 4 月から令和 4 年 3 月の期間における図書館の利用状況を以下に示す。蔵書冊

数は約 21 万冊でその内訳として、和書が約 8 割、洋書が約 2 割を占め、その他視聴覚資料

が約 2％となっている。入館者数は約 3 万 5 千人で貸出冊数は約 9 千冊となっている。コ

ロナ禍での学修支援効果も大きいことから令和 2 年度に電子書籍を導入し、令和 3 年度は

約 350 タイトルを整備した。また施設等の利用については、新型コロナウイルス感染症対

策のため館内 PC は半数の利用を制限し、研究閲覧室及びグループ閲覧室は人数等の制限を

設けた上で貸し出している。研究閲覧室及びグループ閲覧室は、学生の主体的、能動的な学

修を支援するスペースで、近年多くの大学や図書館で設けられているラーニングコモンズ

に準じたものである。当館のエントランス部分に設けたラーニングコモンズでも、学生がグ

ループ学習を進めている様子が常時見受けられることからも、自発的学修の意識が定着し

てきている故と推察する。 
 

令和 3 年度図書館利用状況について（R4.3.31 現在） 
（1）蔵書冊数 

分 類 和 書 洋 書 視聴覚 電子書籍 合 計 
０ 総 記 13,408 3,007 141 45 16,601 
１ 哲 学 8,266 1,252 195 5 9,718 
２ 歴 史 6,444 566 469 4 7,483 
３ 社 会 科 学 37,762 5,278 951 89 44,080 
４ 自 然 科 学 46,365 13,516 1,538 189 61,608 
５ 工 学 ・ 工 業  18,668 5,387 390 96 24,541 
６ 産 業 2,972 445 50 8 3,475 
７ 芸術・スポーツ 20,383 4,589 1,467 41 26,480 
８ 語 学 4,488 4,477 29 681 9,675 
９ 文 学 11,689 1,082 73 2 12,846 

合 計 170,445 39,599 5,303 1,160 216,507 
構成比 78.7% 18.3% 2.4% 0.5% 100% 
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（2）入館者数等 

項 目 開館日数 
入館者数（人） 貸出冊数（冊） 貸出人数（人） 学外者

利用

（人）  １日 
平均  １日 

平均  １日 
平均 

3 年度 223 34,072 153 8,852 40 4,127 19 0 
2 年度 189 26,255 139  6,958 37 2,914 15 49 

 
（3）資料受入状況 

項 目 和  書 洋  書 計 
3 年度 2 年度 3 年度 2 年度 3 年度 2 年度 

図 書 1,488 1,234 131 170 1,619 1,404 
雑 誌 133 136 20 25 153 161 

視聴覚資料 38 49 0 1 38 50 
電子書籍 230 213 193 521 423 734 

 
（4）相互協力 

項    目 件  数 
3 年度 2 年度 

文 献 複 写 複 写 提 供 件 数 642 666 
複 写 取 寄 件 数 824 734 

相 互 協 力 貸 出 冊 数 99 102 
借 受 冊 数 43 38 

 
（5）施設等の利用 

項    目 件  数 
3 年度 2 年度 

館内パソコン利用者数 2,472 2,180 
研究閲覧室 302 － 
グループ閲覧室 18 6 

 
1-1-2 図書館ギャラリーの利用状況 

図書館ギャラリーは、学生や教員に館内の壁面等の空間を有効活用してもらうことによ

り図書館利用の促進を図ったもので、令和 3 年度は、教員による授業課題作品の展示など 5
件の利用があった。 
 
1-1-3 学生を対象とした図書館利用教育 

図書館では蔵書検索方法やデータベース活用法を具体的に示す「図書館ガイダンス」への

受講を学生に勧め、学生への教育・研究支援を図ってきた。平成 27 年度からは共通教育講

義科目「大学で学ぶ」（対象：全学科 1 年、必修）での図書館長担当授業において、図書館

ガイダンス受講を復習課題として導入している。令和 3 年度は「大学で学ぶ」のオンライン

開講に伴い、図書館ガイダンスもオンラインで実施した。 
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1-1-4 選書ツアー・ブックフェアへの学生参加状況及び学生希望図書の状況 

学生が学習や研究に必要な書籍を選書する取り組みとして、平成 21 年度から実施してい

る「選書ツアー」及び平成 29 年度から実施している「ブックフェア」を、令和 3 年度はコ

ロナ禍のためいずれもオンラインで実施した。内容を以下に示す。また学生希望図書の申し

込み状況を以下に示す。 
 
（1）WEB 選書 2021 

実 施 日：令和 3 年 11 月 1 日～11 月 14 日 
参加人数：17 名応募 15 名実施 
選書冊数：220 冊 

（2）Web ブックフェア 
実 施 日：令和 3 年 6 月 21 日～7 月 4 日 
参加人数：延べ 43 名 
選書冊数：361 冊 

（3）学生希望図書（令和 3 年度） 
申込件数：42 件 ※うちオンライン申込 30 件 
（保福 4、現代福祉 1、子ども 1、通信 8、システム 6、人間 3、造形 4、ビジュアル

1、建築 1、院生 7、ほか 6） 
 
1-2 英語文献利用講習会 

英語文献の利用推進を図るため、令和 3 年 10 月 22 日にオンライン講習会を実施した。

第 1 部（論文とは何か、データベースの基礎知識等）と第 2 部（論文管理ツールの使い方）

の 2 回に分け、外部講師によるオンラインのリアルタイム形式で講義を行った。人数は申

込 13 名のうち参加 12 名であった。申込者の内訳を以下に示す。 
教 員 3 名（栄養 1、現代福祉 1、建築 1） 
院 生 4 名（保福 3、情報 1） 
学部生 6 名（看護 2、保福 2、システム 1、通信 1） 

 
1-3 電子ジャーナルの利用 

教育・研究推進に必要不可欠な英語文献の電子ジャーナル契約の要望が増えている。以下

に本学で契約中の電子ジャーナルのタイトル及びその分野を示す。 
 

令和 3 年度 利用可能な電子ジャーナルタイトル 
データベース名 分 野 

ScienceDirect（約 1,000 タイトル） 健康科学・神経科学・生化学等 
タイトル名 分 野 
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The American journal of clinical nutrition 食品科学・栄養学 
Applied physics letters 物理学一般/応用物理学 
Architectural design 建築デザイン 
Journal of Agricultural and Food Chemistry 農業・食品/農学/食品科学・栄養学 
Journal of the ACM 情報理論/コンピュータ一般 
Journal of nursing education 看護教育 
Machine Learning 認知科学・人工知能 

 
1-4 リポジトリ公開登録及び利用状況 

現在、日本の機関リポジトリ設置機関数は世界有数の規模にまで広がり、教育研究成果の

公開やオープンアクセスの義務化も検討されようとする現状にある。このような中、オープ

ンアクセスへ寄与することは研究者や大学、研究機関として必要とされる条件となりつつ

ある。本学におけるリポジトリ公開登録件数及び利用状況を以下に示す。 
 

リポジトリ公開登録件数及び利用状況（R4.3.31 現在） 
 公開登録件数 ダウンロード数 閲覧数 
令和 3 年度 42 件 89,351 件 48,746 件 
令和 2 年度 23 件 108,213 件 48,971 件 

 
1-5 まとめと課題 

図書館利用推進の一環として本年度も図書館ギャラリーの貸出しや学生を対象とした図

書館利用教育を実施した。学生の意向が蔵書に直接反映できる特性を持つ選書ツアーは、学

生参加をさらに増やすためにも、オンライン形式とのハイブリッドなど工夫が今後さらに

必要と考えられる。書店が準備した本の中から学習等に必要な本を選ぶブックフェアをオ

ンラインで開催し、参加した学生から「面白そうな本がたくさんあって選びごたえがあった」

「たくさんの本を見られたのが良かった」等の感想が寄せられた。また、年間を通じて受け

付けている学生希望図書は今年度からオンラインによる受付を開始し、全体の約 7 割がオ

ンライン経由の申し込みであった。昨年に続いてコロナ禍による来学機会減少の状況下で

あったが、オンライン形式を取り入れたことにより、昨年より選書冊数や希望図書の申し込

みが増加した。電子ジャーナルの活用促進を目的として開催した講習会では、参加した学生

及び教員に対して文献管理ツール活用法を教示した。洋雑誌及び電子ジャーナルの利用統

計を蓄積し今後も利用状況をモニタリングして、よりより学修環境の提供に努めたい。 
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第４部 内部質保証推進会議の活動と成果 

 

1-1 概要 

「内部質保証」とは、大学改革支援・学位授与機構「高等教育に関する質保証関係用語集」1に

よれば、 

大学等が、自らの責任で自学の諸活動について点検・評価を行い、その結果を基に改革・改

善に努め、それによってその質を自ら保証すること。教育の内部質保証とは、大学等の教育

研究活動の質や学生の学習成果の水準等を自ら継続的に保証することをいう。それぞれの

教育課程の編成・実施に責任をもつ組織が、当該課程における教育研究への取組状況や、

学生が身に付けるべき能力や課程における学習成果等を分析・評価して改善に活かすととも

に、大学等が各教育課程におけるこうした取組みを把握し、総体として改革・改善の仕組みが

機能していること、及びそれによって、教育研究の質が確保されていることを保証する責任を

有する。 

と定義されている。本学の内部質保証に関する活動は、令和元年度（平成 31 年度）までは、平成

26 年度に設置された大学教育開発センター（平成 31 年 4 月に「教育開発センター」に改称）が主

導的に実施してきた。当初の大学教育開発センターは、第 2 章第 1 部「教育開発センターにおけ

る教育活動と成果」に記載されているように、教育を実施する側（大学・学部・学科・教員）を主とす

る部会と、教育を享受する側（学生）を主に対象とする部会が含まれていた。しかしながら、平成 31

年 4 月より、教育を享受する側（学生）を扱う部会が、キャリア・学生生活支援センターとして独立し、

引き続いて、令和 2 年 4 月に、入試に関する組織がアドミッション・高大連携推進センターとして独

立したことにより、内部質保証に関与すべき組織が複数に跨る状況となった。このため、令和 2 年

度からは、教育開発センター、キャリア・学生生活支援センター、アドミッション・高大連携推進セン

ターを、「内部質保証」というキーワードで連結する組織として、教育研究担当副学長を委員長とす

る「教学マネジメント委員会」が発足した。その後、令和 2 年 11 月に、「教学マネジメント委員会」は

「内部質保証推進会議」と改名し、同時に、総合 IR 室を新設し、現在に至っている。 

この間、令和 2 年 1 月に文部科学省中央教育審議会大学分科会より「教学マネジメント指針」2

が公表された。大学における教育は、従来の「教員が何を教えたか」から、「学生が何を学び、身に

付けることができたか」へのパラダイム・シフトが求められ、「学修者本位の教育の実現」に向けた組

織的な活動と、その成果の公表」が必須のものとなった。「教学マネジメント指針」は、 

I. 「三つの方針」を通じた学修目標の具体化 

II. 授業科目・教育課程の編成・実施 

III. 学修成果・教育成果の把握・可視化 

IV. 教学マネジメントを支える基盤（FD・SD の高度化、教学 IR 体制の確立） 

                                              
1 https://niadqe.jp/glossary/ 
2 https://www.mext.go.jp/content/20200206-mxt_daigakuc03-000004749_001r.pdf 
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V. 情報公表 

により構成されている。これに沿って、令和 3 年度の「内部質保証推進会議」では、本学の内部質

保証を促進するため、12 月を除く毎月の計 11 回開催を通して、令和 2 年 12 月に制定したアセス

メント・ポリシーの改定と、これに従った教育情報の公表に努めた。 

以下では、令和 3 年度における成果を示す。なお、本パートでは、内部質保証として求められる

教学 IR および学生生活 IR に関し、今後も恒常的にデータ収集、可視化、分析、改善を取り組む

こととなる項目に対する成果を示した。コロナ禍における教育の状況は、第 6部に集約されている。 

1-2 アセスメント・ポリシー及びプラン 

令和 2 年 12 月に制定されたアセスメント・ポリシーは、令和 3 年 5 月及び 6 月の改定を経て、

現在に至っている。 

 

岡山県立大学アセスメント・ポリシー 

（目的） 

岡山県立大学では、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針（カ

リキュラム・ポリシー）、入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、機関レベル（全

学）、教育課程レベル（学部・学科、研究科・専攻）、授業科目レベルの３段階で教育成果、学修

成果を点検、評価し、その結果を踏まえて学修者本位の教育の実現に向けた教育改善を恒常

的に促し、内部質保証を推進することを目的とする。 

（実施体制） 

機関レベル、教育課程レベル、授業科目レベルでそれぞれ具体的な評価項目と評価方法を

アセスメント・プランとして定める。機関レベルは、内部質保証推進会議と評価室で、また、教育

課程レベル、授業科目レベルは学部別外部評価委員会で評価を行う。データ解析と提供は、い

ずれのレベルも総合 IR 室が支援する。 

（アセスメント・プラン） 

１．入学時 アドミッション・ポリシー検証 

（１）機関レベル 

①各種入学試験問題 

②高大連携事業参加者 

③高大連携事業関連アンケート 

◎全ての教育課程レベルチェックポイント（AP）評価の点検 

（２）教育課程レベル 

①各種入学試験 

②入学時アンケート 
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③入学時 TOEIC スコア 

２．在学中 カリキュラム・ポリシー検証 

（１）機関レベル 

①共通教育科目 

②副専攻科目（研究科共通基盤科目群を含む） 

③学生生活アンケート 

◎全ての教育課程レベルチェックポイント（CP）評価の点検（学部教育科目、教職教育科目、

大学院各専攻科目） 

（２）教育課程レベル 

①カリキュラム・マップ、カリキュラム・ツリー 

②授業実施形態 

③アドバイザー面談 

④修得単位数の年次変化 

⑤副専攻履修生アンケート、教育満足度調査 

◎全ての授業科目レベルチェックポイント（CP）評価の点検 

（３）授業科目レベル 

①シラバス 

②成績分布 

③授業評価・授業改善アンケート 

３．卒業時・卒業後 ディプロマ・ポリシー検証 

（１）機関レベル 

①卒業時・修了時アンケート 

◎全ての教育課程レベルチェックポイント（DP）評価の点検 

（２）教育課程レベル 

①卒業時の累積 GPA 

②卒業時・修了時アンケート 

③TOEIC スコア 

④就職率（県内就職率を含む）、進学率、国家試験合格率（該当教育課程）、表彰数 

⑤卒業生アンケート、就職先アンケート 

⑥退学率、4 年次卒業率 

以下では、上記のアセスメント・プランに掲げられた項目ごとに、データ及び分析を述べる。なお、

一部では、他の部・章・付録への参照に留めている。 
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1-3 入学時 アドミッション・ポリシー検証 

1-3-1 機関レベル 

1-3-1-1 各種入学試験問題 

この項目では、各出題問題とアドミッション・ポリシーとの整合性を、各問題の出題のねらいと照

合して確認することとしている。 

令和 3 年度入学者選抜試験（令和 2 年度実施）より、学部・学科、入試日程、教科・科目ごとに、

個別学力試験の出題問題とアドミッション・ポリシーとの整合性を、部局長等が確認し、入試委員会

で報告することとしている。令和 3 年度に実施した令和 4 年度入学者選抜試験においても、令和 3

年度第 14 回入試委員会において整合性を確認した。 

1-3-1-2 高大連携事業参加者および関連アンケート 

この項目では、本学が開催する各種の高大連携事業への参加者状況および関連するアンケー

ト結果を確認することとしている。令和 3 年度の状況は、 

(1) 第 2 部第 5 章「アドミッション・高大連携センターにおける教育活動と概要」内 2-3 節「高大連

携部門」 

(2) 第 1 部第 3 章「副専攻（吉備の杜）における教育活動と成果」内 1-6-1 節「令和 3 年度高校

生と大学生の地域における探究学習の成果報告会」 

を参照されたい。 

1-3-2 教育課程レベル 

1-3-2-1 各種入学試験 

この項目では、各教育課程で実施する入試区分及び日程において、学力の 3 要素を評価対象

としているかを確認することとしている。令和 3 年度に改訂したアドミッション・ポリシーに基づき、各

入試区分で実施される評価方法がどのような学力をどのような重みづけで評価しているかを示す

表を HP に公表している 3。これより、令和 4 年度入学者選抜試験において、すべての学科の入試

が、入試区分ごとにそれぞれ異なった重みづけで学力の 3 要素のすべてを評価対象としているこ

とを確認した。 

また、令和3年度入学者選抜から、

地域社会の発展に貢献する意欲なら

びに主体的学習活動の成果をふま

え、多様な人々と協働して学ぶ態度

に関する評価を重視する総合型選抜

を、現代福祉学科ならびにデザイン

学部（ビジュアルデザイン学科、工芸

                                              
3 https://www.oka-pu.ac.jp/exam/exam_detail/index/1663.html 

令和 3 年度入学生の「地域創生演習」履修状況 

入試区分 入学者数 履修者数 履修率 

総合選抜 18 10 55.6% 

総合選抜以外 363 92 25.3% 

計 381 102 26.8% 
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工業デザイン学科、建築学科）において新設し、計 18 名の学生が入学した。総合選抜で求める学

生像に合致した学生を選抜できているかを検証するため、副専攻「岡山創生学課程」において地

域活動を伴う演習科目「地域創生演習」の履修状況を調査した。その結果は、表の通りである。総

合選抜による入学者が 18 名と少ないものの、「地域創生演習」履修率は、総合選抜以外の入試区

分から入学した学生の 2倍以上となっており、地域活動に意欲的な学生が入学しているものと判断

できる。このため、総合選抜が求める学生像と概ね合致しているものと考えられる。 

1-3-2-2 入学時アンケート 

この項目では、アドミッション・ポリシーに則した学生が入学しているかを新入生に対するアンケ

ート調査で確認することとしている。令和 3 年度の集計結果は、第 2 部第 5 章「アドミッション・高大

連携センターにおける教育活動と概要」内 2-4 節「入学者選抜制度開発部門」を参照されたい。 

なお、令和 4 年度のアンケートから以下の質問を入学時アンケートに加えることで主観的に調査

することとしている。 

入学前に身に付けてきたことについて尋ねます。 

Q1. あなたは、幅白い分野での基礎学力を身に付けてきましたか。 

・十分身に付けた   ・ある程度身に付けた  ・どちらともいえない 

・あまり身に付けていない   ・ほとんど身に付けていない 

Q2. あなたは、論理的な思考力や表現力を磨いてきましたか。 

・十分磨いてきた   ・ある程度磨いてきた  ・どちらともいえない 

・あまり磨いてきていない   ・ほとんど磨いてきていない 

Q3. あなたは基礎的な英語力を含めたコミュニケーション能力を磨いてきましたか。 

・十分磨いてきた   ・ある程度磨いてきた  ・どちらともいえない 

・あまり磨いてきていない   ・ほとんど磨いてきていない 

Q4. あなたは人間性や倫理観などの素養を磨いてきましたか。 

・十分磨いてきた   ・ある程度磨いてきた  ・どちらともいえない 

・あまり磨いてきていない   ・ほとんど磨いてきていない 

1-3-2-3 入学時 TOEIC スコア 

この項目では、入学後、早期の段階における TOEIC 受検結果により、アドミッション・ポリシーに

記載された【入学者に求める能力・素養】を満たしているかを確認することとしている。 

本学では、英語能力を測る目的で、2016 年度入学生より TOEIC L&R IP の全員受験を、入学後

の早い時期に実施している。スコアが 225 点以上であれば、CEFR（Common European Framework 

of Reference for Languages）で定められている A2 レベル（「ごく基本的な個人情報や家族情報、買

い物、地元の地理、仕事など、直接的関係がある領域に関しては、文やよく使われる表現が理解

できる。簡単で日常的な範囲なら、身近で日常の事柄について、単純で直接的な情報交換に応じ
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ることができる」4とされるレベル）以上であるとされている（「TOEIC Program 各テストスコアと CEFR

との対応表」5より）。最近 3 年間の結果より、入学時点でのスコアが 225 点以上（CEFT A2 レベル

以上）の学生割合を表に示す。これより、全学で約 97%以上の学生が CEFR A2 レベル以上の英語

力を持っていることから、英語力に関しては、アドミッション・ポリシーを概ね満たす学生が入学して

いると考えられる。 

入学時点で 225 点（CEFR A2 レベル）以上の割合 

入学年度 全学部 保健福祉 情報工 デザイン 

2019 97.3% 99.3% 96.8% 94.9% 

2020 97.3% 97.2% 98.7% 96.7% 

2021 97.6% 99.3% 100.0% 91.4% 

1-4 在学中 カリキュラム・ポリシー検証 

1-4-1 機関レベル 

1-4-1-1 共通教育科目 

この項目では、共通教育科目により評価することとしている「豊かな教養」、「協調性をもってグロ

ーバル化する社会で活躍し、学び続ける態度・意欲」が育成されているかを確認することとしている。

確認方法は、共通教育科目において、上記 2 点各々に対応するカテゴリーに配置された授業科

目の成績分布によるものとする。なお、各授業科目の成績は、S、A、B、C、D の 5 段階評語をもっ

て表される。令和 3 年度までは、各評語は、次表により定義されていた。 

評語の意味・定義（令和 3 年度以前） 

成績・評語 評点 評語の意味（定義） 

合格 S 100 点～90 点 シラバスの到達目標の全てをほぼ完全に達成している 

 A 89 点～80 点 シラバスの到達目標をほぼ完全に達成しているが、若干

不十分な点もある 

 B 79 点～70 点 シラバスの到達目標を相応に達成しているが、不十分な

点や誤りがある 

 C 69 点～60 点 シラバスの到達目標の、最低限のレベルに達している 

不合格 D 59 点以下 シラバスの到達目標に十分達しておらず、さらなる学習が

必要である 

しかしながら、各評語の意味が、到達目標の完全な達成（S）を基準として表現されているため、合

                                              
4 文部科学省「各資格・検定試験と CEFT との対応表」（平成 30 年 3 月）より

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/03/__icsFiles/afieldfile/2019/01/15/1402610_1.pdf 
5 https://www.iibc-global.org/toeic/official_data/toeic_cefr.html 
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格しているにもかかわらず、否定的に表現されている評語が含まれていた。このため、令和 4 年度

からは、各評語の意味を、次表の通り、到達目標を最低水準で達成している（C）を基準とする表現

に改めることとした。 

評語の意味・定義（令和 4 年度以降） 

成績・評語 評点 評語の意味（定義） 

合格 S 100 点～90 点 授業科目の到達目標をきわめて高い水準で達成 

 A 89 点～80 点 授業科目の到達目標を高い水準で達成 

 B 79 点～70 点 授業科目の到達目標を標準的な水準で達成 

 C 69 点～60 点 授業科目の到達目標を最低限の水準で達成 

不合格 D 59 点以下 授業科目の到達目標を未達成 

また、令和 3 年度に卒業した学生のほとんどは平成 30 年度入学生である。平成 30 年度入学生の

共通教育科目に関する卒業要件は、次の表のとおりである。どの学科の卒業要件においても、全

てのカテゴリーに最低の修得単位数を定め、各教育課程で求められる「豊かな教養」、「協調性を

もってグローバル化する社会で活躍し、学び続ける態度・意欲」の育成を行っている。 

共通教育科目の卒業要件単位数（平成 30 年度入学生） 

学部・学科 

カテゴリー 

保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部 

看護 栄養 保社 保子 通信 シス 人情 デ工 造形 

修学基礎 3 2 2 2 2 2 2 2 3 

 うち必修 3 2 2 2 2 2 2 2 3 

人文・社会科学 6 6 8 6 8 8 8 8 8 

 うち必修 4 2 4 6 2 2 2 4 4 

自然科学 6 8 4 4 8 14 12 6 6 

 うち必修 4 2 2 4 8 10 8 2 2 

健康科学 2 2 4 3 4 2 2 2 3 

 うち必修 1 0 4 3 0 2 2 0 0 

語学国際 6 6 6 6 8 8 8 8 8 

 うち必修 6 6 6 6 6 6 6 6 6 

社会連携 2 2 2 2 2 2 2 3 2 

 うち必修 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

全カテゴリー 2 2 2 5 6 2 4 5 4 

計 27 28 28 28 38 38 38 34 34 

 うち必修 20 14 16 23 20 22 22 16 17 

「豊かな教養」は、人文・社会科学、自然科学、健康科学の 3 カテゴリーにおいて、また、「協調性
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をもってグローバル化する社会で活躍し、学び続ける態度・意欲」は、語学国際、社会連携の 2 カ

テゴリーにおいて、その育成を担っている。 

[A] 豊かな教養 

平成 30 年度入学生について、人文・社会科学、自然科学、健康科学の各カテゴリーに属する

授業科目の成績分布（合格者のみ）を次に示す。 

人文・社会科学（平成 30 年度入学生） 

 

自然科学（平成 30 年度入学生） 

 

22
29
43

14

61
24

42

37
43

315

60
60

82
61

127
84

75

103
101

753

54
35

58
28

86
73

42

85
106

567

16
6

14
6

41
33

20

27
21

184

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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保健福祉学科（社）
保健福祉学科（子）

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科

デザイン工学科
造形デザイン学科

全学部

S A B C

57
94
54

37

89
58

53

36
46

524

55
56

51
23

118
147

120

68
91

729

20
39

13
1

59
79

45

33
51

340

11
20

2
0

58
56

29

21
11

208
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看護学科
栄養学科

保健福祉学科（社）
保健福祉学科（子）

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科

デザイン工学科
造形デザイン学科

全学部

S A B C
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健康科学（平成 30 年度入学生） 

 

どのカテゴリーにおいても、概ね 90%が、到達目標を標準的な水準以上で達成したことを表す 70

点以上（評語 S～B）で合格しており、「豊かな教養」を育成できていると判断する。 

[B] 協調性をもってグローバル化する社会で活躍し、学び続ける態度・意欲 

平成 30 年度入学生について、語学国際、社会連携の各カテゴリーに属する授業科目の成績分

布（合格者のみ）を次に示す。 

語学国際（平成 30 年度入学生） 

 

68
39

26
22

66
26

38

40
23

348

37
37

73
28

66
25

33

40
51

390

5
6

18
12

56
22

23

21
27

190

1
4
2
1

19
8

4

8
26

73

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護学科
栄養学科

保健福祉学科（社）
保健福祉学科（子）

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科

デザイン工学科
造形デザイン学科

全学部

S A B C

38
57

24
20

59
34
38

33
29

332

134
135

89
74

208
167

161

143
158

1269

99
63

96
33

155
121

86

135
129

917

24
27

57
11

63
66

37

55
81

421

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護学科
栄養学科

保健福祉学科（社）
保健福祉学科（子）

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科

デザイン工学科
造形デザイン学科

全学部

S A B C
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社会連携（平成 30 年度入学生） 

 

両カテゴリーとも、90%前後が、到達目標を標準的な水準以上で達成したことを表す 70 点以上（評

語 S～B）で合格しており、「協調性をもってグローバル化する社会で活躍し、学び続ける態度・意

欲」を育成できていると判断する。 

1-4-1-2 副専攻科目（研究科共通基盤科目群を含む） 

この項目では、副専攻「岡山創生学課程」、「吉備の杜クリエイター課程」、「吉備の杜プロデュー

サー課程」が掲げる教育方針に示される能力が育成されているかを確認することとしている。 

なお、副専攻「吉備の杜クリエイター課程」及び「吉備の杜プロデューサー課程」は、令和 3 年度

から開設されたものであり、令和 4 年度末に一期生が卒業・修了することとなる。このため、令和 3

年度は副専攻「岡山創生学課程」のみ、その到達度について次の概要でアンケートを実施した。

「岡山創生学課程」の目標は「グローバル化する社会の中で地域が果たす役割を考え、そこに横

たわる課題を発見し、その解決に向けた方策を自ら考え、地域との協働を通したコミュニケーション

能力、グループとして協働する能力、困難な課題に立ち向かう能力を涵養する。」としている。 

[A] 調査概要 

【調査期間】2022 年 3 月 14 日(月)～2022 年 3 月 31 日(木) 

【調査方法】Google Form による Web アンケート 

【調査対象】令和 3 年度「地域創生推進士」認定者（34 名） 

【回 答 数】27 名（回答率：79.4%） 

【調査項目】2019 年度履修案内に記載した教育方針を基に、以下の(1)～(8)を調査した。 

(1) アクション・ラーニング (2) 協働   (3) コミュニケーション 

(4) 地域への理解  (5) 地域課題の認識 (6) 解決へ向けた方策 

(7) 発信する力  (8) 社会活動への参画 

[B] 調査結果 

【1】所属する学科・専攻は？ 

16
22

13
6

27
11
13

10
5

123

52
92

89
35

87
85

93

77
61

671

22
26

40
19

65
55

52

47
55

381

5
3
4
2

14
13

7

8
10

66

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護学科
栄養学科

保健福祉学科（社）
保健福祉学科（子）

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科

デザイン工学科
造形デザイン学科

全学部

S A B C
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【2】「岡山創生学課程」の授業・演習において 

2－1：アクション・ラーニング 

地域において、実践を通じた学習ができましたか? 【4 者択 1】 

 

2－2：協働 

地域の方々と協働しながら活動ができましたか?【4 者択 1】 

 

2－3：コミュニケーション 

グループメンバーとコミュニケーションをとりながら活動をすることができましたか？

【4 者択 1】 

 

2－4：地域への理解 

地域への理解が深まりましたか? 【4 者択 1】 

 

0 4 13 5 1 3 1 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

看護学科 栄養学科 保健福祉学科 情報通信工学科

情報システム工学科 人間情報工学科 デザイン工学科 造形デザイン学科

17 10

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分できた ある程度できた あまりできなかった ほとんどできなかった

17 8 2 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分できた ある程度できた あまりできなかった ほとんどできなかった

20 7 00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分できた ある程度できた あまりできなかった ほとんどできなかった

14 13 00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分深まった ある程度深まった あまり深まらなかった ほとんど深まらなかった
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2－5：地域課題の認識 

地域に抱える課題について認識が深まりましたか?【4 者択 1】 

 

2－6：解決にむけた方策 

自分の得意分野を生かし、地域課題の解決策を考えることができましたか?【4 者択 1】 

 

2－7：発信する力 

報告会などの機会により、プレゼンテーション能力を高めることができましたか?【4 者

択 1】 

 

2－8：社会活動への参画 

社会の一員として、社会活動に参画する意義について理解が深まりましたか?【4 者択 1】 

 

すべての調査項目について、「十分できた」、「十分深まった」、「ある程度できた」、「ある程度深

まった」の回答が 90%以上であることから、地域創生推進士と認定された学生は、「グローバル化す

る社会の中で地域が果たす役割を考え、そこに横たわる課題を発見し、その解決に向けた方策を

自ら考え、地域との協働を通したコミュニケーション能力、グループとして協働する能力、困難な課

題に立ち向かう能力」を育成できていると判断する。 

以下、補足資料として「岡山創生学」カリキュラムに関する学生の負担感と要望するプログラムの

調査結果を掲載する。 

15 12 00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分深まった ある程度深まった あまり深まらなかった ほとんど深まらなかった

12 15 00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分できた ある程度できた あまりできなかった ほとんどできなかった

17 9 1 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分できた ある程度できた あまりできなかった ほとんどできなかった

16 11 00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分深まった ある程度深まった あまり深まらなかった ほとんど深まらなかった
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【3】「岡山創生学課程」のカリキュラムについて 

3－1：受講の負担感 

専門課程と並行して「岡山創生学課程」を受講することは、どの程度負担でしたか？ 

【5 者択 1】 

 

3－2：要望するプログラム 

「岡山創生学課程」のカリキュラムに、どのようなプログラムがあったらいいと思いますか？【自由

回答】 

・宿泊研修を増やしたら面白いかもしれません 

・短期移住生活体験など 

・他の学校との交流 

・地域の方ともっと関わる機会が欲しいと思いました 

・チームガバナビリティ演習をさらに発展させたもの(現場の方と症例検討など) 

【4】「地域創生推進士」としての活動 

今後、「地域創生推進士」として関わっていきたい、あるいはやってみたい地域での活動には、

どのようなものがありますか？（自由回答） 

［保健福祉関係（4 件）］ 

・地域の健康教育活動(食事面からのサポート) 

・地域福祉に関する活動 

・高齢者福祉施設などでの活動 

・子育て、子どもに関わる活動 

［地域活動（3 件）］ 

・コロナ禍で開催が見送られ、消滅危機にあるお祭りの再建など 

・お祭り 

・ゴミ拾い 

［地域貢献（2 件）］ 

・岡山県に貢献できるような仕事をしたいです 

・総社だけでなく地元にも関わる機会を設けたいです 

1 7 8 10 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

かなり楽だった 楽だった どちらともいえない 負担だった かなり負担だった
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［課題解決（2 件）］ 

・ボランティア活動、地域の問題に対する解決策の提案 

・課題解決のプロジェクトリーダー 

1-4-1-3 学生生活アンケート 

この項目では、学生の学習環境が適切であるかを、多様な観点から学生にアンケート調査する

こととしている。 

2019 年度と 2020 年度に実施した学生生活アンケートの結果を受けて、2021 年度に以下の改

善策を講じた。なお、学生生活アンケートは原則 3 年ごとに実施しており、2020 年度アンケートは

新型コロナ感染症拡大を受けて、臨時的に実施したものである。2019 年度と 2020 年度のアンケー

ト結果はそれぞれの年度の教育年報に掲載されている。次回のアンケートは 2022 年度に実施予

定である。 

項目 改善策 対応部局 

キャリアカルテの認知度

と貢献度 

・学生便覧へ新たに掲載 

・キャリア科目「大学で学ぶ」で紹介し課題とし

た 

・チラシを全学生と教員に配布 

キャリア・学生生活

支援センター 

就職相談室・求人NAVI・

就職担当教員・就職ガイ

ダンスの認知度と貢献度 

・広報媒体（ホームページ、ニュースレター）に

よる情報発信 

・各学科の就職担当教員との連携強化 

・ガイダンスやオリエンテーションでの周知 

・サポートガイドを作成して配布 

キャリア・学生生活

支援センター 

就職相談室発行のニュ

ースレターの認知度と貢

献度 

・各期の学科オリエンテーションで配布 

・はっとりん、ホームページへ掲載 

・新たなコンテンツの検討 

キャリア・学生生活

支援センター 

インターンシップ参加率 ・求人 NAVI による周知 

・掲示板での周知 

・授業や研究室を通した広報 

・ガイダンスでの重要性の説明 

キャリア・学生生活

支援センター 

障がい学生支援の認知

度 

・ホームページの記載内容の修正 

・教員の知識と理解のための研修会の開催 

キャリア・学生生活

支援センター、学

生相談室 

授業料免除制度と奨学

金制度の認知度 

・はっとりん、ホームページへ掲載 

・教職員のための学生対応マニュアルに掲載 

キャリア・学生生活

支援センター 

食堂と喫茶の改善要望 ・厨房機器更新 キャリア・学生生活

支援センター 
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各種相談体制の認知度 ・サポートガイドを作成して配布 キャリア・学生生活

支援センター 

アドバイザー教員の対応 ・教職員のための学生対応マニュアル作成 キャリア・学生生活

支援センター 

自習スペースの確保 ・ラーニングコモンズ周知ポスター作成 キャリア・学生生活

支援センター 

教務システム「はっとり

ん」の利便性向上 

・記憶装置の容量を増強 

・次回の更新時に合わせた改修希望項目の整

理 

教育開発センター 

学内の無線 LAN 環境 ・サービスエリア外であった講義室全室（教務

班管理範囲のみ）への導入に向けて調達作

業を現在進行中。令和 4（2022）年 9 月頃に

利用開始予定。 

総合情報推進セ

ンター 

ボランティア情報、参加

へのアクセス 

（2020 年度以降） 

・サービスラーニング室での相談体制の構築、

掲示（2021 年度より） 

・ボランティア活動団体の周知（一括募集年 3

回、2020 年度より） 

・ボランティア活動団体紹介冊子の作成（2021

年度より） 

・ボランティア活動団体の組織化（2020 年度よ

り、はっぴーすたんど、温羅シップ、東京オリ

ンピック関連、OHAKO、2021 年度より、フー

ドバンクグループ、SLR など） 

・ボランティア活動促進動画作成（2021 年度） 

（継続） 

・外部からの情報提供依頼のあったボランティ

ア活動の掲示、ボランティア研修の掲示（は

っとりん及びサービスラーニング室） 

・ボランティア研修（災害ボランティア等、2021

年度 2 回） 

・SNS を活用した学生のボランティア活動の発

信 

地域創造戦略セ

ンター 

図書館における個別の

机の要望、自習スペース

の個別化要望 

・パーティション設置による閲覧席の個席化 附属図書館 
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図書館における机のコン

セント設置要望 

・USB ポート付コンセントの設置 附属図書館 

図書等検索機能の使い

やすさ向上要望 

・蔵書検索システムのバージョンアップ 附属図書館 

オンラインでの本のリクエ

スト要望 

・本のリクエストのオンライン受付開始 附属図書館 

学科の専門領域、また専

門領域外の書籍の増加

要望 

・各学科の図書館専門委員および教員による

学生のニーズを勘案した選書の推進 

附属図書館 

蔵書の冊数増加の要望 ・蔵書スペースの限界への対応、またコロナ禍

における対応として、電子ブック導入の推進 

附属図書館 

 

1-4-2 教育課程レベル 

1-4-2-1 カリキュラム・マップ、カリキュラム・ツリー 

この項目では、各教育課程のディプロマ・ポリシーに示された項目が、カリキュラムの中で適切に

評価されているかを確認することとしている。特に、ディプロマ・ポリシーに示された項目の中に、評

価されることなく卒業要件（大学院では修了要件）が満たされてしまう可能性の有無をチェックする。 

各学科・研究科から教務学部専門委員会及び教務大学院専門委員会に提出されたカリキュラ

ム・マップ及びカリキュラム・ツリーについて、教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）及び同

委員会にて既に承認された令和 4 年度開講計画との整合性、卒業要件との整合性を、教育開発

センターにて確認した。その結果、令和 3 年度開講計画では、一部で修正が必要な点が認められ

たが、令和 4 年度開講計画では、適切に修正されていることを確認することができた。 

1-4-2-2 授業実施形態 

この項目では、アクティブ・ラーニングが第 3 期中期計画で示されるように適切に導入されている

こと、及び、令和 2 年度来のコロナ禍において、オンライン授業が効果的に導入・実施されている

かを確認することとしている。 

[A] アクティブ・ラーニングの導入 

令和 3 年度の状況は、第 2 部第 1 章「教育開発センターにおける教育活動と成果」内 2-3 節

「FD 部門」を参照されたい。 

[B] オンライン授業を含む授業実施形態 

令和 3 年度も、令和 2 年度に引き続き、コロナ禍における授業実施となった。令和 2 年度は、急

遽、オンライン授業に変更するなど、教員、学生ともに手探りの中での授業実施であったが、令和 3

年度は、前年度の経験から、各教員はオンライン授業の改善に取り組んだ。その詳細は、 
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(1) 令和 2 年度における授業実施形態と、成績評価方法の変更に伴う影響に関する教員へのア

ンケート調査 

(2) 令和 3 年度における授業実施に関する学生へのアンケート調査と令和 2 年度調査との比較 

(3) 令和 3 年度における授業実施形態と授業改善に関する教員へのアンケート調査 

により第 6 部「コロナ禍における教育活動の対応」に詳述されている。授業実施形態は、基本的に、

演習科目、実習科目、実験科目は、十分な感染症対策を施したうえで対面授業とし、講義科目は、

各講義室の試験定員に準じた収容人数まででの対面授業を許可制の下で実施した。ただし、多

数の学生が履修することとなる共通教育科目の講義科目は、原則、オンライン授業で実施すること

とした。 

令和 3 年度前期 対面授業を許可制の下に実施 

（ただし、共通教育科目は原則、オンライン授業） 

令和 3 年 5 月 16 日～6 月 20 日 岡山県に緊急事態宣言発令 

→ オンライン授業のみとする。 

令和 3 年 8 月 20 日～8 月 26 日 岡山県にまん延防止等重点措置適用 

令和 3 年 8 月 27 日～9 月 12 日 岡山県に緊急事態宣言発令 

令和 3 年 9 月 13 日～9 月 30 日 岡山県にまん延防止等重点措置適用 

令和 3 年度後期 対面授業を許可制の下に実施 

（ただし、共通教育科目は原則、オンライン授業） 

1-4-2-3 アドバイザー面談 

この項目では、アドバイザー面談が学生支援の観点から適切に実施されているかを確認すると

ともに、課題のある学生を適切にフォローできているかを確認することとしている。令和 3 年度の状

況は、第 2 部第 2 章「キャリア・学生生活支援センターにおける教育活動と成果」内 2-3 節「学生生

活支援部門」を参照されたい。 

1-4-2-4 修得単位数の年次変化 

この項目では、各教育課程のディプロマ・ポリシー達成に向け、学生の単位修得が適切に年次

進行しているかを入学年度別に確認することとしている。 

以下では、2016 年度入学生以降について、入学後の各年次における平均修得単位数を教育

課程（学科・専攻）別、共通教育科目・学部教育科目別に示す。なお、集計に際しては、修業年限

で卒業することができなかった学生も含まれるため、4 年次終了時点における修得単位数の平均

値が、各教育課程（学科、専攻）の卒業要件単位数を下回る教育課程（学科、専攻）もあることに注

意されたい。また、1 年間に登録することができる履修登録単位数の上限が、対象から除外される

授業科目を除き、保健福祉学部では 56 単位、情報工学部とデザイン学部では 48 単位に設定さ

れている。 



ナ-18 

看護学科 

 

栄養学科 

 

保健福祉学科（社会福祉学専攻）、現代福祉学科（2021 年度入学生） 
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保健福祉学科（子ども学専攻）、子ども学科（2021 年度入学生） 

 

情報通信工学科 
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人間情報工学科 

 

デザイン工学科（2020 年度以前入学生） 

 

造形デザイン学科（2020 年度以前入学生） 
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ビジュアルデザイン学科、工芸工業デザイン学科、建築学科（2021 年度入学生のみ） 

 

ほとんどの学生が、共通教育科目の履修を 2 年次までに終えていることがわかる。この傾向は、保

健福祉学部において顕著である。保健福祉学部では、3 年次以降になると、学外での実習科目が

増えるため、2 年次までに共通教育科目を履修しておくべきとの考えに基づくものと推察される。 

1-4-2-5 副専攻履修生アンケート、教育満足度調査 

この項目では、履修学生に対するアンケート調査を通して、副専攻「岡山創生学課程」、「吉備

の杜クリエイター課程」、「吉備の杜プロデューサー課程」が掲げる教育方針に示される能力の育

成が、履修学生に実感されているかを確認することとしている。令和 3 年度の状況は、1-4-1-2 節

「副専攻科目（研究科共通基盤科目群を含む）」を参照されたい。 

令和 4 年度末には、3～4 年次の学部教育科目に基づく副専攻「吉備の杜クリエイター課程」あ

るいは大学院教育科目に基づく副専攻「吉備の杜プロデューサー課程」の第一期修了者を輩出

することとなる。副専攻の両課程は、各学部あるいは各研究科の専門性に立脚したプログラムであ

るため、令和 4 年度には、各教育課程（学部・学科、研究科・専攻）の学修成果との関連性を調査

する必要がある。 

1-4-3 授業科目レベル 

1-4-3-1 シラバス 

この項目では、各授業科目のシラバスに記載されている 

(1) 到達目標は、合格者全員が全項目を満たすべき表現となっているか 

(2) 到達目標は、教育課程のカリキュラム・マップと整合しているか 

(3) 評価方法は、到達目標を適切に評価可能なものとなっているか 

を確認することとしている。 

学士課程では、令和 3 年度（2021 年度）シラバスより、各授業科目の到達目標個々に対し、各

教育課程（学科、専攻）の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の記号を付与することとしている。
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各学科及び共通教育部の教務専門委員が、シラバス承認者として、カリキュラム・マップとの整合

性を点検している。 

博士課程（博士前期課程・修士課程、博士後期課程）では、令和 4 年度（2022 年度）シラバスよ

り、学士課程同様、到達目標の個々に対して、各専攻の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の

記号を付与することとした。カリキュラム・マップとの整合性は、各専攻の教務大学院専門委員ある

いは専攻長（博士後期課程）が、シラバス承認者として点検している。 

1-4-3-2 成績分布 

この項目では、各授業科目の成績評価が厳格かつ適正に行われていると判断できる成績分布

となっているか。また、コロナ禍において成績評価方法を変更した場合であっても、学修成果の質

保証の観点から適切な評価が行われていると判断できる成績分布となっているかを確認することと

している。 

2017（平成 29）年度より、各学部・研究科あるいは共通教育部各推進室において定めた次の基

準に基づき、各授業科目の成績分布が特異的でないかを毎年度、調査している。なお、大学院博

士前期課程・修士課程において令和 3 年度から開講された研究科共通基盤科目については、基

準が未設定であることから、今回は除外している。 

[A] 共通教育科目の基準 

推進室／学部／専攻 授業の方法 基準 記号 

教養教育 講義／演習 90 点以上の割合が 90％以上 N1 

1～59 点の割合が 20％以上 N2 

語学教育 講義／演習 90 点以上の割合が 90％以上 P1 

1～59 点の割合が 20％以上 P2 

情報教育 講義／演習 90 点以上の割合が 90％以上 Q1 

1～59 点の割合が 20％以上 Q2 

健康・スポーツ教育 講義 90 点以上の割合が 90％以上 R1 

1～59 点の割合が 50％以上 R2 

実技 90 点以上の割合が 90％以上 R3 

1～59 点の割合が 20％以上 R4 

社会連携教育 講義 90 点以上の割合が 90％以上 T1 

1～59 点の割合が 50％以上 T2 

演習 90 点以上の割合が 90％以上 T3 

1～59 点の割合が 20％以上 T4 

[B] 学部教育科目の基準 

推進室／学部／専攻 授業の方法 基準 記号 

保健福祉学部 講義／演習／実 90 点以上の割合が 90％以上 A1 
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習／実験 

情報工学部 講義 標準偏差が 2 以下 C1 

90 点以上の割合が 90％以上 C2 

1～59 点の割合が 70％以上 C3 

演習／実験 90 点以上の割合が 90％以上 C4 

1～59 点の割合が 20％以上 C5 

デザイン学部 講義／演習 90 点以上の割合が 90％以上 E1 

1～59 点の割合が 30％以上 E2 

[C] 大学院教育科目の基準 

研究科 授業の方法 基準 記号 

保健福祉学研究科 講義／演習／実

習／実験 

90 点以上の割合が 90％以上 J1 

情報系工学研究科 講義 標準偏差が 2 以下 K1 

90 点以上の割合が 90％以上 K2 

1～59 点の割合が 70％以上 K3 

演習／実験 90 点以上の割合が 90％以上 K4 

1～59 点の割合が 20％以上 K5 

デザイン学研究科 講義／演習 90 点以上の割合が 90％以上 M1 

1～59 点の割合が 30％以上 M2 

具体的には、履修登録者が 20 名以上である授業科目を対象に、上記の基準により成績分布の過

少／過大の傾向が顕著である事例を抽出し、各部局（推進室，学部，専攻，研究科）の長等が該

当する授業科目を担当する教員と面談し、必要に応じて助言を行う。平成 29 年度以降の調査結

果は次の通りである。なお、令和 3 年度については、各学部・研究科における正式な調査結果が

未報告であることから、暫定値となっている。 

[A] 共通教育科目の評価結果 

推進室／学部／専攻 
基準 

記号 

該当科目数 / 調査科目数  (＊) 2021 年度は暫定値 

2017 2018 2019 2020 2021 (＊) 

教養教育 N1 0 / 42 0 / 61 0 / 68 1 / 62 0 / 62 

N2 0 / 42 3 / 61 4 / 68 2 / 62 3 / 62 

語学教育 P1 2 / 79 0 / 86 0 / 88 1 / 86 0 / 89 

P2 3 / 79 0 / 86 0 / 88 4 / 86 2 / 89 

情報教育 Q1 0 / 4 1 / 8 0 / 11 2 / 10 0 / 8 

Q2 0 / 4 0 / 8 0 / 11 1 / 10 0 / 8 

健康・スポーツ教育 R1 0 / 10 0 / 14 1 / 10 0 / 11 0 / 8 
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R2 0 / 10 1 / 14 0 / 10 0 / 11 0 / 8 

R3 0 / 7 0 / 14 0 / 12 0 / 7 1 / 6 

R4 0 / 7 0 / 14 0 / 12 0 / 7 0 / 6 

社会連携教育 T1 0 / 6 0 / 5 0 / 6 0 / 7 0 / 7 

T2 0 / 6 0 / 5 0 / 6 0 / 7 0 / 7 

T3 0 / 2 0 / 3 0 / 2 0 / 2 0 / 3 

T4 0 / 2 0 / 3 0 / 2 0 / 2 0 / 3 

共通教育科目計 5 / 150 5 / 191 5 / 197 11 / 185 6 / 182 

[B] 学部教育科目の評価結果 

推進室／学部／専攻 記号 
該当科目数 / 調査科目数  (＊) 2021 年度は暫定値 

2017 2018 2019 2020 2021 (＊) 

保健福祉学部 A1 2 / 241 4 / 238 2 / 230 6 / 240 10 / 248 

情報工学部 C1 0 / 122 0 / 126 0 / 125 0 /127 0 / 119 

C2 0 / 122 0 / 126 0 / 125 0 /127 0 / 119 

C3 0 / 122 0 / 126 2 / 125 0 /127 0 / 119 

C4 0 / 40 0 / 40 0 / 39 0 / 39 0 / 40 

C5 1 / 40 0 / 40 0 / 39 1 / 39 0 / 40 

デザイン学部 E1 1 / 113 1 / 125 0 / 118 1 / 120 0 / 123 

E2 4 / 113 2 / 125 1 / 118 1 / 120 0 / 123 

学部教育科目計 8 / 516 7 / 529 5 / 512 9 / 526 10 / 530 

[C] 大学院教育科目の評価結果 

推進室／学部／専攻 記号 
該当科目数 / 調査科目数  (＊) 2021 年度は暫定値 

2017 2018 2019 2020 2021 (＊) 

保健福祉学研究科 J1 0 / 0 0 / 1 0 / 0 0 / 0 0 / 0 

情報系工学研究科 K1 1 / 7 0 / 6 1 / 9 0 / 4 0 / 8 

K2 1 / 7 0 / 6 0 / 9 0 / 4 0 / 8 

K3 0 / 7 0 / 6 0 / 9 0 / 4 0 / 8 

K4 0 / 4 0 / 4 0 / 4 0 / 4 0 / 4 

K5 0 / 4 0 / 4 0 / 4 0 / 4 0 / 4 

デザイン学研究科 M1 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 

M2 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 

大学院教育科目計 2 / 11 0 / 10 1 / 13 0 / 8 0 / 12 

2020（令和 2）年度に開講した授業科目にておいて、基準により成績分布が過大／過小と評価され

た授業科目の担当教員への聴き取り調査の結果、コロナ禍により、授業実施形態をオンライン授
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業に変更したことに伴い、レポートによる成績評価に切り替えたところ、例年以上に優れたものであ

ったことなど、コロナ禍による影響を受けたとの回答が多くを占めることとなった。 

1-4-3-3 授業改善アンケート 

この項目では、各授業科目において、単位実質化の観点から時間外学習が適切に実施されて

いるか、また、コロナ禍において授業実施形態が変更された場合であっても、学生は学修成果が

あったと判断しているかを、学生へのアンケート調査で確認することとしている。後者については、

第 6 部「コロナ禍における教育活動の対応」を参照されたい。 

本学では、平成 16年度より定期的（毎学期末）に授業評価アンケートを実施している。授業科目

ごとの集計結果は、各授業担当者にフィードバックされ、授業改善に活用してもらうとともに、組織

的（学部・学科・コース・カテゴリー別授業科目単位等）な教育改善の資料として用いられてもいる。

平成 28 年度までは、マークシートによる回答方式を採用していたが、教学システム「はっとりん」

（Campus Square）が導入された平成 29年度からは、Web 回答方式に変更することとした。その後、

令和 3 年度からは、アンケート結果が個々の授業改善に結び付くように設問を改定し、これを機に、

名称も「授業改善アンケート」と改めた。なお、学士課程（共通教育科目、学部教育科目、教職科

目）および大学院教育科目（博士前期課程・修士課程、博士後期課程）共通の設問による調査とし

ている。 

[A] 調査概要 

【調査期間】 前期：2021 年 7 月 26 日(月)～2021 年 8 月 13 日(金) 

後期：2022 年 1 月 27 日(木)～2022 年 2 月 16 日(水) 

【調査方法】 教学システム「はっとりん」による Web アンケート 

【調査対象】 学外実習を伴う授業科目、インターンシップ及び卒業研究を除く授業科目のうち、履

修登録者 5 名以上のもの 

【科目数・履修者総数・回答者総数】 （付録 C 記載の通り） 

【設問】 

Q1．【取組み】 ［積極理解］  あなたは、この授業の内容について積極的に理解するよう努力

しましたか。〔5 者択 1〕 

⑤そう思う  ④ややそう思う  ③どちらとも言えない 

②あまりそう思わない ①そう思わない 

Q2．【取組み】 ［学習時間］  あなたは、1 回の授業につき、授業時間以外で、この授業に関

係する学習や調査、読書や討論などの時間を平均してどのくらいつくりましたか。〔5 者択 1〕 

⑤120 分以上  ④90 分～120 分  ③60 分～90 分 

②30 分～60 分  ①30 分以下 

Q3．【進め方】 ［実施方法］  あなたは、この授業の教員の説明の仕方や工夫、設備や機器の

利用、質疑やディスカッション、その他の実施方法によって、授業内容の理解を深めることがで

きたと思いますか。〔5 者択 1〕 
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⑤そう思う  ④ややそう思う  ③どちらとも言えない 

②あまりそう思わない ①そう思わない 

Q4．【進め方】 ［到達度］  あなたはこの授業を受けて、シラバスの「到達目標」に達していると

思いますか。〔5 者択 1〕 

⑤そう思う  ④ややそう思う  ③どちらとも言えない 

②あまりそう思わない ①そう思わない 

Q5．【習得】 ［学習意欲］  あなたはこの授業を受けて、自ら進んで学修に取り組む意欲をも

つようになりましたか。〔5 者択 1〕 

⑤そう思う  ④ややそう思う  ③どちらとも言えない 

②あまりそう思わない ①そう思わない 

Q6．【習得】 ［知識獲得］  あなたはこの授業を受けて、授業に関する知識や能力が身につき

ましたか。〔5 者択 1〕 

⑤十分身に付いた  ④ある程度身に付いた ③どちらとも言えない 

②あまり身に付いてない ①ほとんど身に付いてない 

Q7．【総合】 ［関心度］  あなたは、この授業を受けて授業内容や関連する学問について関心

を強め、さらに学修を深めたいと思いましたか。〔5 者択 1〕 

⑤そう思う  ④ややそう思う  ③どちらとも言えない 

②あまりそう思わない ①そう思わない 

Q8．【総合】 ［満足度］  あなたは、この授業を受けて満足しましたか。〔5 者択 1〕 

⑤そう思う  ④ややそう思う  ③どちらとも言えない 

②あまりそう思わない ①そう思わない 

Q9．【総合】 自由記述 〔記入式〕 

[B] アンケート結果 

詳細は付録 C「授業改善アンケート」に示す通りである。回答率は、学士課程（共通教育科目、

学部教育科目、教職科目）で 42.8%、大学院教育科目で 35.3%であった。なお、付録 C「授業改善

アンケート」では、共通教育科目はカテゴリーごとに、各学部の学部教育科目は学科単独開講科

目「〇〇学科」と複数学科合同開講科目「〇〇学部（複数学科開講）」に分類し、大学院教育科目

は研究科共通基盤科目と各研究科に分類した集計結果が示されている。また、大学院教育科目

では、在学生数の関係から、情報系工学研究科の回答が 2/3 を占めることに注意されたい。 

設問 Q1［積極理解］、Q3［実施方法］～Q8［満足度］の 7 項目の回答に対し、上記の選択肢に

付された丸数字の通り、肯定的回答(5 点、4 点)、ニュートラル（3 点）、否定的（2 点、1 点）として計

算した平均値を示す。 
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共通教育科目および学部教育科目 

 
大学院教育科目 

 

共通教育科目および学部教育科目では、どの設問に対する平均値も 4 前後となっており、学生

の取り組み姿勢、教員の授業進行、学生の主観的な学修成果、総合評価は、いずれも良好と考え

られる。 

大学院教育科目では、保健福祉学研究科の評価が比較的高く、特に、設問 Q3 実施方法、設

問 Q7 関心度、設問 Q8 満足度で優れた評価となっている。一方、副専攻「吉備の杜プロデューサ

ー課程」の開設に伴い 2021（令和 3）年度から開講することとなった研究科共通基盤科目では、や
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や評価が低くなった。このため、2022（令和 4）年度に社会的ニーズや学生の興味をさらに取り込ん

だ科目編成を検討し、2023（令和 5）年度から全面的にカリキュラムを改変することとしている。 

[C] 平均時間外学習時間 

設問 Q2［学習時間］については、2020（令和 2）年度までの授業評価アンケートにおいても質問

している。ただし、2018（平成 30）年度から 2020（令和 2）年度までのアンケートでは、分単位での

数値（0～999）を記入する方式であったが、不適切な回答も散見されたため、2021（令和 3）年度は、

5 者択 1 方式とした。このため、平均値の単純な比較は適当ではないことに注意されたい。 

2018（平成 30）年度～2020（令和 2）年度における時間外学習時間アンケートの概要 

【調査期間】 各年度の前期末及び後期末に実施 

【調査方法】 教学システム「はっとりん」による Web アンケート 

【調査対象】 履修登録者数 5 名以上の授業科目が対象。ただし、学外実習を伴う授業科目、イン

ターンシップ及び卒業研究を除く全ての授業科目 

【設 問】 予習や復習、課題等に使った授業１回当たりの平均時間を教えてください。 

【回答方法】 分単位で 0～999 の数値を入力 〔記述式〕 

【回 答 数】 「授業評価アンケート」回答数： 96,048 

うち「時間外学習時間」回答数： 47,000 （回答率 48.9%） 

なお、2021（令和 3）年度の平均値算出では、5 者択 1 の各選択肢に対し、次の［ ］内に示す階級

値を用いた。 

 ⑤120 分以上 ［135 分］ 

 ④90 分～120 分 ［105 分］ 

 ③60 分～90 分 ［75 分］ 

 ②30 分～60 分 ［45 分］ 

 ①30 分以下 ［15 分］ 

このため、平均値は最大でも 135 分に抑えられる。一方、2018（平成 30）年度から 2020（令和 2）年

度までは、最大で 999 分という回答が可能となっているため、平均値を計算した結果、例えば、200

分以上になってしまう可能性が秘められている。このため、平均値による単純な比較は適当ではな

い。 

以下では、学科・年次別に、最近 4 年間の時間外学習時間の平均値を示す。なお、濃い色はコ

ロナ禍（2020・2021 年度）での平均値であることを示す。 
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看護学科（カッコ内は入学年度） 

 

栄養学科（カッコ内は入学年度） 
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保健福祉学科（社会福祉学専攻）、現代福祉学科（カッコ内は入学年度） 

 

保健福祉学科（子ども学専攻）、子ども学科（カッコ内は入学年度） 
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情報通信工学科（カッコ内は入学年度） 

 

情報システム工学科（カッコ内は入学年度） 
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人間情報工学科（カッコ内は入学年度） 

 

デザイン工学科（カッコ内は入学年度） 
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造形デザイン学科（カッコ内は入学年度） 

 

ビジュアルデザイン学科、工芸工業デザイン学科、建築学科（2021 年度入学生） 

 

コロナ禍 1 年目となった 2020（令和 2）年度では、オンライン授業が導入された結果、自宅学習で

の時間外学習時間が、多くの学科、学年で急激に増加している。しかし、コロナ禍 2 年目となった

2021（令和 3）年度では、調査方法の変更も大きく影響しているが、2020（令和 2）年度より数値とし

ては減少している。2022（令和 4）年度以降の結果により、調査方法の影響を排除した上での分析

が待たれるところであるが、単位制度の実質化に向け、より効果的な時間外学習時間の確保が可

能な教授方法などを模索する必要がある。 

1-5 卒業時・卒業後 ディプロマ・ポリシー検証 

1-5-1 機関レベル 

1-5-1-1 卒業時アンケート 

この項目では、本学の掲げる学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）への達成度、在学中の成

長を、（学士課程）卒業生へのアンケート調査を通して確認することとしている。令和 3 年度卒業生
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に対するアンケート結果の詳細については、付録 E「卒業時・修了時アンケート」を参照されたい。 

[A] 学修で得たもの 

共通教育科目および学部教育科目の学修を通して得たものに関する設問 Q5～Q13 を示す。 

Ⅱ 次の共通教育科目カテゴリーの学修を振り返ってみて、あなたの成長において得るものがあ

りましたか。ただし、次の共通教育カテゴリーの授業を 1 科目も履修していない場合は、「履修し

ていない」を選択してください。（Q5～Q10） 

［修学］ Q5．「修学基礎」分野（「大学で学ぶ」、「フレッシュマンセミナー」など） 

⑤十分にあった  ④ある程度あった  ③どちらともいえない 

②あまりなかった  ①ほとんどなかった ⓪履修していない 

［人社］Q6．「人文・社会科学」分野（「哲学」、「心理学」、「経済学」、「日本国憲法」など） 

⑤十分にあった  ④ある程度あった  ③どちらともいえない 

②あまりなかった  ①ほとんどなかった ⓪履修していない 

［自然］  Q7．「自然科学」分野（「数学 A」、「化学」、「コンピューター演習」など） 

⑤十分にあった  ④ある程度あった  ③どちらともいえない 

②あまりなかった  ①ほとんどなかった ⓪履修していない 

［健康］ Q8．「健康科学」分野（「生命倫理学」、「健康スポーツ A」など） 

⑤十分にあった  ④ある程度あった  ③どちらともいえない 

②あまりなかった  ①ほとんどなかった ⓪履修していない 

［語学］ Q9．「語学国際」分野（「ELP1～10」、「語学文化研修」など） 

⑤十分にあった  ④ある程度あった  ③どちらともいえない 

②あまりなかった  ①ほとんどなかった ⓪履修していない 

［連携］ Q10．「社会連携」分野（「おかやまを学ぶ」、「地域インターンシップ」など） 

⑤十分にあった  ④ある程度あった  ③どちらともいえない 

②あまりなかった  ①ほとんどなかった ⓪履修していない 

 

Ⅲ 次の学部教育科目カテゴリーの学修を振り返ってみて、あなたの成長において得るものがあ

りましたか（Q11～Q13） 

［講義］ Q11．講義科目（学部教育科目） 

⑤十分にあった  ④ある程度あった  ③どちらともいえない 

②あまりなかった  ①ほとんどなかった 

［実験］ Q12．実験・実習・演習科目（学部教育科目） 

⑤十分にあった  ④ある程度あった  ③どちらともいえない 

②あまりなかった  ①ほとんどなかった 

［卒研］ Q13．卒業研究 
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⑤十分にあった  ④ある程度あった  ③どちらともいえない 

②あまりなかった  ①ほとんどなかった 

上記の選択肢に付された丸数字の通り、肯定的回答(5 点、4 点)、ニュートラル（3 点）、否定的（2

点、1 点）として計算した平均値を、2021 年度の結果を実線で、2020 年度の結果を破線で示す。

なお、2020 年度の設問では、「次の共通（学部）教育科目カテゴリーは、あなたの成長にどの程度

意義がありましたか。」となっており、2021 年度の設問とは若干異なっている。 
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デザイン学部 

 

 

共通教育科目の全てのカテゴリーで、概して 60～70%の学生が、ある程度以上の「得るものがあ

った」と回答しており、平均値は 3～4 程度となっている。更に、設問が完全に一致するわけではな

いが、デザイン学部以外では、前年度の結果よりも肯定的回答が増えている傾向にある。同様の

傾向は「語学国際」カテゴリーにおいても見られるが、全学的には本学卒業生の「語学国際」カテゴ

リーに対する肯定的回答の割合は概して低い傾向にある。実際、2019（令和元）年度の全国学生

調査において、「外国語の知識や能力を身に付けるために、大学教育は役に立っていると思いま

すか」の設問に対し、本学学生の 80%が「役に立っていない」と答えている（全国平均 40%）6。さらに、

1 年次から 2 年次にかけての TOEIC L&R IP スコアの全学平均値の推移をみると、2020（令和 2）

年度卒業生はマイナス 6.27 点 7、2021（令和 3）年度卒業生に至ってはマイナス 24.85 点 8であっ

た。「語学国際」分野におけるこのような事態に対処するため、2019（令和元）年度入学生より、英

語の 2 年次必修科目 ELP6 について、TOEIC L&R IP で 300 点以上取得することを単位認定要件

とした。その結果、この学年の 1 年次から 2 年次にかけての TOEIC L&R IP スコアの全学平均値は

39.88 点上昇した 9。この学年は 2022（令和 4）年度卒業生にあたり、卒業時アンケートの結果にど

のように反映されるか、次年度に分析を行う予定である。加えて、語学教育が選択科目となる 3〜4

年次に対する対応策も策定する必要がある。 

学部教育科目においても共通教育科目と同様、概して 90%近くの学生が、ある程度以上の「得る

ものがあった」と回答している。更に、設問が完全に一致するわけではないが、前年度の結果よりも

肯定的回答が増えている傾向にある。平均値において、学部教育科目が共通教育科目よりも高く

なる傾向は、専門的な学びを期待して入学する学生が多数を占める中で、避けられない傾向では

あるが、本学の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる「豊かな教養」を達成するための授

業科目として、学部教育科目と同等程度の達成感を学生が感じることができるよう、共通教育科目

の工夫が望まれる。 

                                              
6 「教育年報 2020」，p.(セ-23) 
7 「教育年報 2018」，pp.020～022 
8 「教育年報 2019」，pp.(イ-9)～(イ-10) 
9 「教育年報 2020」，pp.(イ-10)～(イ-11) 
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学部教育科目においても共通教育科目と同様、概して 90%近くの学生が、ある程度以上の「得る

ものがあった」と回答している。更に、設問が完全に一致するわけではないが、前年度の結果よりも

肯定的回答が増えている傾向にある。平均値において、学部教育科目が共通教育科目よりも高く

なる傾向は、専門的な学びを期待して入学する学生が多数を占める中で、避けられない傾向では

あるが、本学の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる「豊かな教養」を達成するための授

業科目として、学部教育科目と同等程度の達成感を学生が感じることができるよう、共通教育科目

の工夫が望まれる。 

[B] ディプロマ・ポリシーの達成度 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる項目の主観的な達成度を問う設問 Q14～Q22

を示す。なお、2020（令和 2）年度以前入学生に対する学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）は、

次の 3 項目ようになっている。 

• 豊かな教養と高い人間性を身につけている 

• 専門性を修得し、課題を発見し解決できる能力を身に付けている 

• グルーバル並びにローカルに活躍し得る企画提案力とコミュニケーション力を身に付けている 

Ⅳ 次の項目は、本学の「学位授与の方針（Diploma Policy）」の達成度を卒業生のみなさん自

身に評価してもらうものです。入学当初と比べて、本学の教育によってあなたが身につけること

ができたと思う資質や知識、能力について回答して下さい。（Q14～Q22） 

［教養］ Q14．あなたは人間や社会や自然について幅広く教養を身につけましたか。 

⑤十分に身についた ④ある程度身についた ③どちらともいえない 

②あまり身につかなかった ①ほとんど身につかなかった  

［発見］ Q15．あなたは、人生の各局面において課題を発見し解決する力を身につけました

か。 

⑤十分に身についた ④ある程度身についた ③どちらともいえない 

②あまり身につかなかった ①ほとんど身につかなかった  

［倫理］ Q16．あなたは、法や道徳を守る倫理観を身につけましたか。 

⑤十分に身についた ④ある程度身についた ③どちらともいえない 

②あまり身につかなかった ①ほとんど身につかなかった  

［知識］ Q17．あなたは、専門的な知識や技能を身につけましたか。 

⑤十分に身についた ④ある程度身についた ③どちらともいえない 

②あまり身につかなかった ①ほとんど身につかなかった  

［実行］ Q18．あなたは、専門とする分野で自ら論理的に考え、判断し、実行する力を身につけ

ましたか。 

⑤十分に身についた ④ある程度身についた ③どちらともいえない 

②あまり身につかなかった ①ほとんど身につかなかった  
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［活用］ Q19．あなたは、学修した専門分野を実社会に活かすことができますか。 

⑤十分にできる  ④ある程度できる  ③どちらともいえない 

②あまりできない  ①ほとんどできない 

［コミュ］ Q20．あなたは、世代や言語や文化の相違をのりこえてコミュニケーションを図ることが

できますか。 

⑤十分にできる  ④ある程度できる  ③どちらともいえない 

②あまりできない  ①ほとんどできない 

［協調］ Q21．あなたには、世界とのつながりを考えながら社会の多様な人々と協調して積極的

に行動する意欲がありますか。 

⑤十分にできる  ④ある程度できる  ③どちらともいえない 

②あまりできない  ①ほとんどできない 

［継続］ Q22．あなたには、生涯にわたって学び続けて自分を磨く意欲がありますか。 

⑤十分にできる  ④ある程度できる  ③どちらともいえない 

②あまりできない  ①ほとんどできない 

上記の選択肢に付された丸数字の通り、肯定的回答(5 点、4 点)、ニュートラル（3 点）、否定的（2

点、1 点）として計算した平均値を、2021 年度の結果を実線で、2020 年度の結果を破線で示す。

なお、2020 年度の設問は、次のようになっており、2021 年度の設問とは若干異なっている。 

2020 年度卒業時アンケート【学生の成長実感】より 

あなたが今現在において身についていると思う資質や知識、能力について尋ねます。 

［教養］ あなたは、幅広い教養を身につけていますか 

［発見］ あなたは、自分の生活の中で課題をみつけて解決することができますか 

［倫理］ あなたは、法や道徳を守り、社会を改善する意欲がありますか 

［知識］ あなたは、専門的な知識や技能を身につけていますか 

［実行］ あなたは、自ら進んで論理的に考え、判断し、実行することができますか 

［活用］ あなたは、未来に向けて新たな行動をする意欲がありますか 

［コミュ］ あなたは、世代や言語や文化の相違をのりこえて他者と積極的に協力して行動するこ

とができますか 

［協調］ あなたは、世代や言語や文化の相違をのりこえてコミュニケーションを図ることができま

すか 

［継続］ あなたは、生涯にわたって学び続ける意欲がありますか 

 



ナ-39 

全学および学部別 

 

保健福祉学部 

 

情報工学部 

 

デザイン学部 

 

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

教養 発見 倫理 知識 実行 活用 コミュ 協調 継続

全学（2021）

保福（2021）

情報（2021）

デザ（2021）

全学（2020）

保福（2020）

情報（2020）

デザ（2020）

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

教養 発見 倫理 知識 実行 活用 コミュ 協調 継続

看護（2021）

栄養（2021）

保福（2021）

看護（2020）

栄養（2020）

保福（2020）

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

教養 発見 倫理 知識 実行 活用 コミュ 協調 継続

通信（2021）

シス（2021）

人情（2021）

通信（2020）

シス（2020）

人情（2020）

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

教養 発見 倫理 知識 実行 活用 コミュ 協調 継続

デ工（2021）

造形（2021）

デ工（2020）

造形（2020）



ナ-40 

ほぼ全ての学部・学科において、平均値が前年度より上昇している。特に、設問 Q20「コミュニケ

ーション」および設問 Q21「協調的行動への意欲」の改善が大きい。先に述べたように、2021（令和

3）年度卒業生のほとんどは TOEIC L&R IP スコアが入学後に大きく低下した学年ではあるが、設

問 Q9「語学国際」分野に対する評価が前年度と遜色なかった以上に、学生から高い主観的評価

を得られているが、9 つの項目の中では全学的に最も評価が低い。TOEIC L&R IP スコアの全学平

均値が大きく上昇した学年は 2022（令和 4）年度にそのほとんどが卒業予定であり、改善が認めれ

るかどうかの分析が待たれる。一方、設問 Q21「協調的行動への意欲」の改善は、2016（平成 28）

年度から設置された副専攻「岡山創生学」カリキュラムが完成した 2018（平成 30）年度入学生であ

ることも関係しているものと考えられる。 

[C] 満足度 

卒業時アンケートの最後の設問では、本学の教育に対する満足度を尋ねている。 

Ⅴ 全般的に本学の教育には満足しましたか 

⑤満足している  ④ある程度満足している ③どちらともいえない 

②あまり満足していない ①満足していない 

上記の選択肢に付された丸数字の通り、肯定的回答(5 点、4 点)、ニュートラル（3 点）、否定的（2

点、1 点）として計算した学科別の平均値を、2021 年度の結果を実線で、2020 年度の結果を破線

で示す。この項目は、2020 年度、2021 年度とも同じ設問である。 

 

前年度と同一の設問であるが、ほとんどの学科で平均値が上昇している。今後は、平均値上昇の

要因を分析し、継続的・長期的な改善が得られるように取り組む。 

1-5-1-2 大学院修了時アンケート 

この項目では、本学研究科の掲げる学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）への達成度、在学

中の成長を、（博士課程・修士課程）修了生へのアンケート調査を通して確認することとしている。
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ただし、本大学院としての学位授与の方針が定められたのは令和 3 年度入学生からである。令和

3 年度修了生は令和 2 年度以前入学生となるため、学位授与の方針は、研究科および専攻で定

められたものとなっている。令和 3 年度修了生に対するアンケート結果の詳細については、付録 E

「卒業時・修了時アンケート」を参照されたい。 

[A] アンケート結果 

修了時アンケートの設問および選択肢を次に示す。 

【高度の専門性に立脚した研究能力】 

［意欲］ Q1．あなたは自らの専門分野の研究に意欲的に取り組むことができますか。 

⑤十分にできる   ④ある程度できる    ③どちらともいえない 

②あまりできない   ①ほとんどできない 

［知識］ Q2．あなたは、専門的な知識や技能を身につけていますか。 

⑤十分に身についている  ④ある程度身についている   ③どちらともいえない 

②あまり身についていない  ①ほとんど身についていない 

［倫理］ Q3．あなたは、研究倫理を遵守することはできますか。 

⑤十分にできる   ④ある程度できる    ③どちらともいえない 

②あまりできない   ①ほとんどできない 

［解決］ Q4．あなたは、自ら収集した専門分野の情報を活用し理論的に考え、課題を解決する

力を身につけていますか。 

⑤十分に身についている  ④ある程度身についている   ③どちらともいえない 

②あまり身についていない  ①ほとんど身についていない 

［自立］ Q5．あなたは専門分野の発展に寄与する研究課題を自立的に考案・促進させて、成

果を得ることができますか。 

⑤十分にできる   ④ある程度できる    ③どちらともいえない 

②あまりできない   ①ほとんどできない 

Q6．日本語を使用しての研究成果（学会発表、専門誌等での論文掲載、作品発表など）の発表

件数のうち、自身が筆頭のもの、あるいは自身で制作したものの件数を答えてください。 

⑤7 件以上 ④5～6 件 ③3～4 件 ②1～2 件 ①0 件 

Q7．日本語以外を使用しての研究成果（学会発表、専門誌等での論文掲載、作品発表など）の

発表件数のうち、自身が筆頭のもの、あるいは自身で制作したものの件数を答えてくださ

い。 

⑤4 件以上 ④3 件  ③2 件  ②1 件  ①0 件 

Q8．研究環境（教員や授業担当者、指導方法や内容、評価の仕方、施設や設備、オンライン授

業、その他）について、意見があれば入力してください。【記述式 100 文字以内】 

【ヒューマン・スキル】 
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［客観］ Q9．あなたは、自分の主観的な立場を離れ、物事を客観的・普遍的に考えることができ

ますか。 

⑤十分にできる   ④ある程度できる    ③どちらともいえない 

②あまりできない   ①ほとんどできない 

［社会］ Q10．あなたは、地域の問題と国際社会の問題の双方に対応して考えることができます

か。 

⑤十分にできる   ④ある程度できる     ③どちらともいえない 

②あまりできない   ①ほとんどできない 

［未来］ Q11．あなたは、現在解決すべき課題を、来たるべき社会を構想しながら考えることが

できますか。 

⑤十分にできる   ④ある程度できる    ③どちらともいえない 

②あまりできない   ①ほとんどできない 

［協調］ Q12．あなたは、世代や言語や文化の相違をこえてコミュニケーションを図り、他者と協

働できますか。 

⑤十分にできる   ④ある程度できる    ③どちらともいえない 

②あまりできない   ①ほとんどできない 

［自主］ Q13．あなたは、自ら進んで論理的に判断し、提案し、率先して行動することができます

か。 

⑤十分にできる   ④ある程度できる    ③どちらともいえない 

②あまりできない   ①ほとんどできない 

【評価】 

［専門・教養］Q14．本大学院での学修で、高い専門性と高度の教養が身につきましたか。 

⑤十分に身についている  ④ある程度身についている   ③どちらともいえない 

②あまり身についていない  ①ほとんど身についていない 

［仕事貢献］Q15．本大学院での学修は、今後の仕事（進学先または就職先）で役立つと思いま

すか。 

⑤あてはまる      ④どちらかというとあてはまる   ③どちらともいえない 

②どちらかというとあてはまらない ①あてはまらない 

［満足度］Q16．岡山県立大学大学院で学ぶことが出来て良かったと思いますか。 

⑤あてはまる      ④どちらかというとあてはまる   ③どちらともいえない 

②どちらかというとあてはまらない ①あてはまらない 

研究成果および研究環境に関する設問 Q6～8 を除く設問に対し、上記の選択肢に付された丸数

字の通り、肯定的回答(5 点、4 点)、ニュートラル（3 点）、否定的（2 点、1 点）として計算した学科別

の平均値を、2021 年度の結果を実線で、2020 年度の結果を破線で示す。なお、2020 年度、2021

年度とも同一の設問となっている。 
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ヒューマン・スキルに関する設問 Q10「社会」、Q11「未来」、Q12「協調」、Q13「自主」に対する回答

平均値は 4.0 を下回っている。これらの項目は、大学院博士前期課程・修士課程における教養系

の重点化を含み、令和 3 年度から大学院博士前期課程・修士課程に新設された副専攻「吉備の

杜プロデューサー課程」に密接に関連する内容である。副専攻「吉備の杜プロデューサー課程」履

修者が、令和 4 年度末に大学院博士前期課程・修士課程を修了することから、その効果に期待し

ているところである。 

1-5-2 教育課程レベル 

1-5-2-1 卒業時の累積 GPA 

この項目では、（学士課程）卒業生の最終累積 GPA が、ディプロマ・ポリシーを達成していると判

断できる適切な分布となっているかを確認することとしている。 

2015 年度以降入学生のうち、修業年限内卒業者に対して、次式で計算される卒業時における

最終累積 GPA の分布を、教育課程・入学年度別に示す。 
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看護学科 
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栄養学科 

 

栄養学科（2018 年度入学生） 
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保健福祉学科（社会福祉学専攻） 

 

保健福祉学科（社）（2018 年度入学生） 

 

保健福祉学科（社）（2017 年度入学生） 

 

保健福祉学科（社）（2016 年度入学生） 
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保健福祉学科（子ども学専攻） 

 

保健福祉学科（子）（2018 年度入学生） 

 

保健福祉学科（子）（2017 年度入学生） 
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情報通信工学科 

 

情報通信工学科（2018 年度入学生） 

 

情報通信工学科（2017 年度入学生） 

 

情報通信工学科（2016 年度入学生） 

 

情報通信工学科（2015 年度入学生） 
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情報システム工学科 

 

情報システム工学科（2018 年度入学生） 

 

情報システム工学科（2017 年度入学生） 

 

情報システム工学科（2016 年度入学生） 

 

情報システム工学科（2015 年度入学生） 
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人間情報工学科 

 

人間情報工学科（2018 年度入学生） 

 

人間情報工学科（2017 年度入学生） 

 

人間情報工学科（2016 年度入学生） 

 

人間情報工学科（2015 年度入学生） 
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デザイン工学科 

 

デザイン工学科（2018 年度入学生） 

 

デザイン工学科（2017 年度入学生） 

 

デザイン工学科（2016 年度入学生） 

 

デザイン工学科（2015 年度入学生） 
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造形デザイン学科 

 

造形デザイン学科（2018 年度入学生） 

 

造形デザイン学科（2017 年度入学生） 

 

造形デザイン学科（2016 年度入学生） 

 

造形デザイン学科（2015 年度入学生） 

若干名を除き、最終累積GPAは 2.0以上であり、平均として標準的な水準以上で授業科目を合格

している。保健福祉学部では 3点台前半にボリューム層があり、情報工学部およびデザイン学部の

ボリューム層は 2 点台後半から 3 点前後となっている。各学科とも、入学年度による差異は見られ

るものの、大きな年次変化は見られない。 

1-5-2-2 卒業時アンケート 

この項目では、（学士課程）卒業生がディプロマ・ポリシーを達成していると実感しているかを、卒
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業生へのアンケート調査により確認することとしている。1-5-1-1 節「卒業時アンケート」を参照され

たい。 

1-5-2-3 大学院修了時アンケート 

この項目では、（博士課程・修士課程）修了生がディプロマ・ポリシーを達成していると実感して

いるかを、修了生へのアンケート調査により確認することとしている。1-5-1-2 節「修了時アンケート」

を参照されたい。 

1-5-2-4 TOEIC スコア 

この項目では、卒業時における TOEIC スコアが、ディプロマ・ポリシーを達成していると判断でき

る結果となっているかを確認することとしている。 

令和 2 年度より、全学 2 年次必修科目 ELP6 の単位認定要件として、TOEIC L&R IP スコア 300

点以上を課している。この要件を課すことにより、前述の通り、入学時と比較して、2 年次の TOEIC 

L&R IP スコアは 39.88 点上昇した。要件を課していない令和元年度以前と比較すると大きな向上

であり、ディプロマ・ポリシーで掲げている「グローバル化の進む現代社会において、世界とのつな

がりを考えて多様な人々と協働するための英語能力」を達成していると判断する。今後この傾向が

続くかどうかを引き続き分析していくとともに、この単位認定要件を今後どのように引き上げていくか

が課題である。また、入学時にすでに高い英語力を有する学生に更にレベルアップしてもらうことを

目的として、1 年次の TOEIC L&R IP スコアが 550 点以上（CEFR B1 レベル（「仕事、学校、娯楽な

どで普段出会うような身近な話題について、標準的な話し方であれば、主要な点を理解できる。そ

の言葉が話されている地域にいるときに起こりそうな、たいていの事態に対処することができる。身

近な話題や個人的に関心のある話題について、筋の通った簡単な文章を作ることができる」10に相

当）で、かつ英語力を向上させることに対して高いモチベーションを有する学生を対象とし、令和 3

年度から Advanced class を設置している。今後この効果の分析も行っていく予定である。 

TOEIC L&R IP スコア全学平均点の入学時と 2 年次後期の変化 
年度 入学時平均点 2 年次平均点 差 

平成 28～29 366.43 366.85 0.42 

平成 29～30 368.28 362.01 －6.27 

平成 30～令和元 386.31 361.46 －24.85 

令和元～令和 2 373.72 413.60 39.88 

1-5-2-5 就職率（県内就職率を含む）、進学率、国家試験合格率（該当教育課程）、表彰数 

この項目では、第3期中期目標 11で設定された指標を満たしているかを確認することとしている。 

                                              
10 文部科学省「各資格・検定試験と CEFT との対応表」（平成 30 年 3 月）より

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/03/__icsFiles/afieldfile/2019/01/15/1402610_1.pdf 
11 https://www.oka-pu.ac.jp/guide/guide_detail/index/24.html 
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[A] 学士課程卒業者の進路状況 

看護 栄養 保社 保子 通信 シス 人情 デ工 造形

卒業者 43 35 40 21 53 54 53 38 47 384

就職希望者 34 33 37 18 34 36 39 33 42 306

就職者 34 33 37 18 34 34 39 32 38 299

うち県内 16 15 26 15 10 11 17 7 20 137

就職率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 94.4% 100.0% 97.0% 90.5% 97.7%

うち県内 47.1% 45.5% 70.3% 83.3% 29.4% 32.4% 43.6% 21.9% 52.6% 45.8%

進学 8 2 3 2 19 17 14 5 2 72

進学率 18.6% 5.7% 7.5% 9.5% 35.8% 31.5% 26.4% 13.2% 4.3% 18.8%

その他（*） 1 0 0 1 0 1 0 0 3 6

卒業者 43 49 41 20 65 60 37 38 46 399

就職希望者 39 37 38 19 42 37 19 31 29 291

就職者 39 37 38 19 42 34 19 26 25 279

うち県内 21 18 26 14 17 16 8 4 6 130

就職率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 91.9% 100.0% 83.9% 86.2% 95.9%

うち県内 53.8% 48.6% 68.4% 73.7% 40.5% 47.1% 42.1% 15.4% 24.0% 46.6%

進学 4 11 1 1 20 22 17 7 3 86

進学率 9.3% 22.4% 2.4% 5.0% 30.8% 36.7% 45.9% 18.4% 6.5% 21.6%

その他（*） 0 1 2 0 3 1 1 0 14 22

卒業者 45 39 38 20 56 46 48 45 42 379

就職希望者 42 37 37 18 24 23 33 37 30 281

就職者 42 37 36 18 24 23 33 37 30 280

うち県内 30 16 24 13 12 11 15 11 19 151

就職率 100.0% 100.0% 97.3% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 99.6%

うち県内 71.4% 43.2% 66.7% 72.2% 50.0% 47.8% 45.5% 29.7% 63.3% 53.9%

進学 3 2 1 2 30 21 15 6 6 86

進学率 6.7% 5.1% 2.6% 10.0% 53.6% 45.7% 31.3% 13.3% 14.3% 22.7%

その他（*） 0 0 0 0 2 2 0 2 6 12

97%

17%

（*）　自営業、フリーランスを希望する者、就職を希望しない者

目標就職率

目標進学率

99% 98% 90%

8% 32% 5%

デザイン学部
合計

令
和
３
年
度

令
和
元
年
度

年
度

進路状況
保健福祉学部 情報工学部

令
和
２
年
度

 

最下段に示す第 3期中期計画で設定された成果指標（目標就職率、目標進学率）に対し、

学部・学科および卒業年度により変動はあるものの、概ね目標を達成できているものと考え

られる。大学院への進学率も、コロナ禍における景気の後退、新卒採用の抑制などもあり、

コロナ禍 1年目の令和 2年度から更に上昇している。 

第 3期中期計画において岡山県内就職率の成果指標は 50%強で設定されており、それに対

して過去 3年の県内就職率は 50%前後で推移している。県内就職率向上のためには情報工学
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部とデザイン学部の動向が鍵になる。また、以下に卒業年度ごとの出身地別（岡山県内、県

外）の就職地（岡山県、Uターン、県外）の内訳を示す。岡山県内出身で県外に就職する学

生数が、県外出身で岡山県内に就職する学生数を超過している。このため、在学中のキャリ

ア教育等において、岡山県内に就職することの魅力を、いかにして伝えるかが課題となる。 

なお、1-4-1-2節「副専攻科目」で述べた副専攻履修者（地域創生推進士）の 2021（令和

3）年度県内定着率は 71.4%であり、非履修者と比較して有意に高いことが示されている。 

 
学部卒の岡山県内就職者数/就職内定者数（率） 

2019（令和元）年度 2020（令和 2）年度 2021（令和 3）年度 

全体 137/299（45.8%） 130/279（46.6%） 151/280（53.9%） 

副専攻履修者  16/ 24（66.7%）  16/ 20（80.0%）  15/ 21（71.4%） 

令和元年度卒業生の出身地別就職地区分 

 

令和 2 年度卒業生の出身地別就職地区分 

 

令和 3 年度卒業生の出身地別就職地区分 
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[B] 博士前期（修士）課程・博士後期課程の進路状況 

後期 前期 後期
看護 栄養 保福 保福 シス シス デ工 造形

修了者 10 4 3 3 40 2 2 2 66

就職希望者 7 3 0 1 40 0 2 1 54

就職者 7 3 0 1 39 0 2 1 53

うち県内 4 1 0 0 3 0 0 0 8

就職率 100.0% 100.0% ― 100.0% 97.5% ― 100.0% 100.0% 98.1%

うち県内 57.1% 33.3% ― 0.0% 7.7% ― 0.0% 0.0% 15.1%

進学 0 1 1 0 0 0 0 1 3

進学率 0.0% 25.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 4.5%

その他（*） 3 0 2 2 0 2 0 0 9

進路決定率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 97.5% 100.0% 100.0% 100.0% 98.5%

修了者 8 7 6 3 44 2 3 1 74

就職希望者 4 4 3 0 42 1 2 1 57

就職者 4 4 3 0 41 0 1 1 54

うち県内 3 1 0 0 10 0 1 1 16

就職率 100.0% 100.0% 100.0% ― 97.6% 0.0% 50.0% 100.0% 94.7%

うち県内 75.0% 25.0% 0.0% ― 24.4% ― 100.0% 100.0% 29.6%

進学 0 0 0 0 0 0 0 0 0

進学率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他（*） 4 3 3 3 2 1 1 0 17

進路決定率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 97.7% 50.0% 66.7% 100.0% 95.9%

修了者 10 4 5 6 38 2 1 1 67

就職希望者 8 3 1 1 36 0 1 1 51

就職者 8 3 1 1 34 0 1 0 48

うち県内 6 1 1 0 6 0 0 0 14

就職率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 94.4% ― 100.0% 0.0% 94.1%

うち県内 75.0% 33.3% 100.0% 0.0% 17.6% ― 0.0% ― 29.2%

進学 0 0 0 0 2 0 0 0 2

進学率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 3.0%

その他（*） 2 1 4 5 0 2 0 0 14

進路決定率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 94.7% 100.0% 100.0% 0.0% 95.5%

100%

（*）　自営業、フリーランスを希望する者、就職を希望しない者、社会人学生

目標進路決定率 100%

デザイン学

合計

令
和
３
年
度

令
和
元
年
度

年
度

進路状況

保健福祉学

令
和
２
年
度

情報系
前期 修士

 

保健福祉学研究科は、目標とする進路決定率を満たしている。情報系工学研究科では、毎年、

1～2 名程度の進路未決定者がおり、解消に向けた方策が課題となっている。デザイン学研

究科は、各年度の修了生が少数であることもあり、進路決定率の変動が激しくなっている。
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また、修了年度ごとに、出身地別（岡山県内、県外）に就職地（岡山県内、Uターン、県外）

の内訳を次に示す。 

令和元年度修了生の出身地別就職地区分 

 

令和 2 年度修了生の出身地別就職地区分 

 

令和 3 年度修了生の出身地別就職地区分 

 

学部卒業生と比べ、岡山県内に就職する割合が低く、20～30%程度に留まっている。大学院

修了者は、専門性を活かすことができる職種を希望する傾向が強く、就職先選択の幅が広が

る都市圏に就職することが多い傾向にある。 
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[C] 国家資格等取得状況 

看護師 助産師
管理
栄養士

社会
福祉士

介護
福祉士

保育士 保健師

受験者 43 4 35 40 17 （取得者） 7

合格者 42 4 33 33 17 21 7

合格率（%） 97.7% 100.0% 94.3% 82.5% 100.0% 100.0%

受験者 43 4 48 40 7 （取得者） 4

合格者 43 4 47 27 7 20 4

合格率（%） 100.0% 100.0% 97.9% 67.5% 100.0% 100.0%

受験者 45 4 39 37 3 （取得者） 6

合格者 45 4 39 28 3 20 6

合格率（%） 100.0% 100.0% 100.0% 75.7% 100.0% 100.0%

目標合格率（%） 100% 100% 96% 80% ― ― 90%

令和元年度

令和2年度

令和3年度

 

社会福祉士の合格率が目標値よりやや下回ってはいるが、他の国家資格については目標合格率

を概ね達成している。 

[D] 表彰 

学生および教員の各種表彰・受賞については，大学 HP「学生・教員の受賞情報」12を参照され

たい。 

1-5-2-6 卒業生・修了生アンケート、就職先アンケート 

この項目では、本学の教育において、ディプロマ・ポリシーが達成されていると判断することがで

きるかを、卒業生・修了生及び就職先それぞれの立場から評価していただくことを目的とするアン

ケート調査を通して確認することとしている。令和 3 年度に実施した卒業生・修了生アンケートの状

況は、第 2 部第 2 章「キャリア・学生生活支援センターにおける教育活動と成果」内 2-1-5節「卒業

生および修了生アンケートの実施」及び付録 F を参照されたい。また、令和 3 年度末には、第 2 部

第 2章「キャリア・学生生活支援センターにおける教育活動と成果」内 2-2-3節「就職先アンケート」

に記載の通り、就職先アンケートも実施し、現在、集計中である。 

1-5-2-7 退学率、4 年次卒業率 

この項目では、修業年限内卒業率あるいは退学率の改善に向けた分析と対策が講じられている

かを確認することとしている。 

[A] 4 年次卒業率 

2016（平成 28）年度卒業生（2013（平成 25）年度入学生）から 2021（令和 3）年度卒業生（2018

（平成 30）年度入学生）までの修業年限内卒業者数（率）、修業年限超過卒業者数、中途退学者

                                              
12 https://www.oka-pu.ac.jp/guide/guide_detail/index/870.html 
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（率）の詳細については、付録 G「修学年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学

者数、除籍者数」を参照されたい。中途退学率の指標として、朝日新聞と河合塾によって実施され

た 2020 年度「ひらく日本の大学」調査結果 13（コロナ禍での調査）および 2018 年度「ひらく日本の

大学」調査結果 14（コロナ禍以前の調査）を参照する。 

卒業までの退学率（2020 年度・2018 年度「ひらく日本の大学」より（カッコ内は 2018 年度）） 

学部系統 全体 国立大学 公立大学 私立大学 

保健 8.0% (6.5%) 1.7% (2.9%) 2.0% (2.4%) 9.1% (7.7%) 

医 2.1% (2.0%) 1.8% (1.1%) 1.7% (1.4%) 3.3% (3.5%) 

生活科学 5.9% (6.1%) 2.5% (0.8%) 0.6% (1.8%) 6.1% (6.3%) 

工 7.1% (7.9%) 3.9% (4.1%) 6.0% (5.4%) 8.9% (10.0%) 

総合・環境・人間・情報 7.0% (7.4%) 3.3% (2.5%) 3.0% (4.4%) 7.9% (8.1%) 

芸術・スポーツ科学 9.2% (8.3%) 2.7% (1.9%) 6.5% (3.9%) 9.6% (8.8%) 

全体 7.1% (7.0%) 3.0% (3.0%) 3.9% (3.9%) 8.2% (8.0%) 

 

付録 G に示す通り、修業年限内卒業率（4 年次卒業率）は、2019 年度卒業生（2016 年度入学

生）までは 80%台で推移していたが、2020 年度卒業生以降は 90%台で推移しており改善傾向がみ

られる。保健福祉学部は 2019 年度卒業生以前から比較的高い卒業率で推移していたものの、情

報工学部とデザイン学部は 80%台前半で推移することが多かった。しかし、2020 年度卒業生以降

は 80%台後半で推移しており、このことが全体の修業年限内卒業率の改善に寄与している。卒業

率に関係する一番の要素は退学率である。2019 年度卒業生までは 4.3%～5.8%となっており、2018

年度「ひらく日本の大学」公立大学全体の退学率 3.9%を上回っている。しかし、2020 年度以降で

は 2.9%、2.6%であり、2020 年度公立大学全体の退学率 3.9%を下回っている。つまり、退学率の改

善が卒業率の改善に寄与している。コロナ禍で低学年からオンライン授業を受けた学生の修業年

限期間内の卒業率については、今後も注視しながら必要な対策を講じる。 

[B] 年間退学者 

2017（平成 29）年度以降の年間退学者数を次表に示す。 

年間退学者数（カッコ内は当該年度 5 月 1 日在学者数に対する率） 

学部・学科 201７年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

保健福祉学部 3 (0.5%) 2 (0.3%) 5 (0.8%) 0 (0.0%) 5 (0.9%) 

 看護学科 1 0 1 0 1 

 栄養学科 1 1 1 0 2 

 保健福祉学科 1 1 3 0 3 

                                              
13 https://www.keinet.ne.jp/magazine/guideline/backnumber/20/0203/tokushu.pdf#page=15 
14 https://www.keinet.ne.jp/magazine/guideline/backnumber/18/11/toku.pdf#page=17 
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情報工学部 9 (1.3%) 7 (1.1%) 12 (1.8%) 10 (1.6%) 12 (2.0%) 

 情報通信工学科 4 2 5 3 4 

 情報システム工学科 3 3 3 3 5 

 人間情報工学科 2 2 4 4 3 

デザイン学部 15 (4.0%) 9 (2.4%) 11 (2.6%) 6 (1.6%) 5 (1.3%) 

 デザイン工学科 7 4 1 1 2 

 造形デザイン学科 8 5 10 5 3 

全学 27 (1.7%) 18 (1.1%) 28 (1.7%) 16 (1.0%) 22 (1.4%) 

文部科学省調査 15   2.50% 1.95% 1.95% 

コロナ禍となった 2020（令和 2）年度では、保健福祉学部（退学者なし）、デザイン学部（前年度か

ら半減）の退学者が減少し、全体として改善している。コロナ禍 2 年目となった続く 2021（令和 3）年

度では、デザイン学部以外では増加に転じている。文部科学省が 2022 年 6 月 3 日に発表した「学

生の修学状況（中退者・休学者）に関する調査」の結果 15によれば、2021（令和 3）年度における退

学者数は、前年度と比べ大きな変化はなく 1.95%となっており、そのうち、新型コロナウイルス感染

症を理由とする退学者数は、2020（令和 2）年度の 1.3 倍（0.07%から 0.09%へ）になっている。奇しく

も、2021（令和 3）年度の本学全体の退学者数も、2020（令和 2）年度の 1.4 倍となっている。コロナ

禍による影響の有無などの退学理由の分析は、今後、行うこととしている。なお、本学学生の新型

コロナ感染者数は 2020（令和 2）年度は 0 名、2021（令和 3）年度は 37 名であり、効果的な感染防

止対策が取られている中で退学率を抑えている実績は評価できると考えている。 

年間退学率の指標として、卒業までの退学率と同様に、朝日新聞と河合塾によって実施された

2020 年度「ひらく日本の大学」調査結果 16（コロナ禍での調査）および 2018 年度「ひらく日本の大

学」調査結果 17（コロナ禍以前の調査）から 1 年次退学率を参照する。先の退学者数は、在学生全

体（1 年次から 4 年次の合計）であるため、単純な比較はできないが、参考値として考える。 

1 年次退学率（2020 年度・2018 年度「ひらく日本の大学」より（カッコ内は 2018 年度）） 

学部系統 全体 国立大学 公立大学 私立大学 

保健 2.1% (1.9%) 1.2% (0.8%) 0.0% (0.4%) 2.3% (2.3%) 

医 0.6% (0.6%) 0.7% (0.6%) 0.5% (1.1%) 0.5% (0.5%) 

生活科学 2.0% (2.0%) 1.2% (0.8%) 0.0% (0.2%) 2.1% (2.1%) 

工 1.6% (1.6%) 0.7% (1.0%) 1.4% (1.4%) 2.0% (1.9%) 

総合・環境・人間・情報 1.6% (1.6%) 0.4% (0.3%) 0.9% (0.4%) 1.9% (1.8%) 

芸術・スポーツ科学 2.3% (2.1%) 0.5% (0.2%) 0.7% (0.8%) 2.4% (2.2%) 

                                              
15 https://www.mext.go.jp/content/20220603-mxt_kouhou01-000004520_03.pdf#page=10 
16 https://www.keinet.ne.jp/magazine/guideline/backnumber/20/0203/tokushu.pdf#page=15 
17 https://www.keinet.ne.jp/magazine/guideline/backnumber/18/11/toku.pdf#page=17 
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全体 1.7% (1.7%) 0.7% (0.7%) 0.9% (0.9%) 2.0% (2.0%) 

本学の 2020（令和 2）年度の退学率（1.0%）は、公立大学（全体）の 1 年次退学率（0.9%）と概ね一

致している。2021（令和 3）年度データは、まだ公表されていないが、先の文部科学省「学生の修学

状況（中退者・休学者）に関する調査」18の結果も考慮し、公立大学の平均的な値と合致するので

はないかと考えている。 

1-6 まとめと課題 

令和 3 年度は、前年度に基礎作りを行った内部質保証体制により、アセスメント・ポリシーに沿っ

た教学データの収集、可視化の作業を概ね全ての項目に対して行い、一部については、分析と公

表を行った。従前は、各学部、事務局教学課、各センターなどに散在していた教学データを、ほぼ

集約することができたのではないかと考えている。しかしながら、作業を行った結果、次のような課

題も明らかとなった。 

(1) 【AP・教育課程レベル】 AP に則した学生が入学しているかどうかアンケートによる確認 

(2) 【CP・教育課程レベル】 アドバイザー面談など学生支援の効果の検証 

(3) 【CP・教育課程レベル】 副専攻が教育課程レベルの学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

達成度に与える影響に関する評価 

(4) 【CP・授業科目レベル】 授業改善（評価）アンケートなどによる改善例の収集と活用 

(5) 【CP・授業科目レベル】 時間外学習増による単位の実質化に向けた改善例の収集と活用 

(6) 【DP・教育課程レベル】 教育課程レベルの学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）達成度の

評価（卒業時・修了時アンケートの教育課程レベルへの拡大） 

(7) 【DP・教育課程レベル】 退学者に関し、年次、事由などの詳細な分析と改善策の検討 

(8) 大学院教育課程における内部質保証体制の充実 

また、収集、可視化したデータの分析により抽出された課題の中には、改善に十分繋がっている

とはいえないものもあり、次年度以降に継続して検討する必要がある。特に、「教学マネジメント指

針」で求められている 3 つのレベル、機関レベル、教育課程レベル、授業科目レベルのうち、機関

レベルについては、一定のデータ収集および可視化をすることができたと考えられるが、教育課程

レベルにおける教学マネジメントについては、各学部・学科でのアンケート調査とその分析などを

含め、今後学部別外部評価委員会を如何に活用していくかが課題となる。 

令和 4 年度以降、内部質保証体制の見直しが計画されており、新たな体制の下、引き続き、教

育の内部質保証に向けた活動を行うとともに、3 ポリシーに基づく学習者主体の教育の実施と質向

上に向け、PDCA サイクルを滞ることなく回していく。 

 

                                              
18 https://www.mext.go.jp/content/20220603-mxt_kouhou01-000004520_03.pdf 
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第５部 学部別外部評価                          

 
1 概要 

 平成 16(2004)年度から、全ての大学、短期大学、高等専門学校は、7 年以内ごとに文部

科学大臣が認証する評価機関の評価を受けることが法律で義務付けられました。岡山県立

大学においても、平成 19 年度の公立大学法人化以降、平成 21 年度及び平成 28 年度に、

文部科学大臣により認証された評価機関による大学機関別認証評価を受審し、「大学評価基

準を満たしている」との評価を受けました。次回は、令和 5 年度に受審することを予定し

ています。認証評価では、大学における教育研究の質保証及び改善のための体制作りと、そ

の活動が重要な視点となります。本学においても、各審議会及び各委員会などで不断の取り

組みを行っていますが、学内構成員とは異なる視点、知見を有している学外の方を評価者と

して、大所高所の見地からご意見をいただく外部評価を実施することにより、更なる向上を

図るため、昨年度に引き続き２回目の実施となりました。事前にお渡しした外部評価資料を

もとに令和 3 年 1 月に評価者との意見交換会を対面およびオンラインによるハイブリッド

形式で開催しました。評価者の皆様におかれましては、ご多忙の時期にも関わらず快くお引

受け頂き貴重なご意見、ご助言を頂きましたことを、ここに厚くお礼申し上げます。 
 
2 保健福祉学部 

(1) 開催日時 

令和４年１月２１日（金）１０：００～１２：００ 

 

(2) 評価者名簿 

筒井恵子  社会福祉法人鴻仁福祉会理事長 特別養護老人ホーム愛光苑施設長 

山本達也  岡山県立西大寺高等学校 校長 

片岡洋行  就実大学薬学部教授 

上甲啓一  生活協同組合おかやまコープ本部長 

曽我比呂子 公益財団法人倉敷中央医療機構倉敷中央病院 

医療福祉相談グループグループ長 ソーシャルワーカー 

 

(3) 意見交換会の概要 

＜評価者＞ 

・高齢者施設も保育施設も、人材不足で悩んでいる。介護報酬も少ない中で、給与面で四年

生大学出身者を受け入れる余裕がなく、寂しい状況にある。 

・施設等での職員の虐待について、認知症や発達障害の理解ができていない等、教育ができ

ていないところに原因がある。 

・特別養護老人ホームは管理栄養士を配置することが加算条件にある。高齢者施設では、学
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校の給食のような形ではなく、入所者の体調を見ながら栄養マネジメントができる管理

栄養士を育てていただきたい。 

＜大学側＞ 

・認知症の理解については、介護福祉士養成課程以外の科目としても実施する等教育を行っ

ている。 

＜大学側＞ 

・虐待や発達障害について、幼児教育段階では、その他の学校教育よりも問題として出てく

ることが少ないが、文部科学省の通知に基づき、昨年末に県から、虐待のうち性的虐待が

最近教育現場で問題になっているので、その教育・啓発にも力を入れるよう要請があった。

本学科はほとんど女子学生だが、男性に特化した問題ではないので、その専門知識を伝え

ながら、教育に取り組んでいきたい。 

＜大学側＞ 

・入所者の体調にあった食事の提供は、栄養士の大事な仕事であり、単に栄養のことだけを

勉強するのではなく、人間の体や食品そのものについても勉強し、相手の体調などを観察

しながら考えることができる栄養士が育っていると思っている。 

・栄養学科の学生を中心として、地域で高齢者の方に体調や希望にあったお弁当を作る活動

も熱心に取り組んでいる。 

＜大学側＞ 

・患者に寄り添うということを学んで臨地実習に入るが、自分が健康体であるので、なかな

か寄り添えない。知識はあっても実際に対象者に寄り添った行動ができるかを臨地実習

で実感するよう取り組んでいる。 

＜大学側＞ 

・虐待のメカニズムや虐待をしている親に対するプログラム、性的虐待に対する先進的な事

例も教えている。 

 

＜評価者＞ 

・少子化でこれから子どもがどんどん減っていき、各大学は大変になる。現在、学力をつけ

て前期・後期日程等で入学させようとする高校と、総合型選抜等で入学させようとする高

校と、２極化が進んでいる。ただ、総合型選抜等で受験する場合、自ら体験したことがあ

る生徒が合格しており、体験型学習をどれだけ高校で実施しているかが関係してくる。 

・今は、生徒よりも、保護者の「早く合格を決めたい」という意向が勝っている。来年度、

岡山大学が後期日程を廃止するので、来年度受験パターンが変わる可能性があると考え

ている。 

・岡山大学の医学部保健学科看護学専攻は理系からしか入学できないが、文系からも入学で

きる枠を設けて欲しいと思っている。看護学科を目指す生徒は、病気を直す「Cure」を気

にかけるが、「Care」が大切だということを説明している。また、人の死と向き合う仕事
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であるとういうことも言っているが、浸透しているかわからない。その点、看護学科が夏

に行っている講座等に参加することは良いことだと思っている。 

・栄養学科の就職先について、管理栄養士として就職できる数が限られているので懸念して

いる。食品関係に就職するとなると、農学部や薬学部、化学関係学部との競争になり、激

戦になる。また、理系からしか入学できないので、文系の高校が敬遠する。 

・社会福祉士の合格率がいつも高いのに、令和２年度は低い。 

・保育士については、もう少しすると少子化で子どもが減り、就職先が狭まるのではないか

と思っている。 

・ソーシャルワーカーやケアマネジャーと話をする機会があったのだが、気長に根気強く対

応してくれる方が多く、場数を踏んでいるだけではない、人間性がすばらしい方が多い。

これも教育の賜物なんだろうなと思っている。 

＜大学側＞ 

・志高く入学してくる学生を、看護師の卵として社会に送り出せているかというと、こちら

もまだまだ努力しなければいけないなと思う。 

＜大学側＞ 

・栄養学科の就職先について、管理栄養士の資格を取るのに、管理栄養士としての就職を望

まず企業に就職する学生が結構いて、就職先がバラエティに富んでいる。管理栄養士とし

て就職したいのに就職できないという学生はほとんどおらず、ほとんどの学生が希望す

る進路に就職できている。 

・入試については、一般入試では理科が必要なので、理系しか受験できないが、推薦入試は

生物基礎・化学基礎で受験できるので、文系も受験できる。ただ、栄養学科の講義は生物・

化学が基礎になった科目が多いので、生物基礎・化学基礎で入学した学生は、そこで努力

が必要になってくるが、栄養学科としては文系の学生にも来てもらいたいと思っている。 

＜大学側＞ 

・国家試験は厳しい状況ではあるが、今年度は各教員が国家試験の対策講座を設けたりし

て、試験対策を行っている。 

＜大学側＞ 

・就職先が限られる中、どうやって学生を希望の就職先に送り出せるかを考えると、知識も

技術も大切だが、やはり人間性を育てることが大切だと考えている。 

＜大学側＞ 

・単なる実践ではなく、理論的な枠組みで物事を見る力が重要だと考えている。また、人間

性に加えて人と連帯していける力も必要である。それを全学科で教育していきたいと考

えている。また、少人数なので、一人一人にあった教育を目指していきたい。 

・「バイスティックの七原則」に従った支援をしていきたい。 
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＜評価者＞ 

・地域活動が非常に活発に行われている。 

・学科間で連携教育はしているのか。現場ではいろいろな職種が連携して仕事をしている

が、大学の中でそのような取り組みがなされているか。 

・学生が在学中あるいは卒業後に、大学で学んだことに満足しているかアンケート調査をし

ているのか。満足度が高ければそこをアピールしていけば学生も集まると思うし、大学の

特色や魅力にもなるのではないか。 

＜大学側＞ 

・学科間連携については、「チームガバナビリティ演習」という科目があり、外部の専門家

を呼んで４学科の学生が専門職の連携について学んでいる。「地域保健福祉演習」も４学

科が連携している。また、全学で取り組む副専攻もある。 

＜大学側＞ 

・「チームガバナビリティ演習」は選択科目で、約３０名が受講している。グループとチー

ムの違いや、チームを作る過程を学び、グループに分かれて、チームとしての意見をまと

める練習をする。コロナ禍以前は、病院実習としてチーム連携の様子を見せてもらったり

していた。 

・「地域保健福祉演習」は、今年度から学科共同で実施している。総社薄荷が今年度のテー

マで、栄養学科の教員担当の回では薄荷を使ったメニューを味わい、看護学科の回では薄

荷オイルを使った健康効果の測定、デザイン学部の回は薄荷を使った染織などを行った。 

＜大学側＞ 

・全学的な取組として、副専攻の「岡山創生学」という課程があり、学生が地域の課題を見

つけて、地域の方々と一緒に解決に向けて考えるという正課の活動である、それに加えて、

今年度からは、「子ども食堂」「防災」「貧困家庭への学習支援」「プレーパークの支援」「シ

ニア向けスマートフォン講座の支援」「倉敷美観地区の景観維持」など、自分でテーマを

見つけて、いろいろな人と協働することを学ぶ準正課の活動もしている。 

＜大学側＞ 

・全学的な取り組みとして、卒業生にはアンケートを実施している。また、３年ごとに企業

の方にアンケートをとっている。 

＜大学側＞ 

・看護学科では、カリキュラム改正があったので、同窓会に登録している卒業生 600名に、

カリキュラムについてのアンケート調査を行った。回収数は 120弱だったが、実習での学

びが将来に影響しているという回答が多かった。座学で習ったことが腑に落ちるような

体験ができる実習を心掛けている。 

＜大学側＞ 

・毎年、卒業生が仕事についてのプレゼンテーションする取り組みもある。 
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＜評価者＞ 

・食育の出前授業を保育園などで行っており、子どもに情報を伝えるノウハウを教えてもら

う交流を子ども学科と行った。また、食習慣と食育に関する取組について、大学院生２名

に参加してもらった。 

・コロナ禍のため対面で話をする機会が不足しており、コミュニケーションに苦慮してい

る。リアルで会うことに比べれば後退していることもあると思うが、何か工夫はしている

のか。 

・今までインターネットを使った取り組みがあまりなかったが、コロナ禍で、インターネッ

トで動画を見たり、オンラインで会議をするなど増えてきた。HP の情報発信の話があっ

たが、企業や県民に向けた情報発信について、さらに一層広げていけたら、より県立大学

を身近に感じるのではないかと思う。 

＜大学側＞ 

・教員が担任のような形で学生を支援するアドバイザー制度というものがある。コロナ禍で

対面が難しくなったが、メール等で今までよりも密に連絡を取って、学修を支援している。 

・SNS で行事や大学の情報を随時発信しているが、他大学に比べるとまだ弱いと思うので、

対策をしていきたい。 

＜大学側＞ 

・オンラインで行われた出前授業を見させていただいて、保育者の卵として子どもの発達特

性を踏まえた意見をグループディスカッションでお伝えしたが、ちょうど幼稚園の教育

実習を控えていたので学生のモチベーションが高まった。また、自分たちの方が伝え方に

ついて参考にさせてもらった。 

＜大学側＞ 

・今年度は、オンラインに教員も学生も少し慣れてきたので、昨年度よりは学生の満足度も

上がっていると思う。 

・対面での授業では終了後の質問はあまり出てこないが、オンラインだと意外と質問が出

る。また、動画配信をしている場合、再生回数が試験前には上がり、試験をしても対面よ

りもよい点を取る。 

・また、オンラインで学生が自由に使える時間が増えて、地域活動やアルバイトが増えてい

る。 

・情報発信については、教員が紹介するよりも、学生目線で紹介する方が効果的だと思うの

で、学生に動画を作ってもらうことを考えている。 

＜大学側＞ 

・コロナ化で講義もオンラインで行ったりしているが、オンラインでもサボる学生はあまり

おらず、レポートも出してくる。実習が WEB実習になると、実際の患者さんではなく、事

例を作って検討するようになるので、今まで授業で行った事例検討とあまり変わらず、進

展が見られなかったので、他の教員に患者役になってもらい健康教育を行うなど工夫を
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した。 

・HPの更新については、動画を入れるなど、もう少し活性化を図っていきたい。 

＜大学側＞ 

・令和４年４月から、専門教育は基本的には対面で行う方針であるが、コロナ禍で通学でき

ない学生のためハイブリッドで行うなど工夫をしていきたい。 

 

＜評価者＞ 

・「チームガバナビリティ演習」にメンターとして参加したが、現場での多職種連携にすぐ

に結びつく授業であった。 

・診療報酬の関連もあるが、これからは地域での連携や地域で暮らすことが欠かせない。そ

こを学生に授業で学んできてもらい、現場で「これが習ったことなんだ」と結びつくこと

が大切であり、それがある人とない人では、伸びるところが違うなと感じているので、ぜ

ひそのあたりを学んでほしい。 

・ソーシャルワーカーになると、警察だろうが検察だろうが、どことでも連携していかない

といけないし、たくさんの人と協力して支援をしていく必要がある。そのためにも、基本

的なコミュニケーション能力や、今学んでいることが現場で結びつくような教育が大切

だと思う。 

＜大学側＞ 

・現場経験を豊富に有する教員が多数いるので、今学んでいることが現場ではこう役立つと

いうことを学生にわかりやすく伝えることを考えていきたい。 

・資格取得があるので授業時間数が多いが、それ以外の時間で地域の方とのふれあいやボラ

ンティア活動等を推奨して、多くの経験を積んだ卒業生を送り出したい。 

＜大学側＞ 

・吉備の杜クリエイター課程について、岡山創生学課程との違いなどを中心に説明を。 

＜大学側＞ 

・岡山創生学課程は、ボランティア活動を体験した上で、自分でテーマを見つけて活動する。

その後「吉備の杜クリエイター課程」になると、連携機関からもらったテーマを自分の専

門分野と結びつけながら解決を考えていく。大学院になると「吉備の杜プロデューサー課

程」になり、社会人にも参加してもらう課程となっている。 

 

3 情報工学部 

(1) 開催日時 

令和４年１月１７日（月）１４：００～１６：００ 

 

(2) 評価者名簿 

晝田眞三 ヒルタ工業株式会社 代表取締役会長 
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中島義雄 株式会社システムズナカシマ 代表取締役社長 

菅 誠治 岡山大学工学部長 

万殿貴志 株式会社英田エンジニアリング 代表取締役 

小川浩基 インタロボット株式会社 代表取締役 

豊田晃敏 岡山県立総社高等学校 校長＜欠席＞ 

 

(3) 意見交換会の概要 

＜評価者＞ 

・全体的にみると国際教育の満足度が若干低いように思える。教養教育科目の中に英語など

はどれぐらい入っているのか。座学が中心なのか。 

・外部検定試験などを進級要件に入れているのか。 

＜大学側＞ 

・英語は、英会話などもある。 

・ＴＯＥＩＣを１年生と２年生で受験するが、点数はそこまで良くはない。進級要件には入

れていない。 

＜評価者＞ 

・岡山大学では、専門分野に応じて、進級要件、卒業要件、大学院の入試要件に入れるなど工夫をし

ている。専門分野によっても違うが、論文も英語なので、語学が大事だ。３年生から４年

生への進級時、卒業時、大学院入試と少しずつハードルを上げている。そうすると効果的

に点数が上がっていく。卒業できない学生もいるが、それぐらいしないとやらない。その

あたりは工夫の余地があるのではないか。 

＜大学側＞ 

・進級要件にＴＯＥＩＣを入れている場合に、別途、技術英語能力検定を受験するなど、救

済措置を設けている大学もあると聞くが、進級要件にＴＯＥＩＣだけでハードルをかけ

るというは問題ないのか。 

＜評価者＞ 

・必修の英語の単位認定の条件にＴＯＥＩＣを入れているのだが、４００点というレベルで

あれば問題ないのではないか。 

 

＜評価者＞ 

・卒業時アンケートの「あなたは、世代や言語や文化の相違をのりこえてコミュニケーショ

ンを図ることができますか」と、「あなたは法や道徳を守り、社会を改善する意欲があり

ますか」という質問について、「あまりない」と回答した学生がいるが、技術者倫理のよ

うな教育はしているのか。 

＜大学側＞ 

・技術者倫理というのは、基本的にはフレッシュマンセミナーや卒業研究の中で教えてい
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る。また、「技術者と社会」の中には、倫理というコマも入れているが、これは選択科目

にしている。 

＜評価者＞ 

・岡山大学工学部も以前はなかったが、少し前のカリキュラムから、外部講師をお願いして

技術者倫理や特許などを含めた「工学倫理」を３年生の集中講義で教えている。 

 

＜評価者＞ 

・卒業時アンケートをとっているが、卒業して何年か仕事をしてから、振り返って大学はど

うだったかというアンケートがあると、もっと現実的なことがわかるのではないか。卒業

生のフォローアップという面でも、卒業して３～５年ぐらい経ってから、大学で本来何を

したらよかったのか、もう一度振り返る機会があれば、それが実際の教育の役に立つので

はないか。なかなか難しいとは思うが。 

・高大連携について、理科系の学生を育てようとしている SSH の高校との連携はどうなっ

ているのか。ある程度対象を絞って連携すると、現場の学生の定着もすすむのではないか。 

・社会人にとって情報系のスキルはとても大事である。社会人への教育についてもう少しあ

るといい。今はどの製造業もどうやってシステム化するかが求められているが、それがで

きる人材がいない。また、入社後、別の仕事をしていると、もう一度情報系の仕事をする

のが難しい。最新の情報を再度勉強するチャンスを提供していただけると、岡山の製造業

にも役に立つ。 

＜大学側＞ 

・新型コロナウイルスへの対処の中で、オンラインでのノウハウが出来たので、オンライン

でそういうことができるかもしれない。 

＜評価者＞ 

・事業者も、システム化するノウハウがなくて、システム会社に委託したり、買収したりし

て対応しているが、それができる社員がいると、もっと広がる。今いる社員の再教育とい

う観点からもできればいい。 

 

＜評価者＞ 

・入社後、適応障害になるというケースがある。基本的には真面目で優秀な人なのに、どう

してそうなるのかと考えると、世渡り方というか、周囲とのコミュニケーションが得意で

はない人が、昔に比べて増えている気がする。そういうところも鍛えてほしい。 

・外国語も重要だが、きちんとした日本語を書ける人が減っていると思う。新聞を読む人も

減っていると聞くが、日本語を書くという能力が磨かれることも必要ではないかと思う。 

・就職先によって、求められる英語力が変わってくる。工学部なら製造業に就職する学生が

多いと思うが、今の製造業で国内向けだけという企業はない。海外の方とのやりとりが日

常的に起きてくる。リアルのときは海外に出張する人が英語力を求められ、そうではない
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人は強くは求められなかったが、オンラインになるとみんなやりとりをするようになる

ので、英語ができればチャンスが増えていく。海外とのやりとりが数年前に比べると格段

に活発になっている。オンラインで海外の大学とやりとりをしているとのことだったが、

製造業の会社だとこれを日常的にやる時代なので、そういうことが求められている。 

＜大学側＞ 

・海外の大学との交流についても、参加する学生が限定的である。やはり岡山大学のように

避けて逃げられないようにした方が・・・。 

 

＜評価者＞ 

・本を読むことはとても大事である。入社しても文章がきちんと書けないという話があった

が、コミュニケーションも同様だ。人間力をつけるのは、本を読むと高まってくるのでは

ないかと思う。社員に聞いてもほとんど本を読まないし、新聞も取っていない。スマート

フォンで自分に必要なニュースや本を読んでいるが、紙に書いてある本を紐解くという

ことがなくなっている。そこがコミュニケーション能力を上げるとか、文章を書く能力に

必要ではないかと考えている。図書を買う予算が少ないと聞いて、地元の学校等に寄附し

たりしているが、大学までに本を読む機会が必要だと思う。学生がどれだけ本を読んでい

るのかを一度調べていただきたい。 

・退学率について、アドバイザー制度の効果はあるのか。 

＜大学側＞ 

・アドバイザー制度は以前からあるが、この退学率のカーブのとおりである。定期的な面談

を全学生に対して行ったり、修得単位の少ない学生を呼び出してアドバイスしたり、保護

者に連絡したりしているが、なかなかゼロにはならない。 

＜評価者＞ 

・ゼロは難しいと思うが、ミスマッチの対策は何をしているのか。 

＜大学側＞ 

・高校の教員に説明したりして、入学前にミスマッチを防いでいる。また、転学部という制

度もあるが、あまり機能はしていない。受け入れ側の了解も必要で、各学科の定員が決ま

っているので、それ以上は受け入れてもらえなかったりする。 

 

＜評価者＞ 

・ＡＩなど、企業向けの出前講座があればいいと思う。 

＜大学側＞ 

・「組み込みＡＩ」を県事業で実施しているが、そのようなことであれば、岡山県立大学協

力会と協力して実施するのがいいかもしれない。 
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＜評価者＞ 

・学生にとって、大学は講義が大きな部分を占めるが、コロナ禍で「講義資料提供型オンデ

マンド」の授業が多くなっている。コロナ禍の異常時の対応ということだと思っていたが、

今後、平常時も「講義資料提供型オンデマンド」が続くようなら、問題だと思う。インタ

ーネットで勉強ができる中で、大学に通うというのは、先生の「人となり」に触れ合うと

いうことが大事で、非常に価値があることだと思う。「講義資料提供型オンデマンド」は

本来は実施すべきではないという考えで取り組んでいただきたい。生徒側からすれば、簡

単に単位が取れていいという考えもあるかもしれないが、「講義資料提供型オンデマンド」

で、先生の顔も見ないで授業が行われ、先生や友人など、人と触れ合うことを重視しない

となると、大学の教育という価値が薄れていくように思う。 

＜大学側＞ 

・コロナが収束すれば、「講義資料提供型オンデマンド」のような形式はなくなると思う。 

講義も、座席の間隔を空けて対面で実施する方向に舵を切っている。 

＜評価者＞ 

・ぜひ、人と触れ合うことを重視するという方針で実施してほしい。 

＜大学側＞ 

・まさにそのとおりである。「講義資料提供型オンデマンド」がずっと続くということはな

いとお考えいただきたい。 

＜評価者＞ 

・オンデマンドの講義は、良い悪い両面あり、もう一度見返すことができるという良い面も

ある。リアルタイムの講義は通信環境のせいで全然聞こえなかったという学生もいる。学

生にとって一番いいのは、対面で講義をしつつ、それを同時配信し、また後でオンデマン

ドで見ることができるという「ハイフレックス型」である。岡山大学では、費用はかかる

が、先生が教室に行けば簡単にハイフレックス型講義ができるように教室に改造するこ

とを考えている。 

 

＜評価者＞ 

・大学院に進学する学生が３割程いるとのことだが、大学院の状況はどうなのか。 

＜大学側＞ 

・大学院の外部評価は実施していない。次年度以降、大学院の状況を外部評価用資料に入れ

る方向で検討する。 

 

＜評価者＞ 

・大学院の県内就職率は、学部に比べていかがか。 

＜大学側＞ 

・あまり良くないが、年度によって差がある。 
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＜大学側＞ 

・大都市へ出る学生が増える。もともと県内指向の強い学生は、学部を卒業して就職する傾

向が強い。 

＜大学側＞ 

・どうやって県内企業に目を向けさせるかが課題である。 

＜評価者＞ 

・吉備の杜プロジェクトで、県内企業との関係ができてくるので、いい効果がでればいい。 

＜大学側＞ 

 ・やはり県内企業との接点を増やすことだと思う。 

＜評価者＞ 

・岡山大学も経済同友会とインターンシップをしているが、最近はいろいろなインターンシ

ップが出てきたので、見直しをしなければと考えている。インターンシップがどれぐらい

就職に結びついているか。 

＜大学側＞ 

・きっちりとしたデータはないが、過去には、エンジニアリング演習に行った企業に就職し

た学生が数名いた。 

＜評価者＞ 

・インターンシップは、学生が働くということをしっかり認識して帰ってくるので、学生に

とってとてもいいことであるが、それが就職に結びついていない。岡山大学も中央指向が

強く、せっかくインターンシップを受け入れてくれた企業に申し訳がない。だが、実力の

ある地場企業を見せていただくということはとてもいいことだと思っている。最近は、オ

ンラインインターンシップを学生がずっと行っていて、研究にあまり時間がさけていな

い現状もある。 

 

4 デザイン学部 

(1) 開催日時 

令和４年１月１８日（火）１４：００～１６：００ 

 

(2) 評価者名簿 

梶谷俊介  岡山トヨタ自動車株式会社 代表取締役社長 

秋山 宏  岡山県立総社南高等学校 校長 

上田恭嗣  ノートルダム清心女子大学名誉教授 

大橋宗志  株式会社山陽新聞社 監査役 

小野 力  株式会社英田エンジニアリング 
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(3) 意見交換会の概要 

＜評価者＞ 

・学部が変わったのが大きいが、自分が在籍していたころに比べて、いろいろ変わったなと

思っている。新しい学部になって、どういう授業を受けてどういう作品を作っているのか

興味がある。 

 

＜評価者＞ 

・コロナ禍で、教育や研究がどう変わったのかが気がかりだったが、対面授業が７０％近く

あり、これは大変すばらしいことだと思う。実学重視のデザイン学部では、リモートでは

どうにもならないことがあると思う。よくやられているなと思った。その影響か、GPAの

数値がほぼ前年並みになっている。 

・就職・進学状況について、造形デザイン学科の卒業生 46人のうち、就職者 25人、進学者

３人、休学や退学等９人を差し引いた残り９人はどうなっているのか。また、これらの学

生に対して、指導は行き届いているのか。 

＜大学側＞ 

・授業について、大学の方針はできるだけ対面授業を減らすということだったが、デザイン

学部ではそれでは教育効果の保証ができないので、少人数にするためにクラスを半分に

して倍の数の授業をしたり、午前にオンラインで授業をして午後に対面で演習を行うな

ど、既に決まっていた時間割を更に組み直して実施した。教員や学生に負担をかけたが、

コロナ対策を徹底して行ったおかげで、大学構内での罹患者はなかった。罹患者を出さず

にあれだけの対面授業ができたのは、教員・学生の努力の賜物であると認識している。 

・就職・進学状況については、フリーターとしてデザインの仕事をしている学生が、就職に

カウントされていない。 

＜評価者＞ 

・それは、就職できなかったということか、本人の希望でフリーターで自由に働きたいとい

うことなのか。 

＜大学側＞ 

・ほとんどが後者で、就職できないというよりも、まったく就職活動をしていない学生が一

定数いる。卒業していきなり起業となると、資金面でもなかなか難しいが、フリーだとパ

ソコン１つで仕事ができたりするので、フリーターといえどもそれなりの収入を得てい

る学生もいる。 

＜評価者＞ 

・それで生活できるというのであれば、生き方の問題だから、大学の問題ではないですね。 

＜大学側＞ 

・このフリーターをどうカウントするかが悩ましいところである。 
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＜評価者＞ 

・県立高等学校では、令和４年度から各校ごとにディプロマポリシーやカリキュラムポリシ

ーを作成し、HP 等で生徒・保護者等に周知するとともに、それを元に学習評価を行うこ

ととなっている。大学も同じように作成しているが、大きな組織なので、教員や学生等に

どのように周知しているのか。 

＜大学側＞ 

・ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリシーについては、高校

生に向けて発信しているが、文章だけだとわかりにくく、ポリシーを理解して大学に進学

する学生はあまりいないのではないか。どのようにわかりやすく高校生に向けて発信す

るかは考えていかなければいけない。在学生には、ディプロマポリシーに従ってできた到

達目標を達成できないと単位がとれないということを理解してもらうため、オリエンテ

ーションやアドバイザー制度を使って説明している。 

＜評価者＞ 

・デザイン学部というと、「専門的知識・技能」が重視されると思うが、その前の「人間・

社会・自然の理解」や「倫理観」が入っていることがいい。これからの未来をデザインし

ていく人たちは、こういうところがきっちりしていないと人間として信頼されない。結局、

卒業時アンケートを見ても、「専門的な知識や技能を身につけている」と「幅広い教養を

身につけている」と答えた学生が約７割と同数である。ディプロマポリシーが機能してい

るのではないかと思う。 

＜大学側＞ 

・「コミュニケーション能力＝英語」と考えているところが少し寂しいが、デザインは専門

性を深めようと思うほど、多角的に物事が見えないと難しい。この部分は学部としても気

を付けているし、大学全体としてもリベラルアーツに力を入れている。 

＜評価者＞ 

・卒業時アンケートの「あなたは未来に向けて新たな行動をする意欲がありますか」という

質問に対して、「十分ある」「ある程度ある」と回答した学生が９割を超えている。今どき

の学生はそうなのかなと驚いた。 

 

＜評価者＞ 

・ミスマッチについて、難しいが、ディプロマポリシーやカリキュラムの特徴などを、いか

に高校生に発信していくかが重要だと思う。昔は、この成績だとこのレベルの大学という

大雑把なくくりで進学先を決めていたが、今は、大学で何が学べるかというのを調べて進

学先を決めており、おそらく高校もそういう指導に変わってきているのだろう。デザイン

学部とは、単なるアートではないということをいかに発信し、それを分かった上で入学し

てもらうかというところに力を入れていく必要がある。同じ学部の名前でも教育の中身

が違う可能性もある。 
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＜大学側＞ 

・言葉で書いたらなんとなくわかるが、これを高校生に伝えるのが難しい。高校の校長先生

から、授業の様子を動画で見たらわかりやすかったという意見をもらったこともあるの

で、やはり高校生には、文章ではなく、授業の様子の動画配信などを考えなければいけな

いなと思っているところである。また、高校の先生方にも、デザイン学部のことをどう説

明すればいいかと思っている。 

 

＜評価者＞ 

・高校でも中学校向けに説明をしたりするが、在校生が難しい言葉をかみ砕いて説明したと

きは非常に好評だった。学生が、何時に起きて、こういう授業を受けて、アルバイトをし

てという一日の流れということを説明したらいいのではないか。高校生からすれば、大学

生は勉強以外はどういうことをしているのか興味がある。難しいとは思うが、学生が出向

いたりして直接対応できればいいのではないか。 

＜大学側＞ 

・高校の先生が生徒を連れてきても、教員が対応しているが、学生が対応したらまた違うか

もしれない。よいアドバイスをいただいた。 

 

＜評価者＞ 

・３学科に変更したことで、受験生にとってはわかりやすくなった。建築学科を新たに作っ

たが、岡山大学にもコースとして出来た。今後の在り方を期待したい。 

・退学者が少し多いように思う。いろいろ対策はされているのだろうが、転科をもう少し幅

を持って対応するのはどうか。また、難しいかもしれないが、他学部への転科もどうなの

か。 

＜大学側＞ 

・転科や転学部の制度はあるが、ほぼ定員まで入学者を入れているので、設備の面で転科に

対応できない部分がある。他学部からデザイン学部へ転学した事例もあるが、あまり積極

的に表に出していない部分もあるので、今後検討していきたい。 

・退学者と就職率が悪いと、ブランドにならないことは十分承知しているが、県の外部評価

でも指摘され、何年も対策をしてきたが、効果がない。一番の原因は、やはりミスマッチ

だと考えている。学生や保護者への説明をしっかりしていきたいが、よい方法があればア

ドバイスをいただきたい。 

 

＜評価者＞ 

・合理的配慮を要する学生について、高校と連携して情報交換はできているのか。 

＜大学側＞ 

・自己申告してもらい把握している。デザイン学部は演習があるので、そこで壁を感じてい
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る学生が多いのではないかと思う。 

 

＜評価者＞ 

・県内就職が少ないが、令和２年度はとりわけ少ない。どうするかだが、「吉備の杜プロジ

ェクト」でクリアしていくことはできないのか。 

＜大学側＞ 

・やはり、デザインの教育を受けられる大学が少ないので、どうしても中央指向が強くなり、

なかなか県内に目が向かない。岡山県内で就職するには岡山県の企業を知ることが大切

であり、その機会を増やしたりしているのだが。意外と県内出身者が県外へ出て、県外出

身者が県内へ就職するということがある。 

 

＜評価者＞ 

・学生は、岡山県にデザインができる会社があることを知らない。どうしても、大企業に目

がいってしまう。デザイン学部に貼ってある求人情報も大手企業のものばかりだ。県内企

業のデザイン職の情報が全く目に入らない。 

＜大学側＞ 

・就職先が大手企業である方が、保護者にとってもブランドになっている。悩ましいところ

であるが、まずは、県内企業を知ってもらうということが重要だと考えている。 

＜評価者＞ 

・デザイン関係が必要ないように思えても、デザイン出身者が必要だと考えている企業は多

い。逆に企業は、デザイン系の学生は応募してくれないという思いがあるので、企業と大

学双方が、デザイン系の学生の就職先は幅広くあるということを認識すべきだ。例えば、

広告をデザイン会社に発注するとして、デザインのことを全く知らずに発注するのと、知

識がある人がいて発注するのでは、質が変わってくる。また、店舗の維持管理についても、

建築系の知識がある人がいてくれる方が、いろいろな意味でプラスになるが、そういう建

築系の学生はほとんど応募してこない。その企業のメインの業務とは違うが、デザイン系

の知識が必要な業務はある。そこが意外と見えていない。 

＜大学側＞ 

・そのような話を県内企業からいただくことも増えたので、岡山県立大学協力会とも協力し

始めたところである。 

＜評価者＞ 

・企業から、デザイン学部の学生がほしいという話はよく聞くが、デザインの業務で雇うな

らいいが、一時的にデザインの業務もしてほしいがメイン業務はデザインではないとい

う認識をされていると、学生もそれを感じ取ってしまうので、なかなか厳しい。やはりデ

ザインの専門職としてやりがいを求めている学生が多いので、就職口として割り切って

しまえばいいのかもしれないが、便利屋的に言われても厳しいところがある。ただ、そう
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ではない企業もあり、そういう企業はこういうデザインの学生がほしいと積極的にアプ

ローチしていただけると学生の目にも止まりやすくなる。お互いにマッチングがうまく

いけばいいと考えている。 

＜大学側＞ 

・数年前に岡山空港に就職した学生がいたが、建築設計業務ではなく、建築を学んだ学生に

施設全体を見ながら業務をしてもらいたいという話で、本人も納得の上で就職した。建築

を学んだことを直接ではなくても、街づくりや店舗管理に活かしたいという学生が多い

ので、そういう情報をどう企業へアプローチしていけるかというところだと思う。 

＜大学側＞ 

・企業の情報をどのように収集するか、企業からどういう形で求人の情報をいただけるかが

関係してくる。 

＜大学側＞ 

・長年、共同研究をしている県内企業から、デザイン学部の学生が欲しいと言われ、その企

業はデザインというものを理解しており、信頼関係もできているので、学生も就職した。 

＜大学側＞ 

・コロナ禍で企業も新しい業態を模索しており、デザインマネジメントという力があれば今

は就職のチャンスだと思う。やはりデザインスキルだけでなく、マネジメント力という部

分で勝負できる学生を育てていっている。今は経営学部や、マネジメント学部の大学がデ

ザイン学の先生を募集している。今は売り込みのチャンスかなと感じている。 

 
5 まとめと課題 

 2 回目の実施となる本年度は昨年度の反省から意見交換会の開催を１月中旬に行い結果

を次年度の計画にフィードバックできるようにしました。３学部とも頂きましたご意見、ご

提案を真摯に受け止め、実行できるものから順次取り組んでまいります。また、学部間に共

通する課題、あるいは学部だけでは対応が難しい課題を切り分け、それらに対応する教育研

究の質保証及び改善のためのしくみづくりに反映させてまいります。 
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第６部 コロナ禍における教育活動の対応 
 
1 概要 
コロナ禍の影響が続く令和 3 年度は、対面授業を取り入れながらも感染対策を本学の最

重点課題として教育活動を進めた。前期は令和 2 年度と同様に対面授業は申請許可制とし、

共通教育科目はフレッシュマンセミナーと社会連携群の科目の一部以外はすべてオンライ

ンを原則としたが、学部教育科目の演習実習科目ならびに定期試験は、感染対策に万全を期

すことを条件に対面授業を採用するする方針とし、講義科目もハイブリッド型の導入を進

めた。しかしながら、前期開始時期が第 4 波のピークと重なり、本学でも 5 月初めに最初

の感染者が発生したため、5 月 7 日から 6 月 20 日まで学生の入構禁止措置を講じ、授業は

オンラインのみとした。7 月から 8 月にかけて第 5 波の到来とともに学内感染者が相次い

で発生したが、定期試験は原則として対面で実施した。また、8 月は本学で新型コロナワク

チンの接種の職域接種を行い、全学生の約 40%が 9月までに本学での 2回の接種を行った。

後期はワクチン接種者の割合も増えたと見られたため、学部教育科目の演習実習科目と定

期試験は対面授業とし、講義科目も来学に不安な学生への十分な配慮を行いつつ対面授業

の導入を進める方針としたが、保健福祉学部や情報工学部の学部講義科目はオンラインの

みで実施される授業も多かった。1 月に入って第 6 波による感染の急拡大に伴い、学内感染

者が相次いだが、定期試験は対面で実施した。 
以下はコロナ禍の学修の質保証に関する検証を、令和 2 年度の成績分布への影響から類

推することを試みた。また、令和 2 年度に実施したコロナ禍の授業への様々な取り組みが

令和 3 年度のオンライン授業に生かされたかどうか、学生へのアンケート調査を実施した

結果を示すとともに、令和 3 年度の授業実施形態調査の結果ならびにコロナ禍の学生支援

の状況についてまとめた。 
 
2 教育活動への影響と対応 
2-1 成績分布への影響 

令和 2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により、多くの授業科目が、対面授業をオ

ンライン授業に切り替えて実施することを余儀なくされた。令和 2 年度の授業実施形態調

査の結果より、調査対象授業科目 800 余のうち 200 余が、コロナ禍によりやむを得ず成績

評価方法を変更したことが明らかになった。このため、コロナ禍における教育の質保証の観

点から、成績評価方法の変更が各授業科目の不合格率に与えた影響を、以下の 2つの方法に

より調査・検証した。 

 
2-1-1 成績評価方法を変更した授業科目の担当教員に対するアンケート調査（主観的評価） 

2-1-1-1 調査概要 

【調査期間】 令和 2年 6月 15 日～7月 30日 
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【調査方法】 Google FormによるWebアンケート 

【調査対象】 1の授業実施形態調査で令和 2年度に成績評価方法に変更があった 223科目 

・共通教育科目：  40 

・保健福祉学部教育科目： 89 

・情報工学部教育科目：     81 

・デザイン学部教育科目： 13 

【回 収 数】 143科目（62.7％） 

・共通教育科目：  55.0% （22科目/40科目） 

・保健福祉学部教育科目： 83.1% （74科目/89科目） 

・情報工学部教育科目：     51.9% （42科目/81科目） 

・デザイン学部教育科目： 15.4% （2科目/13科目） 

 
2-1-1-2 集計結果 

 

［設問１］オンライン授業等への変更に伴う当初予定していた授業内容の変更の有無 
 

凡例 

 

全学 

 

共通教育科目 

 

保健福祉学部教育科目 

 

情報工学部教育科目 

 

デザイン学部教育科目 

 

 
 

全体の構成も各回授

業の内容も変更

全体の構成は変更

せず毎回の授業内

容を部分的に変更

全体の構成は変更せず

数回の授業内容のみ部

分的に変更

微調整に留めてほぼ

変更なし

全く変更なし
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［設問２］令和 2 年度担当科目の変更前（シラバスに記載）の成績評価方法 
 

凡例 

 

全学 

 

共通教育科目 

 

保健福祉学部教育科目 

 

情報工学部教育科目 

 

デザイン学部教育科目 

 

 

 

［設問３］令和 2 年度担当科目の変更後の（実際に行った）成績評価方法 
 

凡例 

 

全学 

 

共通教育科目 

 

 
 

A 定期試験

（対面式）

B 定期試験、小テス

ト、あるいはその組

み合わせ（対面式）

C レポート、作品、

プログラムなど自宅

学習や授業中に作成

させ提出させたもの

D ミニッツペーパー

など授業提出物
E プレゼンテーション、

操作や演奏等の実演など

の観察（対面式）

F その他自宅学習や授

業中に（資料等を自由

に見ながら）作成させ

提出させたもの

G その他対面式

で実施するもの

H 上記以外

A 定期試験（オ

ンライン）

B 定期試験、小テス

ト、あるいはその組み

合わせ（オンライン）

C レポート、作品、

プログラムなど自宅

学習や授業中に作成

させ提出させたもの

D ミニッツペーパー

など授業提出物

E プレゼンテーション、

操作や演奏等の実演など

の観察（オンライン）

F その他自宅学習や授

業中に（資料等を自由

に見ながら）作成させ

提出させたもの

G その他対面式で

実施予定のものを

オンラインに変更

H 上記以外
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保健福祉学部教育科目 

 

情報工学部教育科目 

 

デザイン学部教育科目 

 

 

［設問４］  成績評価方法の変更と不合格率との間の関連 
 

凡例 

 

全学 

 

共通教育科目 

 

保健福祉学部教育科目 

 

情報工学部教育科目 

 

デザイン学部教育科目 

 

 

設問 4 の結果では、令和 2 年度に成績評価方法を変更した授業科目のうち、成績評価基

準の変更の有無にかかわらず、全学では 62%でコロナ禍以前の不合格率を変化はなかった

との回答であり、成績評価方法の変更に伴い成績評価基準を変更して実際に不合格率に変

化があった科目が 12%（うち減少は 8%、増加は 4%）にとどまったことから、令和 2 年度

はコロナ禍前の教育の質を、概ね維持できているのではないかと考えられた。 

A 評価基準等に

ついても変更し

たため、減少

B 評価基準等に

ついても変更し

たため、増加

C 評価基準等に

ついても変更し

たが、変化なし

D 評価基準等に

ついては維持し

たが、減少

E 評価基準等に

ついては維持し

たが、増加

F 評価基準等につ

いては維持した結

果、変化なし

G わからない

H それ以外の回答
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2-1-2 成績評価方法の変更による不合格率の独立性の検定（客観的評価） 

2-1-2-1 条件 

(1) 令和元年度、令和 2 年度とも履修登録者が 20 名以上の授業科目を調査対象とする（両

年度とも 20 名以上の履修登録があった授業科目が調査対象のため、上記のアンケート

調査とは対象授業科目数が異なる）。 
(2) 複数学科同時開講の場合、学科別履修登録者数に応じて学科別に授業科目数をカウン

トする。 
(3) 令和 2 年度における成績評価変更の有無は、上記の担当教員に対するアンケート調査

結果を利用する。 
(4) 有意水準α=5%で検定を行う。 
 
2-1-2-2 検定結果 

検定の結果を次表に示す。調査対象 642 科目のうち、成績評価方法を変更した 183 科目

では 19 科目（約 10%）において、また、成績評価方法を変更しなかった 459 科目では 23
科目（約 5%）において、不合格率の独立性が棄却された（すなわち、これらの授業科目で

は、成績評価方法の変更が、不合格率に影響を与えなかったとは言えない）。これらの授業

科目の多くでは、令和 2 年度の不合格率が、令和元年度と比べて低減している。これらのう

ち、いくつかの授業科目の担当教員に対するインタビューでは、不合格率の低減は、授業の

オンライン化に伴い、課題提出率が上昇した結果、あるいは、提出課題の添削頻度を高めた

結果などが原因であり、評価基準を下げたわけではないとのことであった。オンライン授業

の利点が現れたものと考えられる。 
 

 成績評

価方法

の変更 

調査対象 

科目数 

不合格率の独立性の検定結果 

独立である 

（科目数） 

独立性を棄却 

（科目数） 

独立性の 

棄却割合 

全学 

（642 科目） 

変更あり 183  164  19  10.4 % 

変更なし 459  436  23  5.0 % 

共通教育 

（165 科目） 

変更あり 44  39  5  11.4 % 

変更なし 121  110  11  9.1 % 

保健福祉 

（219 科目） 

変更あり 60  57  3  5.0 % 

変更なし 159  159  0  0.0 % 

情報工学 

（160 科目） 

変更あり 74  63  11  14.9 % 

変更なし 86  79  7  8.1 % 

デザイン 

（98 科目） 

変更あり 5  5  0  0.0 % 

変更なし 93  88  5  5.4 % 
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2-2 コロナ禍の授業に関するアンケート 

本学では、新型コロナ感染症の拡大を受けて、2020 年 4 月からオンライン授業を導入。

2020 年 6 月にオンライン授業の現状把握および今後の示唆を得るためのアンケート調査を

実施し（2020 年度教育年報で公表）、それを受けて各種対応を行った。2021 年度もオンラ

イン授業を実施することになったため、現状把握と各種対応について評価するため、2020
年度と同様のアンケート調査を実施し、2020 年度調査と比較した。 
 
2-2-1 調査概要 

【実施期間】 2021 年 11 月 15 日～12 月 1 日 
【実施方法】 Google Form による Web アンケート（無記名） 
【調査対象】 全学部・研究科学生 
【調査項目】 ・授業形態別－受講率－ 

・授業形態別－満足度－ 
・授業形態別－理解度－ 
・授業形態別－困りごと－ 
・共通教育科目、専門教育科目別－対面授業の実施希望－ 
・有効回答数と有効回答率 ※表内：数（率） 

2021年度調査 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生  学部別 
保健福祉学部 89（61） 91（64） 97（65） 33（22）  310（53） 
情報工学部 84（59） 64（46） 56（36） 43（24）  247（40） 
デザイン学部 59（63） 33（35） 47（48） 31（30）  170（44） 
学年別 232（61） 188（50） 200（50） 107（25）  727（46） 
 M1 M2 D1 D2 D3 大学院全体 
大学院 37（44） 14（18） 6（55） 5（63） 4（15） 66（32） 

 
参考 2020 年度調査における有効回答数と有効回答率 ※表内：数（率） 
2020 年度調査 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生  学部別 

保健福祉学部 129（90） 147（99） 120（82） 65（41）  461（77） 

情報工学部 91（65） 108（70） 81（55） 59（30）  339（53） 

デザイン学部 78（84） 63（64） 51（55） 23（23）  215（56） 

学年別 298（79） 318（79） 252（65） 147（32）  1015（63） 

 M1 M2 D1 D2 D3 大学院全体 

大学院 28（41） 22（27） 3（43） 5（45） 3（14） 61（32） 
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2-2-2 調査結果 

全ての結果は、学部・大学院別、学部別、学年別で示す。また、受講率、満足度、理解度

は左列に「リアルタイム授業」、右列に「オンデマンド授業」を示す。困りごとは、上段に

「リアルタイム授業」、下段に「オンデマンド授業」を示す。対面授業の実施希望は左列に

「共通教育科目」、右列に「専門教育科目」を示す。 
 
1）オンライン授業の受講率 

2021 年度におけるリアルタイム授業の受講率は大学全体で 81%、学部全体では 82%、大

学院全体では 77%であった。2020 年度はそれぞれ 53%、54%、49%であったので、2021 年

度の受講率は大幅に増加した。学部別では、保健福祉学部 98%、情報工学部 63%、デザイ

ン学部 79%で、どの学部も 2020 年度に比べて大幅に増加した。また、学年別では、1 年生

87%、2 年生 91%、3 年生 84%、4 年生 50%で、1～3 年生は 2020 年度に比べて増加した。 
2021 年度におけるオンデマンド授業の受講率は大学全体で 86%、学部全体では 88%、大

学院全体では 61%であった。2020 年度はそれぞれ 82%、84%、37%であったので、大学院

以外は大幅な受講率の変化はみられなかった。学部別では、保健福祉学部 89%、情報工学

部 87%、デザイン学部 88%で、デザイン学部のみ 2020 年度に比べて増加した。また、学年

別では、1 年生 100%、2 年生 99%、3 年生 91%、4 年生 37%で、1、2 年生は 2020 年度に

比べて増加した。 
 

リアルタイム授業           オンデマンド授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講した 受講していない 
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2）オンライン授業の満足度 

※「やや満足」「かなり満足」を「満足」、「あまり満足ではない」「満足ではない」を「満

足ではない」として扱う。 

2021 年度におけるリアルタイム授業について、「満足」と回答した割合は、大学全体で

53%、学部全体で 53%、大学院全体で 51%であった。2020 年度はそれぞれ 54%、54%、

47%であった。「満足ではない」と回答した割合は、大学全体で 21%、学部全体で 21%、大

学院全体で 18%であった。2020 年度はそれぞれ 19%、19%、10%であった。解析の結果、

リアルタイム授業の満足度は 2020 年度からの変化は認められない結果となった。また、学

部別、学年別においても 2020 年度からの変化は認められない結果となった。 
2021 年度におけるオンデマンド授業について、「満足」と回答した割合は、大学全体で

58%、学部全体で 59%、大学院全体で 56%であった。2020 年度はそれぞれ 46%、46%、

50%であった。「満足ではない」と回答した割合は、大学全体で 19%、学部全体で 18%、大

学院全体で 33%であった。2020 年度はそれぞれ 28%、28%、28%であった。解析の結果、

オンデマンド授業の満足度は 2020 年度から向上した。また、学部別においても全ての学部

で満足度が向上、学年別では特に 1 年生の満足度が向上した。 
 

 

 

リアルタイム授業           オンデマンド授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

満足ではない あまり満足ではない どちらともいえない やや満足 かなり満足 
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3）オンライン授業の理解度 

※「やや理解できた」「かなり理解できた」を「理解できた」、「あまり理解できていない」

「理解できていない」を「理解できていない」として扱う。 

2021 年度におけるリアルタイム授業について、「理解できた」と回答した割合は、大学全

体で 57%、学部全体で 56%、大学院全体で 68%であった。2020 年度はそれぞれ 64%、64%、

63%であった。「理解できていない」と回答した割合は、大学全体で 18%、学部全体で 19%、

大学院全体で 14%であった。2020 年度はそれぞれ 13%、14%、7%であった。解析の結果、

大学全体、学部全体では理解度の低下傾向が認められた。また、学部別では、保健福祉学部

と情報工学部において、理解度の低下傾向が認められた。学年別においては 2 年生のみで

理解度の低下傾向が認められた。 
2021 年度におけるオンデマンド授業について、「理解できた」と回答した割合は、大学全

体で 52%、学部全体で 51%、大学院全体で 56%であった。2020 年度はそれぞれ 49%、49%、

50%であった。「理解できていない」と回答した割合は、大学全体で 21%、学部全体で 20%、

大学院全体で 28%であった。2020 年度はそれぞれ 25%、25%、23%であった。解析の結果、

オンデマンド授業の理解度は 2020 年度からの変化は認められない結果となった。学部別で

は、情報工学部とデザイン学部において、理解度の向上傾向が認められた。学年別では 1 年

生の理解度の向上傾向が認められた。 

 

リアルタイム授業           オンデマンド授業 

 

理解できていない あまり理解できていない どちらともいえない 
やや理解できた かなり理解できた 
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4）オンライン授業の困りごと 

リアルタイム授業 

リアルタイム授業における 2021 年度の困りごとの上位は「集中力が続かない（39%）」

「勉強のペースがつかみにくい（24%）」「友達と一緒に学べず孤立感がある（22%）」であ

った（大学全体）。一方、2020 年度の上位は「課題が多い（レポート等）（21%）」「集中力

が続かない（16%）」「勉強のペースがつかみにくい（16%）」であった（大学全体）。他方、

「特にない」と回答した割合は、2021 年度は 15%、2020 年度は 9%であった。これらは、

学部全体、大学院全体、各学部、各学年で同様の傾向であった。これらのことから、集中力、

勉強のペース、孤立感といった困りごとは、2020 年度よりも高まり、「課題が多い（レポー

ト等）」という困りごとや全体的な困り感については改善傾向が読み取れる。 

 

 

 

オンデマンド授業 

オンデマンド授業における 2021 年度の困りごとの上位は「課題が多い（レポート等）

（31%）」「勉強のペースがつかみにくい（27%）」「集中力が続かない（23%）」であった（大

学全体）。一方、2020 年度の上位は「課題が多い（レポート等）（37%）」「課題の指示が分

かりにくい（30%）」「勉強のペースがつかみにくい（28%）」であった（大学全体）。他方、

先生に質問がしにくい 集中力が続かない コンテンツの使い方がわからない 
コンピュータの操作に慣れていない ネット環境が十分ではない 課題が多い（レポート等） 
課題の指示が分かりにくい 授業の教材が分かりにくい 授業に取り組む時間がない 
勉強のペースがつかみにくい 友達と一緒に学べず孤立感がある 特にない 
その他 
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「特にない」と回答した割合は、2021 年度は 19%、2020 年度は 12%であった。これらは、

学部全体、大学院全体、各学部、各学年で同様の傾向であった。これらのことから、課題の

指示や全体的な困り感は改善傾向が読み取れるが、課題量や集中力については依然として

困っている学生が多いことがうかがえる。 

 

 

 

5）対面授業の実施希望 

※「少し望んでいる」「強く望んでいる」を「望んでいる」、「あまり望んでいない」「望ん

でいない」を「望んでいない」として扱う。 

共通教育科目については、「望んでいる」、「望んでいない」と回答した割合は全学生でそ

れぞれ、31%と 41%、学部全体では 30%と 42%、大学院全体では 38%と 32%であり、学部

全体では「望んでいない」が「望んでいる」を若干上回った。学部別にみると、保健福祉学

部では、「望んでいる」、「望んでいない」と回答した割合はそれぞれ、35%と 34%、情報工

学部では 29%と 42%、デザイン学部では 23%と 44%であり、情報工学部とデザイン学部は

「望んでいない」が「望んでいる」を大きく上回った。学年別にみると、1 年生では、「望

んでいる」、「望んでいない」と回答した割合はそれぞれ、25%と 55%、2 年生では 29%と

49%、3 年生では 36%と 30%、4 年生では 35%と 21%であり、1・2 年生ほど「望んでいな

先生に質問がしにくい 集中力が続かない コンテンツの使い方がわからない 
コンピュータの操作に慣れていない ネット環境が十分ではない 課題が多い（レポート等） 
課題の指示が分かりにくい 授業の教材が分かりにくい 授業に取り組む時間がない 
勉強のペースがつかみにくい 友達と一緒に学べず孤立感がある 特にない 
その他 
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い」と回答した割合が高く、3・4 年生ほど「望んでいない」と回答した割合が低く「どち

らともいえない」の回答が高い傾向が読み取れる。 
専門教育科目については、「望んでいる」、「望んでいない」と回答した割合は全学生でそ

れぞれ、62%と 15%、学部全体では 62%と 15%、大学院全体では 57%と 19%であり、いず

れも「望んでいる」が「望んでいない」を大きく上回った。学部別にみると、保健福祉学部

では、「望んでいる」、「望んでいない」と回答した割合はそれぞれ、67%と 14%、情報工学

部では 53%と 19%、デザイン学部では 67%と 12%であり、いずれの学部も「望んでいる」

が「望んでいない」を大きく上回った。学年別にみると、1 年生では、「望んでいる」、「望

んでいない」と回答した割合はそれぞれ、59%と 19%、2 年生では 67%と 13%、3 年生で

は 64%と 13%、4 年生では 56%と 15%であり、いずれの学年も「望んでいる」が「望んで

いない」を大きく上回った。 
共通教育科目と専門教育科目を比較すると専門科目の方が「望んでいる」と回答した割合

が高い。一方で、「どちらともいえない」の回答割合に大きな違いはなく、一定数認められ

る。これは共通教育科目も専門教育科目も対面授業の希望は“教科による”という意見を含

んでいると推察する。 
 

 

共通教育科目                専門教育科目 

 

望んでいない あまり望んでいない どちらともいえない 
少し望んでいる 強く望んでいる 
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2-3 授業実施形態調査 

昨年度に引き続き、コロナ禍における授業実施形態に関して、専任教員及び非常勤教員に

アンケート調査を行った。特に、今年度はコロナ禍での 2 年目の授業実施年度となり、昨年

度からの改善点を問う設問を含めることとした。 
 
2-3-1 調査概要 

【調査期間】2022年 1月 14日(金)～2022 年 1月 28日(金) 

【調査方法】2021年度開講授業科目を担当した全教員（非常勤含む）に調査票（Excel フ

ァイル）をメール配信 

【調査対象】全ての 2021年度開講科目（非常勤講師担当を含む 886科目） 

【回 答 数】700 科目（回答率 79.0％） 

内訳：共通教育 154科目（回答率 71.3％）、 

保健福祉学部教育 226科目（回答率 70.0％）、 

情報工学部教育 152科目（回答率 94.4％）、 

デザイン学部教育 168科目（回答率 90.8％） 

【設問】 

A． 授業実施形態（2020 年度及び 2021年度）【複数選択可】 

①対面式、②リアルタイム、③ビデオオンデマンド、④課題資料提供オンデマンド、

⑤その他 

B． 成績評価方法（2021 年度）【複数選択可】 

①筆記試験・小テスト、②レポート・作品、 

③プレゼンテーション・ミニッツペーパー、④その他 

C． 2020年度のコロナ禍を経験しての 2021年度の授業改善点【自由記述】 

D． オンライン授業部分で双方向性（対話性）確保のために実施した方法（2021年度）【複

数選択可】 

①オンライン上での出席確認、 

②個々の履修学生へのフィードバックを伴う指導、 

③履修学生全体へのフィードバックを伴う指導、 

④AL(A)：プレゼンテーション、ディスカッションなど、 

⑤その他 

 
2-3-2 調査結果 

以下では、設問 Aにおいて選択された①～④の組み合わせにより、次の 3種に分類した。 

(1) オンライン授業のみ（①は選択されておらず、②～④の組み合わせのみで選択されてい

る） 

(2) ハイブリッド授業（①を選択すると同時に、②～④の組み合わせも選択されている） 
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(3) 対面授業のみ（①のみが選択され、②～④は選択されていない） 

ここで、⑤のみを選択した回答はなかったため、回答のあった授業科目は、全て上記の 3種

に分類されることとなった。また、昨年度は、ハイブリッド授業がさらに「遠隔授業を中心

に対面授業を併用」と「対面授業を中心に遠隔授業を併用」に分類されていたが、今回は一

括して扱うこととした。 

加えて、2021年度に開講された授業科目の担当教員が、同一科目の 2020年度についても

回答する形式としたため、2020 年度と担当教員が変更された授業科目、2020年度には開講

されたが、2021 年度に開講されなかった授業科目などは、今回の調査結果には含まれてい

ない。この関係で、2020 年度に実施した同様の調査とは授業科目数などが異なることに注

意されたい。 

 

【設問 A】 授業実施形態（2020 年度及び 2021 年度） 
設問 Aでは、昨年度の授業実施形態調査と同一の選択肢を用いて、2020年度及び 2021 年

度の授業実施形態を尋ねた。 

 
1) 授業実施形態の分布 

2020年度と 2021 年度の結果を、前期、後期、全期間（通年を含むため、回答数は前期と

後期の合計を超える）に分けて以下に示す（上段が 2020 年度、下段が 2021 年度）。なお、

2020年度までは 4学期制とされていたため、第 1クオータと第 2クオータを合算して前期、

第 3クオータと第 4クオータを合算して後期としている。 

 

2020年度第 1クオータは、全ての授業科目をオンライン授業とする方針が立てられたため、

2021 年度前期には「オンライン授業のみ」で実施した授業科目が、15%以上減少している。

以下、共通教育科目と各学部教育別に示す。 

192
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共通教育科目は、2020 年度及び 2021 年度とも、一部の授業科目を除き、原則「オンライン

授業のみ」での実施とされたため、「オンラインジ授業のみ」が 80%以上となっている。共

通教育科目、学部教育科目ともに、2021 年度では「ハイブリッド授業」の比率が増加して

おり、2020 年度は、オンライン授業が急遽、導入されることとなったが、1年間の実施を経

て、オンライン授業、対面授業それぞれの利点に対する認識の広がりにより、双方の利点を

取り入れたハイブリッド授業への移行が進んだものとみられる。また、デザイン学部教育科

目では、唯一、「対面授業のみ」の比率が昨年度から低下している。 

 
2) 授業実施形態の継続・変更 

次に、2020 年度の授業実施形態に対して、2021年度の授業実施形態がどのように変更さ

れたかを示す。例えば、全学において、2020 年度はオンライン授業のみで実施した授業 330

科目のうち、2021年度も引き続きオンライン授業のみで実施したものが 265科目（80.3%）、

対面授業を併用することでハイブリッド授業に移行したものが 49科目（14.8%）、対面授業

のみに変更したものが 16 科目（4.8%）ある。ここで、2020 年度及び 2021 年度両方に回答

された授業科目が対象となるため、A)における数値と異なる場合がある。 

 

 

2020年度において、「オンライン授業のみ」あるいは「対面授業のみ」で実施していた授業

科目のうち、それぞれ約 20%が、2021 年度では実施形態を変更している。一方、2020 年度

に「ハイブリッド授業」で実施した授業科目では、約 15%が「オンライン授業のみ」へ実施

形態を変更しているのに対し、「対面授業のみ」へ変更した授業科目がないという非対称な

結果となった。以下、共通教育科目と各学部教育別に示す。 
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共通教育科目は、2020 年度及び 2021 年度とも、一部の授業科目を除き、原則「オンライン

授業のみ」での実施とされたため、授業実施形態を変更した授業科目は非常に少ない。保健

福祉学部教育科目では、他学部と比べ、「対面授業のみ」から「ハイブリッド授業」への変

更が顕著である。情報工学部教育科目では、保健福祉学部教育科目とは反対に、「オンライ

ン授業のみ」から「ハイブリッド授業」あるいは「対面授業のみ」への実施形態を変更した

比率が、他学部より高くなっている。デザイン学部教育科目では、授業実施形態を変更した

授業科目数は、他学部と比較して少数派となっている。 

 
3) オンライン授業の種別 

「オンライン授業のみ」に分類される授業科目、あるいは「ハイブリッド授業」に分類さ

れる授業科目のオンライン部においては、 

(1) MS-Teamsや Zoom などを利用した「リアルタイム型」（同期型）、 

(2) ビデオ教材や課題資料教材をオンデマンドで提供する「オンデマンド型」（非同期型）、 

(3) リアルタイム型とオンデマンド型を併用する「併用型」 

のいずれかで実施される。A)において、「オンライン授業のみ」および「ハイブリッド授業」
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の分類された授業科目について、この 3 種に分類した結果を示す。例えば、2021 年度に、

「オンライン授業のみ」あるいは「ハイブリッド授業」で実施した授業 522科目（全学計）

のうち、リアルタイム型（図中では「リアル」と表示）を利用したものが 241科目、ビデオ

オンデマンド型（図中では「VOD」と表示）を利用したものが 123科目、課題資料提供オン

デマンド型（図中では「資料提示」と表示）を利用したものが 320科目あり、リアルタイム

型を単独で実施した授業が 124 科目、リアルタイム型とビデオオンデマンド型を組み合わ

せて実施した授業が 24科目などである。 

 

「併用型」では、リアルタイム授業時に録画した動画あるいは使用した資料を授業終了後に

配信した例もみられる。また、リアルタイム型、ビデオオンデマンド型、課題資料提供イン

デマンド型は、それぞれ単独で実施される傾向にあり、527科目中 391科目（約 75%）が該

当する。以下、共通教育科目と各学部教育別に示す。 
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保健福祉学部教育科目では、共通教育科目、他の学部教育科目と比べ、リアルタイム型（単

独あるいは併用型）での実施が非常に高いことが特徴である。昨年度のオンライン授業導入

時より、MS-Teams の利用が学部として早々に広まったためである。さらに、「併用型」で実

施された授業科目も、共通教育科目、他の学部教育科目と比べ、高い比率となっていること

が特徴である。ビデオオンデマンド型あるいは課題資料提供オンデマンド型と連携した授

業科目も、他と比べ、比率が高くなっている。 

 

【設問 B】 成績評価方法 
設問 Bでは、2021年度の成績評価方法を尋ねた。2020年度は、急なオンライン授業同に

伴い、約 200科目（約 24%）の授業科目が、成績評価方法を変更せざるを得ず、ある程度の

混乱を招いた。2021 年度では、シラバス作成時より、社会状況の変化を考慮した授業設計

が行われ、概ね当初の予定通りの方法により成績表が行われた。授業実施形態別の評価方法

の分布を示す。 

 

授業実施形態が「オンライン授業のみ」、「ハイブリッド授業」であっても、筆記試験を実施

した授業科目もあるが、多くはレポートや作品による評価が行われた。「対面授業のみ」の

授業科目においても、レポートや作品による評価を行った授業科目数が、筆記試験による評

価を行った授業科目数の約 4倍に及んでいる。以下、共通教育科目と各学部教育別に示す。 
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「オンライン授業のみ」が多くを占める共通教育科目においても、成績評価を筆記試験で行

った授業科目が約 20%となっている。保健福祉学部と情報工学部は、比較的類似の傾向にあ

るが、プレゼンテーションやミニッツペーパーによる評価に違いがみられる。「対面授業の

み」が半数以上を占めるデザイン学部では、レポートや作品による成績評価が主であり、筆
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記試験や小テストによる評価は、他と比べて少なくなっている。 

 
【設問 C】 授業改善点 

設問 C では、2020 年度におけるコロナ禍での授業実施経験を通して、学修成果の維持向

上あるいは授業改善に向け、2021 年度に工夫した取り組み、変更点などを自由記述として

尋ねた。その結果、185科目に回答が記載されていた（回答科目中の 26.7%）。同一教員が担

当する複数科目に記入された同一回答を削除した 110個について、User Local AIテキスト

マイニングツール 1により、スコア順で作成したワードクラウドを示す。青色は名詞、ピン

ク色は動詞、緑色は形容詞を表している。 

 

2021年度における授業改善点として、MS-Teamsなどによるリアルタイム授業の導入、対面

授業への移行、ディスカッションや学生へのフィードバックによる双方向性の確保などが

うかがえる。また、同サイトより、類似する出現パターンの単語を結んだ共起ネットワーク

図を示す。出現数が多い単語ほど大きく、また、共起の度合いが強いほど太い線で結ばれて

いる。 

 

                                                   
1 https://textmining.userlocal.jp/ 
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右側の赤枠範囲より、対面授業での実施、リアルタイム型授業による利点、オンデマンド型

授業により学生が見返すことができる利点などにより授業改善が試みられていることがう

かがえる。上側の緑枠範囲より、MS-Teams などによるオンライン授業においては、学生へ

のフィードバックを増やすことによる授業改善、左下の青枠範囲より、ディスカッションな

どにより学生が自ら考える機会を取り入れる効果などを読み取ることができる。以下、共通

教育科目と各学部教育科目における具体例を列挙する。 

 

1) 共通教育科目 

［演習］PPTのナレーション機能を活用したオンラインプレゼンテーション 

［演習］R2 年度はコロナ前に実施していた貸し出しによる多読学習を行うことができなか

ったが、R3年度はオンラインでも多読学習を行えるよう整備、全学部で実施した。TOEIC

対策も視野に入れ、オンデマンド授業でややリスニング機会が減る中で動画教材を選

定、導入することで、昨年度よりリスニング学習機会を増加させるよう工夫した。また、

これに合わせて多読学習記録用シートの改訂を行った。 

［演習］小グループ化機能を活用したディスカッション 

［演習］リアルタイムで質疑応答を行う時間を設定した。 

［講義］YouTubeで授業動画を配信し、いつでもアクセスして視聴できるようにした。１年
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次前期科目であり、大学での学修、オンライン授業に慣れていないことを考慮し、学生

のコメントや質問の共有、教員からのフィードバックの共有を毎回行い、クラスメイト

や教員を身近に感じられるように心がけた。 

［講義］オンライン授業のプラットホームを zoomから MS-Teamsに変更し、講義、課題、質

疑応答等における学生とのコミュニケーションの常時性、統一性、利便性の向上を図っ

た。 

［講義］講義や労演では質疑応答の時間を多くとってディスカッションの時間を授業の後

半に多く取り入れた。授業時間の最後には当日のプレゼンテーションとディスカッシ

ョンに対するリアクションをチャットに記入してもらった（出欠調査にも利用）。 

［講義］ 学生個人個人が Zoomミーティングにて質問しやすいように 90分授業を配分した。

一方的な講義をパーツに分けて（例：15 分×3）、その都度理解度の確認を行い、授業

時間のうちの 1 時間程度の最後には当日の授業内容に対するリアクションをチャット

に記入してもらい（出欠調査にも利用）、その後の 20 分〜30 分は、自由な質疑応答時

間とした。これによって、ミーティングで学生個人個人の問題意識や質問に直接対応で

き、残って聞いている他の学生にとっても有益な時間となった。 

 

2) 保健福祉学部教育科目 

［演習］オフィス 365 に新規登録し、MS-Teams を使ってリアルタイム授業を行った。実習

等で履修者が全員揃わない時期や欠席者の対応も MS-Teams や stream を用いたオンデ

マンド型で対応した。また、学生への課題提示や学生からの提出、それに対するフィー

ドバックなど、MS-Teamsのチャット機能を使ってスムースなやりとりを心がけた。 

［演習］オンライン上での小テストを試みた 

［演習］昨年度の授業評価アンケートの自由記述に記載されていた内容を活用した。 

［演習］チャット機能を用いた発言・質問 

［演習］ハイブリッド授業でのグループワーク 

［演習］学生が能動的に取り組みやすいようにリアルタイム形式とし、かつグループディス

カッションや個人ワーク等を活用した。 

［講義］学生側の通信環境が整ったので、オンデマンド形式からリアルタイム形式に変更し

た。 

［講義］Google Form を用いた授業内アンケートとその統計結果の開示 

［講義］授業内容の書き起こし、希望者への資料の郵送送付、ブレイクアウトルームを使用

したディスカッション 

［講義］小テストでの個人へのフィードバックを毎回丁寧に実施するとともに、期末試験は

対面で実施した。 

［講義］対面・リアルタイムと課題提供型オンデマンドのつながり重視 

［講義］対面とオンラインを学生が毎回自由に選択できることとし、対面授業をリアルタイ
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ムで配信するとともに録画して配信した。 

［講義］リアルタイムオンラインでのグループディスカッションを活用した 

［講義］学生の質問等に適宜対応できるようにリアルタイム形式に変更した。 

［講義］個人ワーク発表にパワーポイントを用いオンラインでもわかりやすく発表できる

ようにした 

［実習］オンラインの場合にディスカッションとフィードバックの時間を増やした 

 

3) 情報工学部教育科目 

［演習］リアルタイム授業に関する資料はオンデマンド復習をしやすいよう、会議形式では

なく配信形式で行い、録画したものが見返せるようにした。時間内演習については人数

を制限した会議形式で行い、実演や質問がしやすいように工夫した。 

［講義］オンラインアンケートを活用し、フィードバックを得る回数を増やした 

［講義］オンライン教育素材の質の向上（動画作成） 

［講義］オンラインでもわかりやすい講義教材に改良し、ワークショップ資料も同様に配慮。 

［講義］学科ごとに交互に対面式授業と課題資料型オンデマンドを実施した。 

［講義］昨年度は「はっとりん」のストレージひっ迫を考慮して資料配布を「はっとりん」、

レポート提出をメールとしていた。今年度は解消されたことを受けて「はっとりん」に

一元化。 

［講義］事前に受講学生のオンライン環境を確認し、対面授業ができないときもリアルタイ

ム講義とした 

［講義］対面授業をビデオ撮影し、自作の授業 HPにて閲覧可能とした。 

［講義］レポート負担が大きいとの指摘があり、アンケート形式に切り替えるなど課題数を

削減した 

［講義］レポートをチェックし、メールで個別に指導した 

［講義］講義資料、講義スライド、学生からの質問を毎回受付て毎回回答、および、講義ス

ライドを用いたビデオオンデマンドによる講義を実施した。初回講義で自宅 PC環境と

ネットワーク環境を調査し、自宅でも実施可能な演習を一部実施した。 

［実験］一部のテーマでは半分のグループで時間をわけて実施した 

［実験］グループ作業の開始時期を、昨年よりも前倒しすることで、学生相互の情報交換の

活性化を図った。 

［実験］入構禁止の場合でも学修を進められるように、実験のテーマによってはオンライン

で行う方法を準備した。 

 

4) デザイン学部教育科目 

［演習］課題制作はできるだけ自宅で行うように指示した 

［演習］授業内容に応じて、対面とオンラインを変えながら実施した。 
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［講義］Google Form で提供する資料内容を修正、改善した。R2年度に実施した履修生が互

いの成果物（レポート等）に目を通し、フィードバックを行う活動は、実施後の課題の

レベル、意欲によい影響を与えたと考えられたので、昨年度より機会を多く設け、有意

義なフィードバックを行う助けとしてフィードバックシートを作成・配布して記入さ

せた。 

［講義］音声付き動画教材について、学生の集中が途切れない程度（15~20分程度）に分割

した。 

［講義］オンラインのほうが教育効果が高いと判断し、受講生同意の上で、対面授業再開以

降もオンラインで実施。 

［講義］グループ作業が多いのでもしコロナでまた授業できない場合などがあったら Slack

などのチームコミュニケーションツールを活用したいと思います。 

［講義］昨年度は課題提出で終わっていたが、今年度は提出された課題を学生の了解のもと

受講者全員に見える形で共有した。自宅学習であっても他学生の取り組みが見えるよ

うに工夫した。 

 
【設問 D】 オンライン授業における双方向性の確保 

オンライン授業の実施に際しては、令和 3 年 4 月 2 日付け文部科学省通知「大学等にお

ける遠隔授業の取扱いについて（周知）」2において、「面接授業（対面授業）の授業科目の

一部として、いわゆる同時性又は即応性を持つ双方向性（対話性）を有し、面接授業に相当

する教育効果を有すると認められる」こととされている。また、文部科学省高等教育局大学

振興課事務連絡「学事日程等の取扱い及び遠隔授業の活用に係る Q&A等の送付について（令

和 3 年 5 月 14 日時点）」3では、問 6 への回答として、オンデマンド型のオンライン授業で

は、授業の終了後すみやかに、①設問解答、添削指導、質疑応答等による十分な指導、②学

生の意見交換の機会を実施することが求められ、一方、リアルタイム型のオンライン授業で

は、上記①及び②を授業実施中に実施し、実質的に対面授業に相当する教育効果の担保が求

められている。 

設問 Dでは、オンライン授業における双方向性が確保されているかを尋ねた。その手法と

して例示した選択肢①～⑥が選択された授業科目数を次に示す。例えば、全学において、オ

ンライン授業のみで実施した授業 336 科目のうち 150 科目が、また、ハイブリッド授業で

実施した 186 科目のうち 92科目が、オンライン上での出席確認を行った。なお、複数選択

可としたため、それぞれでカウントされている。 

                                                   
2 https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/mext_00027.html 
3 https://www.mext.go.jp/content/20210514-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf 
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履修学生個人あるいは学生全体へのフィードバックにより双方性の確保をしている授業科

目が半数以上となっている。オンライン上での出席確認は、履修学生数が多い場合には、方

法に工夫を凝らさないと時間ロスを伴うこと、プレゼンテーションやディスカッションは、

リアルタイム型でないと実施が難しいことなどにより、やや敬遠されたのではないかと思

われる。自由記述とした「⑤その他」では、以下のような具体的事例が紹介されていた。 

(1) 個別メール、「はっとりん」、Webを組み合わせて対応した。 

(2) 宿題のフィードバックとして各個人、各グループへ成果物のフィードバックを実施 

(3) Teams のグループ機能を用いて対面出席者とオンライン参加者を交えたグループディ

スカッションを実施した。 

(4) Teamsのチャットからのコメントのやりとり 

(5) 質問することを必須とし、質問をもって出席と見なした。ただし、質問の質は問わない

こととした。なお、質問なしの場合は欠席として扱った（受講生に告知済み）。原則と

して、受講者からの質問にはすべて回答することで双方向性を持たせた。 

(6) 講義終了後にチャットによる質疑応答の時間を設けた（5限なので可能）。 

(7) 録音課題の各個人に対するフィードバック、チャットでの質問と回答、挙手機能を使っ

たアンケート 

(8) 受講者の意見や要望を順次講義に取り入れ、講義への参加を意識できるようにした。受

講者全員に対するアンケート結果を匿名化して統計の教材に用いた。 

(9) 質問の受付、欠席者（課題未提出者）へのメール連絡（授業毎） 

以下、共通教育科目と各学部教育別に示す。 
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保健福祉学部教育科目以外では、先に示した全学の状況と同じ傾向を示している。保健福祉

学部教育科目では、60%以上のオンライン授業において、オンライン上の出席確認が行われ

ている。「リアルタイム授業のみ」あるいは「ハイブリッド授業」の比率が高く、さらに、

オンライン授業ではリアルタイム型が約 75%で実施されていることから、資格取得に向け、

学修時間の確保が厳格に行われていることがわかる。 

 
2-3-3 対面授業への出席回数と成績との相関（試行） 

アクティブラーニングを伴う栄養学科のある学部専門講義科目で、対面での受講とオン

ラインでの受講（リアルタイム授業を録画し、オンデマンドでも配信）を毎回履修者に自由

に選択させた。中間試験と期末試験はいずれも対面式で実施した。その結果として、対面授

業への出席回数と、成績（素点）の関係を示す。 
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い。これより、この授業科目においては、オンライン授業が対面授業と同等の教育成果を示

していることがわかる。今後、対面授業とオンライン授業を組み合わせたハイブリッド（ハ

イフレックス）型授業のみでなく、オンライン授業の質保証に向けたエビデンスとして、こ

のような評価の導入を検討する必要があると思われる。 
 
2-3-4 次年度に向けた対応 

オンライン授業における双方向の担保が求められる中、今回の調査により、双方向性の確

保が明確ではない授業科目のあることが明らかとなった。このため、2022 年度に向けて、

オンライン授業を実施する際は、双方向性を確実にするよう、オンライン授業がどのような
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形態であっても、「設問解答、添削指導、質疑応答等による十分な指導」、「授業に関する学

生の意見の交換の機会を確保」を担保できるよう授業を計画するよう専任教員のみでなく、

非常勤講師に対しても依頼した。 

 

3コロナ禍の学生支援 
 新型コロナ感染症の拡大を受けて、様々な学生支援を行った。3-1では実施した学生支援

を時系列で記した。また、経済的支援内容の詳細について 3-2に記した。 

 

3-1 学生生活支援の流れ 

新型コロナ感染に対して表 1に示す流れで学生生活支援に関する対応を行った。 

 

表 学生生活支援の流れ 

No 年月日 内容 
1 R3.2.1 新型コロナ感染アラート 11 
2 R3.2.2 ポケット Wi-Fi の貸与終了について（～2/19） 
3 R3.2.3 JA 岡山中央会から寄贈された「おかやま米」の配付開始 
4 R3.2.5 元気が出ないと感じているあなたへ（保健室からのお知らせ） 
5 R3.2.9 新型コロナ感染アラート 12 
6 R3.2.9 新型コロナウイルス感染症に係る留意事項について（ホームページ更

新） 
 R3.2.12 ≪岡山県医療非常事態宣言（R2.12.21～） 解除≫ 
7 R3.2.15 新型コロナ感染アラート 13 
8 R3.2.24 ４月以降の授業方針について 
9 R3.2.24 新型コロナ感染アラート 14 

10 R3.3.1 新型コロナ感染アラート 15 
11 R3.3.2 JA 岡山中央会から寄贈された「おかやま米」配付終了（実績：2 ㎏入

り 67 袋） 
12 R3.3.3 正課外活動の制限解除（3/13〜、許可制） 
13 R3.3.9 新型コロナ感染アラート 16 
14 R3.3.16 新型コロナ感染アラート 17 
15 R3.3.24 新型コロナ感染アラート 18 
16 R3.3.26 食堂・喫茶等への飛沫感染防止用アクリル板の設置 
17 R3.4.1 全学演習室の開放 
18 R3.4.1 就職相談室ニュースレター発行（Vol.1) 
19 R3.4.3 オンライン授業マニュアル配布 
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No 年月日 内容 
20 R3.4.5 新型コロナ感染アラート 1 
21 R3.4.5 新型コロナウイルス感染症に係る留意事項について（ホームページ更

新） 
22 R3.4.13 保健室長 新型コロナ感染アラート 2 
23 R3.4.19 保健室長 新型コロナ感染アラート 3 
24 R3.4.23 正課外活動における感染症対策徹底のお願い 
25 R3.4.27 新型コロナ感染アラート 4 
26 R3.4.27 正課外活動の制限について（他大学との交流、県外活動等の禁止～

5/16） 
27 R3.4.28 学長メッセージの掲載（学生・保護者の皆様へ） 

 R3.5.6 <構内立ち入り禁止> 
28 R3.5.6 正課外活動の制限について（5/7～5/13） 
29 R3.5.7 入構禁止期間中のほっとルームの開室について 
30 R3.5.7 附属図書館臨時休館のお知らせ 
31 R3.5.10 新型コロナ感染アラート 5 
32 R3.5.11 就職相談室の面談予約（Zoom、メール、電話での対応）について 

 R3.5.12 <構内立ち入り禁止継続> 
33 R3.5.12 正課外活動の制限について（期間延長、～5/31） 
34 R3.5.12 附属図書館臨時休館延長のお知らせ 
35 R3.5.13 学長メッセージの掲載（学生・保護者の皆様へ） 

 R3.5.16 ≪緊急事態宣言 発令≫ 
36 R3.5.17 新型コロナ感染アラート 6 
37 R3.5.24 新型コロナ感染アラート 7 

 R3.5.28 <構内立ち入り禁止継続> 
38 R3.5.29 正課外活動の制限について（期間延長、～6/20） 
39 R3.5.31 附属図書館臨時休館再延長のお知らせ 
40 R3.5.31 オンライン授業はこう乗り切る！（保健室からのお知らせ） 
41 R3.5.31 新型コロナ感染アラート 8 
42 R3.6.1 就職相談室ニュースレター発行（Vol.2.3) 
43 R3.6.8 新型コロナ感染アラート 9 
44 R3.6.14 6/21 以降の見込み通知 
45 R3.6.15 新型コロナ感染アラート 10 
46 R3.6.21 令和 3 年 6 月 21 日（月）以降の対応（授業）について 

 R3.6.17 <入構禁止 解除> 
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No 年月日 内容 
 R3.6.20 ≪緊急事態宣言 解除≫ 

47 R3.6.21 正課外活動の再開について（6/21～） 
48 R3.6.22 新型コロナ感染アラート 11 
49 R3.6.25 就職相談室の面談予約（対面）の再開について（7/1～） 
50 R3.7.7 岡山青年会議所から寄贈された食料支援物資について（申請受付開始） 
51 R3.7.15 学生のワクチン接種に対する配慮について 
52 R3.7.19 岡山青年会議所から寄贈された食料支援物資について（申請受付終了） 
53 R3.7.19 就職相談室ニュースレター発行（Vol.4) 
54 R3.7.19 新型コロナ感染アラート 12 
55 R3.7.26 新型コロナウイルス感染症のワクチン接種に係る試験の対応について 
56 R3.7.28 令和 3 年度の熱中症予防行動（注意喚起） 

 R3.8.1 <構内立ち入り禁止> 
57 R3.8.2 附属図書館臨時休館について 
58 R3.8.2 正課外活動の制限について（8/2～8/6） 
59 R3.8.4 学長メッセージの掲載（学生・保護者の皆様へ） 
60 R3.8.6 正課外活動の再開について（8/7〜） 
61 R3.8.10 岡山青年会議所から寄贈された食料支援物資配付 
62 R3.8.10 新型コロナ感染アラート 13 
63 R3.8.11～ ワクチン接種 1 回目（8/11～8/13,8/19,8/20） 
64 R3.8.19 正課外活動の制限について（8/20～9/12） 

 R3.8.20 ≪まん延防止等重点措置 適用≫ 
65 R3.8.24 正しく知って「新型コロナワクチン」（通知） 
66 R3.8.24 令和 3 年度後期の授業方針について 

 R3.8.27 ≪緊急事態宣言 発令≫ 
67 R3.9.1 新型コロナ感染アラート 14 
68 R3.9.6 就職相談室ニュースレター発行（Vol.5) 
69 R3.9.8～ ワクチン接種 2 回目（9/8～9/10,9/16,9/17） 
70 R3.9.10 正課外活動の再開について（9/13〜） 

 R3.9.12 ≪緊急事態宣言 解除≫ 
 R3.9.13 ≪まん延防止等重点措置 適用≫ 
 R3.9.30 ≪まん延防止等重点措置 解除≫ 

71 R3.10.22 就職相談室ニュースレター発行（Vol.6) 
72 R3.10.29 正課外活動の許可要件の改定（活動可能時間：21 時→22 時）（通知） 
73 R3.11.9 新型コロナ感染アラート 15 
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No 年月日 内容 
74 R3.12.6 令和 4 年度前期の授業方針について 
75 R3.12.22 学生等の学びを継続するための緊急給付金（一次推薦）受付開始 
76 R3.12.27 大学生の生活実態に関するアンケート調査（厚生労働省）の実施につい

て 
77 R4.1.7 新型コロナウイルス感染症が急拡大しています（通知） 
78 R4.1.12 新型コロナ感染アラート 16 
79 R4.1.13 同緊急給付金 受付終了  
80 R4.1.19 新型コロナ感染アラート 17 
81 R4.1.20 正課外活動における感染防止対策徹底のお願い 
82 R4.1.21 同緊急給付金 JASSO（独立行政法人日本学生支援機構）への推薦 
83 R4.1.21 新型コロナ感染アラート 18 
84 R4.1.24 正課外活動の制限について（1/25～2/9） 

 R4.1.27 ≪まん延防止等重点措置 適用≫ 
85 R4.1.31 新型コロナ感染アラート 19 
86 R4.2.7 正課外活動の制限ついて（期間延長、～3/6） 
87 R4.2.1 まん延防止等重点措置期間における協力のお願い（通知） 
88 R4.2.4 学生等の学びを継続するための緊急給付金（二次推薦）受付開始 
89 R4.2.21 同緊急給付金 受付終了 
90 R4.3.1 同緊急給付金 JASSO への推薦 

 R4.3.7 ≪まん延防止等重点措置 解除≫ 
91 R4.3.8 新型コロナウイルス感染防止対策の徹底について（通知） 
92 R4.3.10 学生等の学びを継続するための緊急給付金（三次推薦）受付開始 
93 R4.3.15 同緊急給付金 受付終了 
94 R4.3.22 同緊急給付金 JASSO への推薦 

 

3-2 経済的支援の内容 

JASSO（日本学生支援機構）及び公益社団法人からの支援により、次の経済的支援を実

施した。 
（1）学生等の学びを継続するための緊急給付金 

【概  要】 新型コロナウイルスの影響で、アルバイト収入の減等による経済的に困窮す

る学生に 10 万円を給付する 
【財  源】 JASSO（独立行政法人日本学生支援機構） 
【給付総額】 計 286 名（未確定） 28,600千円 
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（2）寄贈された食料支援物資の配付 

【概  要】 公益社団法人から寄贈されたチキンラーメンを、食費を切り詰めている学生

に配付した。 

【寄贈数量】 79袋（5個入り） 

【配付数量】 学部生・大学院生 計 79名 
 
4 まとめと課題 
令和 2 年度当初から急遽開始されたオンライン授業に関し、授業の実施形態調査で課題

とされた教育の質保証について、成績分布を指標に調査した結果、本学で令和 2 年度の主

観的調査でも客観的調査でも大きな問題はないことが示された。一方、対面型の試験を急遽

レポートでの評価に変更したことにより、評価基準を保つことが困難であった科目も一定

程度存在したことは課題である。さらに、令和 3 年度の調査でも十分な双方向性が十分確

認できなかったオンデマンド授業がわずかながら存在したことは、学修効果の観点から大

きな課題となる。一方で、導入が進んだハイフレックス型授業が行われた学部教育のある科

目において、オンライン受講者と対面受講者で成績に相関がみられなかったとの調査結果

は、本学のオンライン教育の質の保証を示した一つの事例であり、今後調査を広げて行く必

要がある。 
昨年度の学生に対する調査で理解度ならびに満足度がリアルタイム授業と比較して低か

ったオンデマンド授業は、本年度は改善がみられ、キャリア・学生生活支援センターを中心

に実施された学生へのアンケートの分析結果に基づく対応が効果を表した事例として特筆

に値する。一方で、課題量が依然として多いことや、学生の学修へのモチベーションをどの

ように維持するかなど課題も多い。今後オンライン授業は緊急避難的な意味合いではなく、

恒常的に実施されていくことが社会からも求められる中、オンライン教育の質の向上をど

のように図っていくかは、その測定尺度の妥当性とともに今後の大きな課題である。 
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付 録                                      

Ａ 入試統計 

Ａ-1 学士課程 

 
〇倍率＝受験者数/合格者数 

Ａ-2 大学院課程 

 
〇倍率＝受験者数/合格者数 

一般選抜 単位：人 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学科 28 151 91 28 27 3.3 28 174 109 31 27 3.5
栄養学科 28 103 101 34 27 3.0 28 140 132 34 29 3.9
現代福祉学科 21 115 76 24 21 3.2 21 84 42 27 25 1.6
子ども学科 17 99 61 19 18 3.2 17 48 31 21 19 1.5

学　部　計 94 468 329 105 93 3.1 94 446 314 113 100 2.8
情報通信工学科 37 729 454 85 36 5.3 37 514 286 88 35 3.3
情報システム工学科 37 782 420 108 39 3.9 37 906 499 117 40 4.3
人間情報工学科 27 258 141 53 27 2.7 27 255 147 49 27 3.0

学　部　計 101 1,769 1,015 246 102 4.1 101 1,675 932 254 102 3.7
ビジュアルデザイン学科 18 45 44 18 17 2.4 18 52 49 19 19 2.6
工芸工業デザイン学科 18 67 64 21 20 3.0 18 37 35 22 21 1.6
建築学科 18 48 45 20 19 2.3 18 51 49 19 16 2.6

学　部　計 54 160 153 59 56 2.6 54 140 133 60 56 2.2

249 2,397 1,497 410 251 3.7 249 2,261 1,379 427 258 3.2

総合型選抜 単位：人 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

現代福祉学科 3 37 36 6 6 6.0 3 33 33 3 3 11.0
学　部　計 3 37 36 6 6 6.0 3 33 33 3 3 11.0

ビジュアルデザイン学科 4 39 39 4 4 9.8 4 48 48 4 4 12.0
工芸工業デザイン学科 4 29 29 4 4 7.3 4 15 15 4 4 3.8
建築学科 4 25 25 4 4 6.3 4 28 28 4 4 7.0

学　部　計 12 93 93 12 12 7.8 12 91 91 12 12 7.6

15 130 129 18 18 7.2 15 124 124 15 15 8.3

学校推薦型選抜 単位：人 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学科 12 49 49 14 14 3.5 12 40 40 14 14 2.9
栄養学科 12 25 25 13 13 1.9 12 23 23 12 12 1.9
現代福祉学科 11 39 39 11 11 3.5 11 27 27 11 11 2.5
子ども学科 8 23 23 8 8 2.9 8 24 24 9 9 2.7

学　部　計 43 136 136 46 46 3.0 43 114 114 46 46 2.5
情報通信工学科 13 29 29 14 14 2.1 13 29 29 14 14 2.1
情報システム工学科 13 27 27 14 14 1.9 13 27 27 15 15 1.8
人間情報工学科 13 19 19 13 13 1.5 13 26 26 13 13 2.0

学　部　計 39 75 75 41 41 1.8 39 82 82 42 42 2.0
ビジュアルデザイン学科 8 26 26 8 8 3.3 8 19 19 8 8 2.4
工芸工業デザイン学科 8 15 15 8 8 1.9 8 8 8 7 7 1.1
建築学科 8 15 15 8 8 1.9 8 18 18 9 9 2.0

学　部　計 24 56 56 24 24 2.3 24 45 45 24 24 1.9

106 267 267 111 111 2.4 106 241 241 112 112 2.2

学　部 学　　科
令和３年度

合　　　　　　　　　　計

令和４年度

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

合　　　　　　　　　　計

学　部

令和４年度

保健福祉学部

デザイン学部

合　　　　　　　　　　計

学　部 学　　科
令和３年度

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

学　　科
令和３年度 令和４年度

博士前期課程・修士課程 単位：人 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学専攻 7 14 14 10 7 1.4 7 12 12 7 5 1.7
栄養学専攻 6 10 10 10 10 1.0 6 4 4 4 3 1.0
保健福祉学専攻 7 6 6 6 5 1.0 7 4 4 4 4 1.0

研　究　科　計 20 30 30 26 22 1.2 20 20 20 15 12 1.3
情報系工学研究科 システム工学専攻 52 66 65 61 53 1.1 52 78 78 65 60 1.2

デザイン工学専攻 7 8 8 7 6 1.1 7 11 11 9 9 1.2
造形デザイン学専攻 9 3 3 3 3 1.0 9 2 2 2 2 1.0

研　究　科　計 16 11 11 10 9 1.1 16 13 13 11 11 1.2

88 107 106 97 84 1.1 88 111 111 91 83 1.2

博士後期課程 単位：人 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

保健福祉学研究科 保健福祉科学専攻 5 10 10 8 8 1.3 5 12 12 6 6 2.0
情報系工学研究科 システム工学専攻 6 3 3 3 3 1.0 6 0 0 0 0 -

11 13 13 11 11 1.2 11 12 12 6 6 2.0合　　　　　　　　　　計

研 究 科 専　　攻
令和３年度

保健福祉学研究科

デザイン学研究科

令和４年度

合　　　　　　　　　　計

研 究 科 専　　攻
令和３年度

令和４年度





B-1 

Ｂ 入学時アンケート 

・ 実 施 日：2021 年 4 月 6 日～5 月 1 日 
・ 実施方法：Web アンケートサイト（Questant）で実施 
・ 対 象 者：総数 381 名中、回答 358 名（回答率 93.96％） 

 
表１ アンケート回答率 

 
 
 
 
 
 
 
 

表２ 出身高校分布（都道府県別） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021
1 北海道 2.00 2.38 2.00 2.38 2.00 2.38 2.69 3.47
2 青森県
3 岩手県
4 宮城県
5 秋田県
6 山形県
7 福島県
8 茨城県 3.55 3.13
9 栃木県

10 群馬県
11 埼玉県
12 千葉県
13 東京都 5.00 3.13 5.00 3.13
14 神奈川県 2.10 3.13 2.10 3.13
15 新潟県 3.13 3.13 2.51 3.69
16 富山県 2.38 3.33 2.86
17 石川県 2.56 2.60 2.60 2.56
18 福井県 2.50 2.70 2.10 2.40 2.50
19 山梨県
20 長野県
21 岐阜県 2.70 2.60 4.88 2.00 2.40 2.57 3.44
22 静岡県 2.70 5.13 2.60 2.40 2.57 5.13
23 愛知県 2.56 2.00 2.00 2.44 3.33 2.00 2.58
24 三重県 2.50 2.70 4.20 2.40 7.32 2.95 7.32
25 滋賀県 2.70 2.56 7.14 2.70 4.85 5.28 5.13 6.50 6.34
26 京都府 5.30 8.30 6.00 6.10 7.30 6.75 6.00
27 大阪府 2.70 10.40 8.00 8.20 7.14 7.30 2.44 6.25 3.45 7.15 5.46
28 兵庫県 5.00 2.50 5.40 5.13 15.80 12.20 5.00 21.43 14.60 4.00 14.30 9.52 12.20 12.20 6.67 3.13 3.45 10.33 8.02
29 奈良県 2.70 2.10 3.13 3.45 2.40 3.29
30 和歌山県 2.70 2.56 2.00 2.00 4.88 3.13 2.35 3.14
31 鳥取県 2.56 2.44 15.00 2.10 6.00 2.38 6.67 6.25 8.55 4.38 14.54 14.42
32 島根県 2.50 2.50 2.70 5.13 2.44 2.00 2.44 2.60 2.90
33 岡山県 80.00 85.00 51.40 58.97 52.60 51.22 65.00 50.00 35.40 50.00 51.00 57.14 48.80 51.22 50.00 40.63 58.62 54.89 55.28
34 広島県 5.00 2.50 2.70 2.56 2.60 7.32 7.14 6.30 10.00 7.14 4.90 4.88 6.25 13.79 4.30 6.84
35 山口県 2.70 2.60 2.44 2.10 2.00 2.38 2.40 2.44 3.45 2.36 2.68
36 徳島県 2.50 2.56 2.60 4.88 2.10 4.00 2.00 2.40 3.13 2.28 3.41 2.99 4.78
37 香川県 2.50 5.40 2.56 5.30 4.88 5.00 7.14 2.00 6.67 3.13 6.90 4.04 5.21
38 愛媛県 5.13 5.00 7.14 2.10 2.00 4.10 4.76 2.40 3.33 3.13 3.40 4.25
39 高知県 2.60 2.44 2.10 2.00 10.00 6.25 2.23 6.23
40 福岡県 2.50 2.44 2.10 4.90 2.44 3.50 2.46 2.73 2.99
41 佐賀県 3.33 3.45 3.39
42 長崎県 2.44 3.13 2.78
43 熊本県 3.13 3.13
44 大分県 2.70 2.10 4.88 3.33 2.40 4.11
45 宮崎県 2.70 3.45 2.70 3.45
46 鹿児島県 2.50 2.60 2.00 2.00 2.38 2.37 2.19
47 沖縄県 2.70 2.44 2.70 2.44
99 その他 2.38 3.33 2.86

n= 40 40 37 39 38 41 20 14 48 50 49 42 41 41 30 32 29

東西別平均建築学科看護学科 栄養学科 現代福祉学科 子ども学科 情報通信工学
科

情報システム
工学科

人間情報工学
科

ビジュアルデ
ザイン学科

工芸工業デザ
イン学科

都道府県別平均 地方別平均

　
回答数 全数 回答率(%)

看護学科 40 41 97.56
栄養学科 39 40 97.50
現代福祉学科 41 38 107.89
子ども学科 14 26 53.85
情報通信工学科 50 50 100.00
情報システム工学科 42 53 79.25
人間情報工学科 41 40 102.50
ビジュアルデザイン学科 30 30 100.00
工芸工業デザイン学科 32 32 100.00
建築学科 29 31 93.55
全体 358 381 93.96



B-2 

表３ 志望順位 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表４ 併願校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

項目 度数 割合(%) 度数 割合(%)
看護学科 第１志望 36 90.00 33 82.50

第２志望 4 10.00 6 15.00
第３志望 0 0.00 0 0.00
第４志望以下 0 0.00 1 2.50

栄養学科 第１志望 30 81.08 35 89.74
第２志望 6 16.22 3 7.69
第３志望 0 0.00 0 0.00
第４志望以下 1 2.70 1 2.56

現代福祉学科 第１志望 37 100.00 38 92.68
第２志望 0 0.00 3 7.32
第３志望 0 0.00 0 0.00
第４志望以下 0 0.00 0 0.00

子ども学科 第１志望 18 90.00 12 85.71
第２志望 2 10.00 1 7.14
第３志望 0 0.00 1 7.14
第４志望以下 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 第１志望 24 50.00 27 54.00
第２志望 7 14.58 18 36.00
第３志望 13 27.08 5 10.00
第４志望以下 4 8.33 0 0.00

情報システム工学科 第１志望 25 51.02 20 47.62
第２志望 13 26.53 15 35.71
第３志望 10 20.41 5 11.90
第４志望以下 1 2.04 2 4.76

人間情報工学科 第１志望 22 53.66 28 68.29
第２志望 12 29.27 8 19.51
第３志望 4 9.76 4 9.76
第４志望以下 3 7.32 1 2.44

ビジュアルデザイン学科 第１志望 ー ー 29 96.67
第２志望 ー ー 1 3.33
第３志望 ー ー 0 0.00
第４志望以下 ー ー 0 0.00

工芸工業デザイン学科 第１志望 ー ー 31 96.88
第２志望 ー ー 1 3.13
第３志望 ー ー 0 0.00
第４志望以下 ー ー 0 0.00

建築学科 第１志望 ー ー 26 89.66
第２志望 ー ー 3 10.34
第３志望 ー ー 0 0.00
第４志望以下 ー ー 0 0.00

2020 2021

学科 併願校 人数 学科 併願校 人数 学科 併願校 人数 学科 併願校 人数
看護 川崎医療福祉大学 9 栄養 ノートルダム清心女子大学 12 現代福祉 ノートルダム清心女子大学 5 子ども ノートルダム清心女子大学 5

岡山大学 4 川崎医療福祉大学 3 関西福祉大学 3 武庫川女子大学 2
香川大学 2 龍谷大学 3 川崎医療福祉大学 3 岡山大学 1
岡山医療福祉専門学校 1 安田女子大学 2 岡山大学 2 関西学院大学 1
高知県立大学 1 熊本県立大学 2 高知県立大学 2 金沢大学 1
滋賀医科大学 1 大阪府立大学 2 山口県立大学 2 広島文教大学 1
大阪市立大学 1 徳島大学 2 就実大学 2 就実大学 1
筑波大学 1 くらしき作陽大学 2 新見公立大学 2 倉敷市立短期大学 1
新見公立大学 1 摂南大学 2 広島国際大学 1 同志社女子大学 1
ノートルダム清心女子大学 1 岡山大学 1 西南学院大学 1 京都教育大学 1
福井医療大学 1 宮崎大学 1 倉敷中央看護専門学校 1 修道大学 1

京都女子大学 1 島根県立大学 1 松山東雲短期大学 1
椙山女学園大学 1 島根大学 1 京都女子大学 1
静岡県立大学 1 美作大学 1 甲南女子大学 1
長崎県立大学 1 福山平成大学 1 広島女学院大学 1
美作大学 1 くらしき作陽大学 1 神戸女子大学 1
中国学園大学 1 岡山医療センター附属看護助産 1
松山大学 1 神戸女子大学 1
神戸女子大学 1 武庫川女子大学 1
就実大学 1 神戸学院大学 1
徳島文理大学 1
名古屋学芸大学 1
金沢学院大学 1
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学科 併願校 人数 学科 併願校 人数 学科 併願校 人数
情報通信 岡山理科大学 4 システム 岡山大学 9 人間情報 岡山大学 6

近畿大学 4 鳥取大学 3 岡山理科大学 4
広島市立大学 4 電気通信大学 3 近畿大学 4
静岡大学 4 岡山理科大学 3 広島市立大学 4
徳島大学 4 愛媛大学 2 関西大学 3
愛媛大学 3 香川大学 2 広島大学 2
岡山大学 2 兵庫県立大学 2 兵庫県立大学 2
関西学院大学 2 名古屋大学 2 京都産業大学 2
神戸大学 2 山口大学 2 宮崎大学 2
筑波大学 2 九州大学 1 滋賀大学 1
島根大学 2 三重大学 1 松山大学 1
茨城大学 2 就実大学 1 千葉大学 1
高知工科大学 2 神戸大学 1 大阪工業大学 1
鳥取大学 2 静岡大学 1 鳥取大学 1
立命館大学 2 大阪市立大学 1 東京海洋大学 1
愛知県立大学 1 大阪大学 1 三重大学 1
京都府立大学 1 島根大学 1 香川大学 1
金沢大学 1 北海道大学 1 関西学院大学 1
大阪市立大学 1 はこだて未来大学 1 就実大学 1
電気通信大学 1 近畿大学 1 中京大学 1
岐阜大学 1 埼玉大学 1 九州工業大学 1
甲南大学 1 信州大学 1 愛媛大学 1
香川大学 1 同志社大学 1 愛知工業大学 1
埼玉大学 1 徳島大学 1 倉敷芸術科学大学 1
兵庫県立大学 1 尾道市立大学 1
広島修道大学 1 九州工業大学 1

広島工業大学 1
甲南大学 1
中国職能開発大学 1
立命館大学 1

学科 併願校 人数 学科 併願校 人数
工芸工業 就実大学 2 建築 岡山理科大学 2
デザイン 岡山情報ビジネス学院 2 近畿大学 2

岡山理科大学専門学校 1 科学技術専門学校 1
九州産業大学 1 広島大学 1
嵯峨美術大学 1 香川大学 1
嵯峨美術短期大学 1 佐賀大学 1
山口県立大学 1 川崎医療福祉大学 1
滋賀県立大学 1 筑波大学 1
成安造形大学 1 武蔵野美術大学 1
静岡文化芸術大学 1 福岡教育大学 1
川崎医療福祉大学 1 福山市立大学 1
倉敷芸術科学大学 1 立命館大学 1
多摩美術大学 1 関東学院大学 1
大阪芸術大学 1 九州産業大学 1
大手前大学 1 高知大学 1
筑波大学 1 大阪工業大学 1
東京造形大学 1
東北芸術工科大学 1
尾道市立大学 1
武蔵野美術大学 1
ノートルダム清心女子大学 1
関西大学 1
京都精華大学 1
徳島文理大学 1
奈良芸術短期大学 1
比治山大学 1
名古屋学芸大学 1
近畿大学 1
東京工科大学 1

　

学科 併願校 人数
ビジュアル松山大学 3
デザイン 就実大学 2

名古屋市立大学 2
京都精華大学 1
広島市立大学 1
高知県立大学 1
秋田公立大学 1
安田造形大学 1
静岡文化芸術大学 1
倉敷芸術科学大学 1
倉敷市立短期大学 1
長野大学 1
帝塚山大学 1
尾道市立大学 1
立命館大学 1
佐賀大学 1
神戸芸術工科大学 1
長岡造形大学 1
天理大学 1
富山大学 1
名古屋学芸大学 1
九州大学 1
名古屋文理大学 1
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表５ 志望動機 

  

　

項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 教育内容が希望に近い 10 25.00 9 22.50 栄養学科 教育内容が希望に近い 4 12.12 11 28.21

研究内容に興味がある 1 2.50 0 0.00 研究内容に興味がある 3 9.09 4 10.26
施設設備が充実 0 0.00 0 0.00 施設設備が充実 0 0.00 0 0.00
就職職種が希望に近い 3 7.50 3 7.50 就職職種が希望に近い 2 6.06 0 0.00
希望する資格が得られる 13 32.50 15 37.50 希望する資格が得られる 14 42.42 15 38.46
卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00 卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00
本学で学ぶことを強く希望していた 2 5.00 3 7.50 本学で学ぶことを強く希望していた 3 9.09 3 7.69
本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00 本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00
本学で学びたい先生がいる 1 2.50 0 0.00 本学で学びたい先生がいる 1 3.03 0 0.00
本学が開催した事業の印象がよかった 1 2.50 0 0.00 本学が開催した事業の印象がよかった 0 0.00 0 0.00
入試科目が受験しやすかった 0 0.00 1 2.50 入試科目が受験しやすかった 1 3.03 1 2.56
入試日程が受験しやすかった 0 0.00 0 0.00 入試日程が受験しやすかった 0 0.00 1 2.56
センター試験等、学力的にみて適当だった 4 10.00 7 17.50 センター試験等、学力的にみて適当だった 3 9.09 2 5.13
学費が安い 2 5.00 1 2.50 学費が安い 1 3.03 0 0.00
通学に便利 1 2.50 1 2.50 通学に便利 1 3.03 2 5.13
その他 2 5.00 0 0.00 その他 0 0.00 0 0.00

現代福祉学科 教育内容が希望に近い 6 16.67 15 36.59 子ども学科 教育内容が希望に近い 9 47.37 3 21.43
研究内容に興味がある 2 5.56 0 0.00 研究内容に興味がある 0 0.00 0 0.00
施設設備が充実 0 0.00 1 2.44 施設設備が充実 0 0.00 1 7.14
就職職種が希望に近い 2 5.56 1 2.44 就職職種が希望に近い 1 5.26 1 7.14
希望する資格が得られる 18 50.00 15 36.59 希望する資格が得られる 6 31.58 6 42.86
卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00 卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00
本学で学ぶことを強く希望していた 3 8.33 4 9.76 本学で学ぶことを強く希望していた 2 10.53 1 7.14
本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00 本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00
本学で学びたい先生がいる 1 2.78 0 0.00 本学で学びたい先生がいる 0 0.00 0 0.00
本学が開催した事業の印象がよかった 1 2.78 0 0.00 本学が開催した事業の印象がよかった 0 0.00 0 0.00
入試科目が受験しやすかった 1 2.78 0 0.00 入試科目が受験しやすかった 1 5.26 1 7.14
入試日程が受験しやすかった 0 0.00 0 0.00 入試日程が受験しやすかった 0 0.00 0 0.00
センター試験等、学力的にみて適当だった 2 5.56 3 7.32 センター試験等、学力的にみて適当だった 0 0.00 1 7.14
学費が安い 0 0.00 1 2.44 学費が安い 0 0.00 0 0.00
通学に便利 0 0.00 0 0.00 通学に便利 0 0.00 0 0.00
その他 0 0.00 1 2.44 その他 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 教育内容が希望に近い 10 21.28 14 28.00 情報システム工学科 教育内容が希望に近い 15 30.61 11 27.50
研究内容に興味がある 2 4.26 7 14.00 研究内容に興味がある 3 6.12 6 15.00
施設設備が充実 0 0.00 0 0.00 施設設備が充実 1 2.04 0 0.00
就職職種が希望に近い 3 6.38 1 2.00 就職職種が希望に近い 0 0.00 3 7.50
希望する資格が得られる 1 2.13 1 2.00 希望する資格が得られる 0 0.00 1 2.50
卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00 卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00
本学で学ぶことを強く希望していた 0 0.00 2 4.00 本学で学ぶことを強く希望していた 1 2.04 0 0.00
本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00 本学で学ぶことに誇りを感じる 2 4.08 0 0.00
本学で学びたい先生がいる 1 2.13 1 2.00 本学で学びたい先生がいる 0 0.00 0 0.00
本学が開催した事業の印象がよかった 0 0.00 1 2.00 本学が開催した事業の印象がよかった 1 2.04 0 0.00
入試科目が受験しやすかった 11 23.40 7 14.00 入試科目が受験しやすかった 2 4.08 9 22.50
入試日程が受験しやすかった 1 2.13 3 6.00 入試日程が受験しやすかった 7 14.29 2 5.00
センター試験等、学力的にみて適当だった 15 31.91 8 16.00 センター試験等、学力的にみて適当だった 11 22.45 4 10.00
学費が安い 2 4.26 3 6.00 学費が安い 2 4.08 3 7.50
通学に便利 1 2.13 1 2.00 通学に便利 4 8.16 1 2.50
その他 0 0.00 1 2.00 その他 0 0.00 0 0.00

人間情報工学科 教育内容が希望に近い 10 24.39 6 15.00 ビジュアルデザイン学科 教育内容が希望に近い ー ー 13 43.33
研究内容に興味がある 5 12.20 13 32.50 研究内容に興味がある ー ー 3 10.00
施設設備が充実 0 0.00 1 2.50 施設設備が充実 ー ー 0 0.00
就職職種が希望に近い 2 4.88 1 2.50 就職職種が希望に近い ー ー 1 3.33
希望する資格が得られる 0 0.00 0 0.00 希望する資格が得られる ー ー 0 0.00
卒業生が社会で活躍している 0 0.00 2 5.00 卒業生が社会で活躍している ー ー 0 0.00
本学で学ぶことを強く希望していた 0 0.00 2 5.00 本学で学ぶことを強く希望していた ー ー 2 6.67
本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00 本学で学ぶことに誇りを感じる ー ー 0 0.00
本学で学びたい先生がいる 0 0.00 0 0.00 本学で学びたい先生がいる ー ー 0 0.00
本学が開催した事業の印象がよかった 1 2.44 0 0.00 本学が開催した事業の印象がよかった ー ー 0 0.00
入試科目が受験しやすかった 10 24.39 3 7.50 入試科目が受験しやすかった ー ー 2 6.67
入試日程が受験しやすかった 1 2.44 5 12.50 入試日程が受験しやすかった ー ー 0 0.00
センター試験等、学力的にみて適当だった 9 21.95 6 15.00 センター試験等、学力的にみて適当だった ー ー 3 10.00
学費が安い 3 7.32 0 0.00 学費が安い ー ー 5 16.67
通学に便利 0 0.00 1 2.50 通学に便利 ー ー 1 3.33
その他 0 0.00 0 0.00 その他 ー ー 0 0.00

工芸工業デザイン学科 教育内容が希望に近い ー ー 13 40.63 建築学科 教育内容が希望に近い ー ー 13 44.83
研究内容に興味がある ー ー 4 12.50 研究内容に興味がある ー ー 2 6.90
施設設備が充実 ー ー 3 9.38 施設設備が充実 ー ー 1 3.45
就職職種が希望に近い ー ー 1 3.13 就職職種が希望に近い ー ー 1 3.45
希望する資格が得られる ー ー 0 0.00 希望する資格が得られる ー ー 5 17.24
卒業生が社会で活躍している ー ー 0 0.00 卒業生が社会で活躍している ー ー 0 0.00
本学で学ぶことを強く希望していた ー ー 1 3.13 本学で学ぶことを強く希望していた ー ー 1 3.45
本学で学ぶことに誇りを感じる ー ー 1 3.13 本学で学ぶことに誇りを感じる ー ー 0 0.00
本学で学びたい先生がいる ー ー 0 0.00 本学で学びたい先生がいる ー ー 0 0.00
本学が開催した事業の印象がよかった ー ー 0 0.00 本学が開催した事業の印象がよかった ー ー 0 0.00
入試科目が受験しやすかった ー ー 2 6.25 入試科目が受験しやすかった ー ー 2 6.90
入試日程が受験しやすかった ー ー 1 3.13 入試日程が受験しやすかった ー ー 0 0.00
センター試験等、学力的にみて適当だった ー ー 1 3.13 センター試験等、学力的にみて適当だった ー ー 2 6.90
学費が安い ー ー 3 9.38 学費が安い ー ー 1 3.45
通学に便利 ー ー 1 3.13 通学に便利 ー ー 1 3.45
その他 ー ー 1 3.13 その他 ー ー 0 0.00

2020 2021



B-5 

表６ ＡＰの理解 

 
 

表７ 受験科目 

 
 

表８ 個別科目 

  

　

項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 よく理解できた 33 82.50 37 92.50

どちらとも言えない 5 12.50 0 0.00
わかりにくかった 2 5.00 3 7.50

栄養学科 よく理解できた 23 69.70 28 71.79
どちらとも言えない 9 27.27 1 2.56
わかりにくかった 1 3.03 10 25.64

現代福祉学科 よく理解できた 31 86.11 37 90.24
どちらとも言えない 5 13.89 0 0.00
わかりにくかった 0 0.00 4 9.76

子ども学科 よく理解できた 17 85.00 10 76.92
どちらとも言えない 2 10.00 2 15.38
わかりにくかった 1 5.00 1 7.69

情報通信工学科 よく理解できた 15 48.39 22 59.46
どちらとも言えない 9 29.03 2 5.41
わかりにくかった 7 22.58 13 35.14

情報システム工学科 よく理解できた 18 51.43 13 46.43
どちらとも言えない 13 37.14 1 3.57
わかりにくかった 4 11.43 14 50.00

人間情報工学科 よく理解できた 11 34.38 18 52.94
どちらとも言えない 19 59.38 2 5.88
わかりにくかった 2 6.25 14 41.18

ビジュアルデザイン学科 よく理解できた ー ー 16 53.33
どちらとも言えない ー ー 3 10.00
わかりにくかった ー ー 11 36.67

工芸工業デザイン学科 よく理解できた ー ー 19 65.52
どちらとも言えない ー ー 4 13.79
わかりにくかった ー ー 6 20.69

建築学科 よく理解できた ー ー 23 79.31
どちらとも言えない ー ー 2 6.90
わかりにくかった ー ー 4 13.79

2020 2021

　

項目 度数 割合 度数 割合
センター試験 受験しやすかった 297 95.19 298 96.44

どちらかというと受験しにくかった 15 4.81 11 3.56
受験しなかった 47 49

小論文 受験しやすかった 104 94.55 49 89.09
どちらかというと受験しにくかった 6 5.45 6 10.91
受験しなかった 249 303

理科 受験しやすかった 58 98.31 67 95.71
どちらかというと受験しにくかった 1 1.69 3 4.29
受験しなかった 300 288

数学 受験しやすかった 123 93.89 130 97.74
どちらかというと受験しにくかった 8 6.11 3 2.26
受験しなかった 228 225

実技 受験しやすかった 83 91.21 72 83.72
どちらかというと受験しにくかった 8 8.79 14 16.28
受験しなかった 268 272

面接 受験しやすかった 155 94.51 162 89.50
どちらかというと受験しにくかった 9 5.49 19 10.50
受験しなかった 195 177

2020 2021

　
2020,n= 359 2021,n= 358
度数 割合(%) 度数 割合(%) 2020との％の差異

集団面接 112 31.20 90 25.14 -6.06
学力試験(英語) 72 20.06 59 16.48 -3.58
TOEICや英語検定 169 47.08 147 41.06 -6.01
小論文 116 32.31 113 31.56 -0.75
総合問題 100 27.86 83 23.18 -4.67
学力試験(理科) 68 18.94 75 20.95 2.01
その他 2 0.56 6 1.68 1.12
学力試験(数学) 82 22.84 87 24.30 1.46
個人面接 81 22.56 62 17.32 -5.24
聴講型試験 131 36.49 105 29.33 -7.16
口頭試問 128 35.65 105 29.33 -6.32
プレゼンテーション 192 53.48 152 42.46 -11.02
ディベート 158 44.01 139 38.83 -5.18
集団討論 147 40.95 134 37.43 -3.52
実技 115 32.03 79 22.07 -9.97
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表９ 出願時の参考 

  

　

項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 大学のホームページ 5 12.50 10 25.00 栄養学科 大学のホームページ 5 13.51 6 15.38

学科のホームページ 6 15.00 9 22.50 学科のホームページ 5 13.51 9 23.08
SNS(Twitter、Facebook、Youtube) ー ー 0 0.00 SNS(Twitter、Facebook、Youtube) ー ー 0 0.00
大学案内 4 10.00 3 7.50 大学案内 3 8.11 7 17.95
学部学科パンフレット（チラシ） 5 12.50 4 10.00 学部学科パンフレット（チラシ） 5 13.51 1 2.56
学科の受入方針（アドミッションポリシー） 2 5.00 1 2.50 学科の受入方針（アドミッションポリシー） 1 2.70 1 2.56
本学のオープンキャンパスで得た情報 7 17.50 5 12.50 本学のオープンキャンパスで得た情報 6 16.22 6 15.38
本学の「高校生のための大学授業開放」 3 7.50 0 0.00 本学の「高校生のための大学授業開放」 1 2.70 1 2.56
高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 1 2.56
イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
受験雑誌　 0 0.00 1 2.50 受験雑誌　 0 0.00 0 0.00
赤本等の過去問 0 0.00 0 0.00 赤本等の過去問 1 2.70 1 2.56
予備校が提供する情報　 1 2.50 0 0.00 予備校が提供する情報　 3 8.11 0 0.00
高校からの情報やアドバイス 3 7.50 5 12.50 高校からの情報やアドバイス 4 10.81 4 10.26
塾の教員からの情報やアドバイス 1 2.50 1 2.50 塾の教員からの情報やアドバイス 1 2.70 1 2.56
家族や知人からの情報やアドバイスなど 1 2.50 1 2.50 家族や知人からの情報やアドバイスなど 2 5.41 1 2.56
出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 2 5.00 0 0.00 出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 0 0.00 0 0.00

現代福祉学科 大学のホームページ 2 5.41 12 29.27 子ども学科 大学のホームページ 3 15.00 2 14.29
学科のホームページ 9 24.32 7 17.07 学科のホームページ 2 10.00 2 14.29
SNS(Twitter、Facebook、Youtube) ー ー 0 0.00 SNS(Twitter、Facebook、Youtube) ー ー 1 7.14
大学案内 3 8.11 6 14.63 大学案内 1 5.00 1 7.14
学部学科パンフレット（チラシ） 5 13.51 5 12.20 学部学科パンフレット（チラシ） 3 15.00 3 21.43
学科の受入方針（アドミッションポリシー） 1 2.70 1 2.44 学科の受入方針（アドミッションポリシー） 0 0.00 1 7.14
本学のオープンキャンパスで得た情報 6 16.22 4 9.76 本学のオープンキャンパスで得た情報 2 10.00 1 7.14
本学の「高校生のための大学授業開放」 5 13.51 0 0.00 本学の「高校生のための大学授業開放」 4 20.00 0 0.00
高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
受験雑誌　 0 0.00 0 0.00 受験雑誌　 1 5.00 0 0.00
赤本等の過去問 1 2.70 0 0.00 赤本等の過去問 0 0.00 0 0.00
予備校が提供する情報　 0 0.00 0 0.00 予備校が提供する情報　 1 5.00 0 0.00
高校からの情報やアドバイス 4 10.81 5 12.20 高校からの情報やアドバイス 1 5.00 1 7.14
塾の教員からの情報やアドバイス 0 0.00 0 0.00 塾の教員からの情報やアドバイス 0 0.00 2 14.29
家族や知人からの情報やアドバイスなど 1 2.70 0 0.00 家族や知人からの情報やアドバイスなど 2 10.00 0 0.00
出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 0 0.00 1 2.44 出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 大学のホームページ 7 14.58 12 24.00 情報システム工学科 大学のホームページ 7 14.29 15 35.71
学科のホームページ 11 22.92 9 18.00 学科のホームページ 8 16.33 6 14.29
SNS(Twitter、Facebook、Youtube) ー ー 0 0.00 SNS(Twitter、Facebook、Youtube) ー ー 1 2.38
大学案内 3 6.25 2 4.00 大学案内 3 6.12 0 0.00
学部学科パンフレット（チラシ） 1 2.08 4 8.00 学部学科パンフレット（チラシ） 1 2.04 2 4.76
学科の受入方針（アドミッションポリシー） 1 2.08 0 0.00 学科の受入方針（アドミッションポリシー） 1 2.04 0 0.00
本学のオープンキャンパスで得た情報 4 8.33 0 0.00 本学のオープンキャンパスで得た情報 2 4.08 0 0.00
本学の「高校生のための大学授業開放」 1 2.08 1 2.00 本学の「高校生のための大学授業開放」 1 2.04 0 0.00
高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
受験雑誌　 1 2.08 0 0.00 受験雑誌　 2 4.08 2 4.76
赤本等の過去問 3 6.25 0 0.00 赤本等の過去問 4 8.16 0 0.00
予備校が提供する情報　 0 0.00 2 4.00 予備校が提供する情報　 1 2.04 1 2.38
高校からの情報やアドバイス 14 29.17 14 28.00 高校からの情報やアドバイス 13 26.53 6 14.29
塾の教員からの情報やアドバイス 0 0.00 0 0.00 塾の教員からの情報やアドバイス 3 6.12 3 7.14
家族や知人からの情報やアドバイスなど 1 2.08 6 12.00 家族や知人からの情報やアドバイスなど 1 2.04 6 14.29
出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 1 2.08 0 0.00 出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 2 4.08 0 0.00

人間情報工学科 大学のホームページ 6 14.63 8 19.51 ビジュアルデザイン学科 大学のホームページ ー ー 5 16.67
学科のホームページ 5 12.20 11 26.83 学科のホームページ ー ー 5 16.67
SNS(Twitter、Facebook、Youtube) ー ー 0 0.00 SNS(Twitter、Facebook、Youtube) ー ー 0 0.00
大学案内 2 4.88 3 7.32 大学案内 ー ー 6 20.00
学部学科パンフレット（チラシ） 5 12.20 2 4.88 学部学科パンフレット（チラシ） ー ー 1 3.33
学科の受入方針（アドミッションポリシー） 0 0.00 1 2.44 学科の受入方針（アドミッションポリシー） ー ー 1 3.33
本学のオープンキャンパスで得た情報 4 9.76 2 4.88 本学のオープンキャンパスで得た情報 ー ー 4 13.33
本学の「高校生のための大学授業開放」 0 0.00 0 0.00 本学の「高校生のための大学授業開放」 ー ー 0 0.00
高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 高校で実施された進学ガイダンスでの情報 ー ー 0 0.00
本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 本学で実施した進学ガイダンスでの情報 ー ー 0 0.00
イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 ー ー 0 0.00
受験雑誌　 0 0.00 1 2.44 受験雑誌　 ー ー 1 3.33
赤本等の過去問 0 0.00 2 4.88 赤本等の過去問 ー ー 0 0.00
予備校が提供する情報　 5 12.20 1 2.44 予備校が提供する情報　 ー ー 0 0.00
高校からの情報やアドバイス 12 29.27 6 14.63 高校からの情報やアドバイス ー ー 4 13.33
塾の教員からの情報やアドバイス 1 2.44 3 7.32 塾の教員からの情報やアドバイス ー ー 0 0.00
家族や知人からの情報やアドバイスなど 1 2.44 1 2.44 家族や知人からの情報やアドバイスなど ー ー 2 6.67
出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 0 0.00 0 0.00 出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス ー ー 1 3.33

工芸工業デザイン学科 大学のホームページ ー ー 9 28.13 建築学科 大学のホームページ ー ー 9 31.03
学科のホームページ ー ー 7 21.88 学科のホームページ ー ー 7 24.14
SNS(Twitter、Facebook、Youtube) ー ー 0 0.00 SNS(Twitter、Facebook、Youtube) ー ー 0 0.00
大学案内 ー ー 1 3.13 大学案内 ー ー 1 3.45
学部学科パンフレット（チラシ） ー ー 4 12.50 学部学科パンフレット（チラシ） ー ー 3 10.34
学科の受入方針（アドミッションポリシー） ー ー 0 0.00 学科の受入方針（アドミッションポリシー） ー ー 1 3.45
本学のオープンキャンパスで得た情報 ー ー 1 3.13 本学のオープンキャンパスで得た情報 ー ー 1 3.45
本学の「高校生のための大学授業開放」 ー ー 0 0.00 本学の「高校生のための大学授業開放」 ー ー 1 3.45
高校で実施された進学ガイダンスでの情報 ー ー 1 3.13 高校で実施された進学ガイダンスでの情報 ー ー 0 0.00
本学で実施した進学ガイダンスでの情報 ー ー 0 0.00 本学で実施した進学ガイダンスでの情報 ー ー 0 0.00
イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 ー ー 1 3.13 イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 ー ー 0 0.00
受験雑誌　 ー ー 1 3.13 受験雑誌　 ー ー 0 0.00
赤本等の過去問 ー ー 1 3.13 赤本等の過去問 ー ー 0 0.00
予備校が提供する情報　 ー ー 0 0.00 予備校が提供する情報　 ー ー 1 3.45
高校からの情報やアドバイス ー ー 2 6.25 高校からの情報やアドバイス ー ー 4 13.79
塾の教員からの情報やアドバイス ー ー 0 0.00 塾の教員からの情報やアドバイス ー ー 0 0.00
家族や知人からの情報やアドバイスなど ー ー 4 12.50 家族や知人からの情報やアドバイスなど ー ー 1 3.45
出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス ー ー 0 0.00 出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス ー ー 0 0.00

2020 2021
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表 10 知りたかった情報 

 
 

表 11 大学授業開放 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

　

項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 各学部・学科の特色 12 11.65 12 12.63 栄養学科 各学部・学科の特色 14 14.74 7 7.95

カリキュラムや授業内容 25 24.27 25 26.32 カリキュラムや授業内容 17 17.89 18 20.45
教員の研究内容や人物 9 8.74 10 10.53 教員の研究内容や人物 9 9.47 6 6.82
取得できる資格と合格率 12 11.65 8 8.42 取得できる資格と合格率 7 7.37 9 10.23
就職先と就職率 10 9.71 10 10.53 就職先と就職率 14 14.74 11 12.50
学生生活 19 18.45 16 16.84 学生生活 25 26.32 23 26.14
学費や授業料減免制度・奨学金制度 4 3.88 4 4.21 学費や授業料減免制度・奨学金制度 3 3.16 5 5.68
教育設備や周辺環境 11 10.68 9 9.47 教育設備や周辺環境 5 5.26 9 10.23
その他 1 0.97 1 1.05 その他 1 1.05 0 0.00

現代福祉学科 各学部・学科の特色 16 14.95 7 7.61 子ども学科 各学部・学科の特色 4 8.70 4 11.11
カリキュラムや授業内容 23 21.50 24 26.09 カリキュラムや授業内容 14 30.43 7 19.44
教員の研究内容や人物 10 9.35 9 9.78 教員の研究内容や人物 5 10.87 4 11.11
取得できる資格と合格率 10 9.35 6 6.52 取得できる資格と合格率 5 10.87 2 5.56
就職先と就職率 12 11.21 10 10.87 就職先と就職率 4 8.70 4 11.11
学生生活 23 21.50 22 23.91 学生生活 8 17.39 9 25.00
学費や授業料減免制度・奨学金制度 8 7.48 5 5.43 学費や授業料減免制度・奨学金制度 3 6.52 2 5.56
教育設備や周辺環境 5 4.67 8 8.70 教育設備や周辺環境 3 6.52 4 11.11
その他 0 0.00 1 1.09 その他 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 各学部・学科の特色 16 13.22 27 18.24 情報システム工学科 各学部・学科の特色 27 20.15 18 18.18
カリキュラムや授業内容 23 19.01 31 20.95 カリキュラムや授業内容 31 23.13 23 23.23
教員の研究内容や人物 7 5.79 9 6.08 教員の研究内容や人物 12 8.96 7 7.07
取得できる資格と合格率 20 16.53 16 10.81 取得できる資格と合格率 10 7.46 7 7.07
就職先と就職率 23 19.01 28 18.92 就職先と就職率 17 12.69 13 13.13
学生生活 14 11.57 19 12.84 学生生活 17 12.69 19 19.19
学費や授業料減免制度・奨学金制度 8 6.61 6 4.05 学費や授業料減免制度・奨学金制度 7 5.22 3 3.03
教育設備や周辺環境 8 6.61 12 8.11 教育設備や周辺環境 13 9.70 9 9.09
その他 2 1.65 0 0.00 その他 0 0.00 0 0.00

人間情報工学科 各学部・学科の特色 14 12.61 13 12.04 ビジュアルデザイン学科 各学部・学科の特色 ー ー 12 12.90
カリキュラムや授業内容 26 23.42 19 17.59 カリキュラムや授業内容 ー ー 22 23.66
教員の研究内容や人物 9 8.11 7 6.48 教員の研究内容や人物 ー ー 7 7.53
取得できる資格と合格率 13 11.71 19 17.59 取得できる資格と合格率 ー ー 9 9.68
就職先と就職率 21 18.92 21 19.44 就職先と就職率 ー ー 16 17.20
学生生活 13 11.71 18 16.67 学生生活 ー ー 11 11.83
学費や授業料減免制度・奨学金制度 6 5.41 3 2.78 学費や授業料減免制度・奨学金制度 ー ー 7 7.53
教育設備や周辺環境 7 6.31 7 6.48 教育設備や周辺環境 ー ー 9 9.68
その他 2 1.80 1 0.93 その他 ー ー 0 0.00

工芸工業デザイン学科 各学部・学科の特色 ー ー 15 14.29 建築学科 各学部・学科の特色 ー ー 13 15.66
カリキュラムや授業内容 ー ー 22 20.95 カリキュラムや授業内容 ー ー 16 19.28
教員の研究内容や人物 ー ー 11 10.48 教員の研究内容や人物 ー ー 6 7.23
取得できる資格と合格率 ー ー 17 16.19 取得できる資格と合格率 ー ー 12 14.46
就職先と就職率 ー ー 11 10.48 就職先と就職率 ー ー 9 10.84
学生生活 ー ー 11 10.48 学生生活 ー ー 16 19.28
学費や授業料減免制度・奨学金制度 ー ー 8 7.62 学費や授業料減免制度・奨学金制度 ー ー 3 3.61
教育設備や周辺環境 ー ー 9 8.57 教育設備や周辺環境 ー ー 8 9.64
その他 ー ー 1 0.95 その他 ー ー 0 0.00

2020 2021

　

項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 受講した 11 27.50 5 12.50

知っていたが、受講しなかった 13 32.50 12 30.00
知らなかった 16 40.00 23 57.50

栄養学科 受講した 15 40.54 12 30.77
知っていたが、受講しなかった 5 13.51 5 12.82
知らなかった 17 45.95 22 56.41

現代福祉学科 受講した 12 32.43 4 13.79
知っていたが、受講しなかった 6 16.22 1 3.45
知らなかった 19 51.35 24 82.76

子ども学科 受講した 6 30.00 0 0.00
知っていたが、受講しなかった 6 30.00 0 0.00
知らなかった 8 40.00 14 100.00

情報通信工学科 受講した 7 14.58 2 4.00
知っていたが、受講しなかった 4 8.33 7 14.00
知らなかった 37 77.08 41 82.00

情報システム工学科 受講した 6 12.24 1 2.38
知っていたが、受講しなかった 2 4.08 5 11.90
知らなかった 41 83.67 36 85.71

人間情報工学科 受講した 8 19.51 4 9.76
知っていたが、受講しなかった 5 12.20 3 7.32
知らなかった 28 68.29 34 82.93

ビジュアルデザイン学科 受講した ー ー 2 6.67
知っていたが、受講しなかった ー ー 10 33.33
知らなかった ー ー 18 60.00

工芸工業デザイン学科 受講した ー ー 3 9.38
知っていたが、受講しなかった ー ー 3 9.38
知らなかった ー ー 26 81.25

建築学科 受講した ー ー 2 6.90
知っていたが、受講しなかった ー ー 4 13.79
知らなかった ー ー 23 79.31

2020 2021
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表 12 今の気持ち 

 
 

  

　

項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 22 55.00 26 65.00

地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 6 15.00 4 10.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 8 20.00 3 7.50
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 4 10.00 7 17.50
その他 0 0.00 0 0.00

栄養学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 17 45.95 24 61.54
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 2 5.41 4 10.26
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 8 21.62 5 12.82
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 9 24.32 5 12.82
その他 1 2.70 1 2.56

現代福祉学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 18 47.37 18 43.90
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 9 23.68 17 41.46
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 3 7.89 3 7.32
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 8 21.05 3 7.32
その他 0 0.00 0 0.00

子ども学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 11 55.00 3 21.43
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 3 15.00 4 28.57
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 3 15.00 5 35.71
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 3 15.00 2 14.29
その他 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 32 66.67 29 58.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0.00 3 6.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 5 10.42 5 10.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 10 20.83 13 26.00
その他 1 2.08 0 0.00

情報システム工学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 31 63.27 29 69.05
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 1 2.04 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 7 14.29 5 11.90
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 10 20.41 7 16.67
その他 0 0.00 1 2.38

人間情報工学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 20 48.78 15 36.59
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 3 7.32 3 7.32
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 8 19.51 11 26.83
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 10 24.39 11 26.83
その他 0 0.00 1 2.44

ビジュアルデザイン学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 19 63.33
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 3 10.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 4 13.33
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 3 10.00
その他 ー ー 1 3.33

工芸工業デザイン学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 18 56.25
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 2 6.25
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 3 9.38
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 7 21.88
その他 ー ー 2 6.25

建築学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 15 51.72
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 3 10.34
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 7 24.14
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 4 13.79
その他 ー ー 0 0.00

2020 2021

項目 度数 割合 度数 割合
総合型選抜 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 11 57.89

地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 5 26.32
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 3 15.79
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 0 0.00
その他 ー ー 0 0.00

学校推薦型選抜 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 68 66.67 52 50.49
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 10 9.80 15 14.56
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 11 10.78 16 15.53
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 13 12.75 17 16.50
その他 0 0.00 3 2.91

帰国生入試 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 0 0
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 0 0
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 0 0
その他 0 0

私費外国人留学生入試 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 0 0 0.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 0 1 100.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 0 0 0.00
その他 0 0 0.00

一般選抜　前期日程 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 88 51.76 99 59.64
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 17 10.00 18 10.84
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 32 18.82 21 12.65
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 32 18.82 27 16.27
その他 1 0.59 1 0.60

一般選抜　中期日程 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 34 54.84 30 53.57
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0.00 1 1.79
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 10 16.13 8 14.29
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 17 27.42 16 28.57
その他 1 1.61 1 1.79

一般選抜　後期日程 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 18 69.23 4 30.77
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 3 11.54 4 30.77
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 4 15.38 2 15.38
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 1 3.85 2 15.38
その他 0 0.00 1 7.69

2020 2021
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項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 10 90.91 11 84.62

地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 1 9.09 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 0 0.00 0 0.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 0 0.00 2 15.38
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 6 31.58 11 55.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 4 21.05 3 15.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 6 31.58 2 10.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 3 15.79 4 20.00
その他 0 0.00 0 0.00

後期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 6 75.00 4 57.14
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 1 12.50 1 14.29
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 12.50 1 14.29
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 0 0.00 1 14.29
その他 0 0.00 0 0.00

栄養学科 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 4 33.33 7 53.85
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 2 16.67 3 23.08
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 3 25.00 2 15.38
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 3 25.00 1 7.69
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 10 50.00 17 68.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0.00 1 4.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 4 20.00 3 12.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 5 25.00 4 16.00
その他 1 5.00 0 0.00

後期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 3 60.00 0 0.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0.00 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 20.00 0 0.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 1 20.00 0 0.00
その他 0 0.00 1 100.00

現代福祉学科 総合 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 3 37.50
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 4 50.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 1 12.50
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 0 0.00
その他 ー ー 0 0.00

推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 3 27.27 4 36.36
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 5 45.45 6 54.55
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 0 0.00 1 9.09
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 3 27.27 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 10 50.00 11 57.89
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 3 15.00 4 21.05
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 2 10.00 1 5.26
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 5 25.00 3 15.79
その他 0 0.00 0 0.00

後期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 5 71.43 0 0.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 1 14.29 3 100.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 14.29 0 0.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 0 0.00 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00

子ども学科 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 5 83.33 1 25.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 1 16.67 1 25.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 0 0.00 1 25.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 0 0.00 1 25.00
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 2 25.00 2 25.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 1 12.50 3 37.50
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 2 25.00 3 37.50
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 3 37.50 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00

後期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 4 66.67 0 0.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 1 16.67 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 16.67 1 50.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 0 0.00 1 50.00
その他 0 0.00 0 0.00

2020 2021
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項目 度数 割合 度数 割合
情報通信 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 11 84.62 8 57.14
工学科 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0.00 1 7.14

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 7.69 3 21.43
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 1 7.69 2 14.29
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 7 53.85 9 56.25
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0.00 1 6.25
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 3 23.08 1 6.25
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 3 23.08 5 31.25
その他 0 0.00 0 0.00

中期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 14 63.64 12 60.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0.00 1 5.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 4.55 1 5.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 6 27.27 6 30.00
その他 1 4.55 0 0.00

情報システム 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 9 69.23 6 54.55
工学科 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 1 7.69 0 0.00

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 2 15.38 1 9.09
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 1 7.69 3 27.27
その他 0 0.00 1 9.09

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 8 61.54 8 80.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0.00 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 7.69 2 20.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 4 30.77 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00

中期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 14 60.87 15 71.43
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0.00 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 4 17.39 2 9.52
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 5 21.74 4 19.05
その他 0 0.00 0 0.00

人間情報 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 8 66.67 6 46.15
工学科 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0.00 2 15.38

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 2 16.67 3 23.08
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 2 16.67 2 15.38
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 6 50.00 6 46.15
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 3 25.00 1 7.69
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 8.33 3 23.08
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 2 16.67 3 23.08
その他 0 0.00 0 0.00

中期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 6 35.29 3 20.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい 0 0.00 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 5 29.41 5 33.33
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 6 35.29 6 40.00
その他 0 0.00 1 6.67

ビジュアル 総合 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 3 100.00
デザイン学科 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 0 0.00

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 0 0.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 0 0.00
その他 ー ー 0 0.00

推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 4 44.44
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 1 11.11
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 2 22.22
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 2 22.22
その他 ー ー 0 0.00

私費 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 0 0.00
留学 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 0 0.00

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 1 100.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 0 0.00
その他 ー ー 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 12 70.59
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 2 11.76
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 1 5.88
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 1 5.88
その他 ー ー 1 5.88

工芸工業 総合 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 2 50.00
デザイン学科 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 1 25.00

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 1 25.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 0 0.00
その他 ー ー 0 0.00

推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 2 25.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 1 12.50
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 3 37.50
その他 ー ー 2 25.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 14 70.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 1 5.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 1 5.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 4 20.00
その他 ー ー 0 0.00

建築学科 総合 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 3 75.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 1 25.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 0 0.00
その他 ー ー 0 0.00

推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 3 42.86
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 1 14.29
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 2 28.57
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 1 14.29
その他 ー ー 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい ー ー 9 50.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間力を磨きたい ー ー 2 11.11
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい ー ー 4 22.22
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) ー ー 3 16.67
その他 ー ー 0 0.00

2020 2021
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表 13 本学に対する期待 

 
  

　

項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 専門教育 18 45.00 19 48.72 栄養学科 専門教育 16 43.24 20 51.28

国家試験対策(保健福祉学部のみ) 14 35.00 11 28.21 国家試験対策(保健福祉学部のみ) 16 43.24 14 35.90
一般教養教育 1 2.50 1 2.56 一般教養教育 2 5.41 2 5.13
語学教育 1 2.50 5 12.82 語学教育 0 0.00 0 0.00
学内教育設備 1 2.50 0 0.00 学内教育設備 0 0.00 0 0.00
地域活動・ボランティア活動の機会 2 5.00 2 5.13 地域活動・ボランティア活動の機会 2 5.41 1 2.56
国際的活動(海外での授業など)の機会 2 5.00 1 2.56 国際的活動(海外での授業など)の機会 0 0.00 1 2.56
インターンシップ 0 0.00 0 0.00 インターンシップ 1 2.70 0 0.00
学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 0 0.00 0 0.00 学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 0 0.00 1 2.56
図書館 0 0.00 0 0.00 図書館 0 0.00 0 0.00
課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 0 0.00 課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 0 0.00
その他 1 2.50 0 0.00 その他 0 0.00 0 0.00

現代福祉学科 専門教育 12 33.33 16 40.00 子ども学科 専門教育 15 75.00 8 57.14
国家試験対策(保健福祉学部のみ) 18 50.00 9 22.50 国家試験対策(保健福祉学部のみ) 4 20.00 2 14.29
一般教養教育 2 5.56 3 7.50 一般教養教育 0 0.00 0 0.00
語学教育 0 0.00 0 0.00 語学教育 0 0.00 0 0.00
学内教育設備 0 0.00 0 0.00 学内教育設備 0 0.00 0 0.00
地域活動・ボランティア活動の機会 2 5.56 9 22.50 地域活動・ボランティア活動の機会 1 5.00 3 21.43
国際的活動(海外での授業など)の機会 1 2.78 1 2.50 国際的活動(海外での授業など)の機会 0 0.00 0 0.00
インターンシップ 0 0.00 1 2.50 インターンシップ 0 0.00 1 7.14
学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 1 2.78 1 2.50 学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 0 0.00 0 0.00
図書館 0 0.00 0 0.00 図書館 0 0.00 0 0.00
課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 0 0.00 課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00 その他 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 専門教育 32 68.09 33 64.71 情報システム工学科 専門教育 35 74.47 26 74.29
国家試験対策(保健福祉学部のみ) 0 0.00 0 0.00 国家試験対策(保健福祉学部のみ) 0 0.00 0 0.00
一般教養教育 6 12.77 4 7.84 一般教養教育 5 10.64 4 11.43
語学教育 0 0.00 1 1.96 語学教育 1 2.13 1 2.86
学内教育設備 1 2.13 4 7.84 学内教育設備 2 4.26 0 0.00
地域活動・ボランティア活動の機会 0 0.00 2 3.92 地域活動・ボランティア活動の機会 1 2.13 0 0.00
国際的活動(海外での授業など)の機会 1 2.13 0 0.00 国際的活動(海外での授業など)の機会 1 2.13 0 0.00
インターンシップ 2 4.26 0 0.00 インターンシップ 0 0.00 1 2.86
学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 2 4.26 1 1.96 学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 1 2.13 0 0.00
図書館 3 6.38 1 1.96 図書館 0 0.00 2 5.71
課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 4 7.84 課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 1 2.86
その他 0 0.00 1 1.96 その他 1 2.13 0 0.00

人間情報工学科 専門教育 23 56.10 24 60.00 ビジュアルデザイン学科 専門教育 ー ー 29 100.00
国家試験対策(保健福祉学部のみ) 0 0.00 0 0.00 国家試験対策(保健福祉学部のみ) ー ー 0 0.00
一般教養教育 3 7.32 5 12.50 一般教養教育 ー ー 0 0.00
語学教育 3 7.32 0 0.00 語学教育 ー ー 0 0.00
学内教育設備 2 4.88 3 7.50 学内教育設備 ー ー 0 0.00
地域活動・ボランティア活動の機会 1 2.44 5 12.50 地域活動・ボランティア活動の機会 ー ー 0 0.00
国際的活動(海外での授業など)の機会 0 0.00 1 2.50 国際的活動(海外での授業など)の機会 ー ー 0 0.00
インターンシップ 0 0.00 0 0.00 インターンシップ ー ー 0 0.00
学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 1 2.44 1 2.50 学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) ー ー 0 0.00
図書館 6 14.63 0 0.00 図書館 ー ー 0 0.00
課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 1 2.50 課外活動施設(体育館・プールなど) ー ー 0 0.00
その他 2 4.88 0 0.00 その他 ー ー 0 0.00

工芸工業デザイン学科 専門教育 ー ー 27 84.38 建築学科 専門教育 ー ー 25 89.29
国家試験対策(保健福祉学部のみ) ー ー 0 0.00 国家試験対策(保健福祉学部のみ) ー ー 1 3.57
一般教養教育 ー ー 0 0.00 一般教養教育 ー ー 1 3.57
語学教育 ー ー 1 3.13 語学教育 ー ー 0 0.00
学内教育設備 ー ー 1 3.13 学内教育設備 ー ー 0 0.00
地域活動・ボランティア活動の機会 ー ー 0 0.00 地域活動・ボランティア活動の機会 ー ー 0 0.00
国際的活動(海外での授業など)の機会 ー ー 0 0.00 国際的活動(海外での授業など)の機会 ー ー 0 0.00
インターンシップ ー ー 0 0.00 インターンシップ ー ー 0 0.00
学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) ー ー 1 3.13 学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) ー ー 1 3.57
図書館 ー ー 2 6.25 図書館 ー ー 0 0.00
課外活動施設(体育館・プールなど) ー ー 0 0.00 課外活動施設(体育館・プールなど) ー ー 0 0.00
その他 ー ー 0 0.00 その他 ー ー 0 0.00

2020 2021
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表 14 身につけたい能力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

　

項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 コミュニケーションスキル（日本語） 26 13.83 32 19.39

コミュニケーションスキル（外国語） 26 13.83 27 16.36
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 4 2.13 10 6.06
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 15 7.98 15 9.09
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 4 2.13 3 1.82
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 17 9.04 8 4.85
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 17 9.04 16 9.70
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 18 9.57 14 8.48
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 32 17.02 26 15.76
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 29 15.43 14 8.48
その他 0 0.00 0 0.00

栄養学科 コミュニケーションスキル（日本語） 27 14.75 30 16.85
コミュニケーションスキル（外国語） 24 13.11 20 11.24
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 11 6.01 11 6.18
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 17 9.29 13 7.30
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 4 2.19 3 1.69
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 20 10.93 15 8.43
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 12 6.56 17 9.55
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 21 11.48 17 9.55
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 24 13.11 27 15.17
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 23 12.57 25 14.04
その他 0 0.00 0 0.00

現代福祉学科 コミュニケーションスキル（日本語） 32 15.92 35 17.16
コミュニケーションスキル（外国語） 17 8.46 16 7.84
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 12 5.97 8 3.92
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 15 7.46 17 8.33
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 8 3.98 6 2.94
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 20 9.95 19 9.31
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 18 8.96 26 12.75
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 21 10.45 19 9.31
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 31 15.42 32 15.69
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 27 13.43 26 12.75
その他 0 0.00 0 0.00

子ども学科 コミュニケーションスキル（日本語） 17 15.18 11 17.74
コミュニケーションスキル（外国語） 11 9.82 5 8.06
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 6 5.36 3 4.84
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 12 10.71 5 8.06
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 1 0.89 2 3.23
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 10 8.93 6 9.68
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 14 12.50 9 14.52
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 11 9.82 8 12.90
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 17 15.18 7 11.29
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 13 11.61 6 9.68
その他 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 コミュニケーションスキル（日本語） 27 12.68 28 11.29
コミュニケーションスキル（外国語） 28 13.15 28 11.29
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 35 16.43 45 18.15
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 17 7.98 21 8.47
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 6 2.82 13 5.24
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 23 10.80 20 8.06
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 18 8.45 18 7.26
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 20 9.39 24 9.68
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 20 9.39 28 11.29
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 19 8.92 22 8.87
その他 0 0.00 1 0.40

情報システム工学科 コミュニケーションスキル（日本語） 29 11.65 27 15.43
コミュニケーションスキル（外国語） 30 12.05 26 14.86
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 36 14.46 25 14.29
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 19 7.63 10 5.71
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 12 4.82 11 6.29
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 26 10.44 17 9.71
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 20 8.03 12 6.86
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 22 8.84 17 9.71
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 28 11.24 16 9.14
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 27 10.84 14 8.00
その他 0 0.00 0 0.00

人間情報工学科 コミュニケーションスキル（日本語） 23 13.29 26 12.32
コミュニケーションスキル（外国語） 21 12.14 27 12.80
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 28 16.18 25 11.85
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 14 8.09 17 8.06
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 8 4.62 12 5.69
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 15 8.67 22 10.43
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 15 8.67 19 9.00
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 13 7.51 20 9.48
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 19 10.98 18 8.53
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 17 9.83 25 11.85
その他 0 0.00 0 0.00

ビジュアルデザイン学科 コミュニケーションスキル（日本語） ー ー 26 15.66
コミュニケーションスキル（外国語） ー ー 22 13.25
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） ー ー 14 8.43
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） ー ー 17 10.24
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） ー ー 4 2.41
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） ー ー 15 9.04
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） ー ー 15 9.04
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） ー ー 17 10.24
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） ー ー 15 9.04
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） ー ー 21 12.65
その他 ー ー 0 0.00

工芸工業デザイン学科 コミュニケーションスキル（日本語） ー ー 24 14.37
コミュニケーションスキル（外国語） ー ー 21 12.57
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） ー ー 10 5.99
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） ー ー 19 11.38
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） ー ー 4 2.40
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） ー ー 14 8.38
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） ー ー 19 11.38
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） ー ー 15 8.98
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） ー ー 19 11.38
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） ー ー 22 13.17
その他 ー ー 0 0.00

建築学科 コミュニケーションスキル（日本語） ー ー 21 13.91
コミュニケーションスキル（外国語） ー ー 20 13.25
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） ー ー 11 7.28
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） ー ー 14 9.27
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） ー ー 5 3.31
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） ー ー 15 9.93
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） ー ー 17 11.26
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） ー ー 13 8.61
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） ー ー 17 11.26
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） ー ー 18 11.92
その他 ー ー 0 0.00

2020 2021

項目 度数 割合 度数 割合
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 9 22.50 29 19.73
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 6 15.00 21 14.29
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 7 17.50 21 14.29
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 0 0.00 7 4.76
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 1 2.50 13 8.84
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 4 10.00 18 12.24
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 5 12.50 10 6.80
新しい価値を生み出す力（創造力） 2 5.00 9 6.12
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 6 15.00 19 12.93
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 9 24.32 25 15.63
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 7 18.92 22 13.75
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 3 8.11 26 16.25
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 0 0.00 9 5.63
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 4 10.81 14 8.75
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 3 8.11 14 8.75
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 5 13.51 18 11.25
新しい価値を生み出す力（創造力） 5 13.51 17 10.63
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 1 2.70 15 9.38
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 12 32.43 31 16.15
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 5 13.51 21 10.94
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 4 10.81 24 12.50
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 2 5.41 10 5.21
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 2 5.41 16 8.33
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 4 10.81 28 14.58
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 5 13.51 20 10.42
新しい価値を生み出す力（創造力） 2 5.41 18 9.38
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 1 2.70 24 12.50
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 5 25.00 12 18.18
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 6 30.00 10 15.15
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 1 5.00 10 15.15
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 1 5.00 6 9.09
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 0 0.00 6 9.09
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 2 10.00 3 4.55
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 1 5.00 6 9.09
新しい価値を生み出す力（創造力） 2 10.00 5 7.58
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 2 10.00 8 12.12
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 13 27.66 35 15.91
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 10 21.28 27 12.27
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 7 14.89 30 13.64
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 0 0.00 19 8.64
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 3 6.38 25 11.36
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 1 2.13 18 8.18
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 8 17.02 24 10.91
新しい価値を生み出す力（創造力） 4 8.51 25 11.36
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 1 2.13 17 7.73
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 11 22.45 28 19.44
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 10 20.41 23 15.97
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 6 12.24 23 15.97
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 1 2.04 6 4.17
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 3 6.12 17 11.81
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 1 2.04 10 6.94
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 4 8.16 11 7.64
新しい価値を生み出す力（創造力） 12 24.49 18 12.50
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 1 2.04 8 5.56
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 11 26.83 26 14.21
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 9 21.95 21 11.48
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 9 21.95 29 15.85
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 0 0.00 11 6.01
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 6 14.63 22 12.02
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 2 4.88 18 9.84
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 0 0.00 21 11.48
新しい価値を生み出す力（創造力） 4 9.76 24 13.11
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 0 0.00 11 6.01
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） ー ー 21 13.73
目的を設定し確実に行動する力（実行力） ー ー 22 14.38
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） ー ー 23 15.03
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） ー ー 9 5.88
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） ー ー 13 8.50
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） ー ー 14 9.15
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） ー ー 16 10.46
新しい価値を生み出す力（創造力） ー ー 23 15.03
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） ー ー 12 7.84
その他 ー ー 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） ー ー 20 13.07
目的を設定し確実に行動する力（実行力） ー ー 25 16.34
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） ー ー 22 14.38
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） ー ー 11 7.19
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） ー ー 14 9.15
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） ー ー 9 5.88
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） ー ー 17 11.11
新しい価値を生み出す力（創造力） ー ー 24 15.69
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） ー ー 11 7.19
その他 ー ー 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） ー ー 22 16.54
目的を設定し確実に行動する力（実行力） ー ー 19 14.29
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） ー ー 18 13.53
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） ー ー 7 5.26
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） ー ー 10 7.52
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） ー ー 14 10.53
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） ー ー 17 12.78
新しい価値を生み出す力（創造力） ー ー 21 15.79
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） ー ー 5 3.76
その他 ー ー 0 0.00

2020 2021
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表 15 希望進路 

  

　

項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 岡山県内に就職したい 23 57.50 17 42.50

岡山県外に就職したい 6 15.00 5 12.50
就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 0 0.00 6 15.00
他大学の大学院に進学したい 1 2.50 3 7.50
まだわからない 10 25.00 9 22.50

栄養学科 岡山県内に就職したい 11 29.73 15 38.46
岡山県外に就職したい 9 24.32 6 15.38
就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 0 0.00 1 2.56
他大学の大学院に進学したい 1 2.70 17 43.59
まだわからない 16 43.24 0 0.00

現代福祉学科 岡山県内に就職したい 15 40.54 18 43.90
岡山県外に就職したい 10 27.03 14 34.15
就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 0 0.00 1 2.44
他大学の大学院に進学したい 2 5.41 0 0.00
まだわからない 10 27.03 8 19.51

子ども学科 岡山県内に就職したい 11 55.00 8 57.14
岡山県外に就職したい 6 30.00 3 21.43
就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 0 0.00 0 0.00
他大学の大学院に進学したい 0 0.00 0 0.00
まだわからない 3 15.00 3 21.43

情報通信工学科 岡山県内に就職したい 6 12.50 4 8.00
岡山県外に就職したい 7 14.58 7 14.00
就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 1 2.08 1 2.00
他大学の大学院に進学したい 15 31.25 8 16.00
まだわからない 19 39.58 30 60.00

情報システム工学科 岡山県内に就職したい 6 12.24 3 7.14
岡山県外に就職したい 2 4.08 6 14.29
就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 2 4.08 3 7.14
他大学の大学院に進学したい 16 32.65 9 21.43
まだわからない 23 46.94 21 50.00

人間情報工学科 岡山県内に就職したい 4 9.76 8 19.51
岡山県外に就職したい 5 12.20 3 7.32
就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 4 9.76 4 9.76
他大学の大学院に進学したい 3 7.32 8 19.51
まだわからない 25 60.98 18 43.90

ビジュアルデザイン学科 岡山県内に就職したい ー ー 4 13.33
岡山県外に就職したい ー ー 12 40.00
就職は希望しない ー ー 0 0.00
本学の大学院に進学したい ー ー 0 0.00
他大学の大学院に進学したい ー ー 1 3.33
まだわからない ー ー 13 43.33

工芸工業デザイン学科 岡山県内に就職したい ー ー 4 12.50
岡山県外に就職したい ー ー 16 50.00
就職は希望しない ー ー 0 0.00
本学の大学院に進学したい ー ー 0 0.00
他大学の大学院に進学したい ー ー 0 0.00
まだわからない ー ー 12 37.50

建築学科 岡山県内に就職したい ー ー 11 37.93
岡山県外に就職したい ー ー 1 3.45
就職は希望しない ー ー 0 0.00
本学の大学院に進学したい ー ー 1 3.45
他大学の大学院に進学したい ー ー 4 13.79
まだわからない ー ー 12 41.38

2020 2021
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表 16 岡山創生学 

 

  

　

項目 度数 割合
看護学科 受講するつもりである 10 25.00

受講するつもりはない 1 2.50
まだ決めていない 29 72.50
「岡山創生学」を知らない 0 0.00

栄養学科 受講するつもりである 14 35.90
受講するつもりはない 2 5.13
まだ決めていない 21 53.85
「岡山創生学」を知らない 2 5.13

現代福祉学科 受講するつもりである 28 68.29
受講するつもりはない 0 0.00
まだ決めていない 13 31.71
「岡山創生学」を知らない 0 0.00

子ども学科 受講するつもりである 9 64.29
受講するつもりはない 1 7.14
まだ決めていない 3 21.43
「岡山創生学」を知らない 1 7.14

情報通信工学科 受講するつもりである 9 18.00
受講するつもりはない 3 6.00
まだ決めていない 36 72.00
「岡山創生学」を知らない 2 4.00

情報システム工学科 受講するつもりである 4 9.52
受講するつもりはない 4 9.52
まだ決めていない 28 66.67
「岡山創生学」を知らない 6 14.29

人間情報工学科 受講するつもりである 6 14.63
受講するつもりはない 1 2.44
まだ決めていない 31 75.61
「岡山創生学」を知らない 3 7.32

ビジュアルデザイン学科 受講するつもりである 4 13.33
受講するつもりはない 4 13.33
まだ決めていない 21 70.00
「岡山創生学」を知らない 1 3.33

工芸工業デザイン学科 受講するつもりである 12 37.50
受講するつもりはない 1 3.13
まだ決めていない 18 56.25
「岡山創生学」を知らない 1 3.13

建築学科 受講するつもりである 14 48.28
受講するつもりはない 0 0.00
まだ決めていない 15 51.72
「岡山創生学」を知らない 0 0.00

2021
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図１ 現在身に付けていると思う資質や知識、能力 
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Ｃ 授業改善アンケート 

[A] 調査概要 

【調査期間】 前期：2021 年 7 月 26 日(月)～2021 年 8 月 13 日(金) 

後期：2022 年 1 月 27 日(木)～2022 年 2 月 16 日(水) 

【調査方法】 教学システム「はっとりん」による Web アンケート 

【調査対象】 学外実習を伴う授業科目、インターンシップ及び卒業研究を除く授業科目のうち、履

修登録者 5 名以上のもの 

【対象科目数・履修者総数・回答者総数】 （下表の通り） 

［学部］     * ： 社会福祉学専攻と子ども学専攻の合算値   －： 未開設 

区分／学部 カテゴリー／学科 科目数 履修者 回答者 回答率 R2 回答率 

共通教育科目 227 10639 4983 46.8% 47.9% 

 修学基礎 13 871 550 63.1% 69.7% 

 人文・社会科学 33 2002 839 41.9% 47.0% 

 自然科学 33 1985 1073 54.1% 47.6% 

 健康科学 29 1060 463 43.7% 45.2% 

 語学国際 94 3215 1378 42.9% 43.7% 

 社会連会 8 1064 448 42.1% 43.6% 

 複合 PBL 17 442 232 52.5% －  

保健福祉学部教育科目 263 8340 3870 46.4% 50.4% 

 看護学科 56 2113 1127 53.3% 52.7% 

 栄養学科 75 2607 933 35.8% 49.4% 

 保健福祉学科（社福） 57 1746 954 54.6% * 49.1% 

 現代福祉学科 7 263 167 63.5% －  

 保健福祉学科（子ども） 43 881 314 35.6% * －  

 子ども学科 13 337 147 43.6% －  

 〔複数学科合同開講〕 12 393 228 58.0% 77.3% 

情報工学部教育科目 185 7017 2732 38.9% 38.5% 

 情報通信工学科 46 1633 783 47.9% 39.5% 

 情報システム工学科 48 2070 613 29.6% 35.6% 

 人間情報工学科 41 1537 728 47.4% 48.1% 

 〔複数学科合同開講〕 50 1777 608 34.2% 31.2% 

デザイン学部教育科目 163 4915 1656 33.7% 31.0% 

 デザイン工学科 58 1178 354 30.1% 26.5% 

 造形デザイン学科 38 868 258 29.7% 40.3% 

 ビジュアルデザイン学科 9 261 129 49.4% －  
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 工芸工業デザイン学科 14 433 249 57.5% －  

 建築学科 11 338 127 37.6% －  

 〔複数学科合同開講〕 33 1837 539 29.3% 27.9% 

全学部 838 30911 13241 42.8% 43.4% 

 

［大学院］ －： 未開設  #： 令和 2 年度は専攻毎のデータなし  ++： 対象科目なし 

区分／研究科 専攻 科目数 履修者 回答者 回答率 R2 回答率 

研究科共通基盤科目 6 182 50 27.5% －  

保健福祉学研究科 34 256 59 23.0% 54.2% 

 看護学専攻（前期） 21 111 34 30.6% #  

 栄養学専攻（前期） 9 91 21 23.1% #  

 保健福祉学専攻（前期） 2 8 0 0.0% #  

 〔複数専攻合同開講〕 2 46 4 8.7% #  

情報系工学研究科 システム工学専攻（前期） 39 531 235 44.3% 41.1% 

デザイン学研究科 5 25 7 28.0% ++  

 デザイン工学専攻（修士） 4 19 5 26.3% #  

 造形デザイン専攻（修士） 0 0 0 0.0% #  

 〔複数専攻合同開講〕 1 6 2 33.3% #  

全研究科 84 994 351 35.3% 45.8% 

回答者の分布（共通教育科目、学部教育科目）  （大学院教育科目） 

      

[B] 調査結果 

共通教育科目はカテゴリーごと、各学部の学部教育科目は学科単独開講科目「〇〇学科」と複

数学科合同開講科目「〇〇学部（複数学科開講）」に分類し、大学院教育科目は研究科共通基盤

科目と各研究科に分類した集計結果を示す。なお、前図で示したように、大学院教育科目では、

在学生数の関係から、情報系工学研究科の回答が 2/3 を占めることに注意されたい。 

共通教育科目

38%

保健福祉学部

29%

情報工学部

21%

デザイン学部

12%

研究科共通基盤

14%

保健福祉学研究科

17%

情報系工学研究科

67%

デザイン学研究科

2%
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Q1．【取組み】授業の内容を積極的に理解する努力をした 
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Q2．【取組み】授業１回あたりの学習時間 
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Q3．【進め方】授業の説明や実施方法は授業内容の理解を深めた 
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14
1
2

6
4

21

609

8
24
33
4

45
13
5

20
21
17
2
4
0
1

29
27
27
29

12
2
1

7
1
7

339

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共通教育（修学基礎）
共通教育（人文社会）
共通教育（自然科学）
共通教育（健康科学）
共通教育（語学国際）
共通教育（社会連携）
共通教育（複合PBL）

看護学科
栄養学科

保健福祉学科（社福）
現代福祉学科

保健福祉学科（子ども）
子ども学科

保健福祉学部（複数学科開講）

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科
情報工学部（複数学科開講）

デザイン工学科
造形デザイン学科

ビジュアルデザイン学科
工芸工業デザイン学科

建築学科
デザイン学部（複数学科開講）

全学部

そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない

11

28

88

1

128

29

24

92

5

150

5

5

39

1

50

2

2

7

0

11

3

0

9

0

12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学院研究科共通基盤科目

保健福祉学研究科

情報系工学研究

デザイン学研究科

全研究科

そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない



C-6

Q4．【習得】授業を受けてシラバスの「到着目標」に達したと思う 

178
227
298

199
325

126
58

481
278

417
39

144
55

73

224
151
191
174

147
121
58

90
50

177

4281

252
405
515

198
695

217
120

446
442

381
95

144
77

127

329
245

301
253

141
105
59

121
65

263

5996

104
170
211

57
281

84
44

158
175

120
27

22
13

20

173
172
180
149

43
27

12
27

9
85

2363

12
27
29

8
54
9
9

26
24
31
4
2
2
8

40
29
41
20

11
4
0

6
3
9

408

4
10
20
1

23
12
1

16
14
5
2
2
0
0

17
16
15
12

12
1
0
5
0
5

193

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共通教育（修学基礎）
共通教育（人文社会）
共通教育（自然科学）
共通教育（健康科学）
共通教育（語学国際）
共通教育（社会連携）
共通教育（複合PBL）

看護学科
栄養学科

保健福祉学科（社福）
現代福祉学科

保健福祉学科（子ども）
子ども学科

保健福祉学部（複数学科開講）

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科
情報工学部（複数学科開講）

デザイン工学科
造形デザイン学科

ビジュアルデザイン学科
工芸工業デザイン学科

建築学科
デザイン学部（複数学科開講）

全学部

そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない

13

18

91

3

125

27

28

100

3

158

5

13

34

1

53

5

0

8

0

13

0

0

2

0

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学院研究科共通基盤科目

保健福祉学研究科

情報系工学研究

デザイン学研究科

全研究科

そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない



C-7 

Q5．【習得】進んで学修に取り組む意欲をもつようになった 

 

 

198
261
347

223
422
133

89

505
395

367
79

174
75

91

267
185
225
180

166
151

67
127

69
193

4989

233
363
466

161
587
189

102

432
364

399
63

122
58

100

316
220

290
249

124
84

53
95
45

247

5362

84
156
192

61
267
97

35

143
145
145

20
13

9
32

127
157
145
121

40
19

9
19
8

78

2122

26
38
43
5

72
16

4

34
19
34
4
3
5
4

44
30
47
31

13
3
0

3
4

13

495

9
21
25
13
30
13
2

13
10
9
1
2
0
1

29
21
21
27

11
1
0
5
1
8
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

共通教育（修学基礎）
共通教育（人文社会）
共通教育（自然科学）
共通教育（健康科学）
共通教育（語学国際）
共通教育（社会連携）
共通教育（複合PBL）

看護学科
栄養学科

保健福祉学科（社福）
現代福祉学科

保健福祉学科（子ども）
子ども学科

保健福祉学部（複数学科開講）

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科
情報工学部（複数学科開講）

デザイン工学科
造形デザイン学科

ビジュアルデザイン学科
工芸工業デザイン学科

建築学科
デザイン学部（複数学科開講）

全学部

そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない

14

24

90

2

130

27

29

99

4

159

6

5

30

1

42

2

1

13

0

16

1

0

3

0

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学院研究科共通基盤科目

保健福祉学研究科

情報系工学研究

デザイン学研究科

全研究科

そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない



C-8 

Q6．【習得】授業に関する知識や能力が身についた 

 

 

89
127
204

159
238

90
42

304
196
202

25
101

33
42

142
111
140
114

107
84

25
49
30

101

2755

350
521
631

232
788

260
149

614
553
544

106
195

98
151

437
338
377
316

166
151

92
165

84
339

7657

85
151
175

59
270

78
36

165
145
165
31

15
13

30

154
117

152
132

61
23
12

28
10

80

2187

21
32
51
10

52
11
3

30
27
38
4
2
3
4

34
31
48
34

11
0
0

6
2

15

469

5
8
12
3

30
9
2

14
12
5
1
1
0
1

16
16
11
12

9
0
0
1
1
4
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

共通教育（修学基礎）
共通教育（人文社会）
共通教育（自然科学）
共通教育（健康科学）
共通教育（語学国際）
共通教育（社会連携）
共通教育（複合PBL）

看護学科
栄養学科

保健福祉学科（社福）
現代福祉学科

保健福祉学科（子ども）
子ども学科

保健福祉学部（複数学科開講）

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科
情報工学部（複数学科開講）

デザイン工学科
造形デザイン学科

ビジュアルデザイン学科
工芸工業デザイン学科

建築学科
デザイン学部（複数学科開講）

全学部

十分身に付いた ある程度身に付いた どちらとも言えない

あまり身に付いてない ほとんど身に付いてない
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0

93

32
45

114
6

197

3
8

33
1

45

2
0

9
0

11

1
0
4
0

5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学院研究科共通基盤科目
保健福祉学研究科

情報系工学研究
デザイン学研究科

全研究科

十分身に付いた ある程度身に付いた どちらとも言えない

あまり身に付いてない ほとんど身に付いてない



C-9 

Q7．【総合】授業内容や関連する学問に関心を強め、更に学修を深めたいと思う 

 

 

215
277
343

205
430
131

87

539
401
437

102
182
89

116

283
179
232
178

165
156
79

126
71

212

5235

218
357

438
167

602
205

106

396
380
364

51
116
51

82

303
221
252
236

121
79
44

91
46

233

5159

74
143

206
74

248
83

27

141
125
115

11
11
5

26

120
155
156
130

41
18

6
24

7
70

2016

30
40
56

10
69
17
9

35
23
31
2
3
2
3

46
34
63
39

16
4
0

4
3

18

557

13
22
30
7

29
12
3

16
4
7
1
2
0
1

31
24
25
25

11
1
0
4
0
6
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共通教育（人文社会）
共通教育（自然科学）
共通教育（健康科学）
共通教育（語学国際）
共通教育（社会連携）
共通教育（複合PBL）

看護学科
栄養学科
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子ども学科

保健福祉学部（複数学科開講）

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科
情報工学部（複数学科開講）

デザイン工学科
造形デザイン学科

ビジュアルデザイン学科
工芸工業デザイン学科

建築学科
デザイン学部（複数学科開講）

全学部

そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない
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3
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28

27
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2

160

5

2

35

2

44
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1

16
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1

0
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大学院研究科共通基盤科目

保健福祉学研究科

情報系工学研究

デザイン学研究科

全研究科

そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない



C-10 

Q8．【総合】この授業を受けて満足した 

 

 

233
349
447

271
479
166

102

560
393

465
87

201
89

119

300
202
249
195

160
163
80
155

69
254

5788

220
333
429

146
588

194
95

384
367

338
62

93
48

89

310
225
274
248

120
73
41

66
47

207

4997

72
121
140

39
227

69
28

138
118

121
16
14
8

16

109
140
157
119

52
17

8
24
5

58

1816

20
26
38

6
54
11
5

29
41
21
2
4
2
2

37
29
27
30

11
3
0
3

3
14

418

5
10
19
1

30
8
2

16
14
9
0
2
0
2

27
17
21
16

11
2
0
1

3
6
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共通教育（人文社会）
共通教育（自然科学）
共通教育（健康科学）
共通教育（語学国際）
共通教育（社会連携）
共通教育（複合PBL）
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栄養学科

保健福祉学科（社福）
現代福祉学科

保健福祉学科（子ども）
子ども学科

保健福祉学部（複数学科開講）

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科
情報工学部（複数学科開講）

デザイン工学科
造形デザイン学科

ビジュアルデザイン学科
工芸工業デザイン学科

建築学科
デザイン学部（複数学科開講）

全学部

そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない
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34
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6

6

29

1
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17

1

0
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大学院研究科共通基盤科目

保健福祉学研究科

情報系工学研究

デザイン学研究科

全研究科

そう思う ややそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない そう思わない



D-1 

Ｄ 学生生活アンケート 

 

学生生活アンケートは原則 3 年ごとに実施している。次回のアンケートは 2022 年度に実施予定

である。なお、2020 年度にも、新型コロナ感染症拡大を受け、臨時的に学生生活アンケートを実施

した。定期実施による前回 2019 年度と、臨時実施による 2020 年度のアンケート結果は、それぞれ

の年度の教育年報に掲載されている。 

 





E-1 

Ｅ 卒業時・修了時アンケート 

Ｅ-1 卒業時アンケート 

[A] 調査概要 

【調査期間】 2022 年 1 月 25 日(火)～2022 年 3 月 31 日(木) 

【調査方法】 Google Form による Web アンケート 

【調査対象】 令和 3 年度卒業生（379 名） 

【回 答 数】 310 名（回答率：81.8%） 

（内訳）保健福祉学部：117 名（回答率 82.4%） 

看護学科：28 名（62.2%）、栄養学科：39 名（100.0%）、保健福祉学科：50 名（86.2%） 

情報工学部： 132 名（回答率：88.0%） 

情報通信工学科：49 名（87.5%）、情報システム工学科：42 名（91.3%）、 

人間情報工学科：41 名（85.4%） 

デザイン学部： 60 名（回答率：66.7%） 

デザイン工学科：32 名（71.1%）、造形デザイン学科：28 名（66.7%） 

〔前年度〕 165 名（回答率 42%） 

保健福祉学部：84 名（55%）、情報工学部 51 名（31%）、デザイン学部 30 名（36%） 

[B] 調査結果 

 

Ⅰ あなた自身の状況について尋ねます（Q1～Q4） 

Q1．あなたの所属学科 

令和 3 年度 

 

28

39

50

49
42

42

32

28

令和3年度

回答数310

回答率81.8%

看護学科

栄養学科

保健福祉学科

情報通信工学科

情報システム工学科

人間情報工学科

デザイン工学科

造形デザイン学科



E-2 

令和 2 年度 

（前年度） 

 

Q2．あなたの入学年度 

 

Q3．本学に合格した入学試験の種別 

 

27

35

2215

15

21

20

10

令和2年度

回答数165

回答率41.6%

看護学科

栄養学科

保健福祉学科

情報通信工学科

情報システム工学科

人間情報工学科

デザイン工学科

造形デザイン学科

0
0
1

0
0
1

0
0

2

0
0

1

0
0

1

0
2

4

28
39

48

45
38
34

31
25

288

0
0
0

3
2

2

1
1

9

0
0
0

0
1

3

0
0

4

0
0
0

1
1
1

0
0

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護学科
栄養学科

保健福祉学科

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科

デザイン工学科
造形デザイン学科

全学部

2020年度（令和2年度） 2019年度（平成31年度・令和元年度）

2018年度（平成30年度） 2017年度（平成29年度）

2016年度（平成28年度） その他

18
27
36

40
30

27

25
20

223

10
12
14

9
12

15

7
8

87

0
0
0

0
0
0

0
0

0

0
0
0

0
0
0

0
0

0

0
0
0

0
0
0

0
0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護学科
栄養学科

保健福祉学科

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科

デザイン工学科
造形デザイン学科

全学部

前・中・後期日程入試 推薦入試 編入学 再入学 その他



E-3 

Q4．卒業後の進路 

 

 

以降、各設問のグラフにおける最下層に、令和 2 年度（前年度）の卒業時アンケートで対応する設

問の全学部の結果を「全学部（前年度）」として併記する。前年度の設問が今年度と異なる場合に

は、欄外に示す。 

Ⅱ 次の共通教育科目カテゴリーの学修を振り返ってみて、あなたの成長において得るものがあ

りましたか。ただし、次の共通教育カテゴリーの授業を 1 科目も履修していない場合は、「履修し

ていない」を選択してください。（Q5～Q10）1 

Q5．「修学基礎」分野（「大学で学ぶ」、「フレッシュマンセミナー」など） 

 

                                              
1 前年度の設問「次の共通教育科目カテゴリーは、あなたの成長にどの程度意義がありましたか」 

27
30

37

14
16

26

21
12

183

0
6

6

8
6

5

4
7

42

1
2

3

26
18

11

4
8

73

0
1

4

1
2

0

3
1

12

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護学科
栄養学科

保健福祉学科

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科

デザイン工学科
造形デザイン学科

全学部

就職（専攻と関連する職業） 就職（専攻と関連しない職業）

進学（大学院・編入・他専攻） 未定・その他

9
9
14

10
14

7

3
3

69

14
20

26

19
19

20

10
13

141

3
5

6

11
6

3

8
6

48

0
4

4

3
2

9

5
3

30

2
1
0

6
1

3

6
3

22

0
0
0

0
0
0

0
0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護学科
栄養学科

保健福祉学科

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科

デザイン工学科
造形デザイン学科

全学部
全学部（前年度）

十分にあった ある程度あった どちらともいえない

あまりなかった ほとんどなかった 履修していない



E-4 

Q6．「人文・社会科学」分野（「哲学」、「心理学」、「経済学」、「日本国憲法」など） 

 

Q7．「自然科学」分野（「数学 A」、「化学」、「コンピューター演習」など） 

 

Q8．「健康科学」分野（「生命倫理学」、「健康スポーツ A」など） 

 

9
5

12

10
12

7

5
4

64

11
23

26

24
14

17

14
15

144
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5
9

11

20
23

9

4
2

83

15
27

25

15
15

22

16
15

150

4
1

2

9
4

3

7
5

35

1
2

6

2
0

5

3
4

23

2
0

1

3
0

2

2
1

11

1
0

5

0
0
1

0
1

8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

看護学科
栄養学科

保健福祉学科

情報通信工学科
情報システム工学科

人間情報工学科

デザイン工学科
造形デザイン学科

全学部
全学部（前年度）

十分にあった ある程度あった どちらともいえない

あまりなかった ほとんどなかった 履修していない
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Q9．「語学国際」分野（「ELP1～10」、「語学文化研修」など） 

 

Q10．「社会連携」分野（「おかやまを学ぶ」、「地域インターンシップ」など） 

 

 

Ⅲ 次の学部教育科目カテゴリーの学修を振り返ってみて、あなたの成長において得るものがあ

りましたか（Q11～Q13）2 

                                              
2 前年度の設問「次の学部教育科目カテゴリーは、あなたの成長にどの程度意義がありましたか」 
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7
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あまりなかった ほとんどなかった 履修していない
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Q11．講義科目 

 

Q12．実験・実習・演習科目 

 

Q13．卒業研究 
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Ⅳ 次の項目は、本学の「学位授与の方針（Diploma Policy）」の達成度を卒業生のみなさん自

身に評価してもらうものです。入学当初と比べて、本学の教育によってあなたが身につけること

ができたと思う資質や知識、能力について回答して下さい。（Q14～Q22） 

Q14．あなたは人間や社会や自然について幅広く教養を身につけましたか。3 

 

Q15．あなたは、人生の各局面において課題を発見し解決する力を身につけましたか。4 

 

                                              
3 前年度の設問「あなたは幅広い教養を身につけていますか」 
4 前年度の設問「あなたは、自分の生活の中で課題をみつけて解決することができますか」 
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Q16．あなたは、法や道徳を守る倫理観を身につけましたか。5 

 

Q17．あなたは、専門的な知識や技能を身につけましたか。6 

 

                                              
5 前年度の設問「あなたは、法や道徳を守り、社会を改善する意欲がありますか」 
6 前年度の設問「あなたは、専門的な知識や技能を身につけていますか」 
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あまり身につかなかった ほとんど身につかなかった
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Q18．あなたは、専門とする分野で自ら論理的に考え、判断し、実行する力を身につけましたか。7 

 

Q19．あなたは、学修した専門分野を実社会に活かすことができますか。8 

 

                                              
7 前年度の設問「あなたは、自ら進んで論理的に考え、判断し、実行することができますか」 
8 前年度の設問「あなたは、未来に向けて新たな行動をする意欲がありますか」 
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Q20．あなたは、世代や言語や文化の相違をのりこえてコミュニケーションを図ることができますか。 

 

Q21．あなたには、世界とのつながりを考えながら社会の多様な人々と協調して積極的に行動する

意欲がありますか。9 

 

                                              
9 前年度の設問「あなたは、世代や言語や文化の相違をのりこえて他者と積極的に協力して行動

することができますか」 
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Q22．あなたには、生涯にわたって学び続けて自分を磨く意欲がありますか。10 

 

Ⅴ 全般的に本学の教育には満足しましたか 

 

 

Ⅵ 自由記述欄 

40 名から計 68 件の意見が寄せられた。大きな分類は次の通りである。 

                                              
10 前年度の設問「あなたは、生涯にわたって学び続ける意欲がありますか」 
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コロナ禍における教育に関するものとして、MS-Teams あるいは Zoom を利用したリアルタイム型

授業の充実を望む声がある反面、対面授業を希望する回答もあった． 

共通教育に関するものでは、英語教育、グローバル教育、実践的教育の充実への要望があった。 

学部教育では、国家試験対策に関するもの（保健福祉学部）、高校教員免許資格に関するもの

（情報工学部）、作品制作にかかる費用に関するもの（デザイン学部）などがあった。 

教務関係では、始業時間に関するもの、成績通知の日程に関するもの（クォーター制導入時に

対する内容であり、セメスター制に移行した現在は該当しない）などがあった。 

学生支援関係では、事務局窓口での事務取扱時間の延長、事務手続きのオンライン化、就職

支援（公務員講座など）の拡充の要望があった。 

施設、食堂関係では、トイレに関するもの、空調にかんするもの、メニューに関するものなどがあ

った。 

 

Ｅ-2 大学院修了時アンケート 

[A] 調査概要 

【調査期間】2022 年 1 月 25 日(火)～2022 年 3 月 31 日(木) 

【調査方法】Google Form による Web アンケート 

【調査対象】令和 3 年度大学院修了生全員（66 名） 

【回 答 数】54 名（回答率 81.8%）    〔前年度〕 34名（回答率 49%） 

（内訳）保健福祉学研究科：  22 名（回答率 88.0%）  15 名（回答率 71%） 

情報系工学研究科：31 名（回答率 79.5%）  13 名（回答率 30%） 

デザイン学研究科：  1 名（回答率 50.0%）   4 名（回答率 100%） 

[B] 調査結果 

（回答数 1 名の研究科・専攻があるため、匿名性の観点から、研究科・専攻別とはせずに全研究科

の結果のみを示す） 

4
5

5

5

6

716

10

10

コロナ禍の教育

共通教育

保健福祉学部教育

情報工学部教育

デザイン学部教育

教務関係

学生支援

施設・食堂
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【所属】あなたの所属する研究科・専攻を教えてください 【8 者択 1】 

令和 3 年度 

 

令和 2 年度 

（前年度） 

 

以降、各設問のグラフにおける下層に、令和 2 年度（前年度）の修了時アンケートで対応する設問

の全研究科の結果を「全研究科（前年度）」として併記する。 

 

Ⅰ 高度の専門性に立脚した研究能力 

Q1．あなたは自らの専門分野の研究に意欲的に取り組むことができますか。 

 

Q2．あなたは、専門的な知識や技能を身につけていますか。 

 

9

4

5

4

30

110

令和3年度

回答数54

回答率81.8%

看護学専攻（前期）

栄養学専攻（前期）

保健福祉学専攻（前期）

保健福祉科学専攻（後期）

システム工学専攻（前期）

システム工学専攻（後期）

デザイン工学専攻（前期）

造形デザイン学専攻（前期）

8

4

3
0

13

0
3

1

令和2年度

回答数34

回答率49.3%

看護学専攻（前期）

栄養学専攻（前期）

保健福祉学専攻（前期）

保健福祉科学専攻（後期）

システム工学専攻（前期）

システム工学専攻（後期）

デザイン工学専攻（前期）

造形デザイン学専攻（前期）

21 26 6 01

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

十分にできる ある程度できる どちらともいえない あまりできない ほとんどできない

6 37 7 3 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

十分に身についている ある程度身についている どちらともいえない

あまり身についていない ほとんど身についていない
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Q3．あなたは、研究倫理を遵守することはできますか。 

 

Q4．あなたは、自ら収集した専門分野の情報を活用し理論的に考え、課題を解決する力を身につ

けていますか。 

 

Q5．あなたは専門分野の発展に寄与する研究課題を自立的に考案・促進させて、成果を得ること

ができますか。 

 

Q6．日本語を使用しての研究成果（学会発表、専門誌等での論文掲載、作品発表など）の発表

件数のうち、自身が筆頭のもの、あるいは自身で制作したものの件数を答えてください。 

Q7．日本語以外を使用しての研究成果（学会発表、専門誌等での論文掲載、作品発表など）の

発表件数のうち、自身が筆頭のもの、あるいは自身で制作したものの件数を答えてください。 

 日本語を使用しての研究成果 日本語以外を使用しての研究成果 

 1～4 件 5 件以上 1 件 2 件以上 

令和 3 年度 76%  9%  9% 9% 

令和 2 年度 80% 12% 18% 9% 

 

Q8．研究環境（教員や授業担当者、指導方法や内容、評価の仕方、施設や設備、オンライン授業、

その他）について、意見があれば入力してください。 

6 名から計 10 件の意見が寄せられた。 

［保健福祉学研究科］ 

(1) 論文の指導を対面とオンラインで適切なタイミングで実施するなど、効率的に教えていただき

37 14 111

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

十分にできる ある程度できる どちらともいえない あまりできない ほとんどできない

10 32 11 01

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

十分に身についている ある程度身についている どちらともいえない

あまり身についていない ほとんど身についていない

7 33 10 2 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

十分にできる ある程度できる どちらともいえない あまりできない ほとんどできない
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ました。 

(2) エアコンが早く切れる、土曜は効く日と効かない日があり少し不便だった。日曜日も使用でき

るようにして欲しい。 

(3) コロナウイルスの影響で、就職活動で 1 番忙しい時期に開講される講義を受講せねばならず、

大変だった。 

(4) オンライン授業が増え、課題が多く出される事もあり研究が思うように進まなかった。 

(5) 院生の研究室があり一人１台机をいただけたことは、ありがたいです。研究室で資料の印刷が

できたことも、大変ありがたかったです。冷蔵庫や個人用の小さな棚も用意されており、よかっ

たです。 

(6) コロナのため、後半は主に自宅で研究を進めましたが、研究室のパソコンのスピードがもう少

し速いといいです。 

(7) 図書館で文献をコピーさせていただく際に、研究目的であれば、（例えば）１人 100 枚までは

無料といったシステムがあると大変助かります。 

(8) 分析時に用いるソフトの入ったパソコン台数が不足していると感じる。印刷紙やインク等に必

要な経費の増加を希望する。 

［情報系工学研究科］ 

(9) 研究に必要な計算機のある部屋は常時空調が使えるにして欲しい。（夏場は特に） 

(10) 計算機を使用した研究だが、計算機を複数台安定して運用する環境がない。冷房が止まる、

電源が不安定など 

 

Ⅱ ヒューマン・スキル 

Q9．あなたは、自分の主観的な立場を離れ、物事を客観的・普遍的に考えることができますか。 

 

Q10．あなたは、地域の問題と国際社会の問題の双方に対応して考えることができますか。 

 

11 38 3 11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

十分にできる ある程度できる どちらともいえない あまりできない ほとんどできない

6 19 21 6 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

十分にできる ある程度できる どちらともいえない あまりできない ほとんどできない
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Q11．あなたは、現在解決すべき課題を、来たるべき社会を構想しながら考えることができますか。 

 

Q12．あなたは、世代や言語や文化の相違をこえてコミュニケーションを図り、他者と協働できます

か。 

 

Q13．あなたは、自ら進んで論理的に判断し、提案し、率先して行動することができますか。 

 

 

Ⅲ 評価 

Q14．本大学院での学修で、高い専門性と高度の教養が身につきましたか。 

 

Q15．大学院での学修は、今後の仕事（進学先または就職先）で役立つ と思いますか。 

 

5 31 14 1 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

十分にできる ある程度できる どちらともいえない あまりできない ほとんどできない

9 23 17 3 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

十分にできる ある程度できる どちらともいえない あまりできない ほとんどできない

9
21

28 13 3 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

十分にできる ある程度できる どちらともいえない あまりできない ほとんどできない

12 30 8 2 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

十分に身についている ある程度身についている どちらともいえない

あまり身についていない ほとんど身についていない

27 17 6 2 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

あてはまる どちらかというとあてはまる

どちらともいえない どちらかというとあてはまらない

あてはまらない
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Q16．岡山県立大学大学院で学ぶことが出来て良かったと思いますか。 

 

 

Ⅳ 修了後の進路 

Q17．あなたの修了後の進路を教えてください。 

 同じ研究科

の博士課程

へ進学 

他研究科ある

いは他大学大

学院等への進

学・留学 

修了時に新

規に就職 

在学中と同

じ勤務先 

修了後に転

職・再就職 

就職活動中 

令和 3 年度 4% 2% 72% 11% 2%  9% 

令和 2 年度 3% 0% 59% 21% 3% 15% 

 

 

30 16 6 20

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全研究科
全研究科（前年度）

あてはまる どちらかというとあてはまる

どちらともいえない どちらかというとあてはまらない

あてはまらない
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Ｆ 卒業生・修了生アンケート 

Ｆ-1 概要 

○ 実施期間：2021 年 7 月 17 日～8 月 31 日 
○ 対 象 者：平成 28 年度（2016 年度)［平成 29 年（2017 年）3 月卒］から平成 30 年度 

（2018 年度）［平成 31 年（2019 年）3 月卒］の 3 年間における卒業生・修了生 
○ 方 法：Web アンケート（Google フォーム） 
○ 回答者数：186 名 

（保健福祉学部：86 名、情報工学部：40 名、デザイン学部：36 名、大学院：24 名） 
 

 質問項目「あなたが今現在において身についていると思う資質や知識、能力について尋

ねます」に関する回答は「第 4 部内部質保証推進会議の活動と成果」へ掲載されてい

る。 
 質問項目「現在のお立場から、岡山県立大学に対する印象を教えてください」について

は、学生の印象、教育・研究内容、学習・研究環境などについての回答が得られている。  
また「卒業生として岡山県立大学に期待することや要望等について、自由にご記入くだ

さい」については、キャリア支援および地域連携の強化についての要望が得られている。

これらの項目については部門として今後の活動に活かしていく予定である。 

 

Ｆ-2 結果 

[A] 在学されていた当時、岡山県立大学での教育や学生生活を通じて、以下の能力・技術・

知識等が身につく機会がありましたか？ 
 

（凡例）■ 全くなかった ■ あまりなかった ■ どちらともいえない ■ ややあった ■ 十分にあった 

 
 

 

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

1. 感性や人間性の豊かさが身に付く機会

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

2. 物事に意欲をもって進んで取り組む力が身に付く機会
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-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

3. 相手の意見や立場の違いを尊重・理解し、調和を図る力が身に付く機会

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

4. 他者に方向性を示し、目標の実現のために人をまとめる力が身に付く機会

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

5. 専門分野における知識や技術が身に付く機会

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

6. 専門知識や技術を実務に活かす力が身に付く機会
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-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

7. 論理的思考力が身に付く機会

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

8. 問題を発見し解決する力が身に付く機会

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

9. 常識にとらわれず、新しいアイデアや発想を生み出す力が身に付く機会

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

10. 目的を設定し、確実にやりとげる力が身に付く機会
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-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

11. 目標達成に必要なプロセスを明らかにし、計画する力が身に付く機会

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

12. 自分の意見や考えを相手にわかりやすく伝える力が身に付く機会

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

13. 情報機器を活用した情報収集力と分析力が身に付く機会

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

14. 語学など国際化への対応能力が身に付く機会



F-5 

 
 

 

 
 

 

 
 

  

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
保健福祉学部
情報工学部

デザイン学部
大学院

15. 多様な文化を理解し、グローバルな視点から多面的にものごとを考える力が身

に付く機会

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

16. 社会のために行動し、貢献しようとする姿勢が身に付く機会

-100% -80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

大学院

17. 社会の規範やルールに従って行動する力が身に付く機会
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[B] ご自身のお立場で、以下の能力・技術・知識等のうち特に重要だと思われる「5 つ」選

んでチェックをつけてください。 
 

（凡例）■ 保健福祉学部  ■ 情報工学部  ■ デザイン学部  ■ 大学院 

 



Ｇ-1　学部

卒業
年度

入学
年度

入学者
修業年限
期間内
卒業者

修業年限
超過

卒業者

中途
退学者

除籍者
在学者
(R4.5
 現在)

計
修業年限
期間内
卒業率

退学率

H28 H25 保健福祉学部 147 141 1 5 0 0 147 95.9% 3.4%

(2016) (2013) 看護 45 42 0 3 0 0 45 93.3% 6.7%

栄養 40 38 1 1 0 0 40 95.0% 2.5%

保健福祉（社） 41 40 0 1 0 0 41 97.6% 2.4%

保健福祉（子） 21 21 0 0 0 0 21 100.0% 0.0%

情報工学部 155 136 15 4 0 0 155 87.7% 2.6%

情報通信 60 55 5 0 0 0 60 91.7% 0.0%

情報システム 51 46 3 2 0 0 51 90.2% 3.9%

人間情報 44 35 7 2 0 0 44 79.5% 4.5%

デザイン学部 93 78 1 13 1 0 93 83.9% 14.0%

デザイン工 40 36 0 3 1 0 40 90.0% 7.5%

造形デザイン 53 42 1 10 0 0 53 79.2% 18.9%

計 395 355 17 22 1 0 395 89.9% 5.6%

H29 H26 保健福祉学部 146 140 2 2 1 1 146 95.9% 1.4%

(2017) (2014) 看護 40 37 2 1 0 0 40 92.5% 2.5%

栄養 41 41 0 0 0 0 41 100.0% 0.0%

保健福祉（社） 43 42 0 1 1 0 44 97.7% 2.3%

保健福祉（子） 22 20 0 0 0 1 21 90.9% 0.0%

情報工学部 144 123 10 9 2 0 144 85.4% 6.3%

情報通信 54 51 1 2 0 0 54 94.4% 3.7%

情報システム 50 43 2 4 1 0 50 86.0% 8.0%

人間情報 40 29 7 3 1 0 40 72.5% 7.5%

デザイン学部 90 75 3 11 0 1 90 83.3% 12.2%

デザイン工 40 34 2 3 0 0 39 85.0% 7.5%

造形デザイン 50 41 1 8 0 1 51 82.0% 16.0%

計 380 338 15 22 3 2 380 88.9% 5.8%

H30 H27 保健福祉学部 147 143 2 2 0 0 147 97.3% 1.4%

(2018) (2015) 看護 43 39 2 2 0 0 43 90.7% 4.7%

栄養 43 43 0 0 0 0 43 100.0% 0.0%

保健福祉（社） 41 41 0 0 0 0 41 100.0% 0.0%

保健福祉（子） 20 20 0 0 0 0 20 100.0% 0.0%

情報工学部 156 129 18 8 1 0 156 82.7% 5.1%

情報通信 66 53 10 3 0 0 66 80.3% 4.5%

情報システム 50 44 3 2 1 0 50 88.0% 4.0%

人間情報 40 32 5 3 0 0 40 80.0% 7.5%

デザイン学部 95 79 8 7 1 0 95 83.2% 7.4%

デザイン工 45 41 2 2 0 0 45 91.1% 4.4%

造形デザイン 50 38 6 5 1 0 50 76.0% 10.0%

計 398 351 28 17 2 0 398 88.2% 4.3%

H31 H28 保健福祉学部 148 138 6 2 0 2 148 93.2% 1.4%

(2019) (2016) 看護 43 42 1 0 0 0 43 97.7% 0.0%

栄養 40 35 4 0 0 1 40 87.5% 0.0%

保健福祉（社） 43 40 1 1 0 1 43 93.0% 2.3%

保健福祉（子） 22 21 0 1 0 0 22 95.5% 4.5%

学部・学科

Ｇ　修業年限期間内に修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数、除籍者数

G-1



卒業
年度

入学
年度

入学者
修業年限
期間内
卒業者

修業年限
超過

卒業者

中途
退学者

除籍者
在学者
(R4.5
 現在)

計
修業年限
期間内
卒業率

退学率学部・学科

情報工学部 177 144 19 11 0 3 177 81.4% 6.2%

情報通信 58 46 6 6 0 0 58 79.3% 10.3%

情報システム 61 51 5 3 0 2 61 83.6% 4.9%

人間情報 58 47 8 2 0 1 58 81.0% 3.4%

デザイン学部 92 79 2 10 1 0 92 85.9% 10.9%

デザイン工 42 37 2 4 0 0 43 88.1% 9.5%

造形デザイン 50 42 0 6 1 0 49 84.0% 12.0%

計 417 361 27 23 1 5 417 86.6% 5.5%

R2 H29 保健福祉学部 147 145 0 2 0 0 147 98.6% 1.4%

(2020) (2017) 看護 41 41 0 0 0 0 41 100.0% 0.0%

栄養 44 44 0 0 0 0 44 100.0% 0.0%

保健福祉（社） 41 40 0 1 0 0 41 97.6% 2.4%

保健福祉（子） 21 20 0 1 0 0 21 95.2% 4.8%

情報工学部 169 146 9 6 1 7 169 86.4% 3.6%

情報通信 64 58 4 0 0 2 64 90.6% 0.0%

情報システム 62 55 2 2 0 3 62 88.7% 3.2%

人間情報 43 33 3 4 1 2 43 76.7% 9.3%

デザイン学部 92 79 4 4 0 5 92 85.9% 4.3%

デザイン工 40 35 3 1 0 2 41 87.5% 2.5%

造形デザイン 52 44 1 3 0 3 51 84.6% 5.8%

計 408 370 13 12 1 12 408 90.7% 2.9%

R3 H30 保健福祉学部 148 141 0 4 0 3 148 95.3% 2.7%

(2021) (2018) 看護 44 44 0 0 0 0 44 100.0% 0.0%

栄養 43 39 0 3 0 1 43 90.7% 7.0%

保健福祉（社） 41 38 0 1 0 2 41 92.7% 2.4%

保健福祉（子） 20 20 0 0 0 0 20 100.0% 0.0%

情報工学部 149 132 0 3 0 14 149 88.6% 2.0%

情報通信 59 50 0 2 0 7 59 84.7% 3.4%

情報システム 50 42 0 1 0 7 50 84.0% 2.0%

人間情報 40 40 0 0 0 0 40 100.0% 0.0%

デザイン学部 93 82 0 3 1 7 93 88.2% 3.2%

デザイン工 43 41 0 0 0 3 44 95.3% 0.0%

造形デザイン 50 41 0 3 1 4 49 82.0% 6.0%

計 390 355 0 10 1 24 390 91.0% 2.6%

G-2



Ｇ-2　全研究科

修了
年度

入学
年度

研究科 入学者
修業年限
期間内
卒業者

修業年限
超過

卒業者

中途
退学者

除籍者
在学者
(R4.3
 現在)

計
修業年限
期間内
卒業率

退学率

H28 H27 保健福祉（前期） 22 13 8 1 0 0 22 59.1% 4.5%

(2016) (2015) 保健福祉（後期） 7 5 0 2 0 0 7 71.4% 28.6%

情報系工（前期） 66 59 2 5 0 0 66 89.4% 7.6%

情報系工（後期） 3 0 1 2 0 0 3 0.0% 66.7%

デザイン（修士） 6 5 0 1 0 0 6 83.3% 16.7%

計 104 82 11 11 0 0 104 78.8% 10.6%

H29 H28 保健福祉（前期） 24 20 3 1 0 0 24 83.3% 4.2%

(2017) (2016) 保健福祉（後期） 6 1 1 2 0 2 6 16.7% 33.3%

情報系工（前期） 48 48 0 0 0 0 48 100.0% 0.0%

情報系工（後期） 2 0 0 0 0 2 2 0.0% 0.0%

デザイン（修士） 7 5 1 1 0 0 7 71.4% 14.3%

計 87 74 5 4 0 4 87 85.1% 4.6%

H30 H29 保健福祉（前期） 21 16 5 0 0 0 21 76.2% 0.0%

(2018) (2017) 保健福祉（後期） 8 2 1 1 0 4 8 25.0% 12.5%

情報系工（前期） 46 41 3 2 0 0 46 89.1% 4.3%

情報系工（後期） 3 2 1 0 0 0 3 66.7% 0.0%

デザイン（修士） 4 4 0 0 0 0 4 100.0% 0.0%

計 82 65 10 3 0 4 82 79.3% 3.7%

H31 H30 保健福祉（前期） 22 13 5 1 0 3 22 59.1% 4.5%

(2019) (2018) 保健福祉（後期） 7 1 0 0 0 6 7 14.3% 0.0%

情報系工（前期） 41 38 1 2 0 0 41 92.7% 4.9%

情報系工（後期） 1 1 0 0 0 0 1 100.0% 0.0%

デザイン（修士） 3 3 0 0 0 0 3 100.0% 0.0%

計 74 56 6 3 0 9 74 75.7% 4.1%

R2 H31 保健福祉（前期） 17 15 2 0 0 0 17 88.2% 0.0%

(2020) (2019) 保健福祉（後期） 7 2 0 0 0 5 7 28.6% 0.0%

情報系工（前期） 45 42 1 2 0 0 45 93.3% 4.4%

情報系工（後期） 5 2 0 1 0 2 5 40.0% 20.0%

デザイン（修士） 7 4 0 2 0 1 7 57.1% 28.6%

計 81 65 3 5 0 8 81 80.2% 6.2%

R3 R2 保健福祉（前期） 23 15 0 2 0 6 23 65.2% 8.7%

(2021) (2020) 保健福祉（後期） 7 0 0 0 0 7 7 0.0% 0.0%

情報系工（前期） 43 37 0 3 0 3 43 86.0% 7.0%

情報系工（後期） 1 0 0 0 0 1 1 0.0% 0.0%

デザイン（修士） 4 2 0 0 1 1 4 50.0% 0.0%

計 78 54 0 5 1 18 78 69.2% 6.4%
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Ｈ 国際交流  

学生の海外派遣プログラム 

種別 研修・事業名 派遣先 期間 

共 

通 

教 

育 

科 

目 

語学文化研修（英語） バンガー大学（英国） 8月下旬～9月中旬 

語学文化研修（韓国語） 梨花女子大学（韓国） 8月下旬～9月上旬 

語学文化研修（英語） アデレイド大学（豪州） 2月下旬～3月中旬 

海外研修（保健福祉学）

[豪州] 

南オーストラリア大学、 

TAFE SA、他（豪州） 
8月下旬～9月上旬 

海外研修（保健福祉学）

[香港] 
香港理工大学（香港） 9月中旬～9月下旬 

海外研修（保健福祉学）

[韓国] 
又松大学校（韓国） 9月中旬～9月下旬 

専
攻
共
通 

海外研修（保健福祉学研

究）［タイ］ 
カセサート大学（タイ） 9月中旬～9月下旬 

海外研修（保健福祉学研

究）［イタリア］ 

ダンヌンツィオ大学 

（イタリア） 
11月上旬～11月中旬 

国
際
交
流 

活
動 

米国スタディツアー 
ポートランド州立大学 

（米国） 
8月下旬～9月中旬 

マレーシア海外インタ

ーンシップ 

マラッカ技術大学 

（マレーシア） 

8月中旬～9月中旬 

2月中旬～3月中旬 

 

海外学生の受入プログラム 

研修・事業名 参加大学 期間 

日本語・日本文化研修 
河南科技大学 

他 
7月下旬 

香港理工大学短期交換看護研修 香港理工大学 7月下旬～8月上旬 

 

留学生受入人数 

大学名（国名） 

学部（うち研究生） 
大学院 博士前期課

程・修士課程 

大学院 博士

後期課程 
合計 

保 健

福祉 

情 報

工学 

デ ザ

イン 

保 健

福祉 

情 報

工学 

デ ザ

イン 

保 健

福祉 

情 報

工学 

又松大学校 

（韓国） 
   1     1 

南昌大学 

（中国） 
      1  1 

河南科技大学 

（中国） 
        0 

雲林科技大学 

（台湾） 
        0 



H-2 

ハサヌディン大学

（インドネシア） 
      1  1 

カセサート大学 

（タイ） 
        0 

トリブバン大学 

（ネパール） 
        0 

協定校以外から

の一般入学等 
  1 2     3 

合計 0 0 1 3 0 0 2 0 6 
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I 高大連携協定等に基づく授業に係る高等学校への講師派遣及び生徒の受入 

I-1 講師派遣 

実施場所 担当学部 教員名 講義内容等 
受講 

人数 

学

年 
実施日 

岡山操山高

等学校 

(オンライ

ン実施)  

保健福祉 准教授 周防美智子 模擬講義（生徒の課題研究に対す

る指導助言） 

16 2 R3.5.26 

情報工 教授 末岡浩治 模擬講義（生徒の課題研究に対す

る指導助言） 

14 

岡山操山高

等学校 

保健福祉 准教授 周防美智子 模擬講義（生徒の課題研究に対す

る指導助言） 

16 2 R3.7.14 

情報工 教授 末岡浩治 模擬講義（生徒の課題研究に対す

る指導助言） 

14 

保健福祉 准教授 周防美智子 「幼少期におけるキャラクター

のイメージカラーはジェンダー

観に影響を与えるのか」について

模擬講義（生徒の課題研究に対す

る指導助言） 

29 1 R3.12.15 

情報工 教授 末岡浩治 「ICTの物流分野への応用」につ

いて模擬講義（生徒の課題研究に

対する指導助言） 

29 

岡山南高等

学校 (オン

ラ イ ン 実

施) 

保健福祉 教授 高戸 仁郎 「介護予防について」の講義・実

技指導 

13 3 R3.6.15 

倉敷南高等

学校  

保健福祉 准教授 岡崎 愉加 進学ガイダンスおよび性教育講

演会 

320 1 R3.7.14 

 
I-2 生徒の受入 

新型コロナウイルスの影響により受け入れを中止 
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Ｊ 高等学校への講師派遣及び生徒の受入（授業以外） 

Ｊ-1 講師派遣（校内ガイダンス） 

学年 人数

3 27 大学概要説明

2 11 栄養学科の説明

5月13日 関西高等学校 3 4 大学概要説明（オンライン）

6月9日 山陽学園高等学校 3 2 大学概要説明（オンライン）

看護学科の説明（オンライン）

栄養学科の説明（オンライン）

1 24 栄養学科の説明（オンライン）

3 59 大学概要説明（オンライン）

6月15日 兵庫県立加古川南高等学校 2 14 栄養学科の説明（オンライン）

6月16日 広島県私立盈進高等学校 1～3 15 大学概要説明（オンライン）

6月17日 玉島高等学校 2 11 建築学科の説明

6月29日 広島県立福山明王台高等学校 2 39 栄養学科の説明（オンライン）

7月13日 井原高等学校（北校地） 1、2 28 情報工学部の説明（オンライン）

2 147 大学概要説明（オンライン）

2 15 栄養学科の説明（オンライン）

総社南高等学校 1 8 建築学科の説明（オンライン）

7月20日 広島工業大学高等学校 1～3 6 大学概要説明（オンライン）

1 38 看護学科の説明

1 23 栄養学科の説明

1 13 現代福祉学科の説明

9月29日 勝山高等学校 1、2 19 情報工学部の説明（オンライン）

10月1日 邑久高等学校 1 4 栄養学科の説明（オンライン）

10月5日 倉敷鷲羽高等学校 1 4 情報工学部の説明

10月19日 井原高等学校 1、2 29 情報工学部の説明

10月25日 倉敷中央高等学校 2 25 看護学科の説明

10月27日 総社南高等学校 2 27 情報工学部の説明

11月2日 岡山学芸館高等学校 1、2 51 大学概要、栄養学科の説明

11月8日 創志学園高等学校 1 11 栄養学科の説明（オンライン）

11月9日 明誠学院高等学校 1 11 栄養学科の説明

12月1日 岡山商科大学附属高等学校 2 8 大学概要説明

12月14日 岡山工業高等学校 1 14 デザイン学部の説明

12月17日 兵庫県立三木高等学校 2 17 情報工学部の説明

3月3日 玉野高等学校 2 80 大学概要説明（オンライン）

3月14日 興譲館高等学校 2 6 大学概要説明

内容

4月28日 井原高等学校

1 8

6月14日 岡山一宮高等学校

月日 高等学校名
受講者

7月14日
兵庫県立篠山鳳鳴高等学校

8月23日 西大寺高等学校

6月10日 高梁高等学校

 
 
Ｊ-2 生徒の受入 

新型コロナウイルスの影響により受け入れを中止 
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Ｋ 学生・学生団体等の受賞 

 

岡山県立大学 Web サイトの下記ページを参照してください。 

 

・「岡山県立大学（ホームページ）」 

↓ 

「大学案内」 

↓ 

「学生・教員の受賞情報」 

※URL https://www.oka-pu.ac.jp/guide/guide_detail/index/870.html 
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Ｌ 委員会等の審議事項 

Ｌ-1 大学活動委員会 

第１回（令和３年４月８日） 
（１）内部質保証推進会議について 
（２）「おかやま組込みシステム・AI 講座」に係る寄附講座について 

 （３）アクティブ・ラーニング実施状況調査結果について 
 
第２回（令和３年５月１３日） 
 （１）令和３（2021）年度後期交換留学生について 
 （２）ＦＤ・ＳＤ研修会について 
 （３）ＣＰの修正について 
 （４）アセスメントポリシーの修正について 
 
第３回（令和３年６月１０日） 
 （１）「吉備の杜」創造戦略プロジェクトにおける学外者履修要綱について 
 （２）成績分布の検証について 
 （３）ＣＰの修正について 
 （４）アセスメントポリシーの修正について 
 （５）2020 授業形態追加調査（案）について 
 
第４回（令和３年７月８日） 
 （１）岡山県立大学の研究活動における不正行為防止等に関する規程の一部改正について 
 
第５回（令和３年９月９日） 
 （１）令和４年度岡山県立大学大学院学則の一部改正について 
 （２）令和４年度岡山県立大学学位規程の一部改正について 
 （３）令和４（2022）年度前期交換留学生の募集について 
 （４）令和４（2022）年度転学生の募集について 
 （５）「岡山県立大学教育研究紀要 2021」論文等募集について 
 （６）ＦＤ活動における相互授業参観実施について 
 （７）アクティブ・ラーニング（ＡＬ）導入による教育成果向上に向けたお願い 
 （８）令和３年度 TOEIC L＆R IP テストの実施について 
 （９）令和３年度入学生の TOEIC L＆R IP の結果報告について 
 
第６回（令和３年１０月１４日） 
 （１）「技術者と社会」に係る寄附講座について 
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 （２）令和３年度ＦＤ・ＳＤ研修会の実施について 
 （３）「ＯＰＵフォーラム 2022」の開催方針について 
 （４）成績分布の検証結果について 
 
第７回（令和３年１１月１１日） 
 （１）卒業時アンケートについて 
 （２）休学願・退学願提出の際の面談報告書の添付について 
 （３）コロナ禍の授業に関するアンケート調査（旧オンライン授業アンケート）の実施に

ついて 
 （４）令和４年度全学講義に係る講師候補について 
 
第８回（令和３年１２月９日） 
 （１）卒業時アンケートについて 
 （２）卒業時・修了時アンケート結果の公表について 
 （３）学生異動状況の公表について 
 （４）社会貢献年報 2021 について 
 （５）教育年報 2021 について 
 
第９回（令和４年１月１３日） 
 （１）地域創生推進士認定要領（案）について 
 （２）令和４年度の副専攻「岡山創生学課程」の実施について 
 （３）学位授与の方針（ＤＰ）の周知について 
 （４）授業実施形態及びアクティブ・ラーニング等調査について 
 （５）令和４年度「大学で学ぶ」について 
 
第１０回（令和４年２月１０日） 
 （１）岡山県立大学履修規程の一部改正について 
 （２）岡山県立大学大学院履修規程の一部改正について 
 （３）教学情報の公表について 
 （４）授業改善意見交換会の開催について 
 （５）教職員のための学生対応マニュアルについて 
 （６）ＤＰ及びＣＰの一部改正について 
 （７）岡山県立大学学術情報リポジトリ運用指針の一部改正及び登録済コンテンツの 

告示対応について 
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第１１回（令和４年３月１０日） 
 （１）令和４年度地域創造戦略センター客員教授等について 
 （２）令和４年度教育開発センター、アドミッション・高大連携センター、グローバル 

ラーニングセンター、キャリア・学生生活支援センターの客員教授等について 
 （３）教学情報の公表について 
 （４）令和３年度後期の TOEIC L＆R IP の結果報告と今後の方針について 
 （５）令和４年度 TOEIC L＆R IP テストの実施について 
 （６）令和３年度後期アドバイザー制度の実績及び令和４年度アドバイザー制度の実施 

について 
 （７）内部質保証推進会議の改編について 
 
Ｌ-2 教務学部専門委員会 

第１回（令和３年５月１３日） 
 （１）令和３年度教務学部専門委員会開催日程について 

（２）４年次生に係る年度末日程について 
（３）カリキュラムマップの修正について 
 

第２回（令和３年６月１０日） 
 （１）令和４年度開講計画等の協議スケジュールについて  
（２）令和４年度共通教育科目の開講計画への要望等について  

 （３）カリキュラムマップの修正について 
 

第３回（令和３年７月８日） 
 （１）令和４年度学部授業科目の新設・廃止について（保健福祉学部） 
 （２）令和４年度保健福祉学部看護学科授業開講計画（案）について 
（３）令和４年度共通教育科目の開講計画について 
（４）令和４年度学部教育科目の卒業要件・開講計画について（依頼） 

 （５）カリキュラムマップの修正について 
 
第４回（令和３年９月９日） 
（１）令和４年度共通教育科目の時間割について 
（２）令和４年度学部授業科目の新設・名称変更について（情報工学部） 
（３）令和４年度学部教育科目の卒業要件・開講計画について（審議） 
（４）令和４年度学部教育科目の時間割編成について（依頼） 
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第５回（令和３年１０月１４日） 
 （１）令和４年度教務・学生生活関係スケジュールについて 
（２）令和４年度カリキュラムマップ・ツリーの作成について 
 

第６回（令和３年１１月１１日） 
 （１）令和４年度学部教育科目の時間割編成について（審議） 
（２）令和４年度カリキュラムマップ・ツリーの作成について（審議） 
（３）令和４年度履修案内の原稿作成について（依頼） 
（４）令和４年度「大学コンソーシアム岡山」への提供科目について（依頼） 
 

第７回（令和３年１２月９日） 
 （１）令和４年度カリキュラムマップ・ツリーの作成について（審議） 
（２）令和４年度廃止および臨時に設ける授業科目について（依頼） 

 （３）令和４年度「シラバス」の作成について 
（４）令和４年度「大学コンソーシアム岡山」への提供科目について（審議） 
（５）令和４年度学部教育科目開講計画の修正について（デザイン学部） 
 

第８回（令和４年１月１３日） 
 （１）令和４年度新入生オリエンテーション日程について 
（２）令和４年度図書館ガイダンスの実施について 

 （３）令和４年度シラバス作成の手引き等について 
 （４）学位授与の方針（DP）の周知について 
 
第９回（令和４年２月１０日） 
 （１）令和４年度廃止および臨時に設ける授業科目について（審議） 
（２）令和４年度履修案内について（審議）  
 

第１０回（令和４年３月１０日） 
 （１）令和４年度在学生用履修案内について（審議） 
 

Ｌ-3 教務大学院専門委員会 
第１回（令和３年６月１０日） 
 （１）令和３年度教務大学院専門委員会開催日程について  
（２）令和４年度開講計画等の作成スケジュールについて  
（３）令和４年度大学院授業科目の新設について（保健福祉学研究科・情報系工学研究科） 

 （４）令和４年度大学院のカリキュラムマップの作成について 
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第２回（令和３年７月８日） 
 （１）令和４年度大学院授業科目の新設・廃止について（保健福祉学研究科） 
（２）令和４年度保健福祉学研究科看護学専攻授業開講計画（案）について 
（３）令和４年度大学院のカリキュラムマップの作成について 

 
第３回（令和３年９月９日） 
 （１）令和４年度研究科共通基盤科目群の開講計画及び時間割について 
（２）令和４年度大学院授業開講計画と時間割編成について（依頼） 
（３）保健福祉学専攻の大学院博士前期課程修了要件の変更について 
（４）令和４年度大学院授業科目の新設・廃止について（保健福祉学研究科） 

 
第４回（令和３年１２月９日） 
 （１）令和４年度大学院授業科目の廃止について（情報系工学研究科）  
（２）令和４年度大学院授業科目の廃止について（デザイン学研究科） 
（３）令和４年度大学院教育科目の開講計画について（審議） 
（４）令和４年度大学院のカリキュラムマップの作成について（審議） 
（５）令和４年度「シラバス」の作成について 
（６）令和４年度履修案内について（依頼） 
（７）令和４年度授業科目の廃止および臨時に設ける科目について（依頼） 
（８）令和４年度教務・学生生活関係スケジュールについて 

 
第５回（令和４年２月１０日） 
 （１）令和４年度大学院授業科目の新設について（保健福祉学研究科） 
（２）令和４年度履修案内について（審議） 
（３）令和４年度授業科目の廃止および臨時に設ける科目について（審議） 
（４）令和４年度シラバス作成の手引きについて 
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2004（平成 16）年度以来、毎年刊行される「教育年報」の編集担当が、2014（平成 26）
年度に大学教育開発センター（現・教育開発センター）となって 8 年目となります。2020
（令和 2）年に全世界へ拡大した新型コロナウイルス感染症は、世界中の教育機関に未曾有

のパラダイム・シフトをもたらすこととなりました。インターネットなどの ICT 機器を活

用した新しい教育の手法を広めるとともに、私たち教員は、好むと好まざるに関わらず、オ

ンライン授業の活用など社会の変化に追随することを強いられました。本学においても、コ

ロナ禍 1 年目の昨年度は、手探りの中でのオンライン授業の導入となり、教職員、学生と

も、今まで経験したことのない困難に向き合うとともに、ICT 機器の利活用により、全く新

しい授業方法を体現することとなりました。また、海外研修などは大きな制約を受けること

となった反面、従前は対面でのみ開催されていた各種の国際会議、研修会、講演会などが、

オンライン開催されることで、参加にかかる時間、経費などを気にすることなく、大学内あ

るいは自宅から容易に参加することが可能となったことは喜ばしいことと考えています。

コロナ禍 2 年目となった 2021（令和 3）年度では、オンライン授業あるいは対面授業を併

用したハイブリッド授業における教育効果を維持・向上させるため、教職員は、前年度に対

する振返りの下、様々な工夫を凝らし、教育の質の向上に努めてきました。 
一方、令和 2 年 1 月に中央教育審議会大学分科会から示された「教学マネジメント指針」

に基づく教育の質保証に向けた種々の活動は、コロナ禍と並行して推進することとなりま

した。本学においても、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程の編成・実施

の方針（カリキュラム・ポリシー）、入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）の

改定、アセスメント・ポリシーの制定、内部質保証推進に向けた体制の整備、学部別外部評

価の実施などを推し進めてきました。2021（令和 3）年度では、アセスメント・ポリシーに

準拠した教育情報の公開・可視化に向けた活動、副専攻課程の拡充、学科再編など、エポッ

クメーキングな変化がもたらされました。 
今回の「教育年報 2021」編纂にあたり、以上の学内外の状況を勘案した上で、いくつか

の拡充を行いました。 
第 1 部では、2020（令和 2）年度までは学部低年次対象の「岡山創生学」のみであった副

専攻課程が、学部高年次生対象の「吉備の杜クリエイター課程」、大学院博士前期課程（修

士課程）学生対象の「吉備の杜プロデューサー課程」に拡張され、大学院博士後期課程を除

く全ての在学生が享受することのできる教育課程となったことに対応するため、副専攻に

おける教育活動と成果を充実しました（第 3 章）。 
第 2 部および第 3 部では、従前同様、各センターおよび附属図書館における教育活動と

その成果をまとめました。 
以降、内部質保証推進会議の活動と、アセスメント・ポリシーに基づく教育の検証結果を

第 4 部に、「教育年報」としては今回初めて集約しました。内部質保証で求められる情報公



開は、次年度以降も継続的に行う必要があり、「教育年報」も情報公開の一つの場として位

置づけられることになると思われます。 
次に、2020（令和 2）年度に引き続いて実施された学部別外部評価の結果を、第 5 部にま

とめました。内部質保証とともに、学外の有識者による外部評価は、毎年の法人評価、7 年

以内ごとの機関別認証評価と併せ、本学の教育研究の質向上の推進に対する道標の一つと

なるものです。 
そして、昨年度に引き続き、コロナ禍における教育活動への対応を第 6 部に詳述しまし

た。 
我が国では 18 歳人口が減少の一途を辿っている一方で、大学進学率は上昇しています。

これに伴い、ステークホルダーが大学教育に期待する内容も、多種多様に様変わりしていま

す。これらに応えるべく、公立大学としての本学の教育研究においても、内部質保証、教学

マネジメントなど弛まない自助努力が必要になります。本「教育年報 2021」が、今後に向

けた本学の教育の質向上に資する資料となることを望みます。 
 

教育開発センター長 榊原 勝己 (編集責任者) 
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	25　第５部　学部別外部評価（ニ）
	第５部　学部別外部評価
	(1)　開催日時
	令和４年１月２１日（金）１０：００～１２：００
	(2)　評価者名簿
	筒井恵子　　社会福祉法人鴻仁福祉会理事長　特別養護老人ホーム愛光苑施設長
	山本達也　　岡山県立西大寺高等学校　校長
	片岡洋行　　就実大学薬学部教授
	上甲啓一　　生活協同組合おかやまコープ本部長
	曽我比呂子　公益財団法人倉敷中央医療機構倉敷中央病院
	医療福祉相談グループグループ長　ソーシャルワーカー
	(3)　意見交換会の概要
	＜評価者＞
	・高齢者施設も保育施設も、人材不足で悩んでいる。介護報酬も少ない中で、給与面で四年生大学出身者を受け入れる余裕がなく、寂しい状況にある。
	・施設等での職員の虐待について、認知症や発達障害の理解ができていない等、教育ができていないところに原因がある。
	・特別養護老人ホームは管理栄養士を配置することが加算条件にある。高齢者施設では、学校の給食のような形ではなく、入所者の体調を見ながら栄養マネジメントができる管理栄養士を育てていただきたい。
	＜大学側＞
	・認知症の理解については、介護福祉士養成課程以外の科目としても実施する等教育を行っている。
	＜大学側＞
	・虐待や発達障害について、幼児教育段階では、その他の学校教育よりも問題として出てくることが少ないが、文部科学省の通知に基づき、昨年末に県から、虐待のうち性的虐待が最近教育現場で問題になっているので、その教育・啓発にも力を入れるよう要請があった。本学科はほとんど女子学生だが、男性に特化した問題ではないので、その専門知識を伝えながら、教育に取り組んでいきたい。
	＜大学側＞
	・入所者の体調にあった食事の提供は、栄養士の大事な仕事であり、単に栄養のことだけを勉強するのではなく、人間の体や食品そのものについても勉強し、相手の体調などを観察しながら考えることができる栄養士が育っていると思っている。
	・栄養学科の学生を中心として、地域で高齢者の方に体調や希望にあったお弁当を作る活動も熱心に取り組んでいる。
	＜大学側＞
	・患者に寄り添うということを学んで臨地実習に入るが、自分が健康体であるので、なかなか寄り添えない。知識はあっても実際に対象者に寄り添った行動ができるかを臨地実習で実感するよう取り組んでいる。
	＜大学側＞
	・虐待のメカニズムや虐待をしている親に対するプログラム、性的虐待に対する先進的な事例も教えている。
	＜評価者＞
	・少子化でこれから子どもがどんどん減っていき、各大学は大変になる。現在、学力をつけて前期・後期日程等で入学させようとする高校と、総合型選抜等で入学させようとする高校と、２極化が進んでいる。ただ、総合型選抜等で受験する場合、自ら体験したことがある生徒が合格しており、体験型学習をどれだけ高校で実施しているかが関係してくる。
	・今は、生徒よりも、保護者の「早く合格を決めたい」という意向が勝っている。来年度、岡山大学が後期日程を廃止するので、来年度受験パターンが変わる可能性があると考えている。
	・岡山大学の医学部保健学科看護学専攻は理系からしか入学できないが、文系からも入学できる枠を設けて欲しいと思っている。看護学科を目指す生徒は、病気を直す「Cure」を気にかけるが、「Care」が大切だということを説明している。また、人の死と向き合う仕事であるとういうことも言っているが、浸透しているかわからない。その点、看護学科が夏に行っている講座等に参加することは良いことだと思っている。
	・栄養学科の就職先について、管理栄養士として就職できる数が限られているので懸念している。食品関係に就職するとなると、農学部や薬学部、化学関係学部との競争になり、激戦になる。また、理系からしか入学できないので、文系の高校が敬遠する。
	・社会福祉士の合格率がいつも高いのに、令和２年度は低い。
	・保育士については、もう少しすると少子化で子どもが減り、就職先が狭まるのではないかと思っている。
	・ソーシャルワーカーやケアマネジャーと話をする機会があったのだが、気長に根気強く対応してくれる方が多く、場数を踏んでいるだけではない、人間性がすばらしい方が多い。これも教育の賜物なんだろうなと思っている。
	＜大学側＞
	・志高く入学してくる学生を、看護師の卵として社会に送り出せているかというと、こちらもまだまだ努力しなければいけないなと思う。
	＜大学側＞
	・栄養学科の就職先について、管理栄養士の資格を取るのに、管理栄養士としての就職を望まず企業に就職する学生が結構いて、就職先がバラエティに富んでいる。管理栄養士として就職したいのに就職できないという学生はほとんどおらず、ほとんどの学生が希望する進路に就職できている。
	・入試については、一般入試では理科が必要なので、理系しか受験できないが、推薦入試は生物基礎・化学基礎で受験できるので、文系も受験できる。ただ、栄養学科の講義は生物・化学が基礎になった科目が多いので、生物基礎・化学基礎で入学した学生は、そこで努力が必要になってくるが、栄養学科としては文系の学生にも来てもらいたいと思っている。
	＜大学側＞
	・国家試験は厳しい状況ではあるが、今年度は各教員が国家試験の対策講座を設けたりして、試験対策を行っている。
	＜大学側＞
	・就職先が限られる中、どうやって学生を希望の就職先に送り出せるかを考えると、知識も技術も大切だが、やはり人間性を育てることが大切だと考えている。
	＜大学側＞
	・単なる実践ではなく、理論的な枠組みで物事を見る力が重要だと考えている。また、人間性に加えて人と連帯していける力も必要である。それを全学科で教育していきたいと考えている。また、少人数なので、一人一人にあった教育を目指していきたい。
	・「バイスティックの七原則」に従った支援をしていきたい。
	＜評価者＞
	・地域活動が非常に活発に行われている。
	・学科間で連携教育はしているのか。現場ではいろいろな職種が連携して仕事をしているが、大学の中でそのような取り組みがなされているか。
	・学生が在学中あるいは卒業後に、大学で学んだことに満足しているかアンケート調査をしているのか。満足度が高ければそこをアピールしていけば学生も集まると思うし、大学の特色や魅力にもなるのではないか。
	＜大学側＞
	・学科間連携については、「チームガバナビリティ演習」という科目があり、外部の専門家を呼んで４学科の学生が専門職の連携について学んでいる。「地域保健福祉演習」も４学科が連携している。また、全学で取り組む副専攻もある。
	＜大学側＞
	・「チームガバナビリティ演習」は選択科目で、約３０名が受講している。グループとチームの違いや、チームを作る過程を学び、グループに分かれて、チームとしての意見をまとめる練習をする。コロナ禍以前は、病院実習としてチーム連携の様子を見せてもらったりしていた。
	・「地域保健福祉演習」は、今年度から学科共同で実施している。総社薄荷が今年度のテーマで、栄養学科の教員担当の回では薄荷を使ったメニューを味わい、看護学科の回では薄荷オイルを使った健康効果の測定、デザイン学部の回は薄荷を使った染織などを行った。
	＜大学側＞
	・全学的な取組として、副専攻の「岡山創生学」という課程があり、学生が地域の課題を見つけて、地域の方々と一緒に解決に向けて考えるという正課の活動である、それに加えて、今年度からは、「子ども食堂」「防災」「貧困家庭への学習支援」「プレーパークの支援」「シニア向けスマートフォン講座の支援」「倉敷美観地区の景観維持」など、自分でテーマを見つけて、いろいろな人と協働することを学ぶ準正課の活動もしている。
	＜大学側＞
	・全学的な取り組みとして、卒業生にはアンケートを実施している。また、３年ごとに企業の方にアンケートをとっている。
	＜大学側＞
	・看護学科では、カリキュラム改正があったので、同窓会に登録している卒業生600名に、カリキュラムについてのアンケート調査を行った。回収数は120弱だったが、実習での学びが将来に影響しているという回答が多かった。座学で習ったことが腑に落ちるような体験ができる実習を心掛けている。
	＜大学側＞
	・毎年、卒業生が仕事についてのプレゼンテーションする取り組みもある。
	＜評価者＞
	・食育の出前授業を保育園などで行っており、子どもに情報を伝えるノウハウを教えてもらう交流を子ども学科と行った。また、食習慣と食育に関する取組について、大学院生２名に参加してもらった。
	・コロナ禍のため対面で話をする機会が不足しており、コミュニケーションに苦慮している。リアルで会うことに比べれば後退していることもあると思うが、何か工夫はしているのか。
	・今までインターネットを使った取り組みがあまりなかったが、コロナ禍で、インターネットで動画を見たり、オンラインで会議をするなど増えてきた。HPの情報発信の話があったが、企業や県民に向けた情報発信について、さらに一層広げていけたら、より県立大学を身近に感じるのではないかと思う。
	＜大学側＞
	・教員が担任のような形で学生を支援するアドバイザー制度というものがある。コロナ禍で対面が難しくなったが、メール等で今までよりも密に連絡を取って、学修を支援している。
	・SNSで行事や大学の情報を随時発信しているが、他大学に比べるとまだ弱いと思うので、対策をしていきたい。
	＜大学側＞
	・オンラインで行われた出前授業を見させていただいて、保育者の卵として子どもの発達特性を踏まえた意見をグループディスカッションでお伝えしたが、ちょうど幼稚園の教育実習を控えていたので学生のモチベーションが高まった。また、自分たちの方が伝え方について参考にさせてもらった。
	＜大学側＞
	・今年度は、オンラインに教員も学生も少し慣れてきたので、昨年度よりは学生の満足度も上がっていると思う。
	・対面での授業では終了後の質問はあまり出てこないが、オンラインだと意外と質問が出る。また、動画配信をしている場合、再生回数が試験前には上がり、試験をしても対面よりもよい点を取る。
	・また、オンラインで学生が自由に使える時間が増えて、地域活動やアルバイトが増えている。
	・情報発信については、教員が紹介するよりも、学生目線で紹介する方が効果的だと思うので、学生に動画を作ってもらうことを考えている。
	＜大学側＞
	・コロナ化で講義もオンラインで行ったりしているが、オンラインでもサボる学生はあまりおらず、レポートも出してくる。実習がWEB実習になると、実際の患者さんではなく、事例を作って検討するようになるので、今まで授業で行った事例検討とあまり変わらず、進展が見られなかったので、他の教員に患者役になってもらい健康教育を行うなど工夫をした。
	・HPの更新については、動画を入れるなど、もう少し活性化を図っていきたい。
	＜大学側＞
	・令和４年４月から、専門教育は基本的には対面で行う方針であるが、コロナ禍で通学できない学生のためハイブリッドで行うなど工夫をしていきたい。
	＜評価者＞
	・「チームガバナビリティ演習」にメンターとして参加したが、現場での多職種連携にすぐに結びつく授業であった。
	・診療報酬の関連もあるが、これからは地域での連携や地域で暮らすことが欠かせない。そこを学生に授業で学んできてもらい、現場で「これが習ったことなんだ」と結びつくことが大切であり、それがある人とない人では、伸びるところが違うなと感じているので、ぜひそのあたりを学んでほしい。
	・ソーシャルワーカーになると、警察だろうが検察だろうが、どことでも連携していかないといけないし、たくさんの人と協力して支援をしていく必要がある。そのためにも、基本的なコミュニケーション能力や、今学んでいることが現場で結びつくような教育が大切だと思う。
	＜大学側＞
	・現場経験を豊富に有する教員が多数いるので、今学んでいることが現場ではこう役立つということを学生にわかりやすく伝えることを考えていきたい。
	・資格取得があるので授業時間数が多いが、それ以外の時間で地域の方とのふれあいやボランティア活動等を推奨して、多くの経験を積んだ卒業生を送り出したい。
	＜大学側＞
	・吉備の杜クリエイター課程について、岡山創生学課程との違いなどを中心に説明を。
	＜大学側＞
	・岡山創生学課程は、ボランティア活動を体験した上で、自分でテーマを見つけて活動する。その後「吉備の杜クリエイター課程」になると、連携機関からもらったテーマを自分の専門分野と結びつけながら解決を考えていく。大学院になると「吉備の杜プロデューサー課程」になり、社会人にも参加してもらう課程となっている。
	(1)　開催日時
	令和４年１月１７日（月）１４：００～１６：００
	(2)　評価者名簿
	晝田眞三　ヒルタ工業株式会社　代表取締役会長
	中島義雄　株式会社システムズナカシマ　代表取締役社長
	菅　誠治　岡山大学工学部長
	万殿貴志　株式会社英田エンジニアリング　代表取締役
	小川浩基　インタロボット株式会社　代表取締役
	豊田晃敏　岡山県立総社高等学校　校長＜欠席＞
	(3)　意見交換会の概要
	＜評価者＞
	・全体的にみると国際教育の満足度が若干低いように思える。教養教育科目の中に英語などはどれぐらい入っているのか。座学が中心なのか。
	・外部検定試験などを進級要件に入れているのか。
	＜大学側＞
	・英語は、英会話などもある。
	・ＴＯＥＩＣを１年生と２年生で受験するが、点数はそこまで良くはない。進級要件には入れていない。
	＜評価者＞
	・岡山大学では、専門分野に応じて、進級要件、卒業要件、大学院の入試要件に入れるなど工夫をしている。専門分野によっても違うが、論文も英語なので、語学が大事だ。３年生から４年生への進級時、卒業時、大学院入試と少しずつハードルを上げている。そうすると効果的に点数が上がっていく。卒業できない学生もいるが、それぐらいしないとやらない。そのあたりは工夫の余地があるのではないか。
	＜大学側＞
	・進級要件にＴＯＥＩＣを入れている場合に、別途、技術英語能力検定を受験するなど、救済措置を設けている大学もあると聞くが、進級要件にＴＯＥＩＣだけでハードルをかけるというは問題ないのか。
	＜評価者＞
	・必修の英語の単位認定の条件にＴＯＥＩＣを入れているのだが、４００点というレベルであれば問題ないのではないか。
	＜評価者＞
	・卒業時アンケートの「あなたは、世代や言語や文化の相違をのりこえてコミュニケーションを図ることができますか」と、「あなたは法や道徳を守り、社会を改善する意欲がありますか」という質問について、「あまりない」と回答した学生がいるが、技術者倫理のような教育はしているのか。
	＜大学側＞
	・技術者倫理というのは、基本的にはフレッシュマンセミナーや卒業研究の中で教えている。また、「技術者と社会」の中には、倫理というコマも入れているが、これは選択科目にしている。
	＜評価者＞
	・岡山大学工学部も以前はなかったが、少し前のカリキュラムから、外部講師をお願いして技術者倫理や特許などを含めた「工学倫理」を３年生の集中講義で教えている。
	＜評価者＞
	・卒業時アンケートをとっているが、卒業して何年か仕事をしてから、振り返って大学はどうだったかというアンケートがあると、もっと現実的なことがわかるのではないか。卒業生のフォローアップという面でも、卒業して３～５年ぐらい経ってから、大学で本来何をしたらよかったのか、もう一度振り返る機会があれば、それが実際の教育の役に立つのではないか。なかなか難しいとは思うが。
	・高大連携について、理科系の学生を育てようとしているSSHの高校との連携はどうなっているのか。ある程度対象を絞って連携すると、現場の学生の定着もすすむのではないか。
	・社会人にとって情報系のスキルはとても大事である。社会人への教育についてもう少しあるといい。今はどの製造業もどうやってシステム化するかが求められているが、それができる人材がいない。また、入社後、別の仕事をしていると、もう一度情報系の仕事をするのが難しい。最新の情報を再度勉強するチャンスを提供していただけると、岡山の製造業にも役に立つ。
	＜大学側＞
	・新型コロナウイルスへの対処の中で、オンラインでのノウハウが出来たので、オンラインでそういうことができるかもしれない。
	＜評価者＞
	・事業者も、システム化するノウハウがなくて、システム会社に委託したり、買収したりして対応しているが、それができる社員がいると、もっと広がる。今いる社員の再教育という観点からもできればいい。
	＜評価者＞
	・入社後、適応障害になるというケースがある。基本的には真面目で優秀な人なのに、どうしてそうなるのかと考えると、世渡り方というか、周囲とのコミュニケーションが得意ではない人が、昔に比べて増えている気がする。そういうところも鍛えてほしい。
	・外国語も重要だが、きちんとした日本語を書ける人が減っていると思う。新聞を読む人も減っていると聞くが、日本語を書くという能力が磨かれることも必要ではないかと思う。
	・就職先によって、求められる英語力が変わってくる。工学部なら製造業に就職する学生が多いと思うが、今の製造業で国内向けだけという企業はない。海外の方とのやりとりが日常的に起きてくる。リアルのときは海外に出張する人が英語力を求められ、そうではない人は強くは求められなかったが、オンラインになるとみんなやりとりをするようになるので、英語ができればチャンスが増えていく。海外とのやりとりが数年前に比べると格段に活発になっている。オンラインで海外の大学とやりとりをしているとのことだったが、製造業の会社だとこれを...
	＜大学側＞
	・海外の大学との交流についても、参加する学生が限定的である。やはり岡山大学のように避けて逃げられないようにした方が・・・。
	＜評価者＞
	・本を読むことはとても大事である。入社しても文章がきちんと書けないという話があったが、コミュニケーションも同様だ。人間力をつけるのは、本を読むと高まってくるのではないかと思う。社員に聞いてもほとんど本を読まないし、新聞も取っていない。スマートフォンで自分に必要なニュースや本を読んでいるが、紙に書いてある本を紐解くということがなくなっている。そこがコミュニケーション能力を上げるとか、文章を書く能力に必要ではないかと考えている。図書を買う予算が少ないと聞いて、地元の学校等に寄附したりしているが、大学ま...
	・退学率について、アドバイザー制度の効果はあるのか。
	＜大学側＞
	・アドバイザー制度は以前からあるが、この退学率のカーブのとおりである。定期的な面談を全学生に対して行ったり、修得単位の少ない学生を呼び出してアドバイスしたり、保護者に連絡したりしているが、なかなかゼロにはならない。
	＜評価者＞
	・ゼロは難しいと思うが、ミスマッチの対策は何をしているのか。
	＜大学側＞
	・高校の教員に説明したりして、入学前にミスマッチを防いでいる。また、転学部という制度もあるが、あまり機能はしていない。受け入れ側の了解も必要で、各学科の定員が決まっているので、それ以上は受け入れてもらえなかったりする。
	＜評価者＞
	・ＡＩなど、企業向けの出前講座があればいいと思う。
	＜大学側＞
	・「組み込みＡＩ」を県事業で実施しているが、そのようなことであれば、岡山県立大学協力会と協力して実施するのがいいかもしれない。
	＜評価者＞
	・学生にとって、大学は講義が大きな部分を占めるが、コロナ禍で「講義資料提供型オンデマンド」の授業が多くなっている。コロナ禍の異常時の対応ということだと思っていたが、今後、平常時も「講義資料提供型オンデマンド」が続くようなら、問題だと思う。インターネットで勉強ができる中で、大学に通うというのは、先生の「人となり」に触れ合うということが大事で、非常に価値があることだと思う。「講義資料提供型オンデマンド」は本来は実施すべきではないという考えで取り組んでいただきたい。生徒側からすれば、簡単に単位が取れてい...
	＜大学側＞
	・コロナが収束すれば、「講義資料提供型オンデマンド」のような形式はなくなると思う。
	講義も、座席の間隔を空けて対面で実施する方向に舵を切っている。
	＜評価者＞
	・ぜひ、人と触れ合うことを重視するという方針で実施してほしい。
	＜大学側＞
	・まさにそのとおりである。「講義資料提供型オンデマンド」がずっと続くということはないとお考えいただきたい。
	＜評価者＞
	・オンデマンドの講義は、良い悪い両面あり、もう一度見返すことができるという良い面もある。リアルタイムの講義は通信環境のせいで全然聞こえなかったという学生もいる。学生にとって一番いいのは、対面で講義をしつつ、それを同時配信し、また後でオンデマンドで見ることができるという「ハイフレックス型」である。岡山大学では、費用はかかるが、先生が教室に行けば簡単にハイフレックス型講義ができるように教室に改造することを考えている。
	＜評価者＞
	・大学院に進学する学生が３割程いるとのことだが、大学院の状況はどうなのか。
	＜大学側＞
	・大学院の外部評価は実施していない。次年度以降、大学院の状況を外部評価用資料に入れる方向で検討する。
	＜評価者＞
	・大学院の県内就職率は、学部に比べていかがか。
	＜大学側＞
	・あまり良くないが、年度によって差がある。
	＜大学側＞
	・大都市へ出る学生が増える。もともと県内指向の強い学生は、学部を卒業して就職する傾向が強い。
	＜大学側＞
	・どうやって県内企業に目を向けさせるかが課題である。
	＜評価者＞
	・吉備の杜プロジェクトで、県内企業との関係ができてくるので、いい効果がでればいい。
	＜大学側＞
	・やはり県内企業との接点を増やすことだと思う。
	＜評価者＞
	・岡山大学も経済同友会とインターンシップをしているが、最近はいろいろなインターンシップが出てきたので、見直しをしなければと考えている。インターンシップがどれぐらい就職に結びついているか。
	＜大学側＞
	・きっちりとしたデータはないが、過去には、エンジニアリング演習に行った企業に就職した学生が数名いた。
	＜評価者＞
	・インターンシップは、学生が働くということをしっかり認識して帰ってくるので、学生にとってとてもいいことであるが、それが就職に結びついていない。岡山大学も中央指向が強く、せっかくインターンシップを受け入れてくれた企業に申し訳がない。だが、実力のある地場企業を見せていただくということはとてもいいことだと思っている。最近は、オンラインインターンシップを学生がずっと行っていて、研究にあまり時間がさけていない現状もある。
	(1) 開催日時
	令和４年１月１８日（火）１４：００～１６：００
	(2) 評価者名簿
	梶谷俊介　　岡山トヨタ自動車株式会社　代表取締役社長
	秋山　宏　　岡山県立総社南高等学校　校長
	上田恭嗣　　ノートルダム清心女子大学名誉教授
	大橋宗志　　株式会社山陽新聞社　監査役
	小野　力　　株式会社英田エンジニアリング
	(3) 意見交換会の概要
	＜評価者＞
	・学部が変わったのが大きいが、自分が在籍していたころに比べて、いろいろ変わったなと思っている。新しい学部になって、どういう授業を受けてどういう作品を作っているのか興味がある。
	＜評価者＞
	・コロナ禍で、教育や研究がどう変わったのかが気がかりだったが、対面授業が７０％近くあり、これは大変すばらしいことだと思う。実学重視のデザイン学部では、リモートではどうにもならないことがあると思う。よくやられているなと思った。その影響か、GPAの数値がほぼ前年並みになっている。
	・就職・進学状況について、造形デザイン学科の卒業生46人のうち、就職者25人、進学者３人、休学や退学等９人を差し引いた残り９人はどうなっているのか。また、これらの学生に対して、指導は行き届いているのか。
	＜大学側＞
	・授業について、大学の方針はできるだけ対面授業を減らすということだったが、デザイン学部ではそれでは教育効果の保証ができないので、少人数にするためにクラスを半分にして倍の数の授業をしたり、午前にオンラインで授業をして午後に対面で演習を行うなど、既に決まっていた時間割を更に組み直して実施した。教員や学生に負担をかけたが、コロナ対策を徹底して行ったおかげで、大学構内での罹患者はなかった。罹患者を出さずにあれだけの対面授業ができたのは、教員・学生の努力の賜物であると認識している。
	・就職・進学状況については、フリーターとしてデザインの仕事をしている学生が、就職にカウントされていない。
	＜評価者＞
	・それは、就職できなかったということか、本人の希望でフリーターで自由に働きたいということなのか。
	＜大学側＞
	・ほとんどが後者で、就職できないというよりも、まったく就職活動をしていない学生が一定数いる。卒業していきなり起業となると、資金面でもなかなか難しいが、フリーだとパソコン１つで仕事ができたりするので、フリーターといえどもそれなりの収入を得ている学生もいる。
	＜評価者＞
	・それで生活できるというのであれば、生き方の問題だから、大学の問題ではないですね。
	＜大学側＞
	・このフリーターをどうカウントするかが悩ましいところである。
	＜評価者＞
	・県立高等学校では、令和４年度から各校ごとにディプロマポリシーやカリキュラムポリシーを作成し、HP等で生徒・保護者等に周知するとともに、それを元に学習評価を行うこととなっている。大学も同じように作成しているが、大きな組織なので、教員や学生等にどのように周知しているのか。
	＜大学側＞
	・ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリシーについては、高校生に向けて発信しているが、文章だけだとわかりにくく、ポリシーを理解して大学に進学する学生はあまりいないのではないか。どのようにわかりやすく高校生に向けて発信するかは考えていかなければいけない。在学生には、ディプロマポリシーに従ってできた到達目標を達成できないと単位がとれないということを理解してもらうため、オリエンテーションやアドバイザー制度を使って説明している。
	＜評価者＞
	・デザイン学部というと、「専門的知識・技能」が重視されると思うが、その前の「人間・社会・自然の理解」や「倫理観」が入っていることがいい。これからの未来をデザインしていく人たちは、こういうところがきっちりしていないと人間として信頼されない。結局、卒業時アンケートを見ても、「専門的な知識や技能を身につけている」と「幅広い教養を身につけている」と答えた学生が約７割と同数である。ディプロマポリシーが機能しているのではないかと思う。
	＜大学側＞
	・「コミュニケーション能力＝英語」と考えているところが少し寂しいが、デザインは専門性を深めようと思うほど、多角的に物事が見えないと難しい。この部分は学部としても気を付けているし、大学全体としてもリベラルアーツに力を入れている。
	＜評価者＞
	・卒業時アンケートの「あなたは未来に向けて新たな行動をする意欲がありますか」という質問に対して、「十分ある」「ある程度ある」と回答した学生が９割を超えている。今どきの学生はそうなのかなと驚いた。
	＜評価者＞
	・ミスマッチについて、難しいが、ディプロマポリシーやカリキュラムの特徴などを、いかに高校生に発信していくかが重要だと思う。昔は、この成績だとこのレベルの大学という大雑把なくくりで進学先を決めていたが、今は、大学で何が学べるかというのを調べて進学先を決めており、おそらく高校もそういう指導に変わってきているのだろう。デザイン学部とは、単なるアートではないということをいかに発信し、それを分かった上で入学してもらうかというところに力を入れていく必要がある。同じ学部の名前でも教育の中身が違う可能性もある。
	＜大学側＞
	・言葉で書いたらなんとなくわかるが、これを高校生に伝えるのが難しい。高校の校長先生から、授業の様子を動画で見たらわかりやすかったという意見をもらったこともあるので、やはり高校生には、文章ではなく、授業の様子の動画配信などを考えなければいけないなと思っているところである。また、高校の先生方にも、デザイン学部のことをどう説明すればいいかと思っている。
	＜評価者＞
	・高校でも中学校向けに説明をしたりするが、在校生が難しい言葉をかみ砕いて説明したときは非常に好評だった。学生が、何時に起きて、こういう授業を受けて、アルバイトをしてという一日の流れということを説明したらいいのではないか。高校生からすれば、大学生は勉強以外はどういうことをしているのか興味がある。難しいとは思うが、学生が出向いたりして直接対応できればいいのではないか。
	＜大学側＞
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